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序

　
古
来
よ
り
福
岡
県
は
、
大
陸
と
の
文
化
交
流
の
窓
口
と
し
て
最
新
の
文
化
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
県
内
各
地
で
は
、
異
な
る

歴
史
や
風
土
の
中
で
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
、
特
色
の
あ
る
「
盆
綱
」
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
盆
綱
は
、
ま
さ
に
人
々
の
生
活
の
一

部
で
あ
り
、
ま
た
、
誇
り
に
思
う
人
々
も
多
く
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
社
会
生
活
や
産
業
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、
福
岡
県
の
伝
統
的
な
盆
綱
の
中
に
は
大
き
く
変
容
し
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、

す
で
に
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
令
和
二
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
数

多
く
の
祭
り
・
行
事
が
中
止
、
も
し
く
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
貴
重
な
文
化
財
の
滅
失
に
大
き
く
拍
車
を
か
け
て

お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
中
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
に
か
け
て
、
福
岡
県

内
で
継
承
さ
れ
て
き
た
盆
綱
の
悉
皆
的
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
報
告
は
そ
の
調
査
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
盆
綱
が
備
え
る
地
域
的
特
色
や
歴
史
的
背
景
を
報
告
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
各
地
域
で
継
承
さ
れ
て
き
た
盆
綱
の
価
値
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
今
後
の
保
存
・
継
承
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
の
実
施
及
び
報
告
書
の
刊
行
に
当
た
り
、
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ
め
、
調
査
に
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
の
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
の
皆
様
方
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
市
町
村
、
各

調
査
地
の
祭
り
・
行
事
の
保
存
会
や
地
元
関
係
者
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
令
和
六
年
三
月
三
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長

　
　
吉
田

　
法
稔
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iii

　
例 

言

一
、 

 
本
書
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
の
六
箇
年
に
わ
た
っ
て
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
北
部
九
州
の
盆
綱
」
調
査
の

報
告
書
で
あ
る
。

二
、 

 

調
査
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
同
時
並
行
で
実
施
し
て
い
た
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
の
調
査
委
員
会
か
ら
、
調
査
方
法
、
報
告
書
編
集
に
つ
い
て
指
導
・

助
言
を
頂
い
た
。

三
、 

市
町
村
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
盆
綱
の
実
施
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
実
施
状
況
調
査
の
結
果
は
、
第
三
章
に
掲
載
し
た
。

四
、 

 

詳
細
調
査
は
、
三
一
件
の
盆
綱
、
一
件
の
十
五
夜
さ
ん
大
綱
引
き
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
員
・
専
門
調
査
員
・
事
務
局
が
実
施
し
た
。
詳

細
調
査
の
執
筆
は
、
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
・
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
・
事
務
局
が
担
当
し
、
執
筆
者
名
は
各
報
告
の
末
尾
に
記
載
し
た
。

五
、 

 

巻
頭
及
び
本
文
中
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
詳
細
調
査
実
施
時
に
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
が
撮
影
し
た
も
の
、
市
町
村
お
よ
び
地
元
御
提
供
の
も
の
を
使
用
し
た
。

六
、 

本
文
中
に
使
用
し
た
地
図
、
分
布
図
は
事
務
局
が
作
成
し
た
。

七
、 

本
書
で
使
用
し
た
明
治
期
の
人
口
に
つ
い
て
は
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』、
地
域
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

　
福
岡
』
等
を
参
照
し
た
。

八
、 

本
書
の
編
集
は
、
福
岡
工
業
大
学
准
教
授
の
田
中
久
美
子
（
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
）・
九
州
歴
史
資
料
館
の
岸
本
圭
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
䑓

　
　
　 

昌
也
の
協
力
を
得
て
文
化
財
保
護
課
の
梶
佐
古
幸
謙
が
行
っ
た
。
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第
一
章
　
は
じ
め
に

　　
第
一
節
　
調
査
に
至
る
経
緯

　
福
岡
県
は
旧
筑
前
国
、
筑
後
国
、
豊
前
国
の
一
部
か
ら
な
り
（
図
一
）、
自
然

環
境
と
し
て
は
、
玄
界
灘
、
有
明
海
、
周
防
灘
に
面
し
、
筑
紫
山
地
、
耳
納
山
地
、

英
彦
山
地
な
ど
の
山
々
と
そ
れ
ら
を
水
源
と
し
て
流
れ
る
筑
後
川
、
遠
賀
川
、
山

国
川
と
い
っ
た
大
き
な
河
川
に
よ
っ
て
、
福
岡
平
野
や
筑
紫
平
野
を
は
じ
め
と
す

る
豊
穣
の
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
よ
り
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
と

し
て
、
最
新
の
文
化
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
や
文
化
的
背
景
を
持
つ
福
岡
県
の
各
地
域
で
は
、
全
国

的
に
み
て
特
色
の
あ
る
「
盆
綱
」
行
事
が
認
め
ら
れ
る
。
盆
綱
は
盆
の
時
期
に
行

わ
れ
る
綱
曳
き
行
事
を
指
し
て
お
り
、
福
岡
県
で
は
「
久
富
の
盆
綱
曳
き
行
事
」

が
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
一
年
三
月
に
は

福
岡
県
と
佐
賀
県
下
で
行
わ
れ
る
「
北
部
九
州
の
盆
綱
」
が
、
国
の
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。

　
福
岡
県
で
は
、
全
国
的
に
見
て
特
色
の
あ
る
盆
綱
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
こ
れ
ま
で
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
県
内
に
分
布
す
る
盆
綱
の
全

体
像
及
び
現
在
の
実
施
状
況
が
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
盆
綱
」

を
把
握
し
、
文
化
財
保
護
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
記
録
作
成
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。
調
査
は
、
同
時
進
行
で
実
施
さ
れ
た
、
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」

調
査
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
文
化
庁
が
定
め
る
「
祭
り
・
行
事
調
査
実
施
要
項
」

に
則
り
、
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
・
活
用
事
業
費
補
助
金
（
民
俗
文
化
財
調
査

費
国
庫
補
助
）
を
受
け
て
実
施
し
た
。

　
調
査
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
四
箇
年
を
か
け
て
実
施
す
る
計
画
で
、
前
年
度
の

平
成
二
九
年
度
か
ら
文
化
庁
調
査
官
と
協
議
を
進
め
、
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ

準
備
も
行
っ
た
。

　
し
か
し
令
和
元
年
度
の
末
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
的

に
流
行
す
る
状
況
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
調
査
対
象
で
あ
る
「
盆
綱
」
が
実

施
さ
れ
ず
、
ま
た
聞
き
取
り
調
査
も
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
た
。
十
分
な
調
査

記
録
が
と
れ
な
い
想
定
外
の
状
況
に
至
っ
た
た
め
、
委
員
会
に
お
け
る
協
議
、
文

化
庁
の
了
解
を
得
た
上
で
調
査
期
間
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
留
ま
る
様
子
を
み
せ
ず
、
単
年
の
調
査

期
間
延
長
に
止
ま
ら
ず
、
令
和
五
年
度
ま
で
調
査
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
令
和
五
年
五
月
八
日
を
も
っ
て
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
「
五
類
感
染
症
」
に
変
更
さ
れ
、
諸
対
策
に
つ
い
て
緩
和
さ
れ
た

た
め
、
各
地
で
休
止
し
て
い
た
盆
綱
も
再
開
さ
れ
る
事
例
が
増
加
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
長
期
休
止
を
機
に
長
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
盆
綱
が
廃
絶
し
て
し

ま
っ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
県
内
の

「
盆
綱
」
の
把
握
と
記
録
作
成
が
で
き
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
今
回
の
「
盆
綱
」
の
調
査
は
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
委
員
会
、
委
員
の
構
成
及
び
事
務
局
は
「
祭
り
・

行
事
」
調
査
報
告
書
に
記
載
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

　　
第
二
節
　
調
査
体
制

　（
一
）　
調
査
委
員
会

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
設
置
要
項
を
定
め
、

民
俗
学
・
文
化
人
類
学
を
専
門
と
す
る
県
内
在
住
の
有
識
者
四
名
に
委
員
を
、
同

じ
く
八
名
に
専
門
調
査
員
を
委
嘱
し
た
。
委
員
会
委
員
は
調
査
事
業
の
運
営
全
般

に
関
す
る
審
議
の
ほ
か
、
祭
り
・
行
事
の
詳
細
調
査
と
報
告
書
執
筆
を
担
当
し
た
。

そ
の
他
、
本
調
査
事
業
を
補
完
す
る
た
め
、
民
俗
を
専
門
と
す
る
本
県
文
化
財
職

員
の
協
力
を
得
た
。

 
　
詳
細
調
査
は
、
三
一
件
の
盆
綱
、
一
件
の
十
五
夜
綱
引
き
に
つ
い
て
、
市
町

村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
員
・
専
門
調
査
員
・
事
務
局
が
実
施
し
た
。
詳
細
調

査
の
執
筆
は
、
調
査
委
員
・
専
門
調
査
員
・
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
・
事
務

局
が
担
当
し
、
執
筆
者
名
は
各
報
告
の
末
尾
に
記
載
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
事
業
に
お
け
る
基
礎
調
査
に

よ
っ
て
市
町
村
文
化
財
行
政
主
管
課
が
把
握
し
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
現
在
実
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施
中
で
あ
る
す
べ
て
の
盆
綱
を
詳
細
調
査
の
対
象
と
し
た
。

〇
調
査
委
員
（
敬
称
略
）

　
森

　
弘
子

　
　
　
学
校
法
人
筑
紫
女
学
園

　
理
事

　
★
調
査
委
員
会
委
員
長

　
白
川

　
琢
磨

　
　
福
岡
大
学

　
名
誉
教
授
（
令
和
四
年
度
ま
で
）

　
須
永

　
敬

　
　
　
九
州
産
業
大
学

　
国
際
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科

　
教
授

　
田
中

　
久
美
子

　
福
岡
工
業
大
学

　
社
会
環
境
学
部
社
会
環
境
学
科

　
准
教
授

〇
専
門
調
査
員
（
敬
称
略
・
所
属
は
令
和
五
年
度
現
在
）

カ
ー
タ
ー

　
ケ
イ
レ
ブ

　
九
州
大
学

　
人
文
科
学
研
究
院

　
講
師

　
亀
﨑

　
敦
司

　
　
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会

　
研
究
協
力
員

　
末
松

　
剛

　
　
　
九
州
産
業
大
学

　
地
域
共
創
学
部
地
域
づ
く
り
学
科

　
教
授

　
中
村

　
琢

　
　
　
平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館

　
学
芸
員

　
長
谷
川

　
清
之

　
田
川
郷
土
研
究
会

　
常
任
委
員

　
福
間

　
裕
爾

　
　
太
宰
府
市
文
化
財
専
門
委
員
会

　
委
員

　
𠮷𠮷
田

　
扶
希
子

　
西
南
学
院
大
学

　
非
常
勤
講
師

　
吉
留

　
徹

　
　
　
福
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会

　
専
門
委
員

〇
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
敬
称
略
）

　
小
林

　
稔

　
　
　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課

　
民
俗
文
化
財
部
門
主
任
文
化
財
調
査
官

（
平
成
三
〇
年
度
～
令
和
元
年
度
ま
で
）

　
藤
原

　
洋

　
　
　
文
化
庁
文
化
財
第
一
課

　
民
俗
部
門

　
文
化
財
調
査
官

　
久
野

　
隆
志

　
　
福
岡
県
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課

　
参
事
補
佐

　（
二
）　
調
査
・
執
筆
協
力
（
敬
称
略
・
五
十
音
順

　
所
属
は
令
和
五
年
度
現
在
）

　
調
査
及
び
執
筆
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
は
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
河
口

　
綾
香

　
福
岡
市
博
物
館
学
芸
課

　
小
林

　
勇
作

　
筑
後
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
井

　
英
明

　
　
古
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　
梅
﨑

　
慎
一

　
那
珂
川
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

　
藤
川

　
貴
久

　
那
珂
川
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

　
鵤

　
智
子

　
　
那
珂
川
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

（
三
）
事
業
の
実
施
体
制

北
部
九
州
の
盆
綱
調
査
事
業
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
の
六
箇
年
を

か
け
て
実
施
し
た
。
計
画
当
初
は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
の
四
箇
年
で

事
業
を
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
県
内
の
多
く
の
盆
綱
が
中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
、
詳
細
調

査
の
計
画
に
大
幅
な
変
更
・
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
、
文
化
庁
と
の
協
議
の
上
、
令

和
五
年
度
ま
で
事
業
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
事
業
の
事
務
局
は
福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課
に
置
き
、
委

員
会
を
含
む
事
業
の
全
般
的
運
営
、
基
礎
調
査
の
と
り
ま
と
め
、
市
町
村
へ
の
調

査
協
力
依
頼
、
そ
の
他
必
要
な
事
務
手
続
き
を
当
課
文
化
財
保
護
係
で
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
当
課
管
理
係
が
担
当
し
た
。

（
四
）
事
務
局

〇
平
成
三
〇
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸

　
秀
明

　
　
　
教
育
長

　
　
吉
田

　
法
稔

　
　
　
副
教
育
長

　
　
辰
田

　
一
郎

　
　
　
理
事
兼
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
河
口

　
靖
志

　
　
　
課
長

　
　
田
上

　
稔

　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
市
村

　
智
子

　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
松
本

　
親
典

　
　
　
参
事
補
佐
兼
管
理
係
長

　
　
野
美
山

　
智
美

　
　
事
務
主
査
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宮
﨑

　
亮

　
　
　
　
主
任
主
事

　
　
渡
部

　
倖
子

　
　
　
主
任
主
事

　
　
手
嶋

　
健
登

　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
飛
野

　
博
文

　
　
　
技
術
主
査

　
　
宮
地

　
聡
一
郎

　
　
技
術
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
主
任
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐

　
友
一
郎

　
　
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本

　
圭

　
　
　
　
企
画
主
査
（
調
査
）

　
　
坂
本

　
真
一

　
　
　
技
術
主
査

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
主
任
技
師

〇
令
和
元
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸

　
秀
明

　
　
　
教
育
長

　
　
吉
田

　
法
稔

　
　
　
副
教
育
長

　
　
木
原

　
茂

　
　
　
　
理
事
兼
教
育
総
務
部
長

　　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
河
口

　
靖
志

　
　
　
課
長

　
　
田
上

　
稔

　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
市
村

　
智
子

　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
堺

　
崇
文

　
　
　
　
管
理
係
長

　
　
新
飼

　
奈
美

　
　
　
事
務
主
査

　
　
宮
﨑

　
亮

　
　
　
　
主
任
主
事

　
　
川
江

　
美
春

　
　
　
主
任
主
事

　
　
手
嶋

　
健
登

　
　
　
主
事

　
　
山
口

　
ゆ
ら

　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地

　
聡
一
郎

　
　
企
画
主
査

　
　
坂
元

　
雄
紀

　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
主
任
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐

　
友
一
郎

　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本

　
圭

　
　
　
　
企
画
主
査
（
調
査
）

　
　
坂
本

　
真
一

　
　
　
技
術
主
査

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
主
任
技
師

〇
令
和
二
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
城
戸

　
秀
明

　
　
　
教
育
長

　
　
木
原

　
茂

　
　
　
　
副
教
育
長

　
　
上
田

　
哲
子

　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
綾
部

　
耕
士

　
　
　
課
長

　
　
田
上

　
稔

　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
松
本

　
親
典

　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
堺

　
崇
文

　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
管
理
係
長

　
　
新
飼

　
奈
美

　
　
　
事
務
主
査

　
　
宮
﨑

　
亮

　
　
　
　
主
任
主
事
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川
江

　
美
春

　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山

　
栞
奈

　
　
　
主
事

　
　
北
村

　
友
樹

　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地

　
聡
一
郎

　
　
企
画
主
査

　
　
大
庭

　
孝
夫

　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
技
術
主
査

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
入
佐

　
友
一
郎

　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
岸
本

　
圭

　
　
　
　
参
事
補
佐
（
調
査
）

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
技
術
主
査

　
　
坂
元

　
雄
紀

　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
主
任
技
師

〇
令
和
三
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田

　
法
稔

　
　
　
教
育
長

　
　
寺
﨑

　
雅
巳

　
　
　
副
教
育
長

　
　
上
田

　
哲
子

　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
明
永

　
好
弘

　
　
　
課
長

　
　
田
上

　
稔

　
　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
宮
崎

　
奈
巳

　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
広
津

　
壽
子

　
　
　
管
理
係
長

　
　
新
飼

　
奈
美

　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤

　
潤
也

　
　
　
主
任
主
事

　
　
川
江

　
美
春

　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山

　
栞
奈

　
　
　
主
事

　
　
北
村

　
友
樹

　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
参
事
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
宮
地

　
聡
一
郎

　
　
企
画
主
査

　
　
大
庭

　
孝
夫

　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
技
術
主
査

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
岸
本

　
圭

　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
技
術
主
査

　
　
坂
元

　
雄
紀

　
　
　
技
術
主
査
（
調
査
）

　
　
岡
田

　
諭

　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
主
任
技
師

〇
令
和
四
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田

　
法
稔

　
　
　
教
育
長

　
　
上
田

　
哲
子

　
　
　
副
教
育
長

　
　
松
永

　
一
雄

　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
明
永

　
好
弘

　
　
　
課
長

　
　
田
上

　
稔

　
　
　
　
参
事

　
　
赤
間

　
寛
人

　
　
　
課
長
補
佐

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
課
長
技
術
補
佐
兼
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　［
管
理
係
］

　
　
広
津

　
壽
子

　
　
　
管
理
係
長

　
　
楢
原

　
充
士

　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤

　
潤
也

　
　
　
主
任
主
事
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亀
山

　
栞
奈

　
　
　
主
任
主
事

　
　
北
村

　
友
樹

　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
大
庭

　
孝
夫

　
　
　
企
画
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
技
術
主
査

　
　
出
見

　
優
人

　
　
　
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
岸
本

　
圭

　
　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
技
術
主
査

　
　
岡
田

　
諭

　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
技
術
主
査

　
　
梶
佐
古

　
幸
謙

　
　
主
任
技
師
（
調
査
）

〇
令
和
五
年
度

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
　
吉
田

　
法
稔

　
　
　
教
育
長

　
　
上
田

　
哲
子

　
　
　
副
教
育
長

　
　
松
永

　
一
雄

　
　
　
教
育
総
務
部
長

　
文
化
財
保
護
課

　［
総
括
］

　
　
比
山

　
裕
隆

　
　
　
課
長

　
　
杉
原

　
敏
之

　
　
　
参
事
兼
課
長
技
術
補
佐

　
　
赤
間

　
寛
人

　
　
　
課
長
補
佐

　［
管
理
係
］

　
　
古
賀

　
功
親

　
　
　
管
理
係
長

　
　
山
田

　
哲
也

　
　
　
事
務
主
査

　
　
森
藤

　
潤
也

　
　
　
主
任
主
事

　
　
宮
本

　
瑛
介

　
　
　
主
任
主
事

　
　
亀
山

　
栞
奈

　
　
　
主
任
主
事

　
　
堤

　
祥
吾

　
　
　
　
主
事

　［
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
］

　
　
大
庭

　
孝
夫

　
　
　
企
画
・
埋
蔵
文
化
財
係
長

　
　
岡
田

　
諭

　
　
　
　
技
術
主
査

　
　
城
門

　
義
廣

　
　
　
技
術
主
査

　
　
出
見

　
優
人

　
　
　
技
師

　［
文
化
財
保
護
係
］

　
　
森
井

　
啓
次

　
　
　
参
事
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
下
原

　
幸
裕

　
　
　
企
画
主
査

　
　
松
本

　
将
一
郎

　
　
技
術
主
査

　
　
野
木

　
雄
大

　
　
　
技
術
主
査

　
　
梶
佐
古

　
幸
謙

　
　
主
任
技
師
（
調
査
・
報
告
）

　
詳
細
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員
、
保
存
会
・
担
い
手
の

皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
町
村
文
化
財
担
当
職
員

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
や
保
存
会
と
の
調
整
、
調
査

の
随
行
に
つ
い
て
御
助
力
い
た
だ
き
、
ま
た
保
存
会
・
担
い
手
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
詳
細
調
査
の
際
の
聞
き
取
り
や
補
足
調
査
等
に
お
い
て
快
く
調
査

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個
人
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に

記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
梶
佐
古

　
幸
謙
）
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第
三
節
　
調
査
の
経
過

　
調
査
は
全
体
把
握
を
行
う
「
基
礎
調
査
」
と
、
把
握
を
行
っ
た
上
で
本
県
に
特

色
の
あ
る
祭
り
・
行
事
の
記
録
作
成
を
行
う
「
詳
細
調
査
」
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

調
査
の
経
過
に
つ
い
て
、
年
度
を
追
っ
て
記
す
。

〇
平
成
三
〇
年
度

　
福
岡
県
「
祭
り
・
行
事
」
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
の
方
針
等
基
本
事

項
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。
県
内
文
化
財
行
政
担
当
者
会
で
調
査
趣
旨
を
説
明
し
、

県
内
市
町
村
の
担
当
者
に
対
し
調
査
協
力
を
求
め
た
。
委
員
会
で
承
認
を
得
た
調

査
方
針
に
則
り
、
県
内
市
町
村
に
照
会
し
基
礎
調
査
に
着
手
し
た
。
代
表
的
と
判

断
さ
れ
る
祭
り
・
行
事
に
つ
い
て
、
詳
細
調
査
に
着
手
し
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
六
月
二
九
日
）］

　
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、
委
員
の
委
嘱
を
行
っ
た
。
調
査
方
針
を

確
認
し
、
承
認
を
得
た
。
福
岡
県
独
自
の
調
査
テ
ー
マ
・
地
域
区
分
に
つ
い
て
事

務
局
案
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
二
日
）］

　
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
項
目
に
沿
っ
て
基
礎
調
査
の
実
施
し
、
中
間
報
告
を

行
っ
た
。
基
礎
調
査
に
着
手
し
て
出
て
き
た
課
題
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
元
年
度

　
基
礎
調
査
は
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
詳
細
調
査
は
調
査
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
調

査
対
象
候
補
を
挙
げ
協
議
を
行
い
、
調
査
計
画
を
策
定
の
上
、
実
地
調
査
に
着
手

し
た
。
報
告
書
の
執
筆
に
向
け
、
章
立
て
・
要
項
等
の
提
案
を
行
っ
た
。
令
和
元

年
度
末
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
対
応
が
生
じ
、
三
月
十

日
に
予
定
し
て
い
た
第
三
回
委
員
会
は
中
止
し
、
文
化
庁
調
査
官
と
の
個
別
協
議

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
八
月
五
日
）］　

　
基
礎
調
査
に
つ
い
て
調
査
テ
ー
マ
毎
に
整
理
を
行
い
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
詳
細

調
査
の
方
向
性
を
検
討
し
た
。
詳
細
調
査
計
画
を
早
期
に
定
め
て
執
筆
分
担
の
整

理
を
行
う
方
針
と
し
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
十
二
月
十
六
日
）］

　
報
告
書
の
構
成
に
つ
い
て
事
務
局
案
を
提
案
し
、
協
議
を
行
っ
た
。
詳
細
調
査

の
記
述
順
序
に
つ
い
て
、
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
県
の
特
色
を
出
す
に
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
執
筆
要
項
に
つ
い
て
も
事
務
局
案
を
示
し
た
。

詳
細
調
査
対
象
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
絞
り
込
み
作
業
を
行
っ
た
。

〇
令
和
二
年
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受
け
、
予

定
し
て
い
た
調
査
対
象
の
多
く
が
中
止
と
な
っ
た
。
特
に
多
く
の
人
が
参
集
す
る

祭
り
・
行
事
は
悉
く
中
止
と
な
り
、
ま
た
実
施
さ
れ
る
と
し
て
も
例
年
よ
り
大
幅

に
簡
素
化
し
た
形
で
行
わ
れ
た
。
委
員
会
開
催
に
つ
い
て
も
慎
重
な
姿
勢
が
求
め

ら
れ
、
年
度
の
後
半
の
十
二
月
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。
調
査
期
間
に
つ

い
て
文
化
庁
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
一
年
延
長
す
る
こ
と
で
承
認
を
得
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
十
二
月
四
日
）］　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
多
大
に
受
け
、
中
止
・
簡
略
化
・
神

事
の
み
実
施
等
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
共
有
。
報
告
書
の
記
述
順
に
つ
い

て
季
節
順
・
テ
ー
マ
毎
・
地
域
別
等
の
問
題
提
起
し
、
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
四
日
）］

　
行
事
が
予
定
通
り
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
関
連
文
献
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
に
注
力
。
報
告
書
の
記
述
順
は
季
節
で
線
引
き
せ
ず
実
施
順
と
し
た
。
詳
細
調

査
を
実
施
し
た
祭
り
・
行
事
の
う
ち
報
告
書
に
掲
載
す
る
も
の
の
選
択
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
三
年
度

　
調
査
期
間
を
令
和
四
年
度
ま
で
延
長
し
た
も
の
の
、
一
向
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
沈
静
化
は
見
え
ず
、
変
異
株
の
発
現
等
も
あ
り
、
調
査
期
間
を
更

に
延
長
す
る
こ
と
で
協
議
を
行
っ
た
。
報
告
書
記
述
の
体
裁
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
協
議
を
行
い
、
執
筆
作
業
に
向
け
た
取
組
を
本
格
化
さ
せ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
十
月
二
七
日
）］

　
報
告
書
の
執
筆
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
、
写
真
の
用
い
方
や
、
行
事
を
ど
こ
ま
で
詳
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細
に
記
述
す
る
か
等
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
三
月
二
二
日
）］

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き
く
、
詳
細
調
査
を
実
施
し
た
も

の
に
つ
い
て
も
簡
略
化
等
が
顕
著
な
状
況
で
あ
っ
た
。
報
告
書
の
具
体
的
記
述
を

示
し
た
う
え
で
、
執
筆
方
針
を
定
め
た
。

〇
令
和
四
年
度

　
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
い
た
。
特
に
年
度
初

頭
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
・
縮
小
と
な
っ
た
が
、
夏
前
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
弱
く
な
り
、
段
々
と
行
事
が
再
開
し
始
め
た
た
め
、
詳
細

調
査
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
著
し
く
受
け
た
山
笠
行
事
の
調
査
を
中
心
に
行
っ
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
七
月
二
六
日
）］

　
報
告
書
の
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
全
体
構
成
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
、
報
告
書
ド
ラ

フ
ト
の
読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
執
筆
内
容
の
洗
練
化
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
た
。

［
第
二
回
委
員
会
（
十
一
月
十
八
日
）］

　
報
告
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
再
共
有
を
し
、
掲
載
写
真
や
文
言
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
っ
た
。

〇
令
和
五
年
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
各
地
の

祭
り
・
行
事
の
多
く
が
再
開
し
た
た
め
、
補
足
の
詳
細
調
査
を
実
施
で
き
た
。
令

和
四
年
度
同
様
、
山
笠
行
事
を
中
心
に
実
地
調
査
を
実
施
し
た
。

［
第
一
回
委
員
会
（
八
月
三
一
日
）］

　
報
告
書
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
再
度
共
有
・
確
認
し
、
報
告
書
原
稿

の
レ
イ
ア
ウ
ト
、図
面
の
塩
梅
、名
称
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
最
終
協
議
を
行
っ

た
。

　

（
梶
佐
古

　
幸
謙
）
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福岡県「祭り・行事」調査委員会設置要項

（設　置）
第１条　福岡県内に伝承される祭り・行事の調査を実施するため、福岡県教育委員会に福岡県「祭り・
行事」調査委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（所掌事務）
第２条　委員会は、前条の目的を達成するため、福岡県が行う福岡県「祭り・行事」調査事業に関し、
必要な指導助言を行うとともに、調査研究を行うものとする。

（組　織）
第３条　委員会は、委員４名程度をもって組織する。
２　委員は、民俗学等に関し専門知識を有する者のうちから福岡県教育委員会教育長が委嘱する。
３　基礎調査・実地調査に際しては、必要に応じて調査員・専門調査員を置くことができる。
４　事務局は、福岡県教育庁教育総務部文化財保護課に置き、委員会の開催等の諸事務及び庶務を行う
ものとする。

（任　期）
第４条　委員の任期は、委嘱を受けた日から令和６年３月３１日までとする。

（委員長及び副委員長）
第５条　委員長は、委員の互選によりこれを定める。
２　副委員長は、委員長が指名する。
３　委員長は、委員会の会務を統括する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長が欠けたとき、又は委員長に事故があるときは、その職務を
代理する。

（補　則）
第６条　この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、福岡県教育委員会教育長が
別に定める。

附　則
この要項は、平成３０年６月２９日から施行する。

附　則
この要項は、令和４年４月１日から施行する。
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図一 .　盆綱詳細調査対象行事の位置図（各番号は第三章の詳細調査と対応）
※破線で示した町村境界は明治二十年から昭和二五年まで
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図二 .　盆綱詳細調査対象行事の位置図（各番号は第三章の詳細調査と対応）
※市町村の境界は現在のもの
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通し番号 行事名 実施場所 実施場所住所

1  「盆綱」夏祭り  三尾池公園  福岡市城南区堤１丁目３３

2  草場の盆綱引き  農協倉庫前広場  福岡市西区草場２１９−１

3  田隈の盆押し・盆綱引き  地禄天神社  福岡市早良区野芥２丁目３７−１０

4  宇田川原の盆綱引き  町内の中心の道路  福岡市西区宇田川原

5  西浦のかずら引き  西浦漁港前の緑の広場  福岡市西区西浦１２６５　

6  玄界島の盆綱引き   寄木浜  福岡市西区玄界島

7  柚須原の盆綱打ち  柚須原公民館  筑紫野市柚須原１５２−１０

8  小倉の盆綱引き  小倉公民館横小倉中央公園  春日市小倉２丁目９３−３

9  后曲のヤジまわし  後曲緑地公園  宗像市曲

10  北谷の盆綱  北谷公園  太宰府市大字北谷

11  大入の盆綱引き  白山神社前参道  糸島市二丈福井４９０９

12  池田盆綱引き   集落の道路  糸島市池田

13  泊の盆綱引き  泊二区内十字路  糸島市泊二区

14  姫島のかずら引き  公園に平行する道路  糸島市姫島

15  谷山の盆綱  集落の中心の通り  古賀市谷山

16  上梶原の盆綱引き  八龍神社  那珂川市上梶原７３６−１

17  早見の盆綱引き  早見公民館横グラウンド  糟屋郡宇美町宇美中央１丁目４−１

18  原田上の盆綱引き  村落の中央道路  糟屋郡宇美町原田

19  障子岳の盆綱引き  本村と今屋敷の境の道路  糟屋郡宇美町障子岳

20  和田の盆綱引き  和田公民館前の路地  糟屋郡篠栗町和田７５０

21  須恵の盆綱引き  須恵宝満宮  糟屋郡須恵町須恵７０４

22  新原の盆綱  新原区公民館  糟屋郡須恵町新原１７２−１

23  上山田の盆綱引き  いつき会館前広場  糟屋郡久山町山田６８５

24  永谷万年願盆綱引き  真教寺付近  鞍手郡鞍手町永谷９０１

25  比良松の盆綱  比良松厳島神社  朝倉市比良松３４８

26  馬田の盆綱曳き  大屋敷集落センター  朝倉市下浦６５６

27  起田の盆綱   起田天満神社  柳川市三橋町起田

28  木元ぼんでん縄   菅原天満宮  柳川市三橋町木元

29  久富の盆綱曳き  久富観音堂  筑後市久富１６３５

30  下臼井西の盆綱  碓井下西公園  嘉麻市下臼井１１１１−１

31  伝法寺の盆綱引き  伝法寺生活改善センター  築上郡築上町大字伝法寺１３２２

32  十五夜さん大綱引き  大石神社  久留米市大石町１３２

表一 .　盆綱詳細調査対象の実施場所
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第
二
章

北
部
九
州
の
盆
綱
―
福
岡
県
を
中
心
と
し
て
―

は
じ
め
に

　盆
に
綱
引
き
を
行
っ
た
り
、
綱
を
曳
い
て
地
区
を
回
っ
た
り
す
る
「
盆
綱
」「
盆

綱
引
き
」「
盆
綱
曳
き
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
、
九
州
で
は
福
岡
県
・
佐
賀
県
を

中
心
と
す
る
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
盆
綱
は
、「
北
部
九
州
の
盆
綱
」
と

し
て
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
二
八
日
に
、
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を

講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
書
は
そ
の
う

ち
、
福
岡
県
の
盆
綱
に
関
す
る
記
録
作
成
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　本
調
査
事
業
に
よ
り
、
現
在
で
も
三
一
地
区
に
お
い
て
盆
綱
が
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
過
去
に
実
施
さ
れ
て
い
た
地
区
が
約
一
六
〇
箇
所
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
そ
こ
で
、
調
査
事
業
時
点
で
実
施
さ
れ
て
い
た
三
一
地
区
全
て
に
お
い

て
詳
細
調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、
九
州
に
お
け
る
盆
綱
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は

文
献
調
査
等
に
よ
り
、
佐
賀
県
に
つ
い
て
は
既
に
中
止
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
少

な
く
と
も
六
〇
箇
所
で
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
（
田
中
二
〇
一
七
）、
そ
の
他
、

大
分
県
日
田
市
・
大
分
市
（
大
分
縣
史
料
刊
行
会
編
一
九
六
二
）、
長
崎
県
壱
岐

市
（
和
歌
森
他

　一
九
七
四
）、
熊
本
県
山
鹿
市
（
鹿
北
町
町
誌
編
纂
委
員
会
編

一
九
七
四
）、
鹿
児
島
県
串
木
野
市
、
宮
崎
県
宮
崎
市
（
小
野
一
九
七
二
）
等
、

数
件
の
報
告
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　福
岡
県
の
盆
綱
に
関
す
る
古
い
記
録
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
作
と
言
わ
れ
て

い
る
『
筑
前
名
所
図
記
』
の
中
か
ら
当
時
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
一
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
同
（
七
）
月
十
五
日
村
々
綱
曳
」
と
し
て
、「
国

民
村
々
萱
あ
る
ひ
は
葛
か
つ
ら
を
苅
り
と
り
て
、
大
き
な
る
綱
を
作
り
、
左
右
に

か
た
を
分
け
て
村
中
の
廣
き
所
に
出
て
力
を
競
へ
、
終
に
綱
を
引
切
て
止
む
、
暑

邪
の
煩
を
除
く
と
い
ふ
、
国
中
い
つ
か
た
も
お
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
旧
暦
七
月
一
五
日
に
村
々
で
綱
曳
き
（
引
き
）
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
萱

や
葛
で
大
き
な
綱
を
作
り
、広
い
場
所
で
左
右
に
分
か
れ
競
い
、最
後
は
綱
を
切
っ

て
い
た
こ
と
、
夏
の
邪
気
を
払
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

様
子
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
盆
綱
に
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
安
政
六

（
一
八
五
九
）
年
に
渡
村
（
現
、
福
津
市
渡
）
に
生
ま
れ
、
津
屋
崎
町
の
町
長
を

務
め
た
占
部
文
蔵
は
子
供
組
で
経
験
し
た

こ
と
を
回
想
し
た
。
そ
の
中
に
盆
の
生
霊

（
精
霊
）
送
り
と
し
て
、
一
五
日
に
カ
ズ

ラ
を
山
か
ら
切
っ
て
き
て
洲
で
盆
の
綱
引

き
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
ず
い
ぶ
ん
と

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
占

部
一
九
九
六
［
一
九
二
〇
］）。
少
な
い
資

料
で
は
あ
る
が
、
口
頭
に
よ
る
伝
承
以
外

か
ら
も
、
盆
綱
は
江
戸
時
代
に
は
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　九
州
に
お
け
る
盆
綱
は
、
青
柳
真

智
子
に
よ
る
紹
介
を
は
じ
め
（
青
柳

一
九
六
四
）、
民
俗
学
者
、
小
野
重
朗
の

『
十
五
夜
綱
引
の
研
究
』
に
よ
っ
て
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
小
野
の
研
究
は
、
九
州
の
綱
引
き
（
綱
曳
き
）
の
分
布
が
実
施
時
期
に
よ
り
、

福
岡
県
・
佐
賀
県
の
盆
、
熊
本
県
の
小
正
月
、
鹿
児
島
県
周
辺
の
十
五
夜
に
区
分

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
小
野
一
九
七
二
）。
し
か
し
、
小
野
の
研

究
の
中
心
は
十
五
夜
綱
引
き
に
あ
り
、「
九
州
の
綱
引
き
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
綱
引
き
を
比
較
し
、
共
通
要
素
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
後
続

の
靏
理
恵
子
や
上
野
誠
の
研
究
も
同
じ
方
法
や
視
点
に
立
つ
も
の
で
、
盆
綱
の
調

査
地
点
も
限
定
的
な
こ
と
か
ら
（
靏
一
九
八
六
、
上
野
一
九
八
七
）、
よ
り
多
く

の
地
点
で
の
調
査
を
行
っ
た
上
で
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　一
方
、
福
岡
市
の
文
化
財
担
当
職
員
（
当
時
）
の
三
木
隆
行
に
よ
っ
て
福
岡
県

内
の
盆
綱
実
施
地
点
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
二
月

時
点
で
の
福
岡
県
の
盆
綱
の
分
布
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
福
岡
県
盆
綱
引
き
分

布

図https://w
w
w.asahi-net.or.jp/~ri5t-m

k/7nendo/bunpuzu.htm
l

）。

三
〇
年
近
く
前
の
実
施
地
点
の
報
告
で
あ
る
が
、
現
在
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
調
査
地
点
の
把
握
の
際
に
大
変
役
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
個
人
、
自
治
体
に
よ
る
調
査
報
告
は
少
な
く
、
現
状
の
把
握

図
一
筑
前
名
所
図
記
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
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が
急
務
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
、
福
岡
県
は
盆
の
時
期
は
台
風
が
し
ば
し
ば
接
近

す
る
た
め
、
行
事
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
事
業

期
間
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
事
へ
の

参
与
観
察
や
、
対
面
で
の
十
分
な
聞
き
取
り
調
査
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

場
合
は
少
し
前
の
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
で
補
っ
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年

に
至
っ
て
も
、
ま
だ
子
ど
も
達
を
集
め
て
行
事
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が

難
し
か
っ
た
地
区
も
あ
り
、
再
開
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

本
調
査
事
業
実
施
時
点
に
お
い
て
行
事
実
施
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
子

ど
も
会
の
親
世
代
で
あ
る
昭
和
五
〇
年
代
以
降
生
ま
れ
、
さ
ら
に
自
治
会
・
町
内

会
の
中
心
が
七
〇
代
と
考
え
る
と
、
聞
き
取
り
の
内
容
は
、
そ
の
世
代
が
経
験
し

聞
い
て
き
た
盆
綱
の
様
子
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
あ
た
り

か
ら
、
進
学
・
就
職
で
地
域
を
離
れ
た
人
も
多
く
、
詳
し
い
人
が
い
な
く
な
っ
た

り
、
若
い
頃
は
家
を
離
れ
て
い
た
の
で
行
事
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
増
え

た
。
逆
に
宅
地
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
転
入
し
て
き
た
人
た
ち
も
協
力
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
ど
う
や
っ
て
実
施
し
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
そ
れ
ら
は
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
等
は
、
人
々
の
経
験
や
記
憶
に
頼
る
こ
と

が
多
い
が
、
聞
き
取
り
調
査
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
こ
う
し
た
記

録
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。
既
に
中
止
と
な
っ
た
地
区
も
多
く
、

過
去
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
自
治
体
史
や
報
告
書
か
ら
確
認
が
と
れ
た
地
区
に
つ

い
て
は
、
巻
末
の
参
考
資
料
の
中
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
盆
綱
の
分
布
や
地
域
的

特
徴
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
過
去
に
実
施
さ
れ
て
い
た
地
点
も

含
め
た
全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
行
わ
れ
て
い
な

い
地
点
の
状
況
も
適
宜
参
照
・
引
用
し
た
。
事
例
を
取
り
上
げ
る
際
に
、
該
当
す

る
地
区
名
を
入
れ
た
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
地
区
を
中
心
と
し
、
全
て
を
列
挙

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
本
報
告
書
で
は
福
岡
県
下
で
一
例
の
み
把
握
で
き
た
、
久
留
米
市
大
石
町
の
十
五

夜
大
綱
引
き
（
一
一
四
頁
）
に
つ
い
て
も
最
後
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ま
ず
十
五
夜
綱
引
き
と
盆
綱
は
分
け
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
例
の
紹
介
に
と
ど
め
、
本
報
告
書
で
は
分
析
対
象
と
は

し
て
い
な
い
。
十
五
夜
綱
引
き
に
つ
い
て
は
、
先
の
小
野
の
研
究
の
ほ
か
、
近
年

で
は
鹿
児
島
県
の
『
薩
摩
川
内
の
大
綱
引
き
調
査
報
告
書
』
の
中
で
、
鹿
児
島
県

各
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
（
薩
摩
川
内
の
大
綱
引
き
調
査
委
員

会
・
薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
編
二
〇
二
二
）。
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
御
一

読
い
た
だ
き
た
い
。

一
　
盆
綱
の
実
施
形
態

（
一
）
盆
綱
の
分
布

　
ま
ず
、
福
岡
県
に
お
け
る
盆
綱
の
分
布
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
盆
綱

が
実
施
さ
れ
て
き
た
地
域
に
は
偏
り
が
み
ら
れ
、
福
岡
県
東
部
の
豊
前
国
の
範
囲

で
報
告
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
分
県
境
に
近
い
み
や
こ
町
の
旧
仲
津
郡
と
隣
接
す

る
築
上
町
で
数
箇
所
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
旧
遠
賀
郡
、
旧
鞍
手
郡
の
豊
前
国

側
で
報
告
が
少
な
く
、
県
中
央
に
あ
た
る
宗
像
市
、
宮
若
市
、
飯
塚
市
、
嘉
穂
市

あ
た
り
か
ら
報
告
が
増
え
、
分
布
は
西
側
に
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
県
北
部
の

福
岡
市
東
区
・
博
多
区
・
中
央
区
で
報
告
が
な
く
、
そ
の
間
の
福
津
市
、
古
賀
市
、

新
宮
町
で
も
少
な
い
が
沿
岸
や
島
、
も
し
く
は
宗
像
市
や
久
山
町
の
実
施
地
区
に

比
較
的
近
い
地
区
で
数
件
報
告
が
あ
る
。
福
岡
市
の
中
央
部
か
ら
西
は
糸
島
市
や

佐
賀
県
に
か
け
て
分
布
が
広
が
っ
て
お
り
、
西
区
や
糸
島
市
で
も
沿
岸
や
島
で
行

わ
れ
て
い
た
。
多
く
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
が
県
中
央
部
で
、
南
部
筑
後
地

方
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
柳
川
市
、
筑
後
市
を
除
い
て
廃
絶
し
て

い
る
。
熊
本
県
境
に
近
い
大
牟
田
市
、
み
や
ま
市
で
の
報
告
は
な
か
っ
た
（
現
在

実
施
中
及
び
廃
絶
し
た
盆
綱
の
分
布
図

　
一
二
〇
頁
）。

（
二
）
名
称

　
福
岡
県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
盆
綱
の
ほ
と
ん
ど
が
、
二
手
に
分
か
れ
て
綱
を
引

き
合
う
も
の
で
あ
り
、
名
称
は
「
盆
綱
」「
盆
綱
引
き
」
で
あ
っ
た
。
通
常
、
会

話
の
中
で
は
、「
盆
綱
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
盆
綱
」な
の
か「
盆
綱
引
き
」

な
の
か
、
呼
称
に
つ
い
て
も
「
ぼ
ん
づ
な
」
か
「
ぼ
ん
つ
な
」
か
は
っ
き
り
し
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
校
区
の
夏
祭
り
の
中
で
行
っ
て
い
る
福
岡
市
城
南
区
堤
丘

校
区
は
、「「
盆
綱
」
夏
祭
り
」
と
名
付
け
て
い
る
。

綱
を
持
っ
て
地
区
内
を
巡
行
す
る
も
の
は
「
盆
綱
」（
朝
倉
市
比ひ

良ら

松ま
つ

、
柳
川
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市
起お

き

田だ

）
の
他
、「
ヤ
ジ
ま
わ
し
」（
宗
像
市
后う

し
ろ
ま
が
り

曲
）、「
ぼ
ん
で
ん
縄
」（
柳
川
市

木き
の
も
と元

）、「
盆
綱
曳
き
」（
筑
後
市
久ひ

さ
ど
み富

）、「
盆
綱
回
し
」（
久
留
米
市
安
武
町
武
島
）

と
個
々
の
名
称
を
持
っ
て
い
る
。
綱
を
持
っ
て
地
区
を
巡
行
す
る
こ
と
と
、
綱
を

引
き
合
う
こ
と
の
両
方
を
行
う
場
合
は
、「
盆
綱
引
き
」（
須
恵
町
須
恵
）、「
盆
綱

曳
き
」（
朝
倉
市
馬ま

だ田
）、
ど
ち
ら
か
の
名
称
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
綱
の
動

き
に
特
徴
を
伴
う
も
の
は
「
盆
綱
打
ち
」（
筑
紫
野
市
柚ゆ

須す

原ば
る

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

綱
の
材
料
の
カ
ズ
ラ
を
名
称
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。「
か
ず
ら
引
き
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
福
岡
市
西
区
西に

し
の

浦う
ら

・
糸
島
市
志し

ま摩
姫ひ

め
し
ま島

・
二に

丈じ
ょ
う

福ふ
く

井い

大だ
い
に
ゅ
う

入
、
新し

ん

宮ぐ
う

町
相あ

い
の

島し
ま

で
、
島
も
し
く
は
沿
岸
部
に
あ
た
る
地
区
で
あ
る
。

ま
た
、
二
つ
の
地
区
が
盆
綱
を
作
っ
て
盗
み
合
う
「
盆
綱
と
り
」
が
立た

ち
ば
な花

町

平ひ
ら
の野

と
田で

ん
が
く
ば
る

楽
原
（
現
、
八
女
市
）
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
三
）
実
施
組
織

基
本
的
に
一
つ
の
集
落
、
自
治
会
（
町
内
会
）
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
の
よ
う
に
、
戦
後
、
幾
つ
も
の
新
し
い
町
が

で
き
て
再
編
さ
れ
た
地
域
で
は
、
行
政
の
支
援
を
受
け
て
復
活
さ
せ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
自
治
協
議
会
が
実
施
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
治
会
に
関
わ
る

生
活
組
織
の
中
で
も
、
子
ど
も
会
（
育
成
会
）、
老
人
会
、
青
年
団
、
消
防
団
が

中
心
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

か
つ
て
は
、特
に
青
年
団
と
子
ど
も（
男
子
）が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
た
。

綱
の
製
作
は
、
か
つ
て
は
綱
の
材
料
集
め
は
子
ど
も
（
男
子
）、
綱
を
綯な

う
の
は

青
年
団
（
大
人
）
が
行
っ
て
い
た
。
子
ど
も
の
参
加
は
中
学
二
年
ま
で
と
し
て
い

た
と
こ
ろ
も
あ
り
（
篠
栗
町
和
田
、
柳
川
市
木
元
）、
こ
れ
は
か
つ
て
の
高
等
科

二
年
に
あ
た
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
。
綱
を
綯
う
の
が
大
人
で
あ
っ
た
の
は
、

力
が
な
い
と
綯
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
柳
川
市
木
元
で
は
、
以
前
は

子
ど
も
が
縄
を
綯
っ
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
縄
が
ゆ
る
ん
で
切
れ
て
い
た
と
言
っ
て

い
る
。
綱
を
綯
う
の
は
大
人
で
も
重
労
働
で
、手
の
皮
が
む
け
た
り
、疲
れ
る
た
め
、

交
代
し
な
が
ら
綱
を
綯
っ
て
い
る
。

　
現
在
で
も
子
ど
も
が
綱
作
り
等
に
参
加
す
る
地
区
も
あ
る
。
子
ど
も
会
（
育
成

会
）
が
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
女
子
も
参
加
す
る
。
高
齢
者
や
保
護
者
が
綱
作
り

の
中
心
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
達
は
藁
を
束
に
す
る
、
竹
を
叩
く
、
綱
を
踏
む
、

で
き
た
綱
を
運
ぶ
等
の
作
業
に
参
加
す
る
。
福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
で
は
中
体

連
で
早
く
敗
退
し
た
部
活
の
中
学
生
が
、
綱
を
綯
っ
た
り
す
る
作
業
に
参
加
し
て

い
る
。
柳
川
市
木
元
で
は
、
中
学
生
が
小
学
生
に
ボ
ウ
シ
や
ハ
カ
マ
の
作
り
方
を

教
え
、
寸
志
も
集
め
る
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
綱
を
引
く
時
は
、
性
別
年
齢
で
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
結
果
的
に
は
誰
で
も
引
く
こ
と
が
で
き
た
地
区
が
多
そ
う
で
あ
る
。

（
四
）
実
施
時
期

　
盆
の
期
間
は
八
月
一
三
日
～
一
五
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
盆
綱
の
ほ
と
ん
ど
が

八
月
一
五
日
に
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

八
月
一
三
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
宗
像
市
后
曲
、
朝
倉
市
比
良
松
・
馬

田
で
、
綱
を
曳
き
な
が
ら
初
盆
の
家
を
訪
問
す
る
。
朝
倉
市
の
事
例
で
は
、
初
盆

宅
ま
で
綱
を
曳
い
て
い
き
、
家
の
前
で
綱
引
き
を
行
い
、
お
盆
で
帰
っ
て
き
た
死

者
を
地
獄
か
ら
助
け
上
げ
る
た
め
に
行
う
と
い
う
。
后
曲
も
か
つ
て
は
、
初
盆
の

家
を
回
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
地
区
を
回
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

八
月
一
四
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鞍
手
郡
鞍
手
町
永
谷
、
筑
後
市
久
富
、

久
留
米
市
安
武
町
武
島
他
、
数
箇
所
で
確
認
で
き
た
。

か
つ
て
は
八
月
一
六
日
に
実
施
す
る
地
区
が
幾
つ
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
福

岡
市
西
区
西
浦
と
、
一
五
日
に
変
更
し
た
嘉
麻
市
下
臼
井
西
以
外
は
廃
絶
し
て
い

る
。
下
臼
井
西
で
は
地
獄
の
釜
を
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
、
閻
魔
詣
り

と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。

筑
後
市
久
恵
の
「
ぼ
ん
づ
な
流
し
」
は
旧
暦
七
月
二
四
日
の
地
蔵
盆
の
中
で
綱

引
き
を
し
て
お
り
、
盆
綱
と
地
蔵
盆
が
結
び
つ
い
て
い
た
。

ま
た
、
現
在
の
よ
う
に
お
盆
の
一
日
だ
け
盆
綱
を
行
う
の
で
は
な
く
、
お
盆
の

期
間
数
日
間
に
わ
た
っ
て
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
地
区
が
あ
っ
た
。
后
曲
も
か
つ
て

は
一
二
日
～
一
七
日
頃
行
っ
て
い
た
と
い
い
、平
成
三
〇（
二
〇
一
八
）年
ま
で
は
、

ヤ
ジ
ま
わ
し
・
盆
相
撲
が
二
日
間
（
一
三
日
、
一
四
日
）
と
な
っ
て
い
た
。
子
ど

も
の
楽
し
い
行
事
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
盆
綱
は
盆
の
期
間
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
七
月
下
旬
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か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
の
地
区
や
校
区
の
「
夏
祭
り
」
の
中
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
（
福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
、
春
日
市
小
倉
、
那
珂
川
市

上
梶
原
、
柳
川
市
起
田
）。
太
宰
府
市
北
谷
は
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
か
ら
夏

祭
り
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
で
論
じ
る
。

（
五
）
実
施
の
目
的

実
施
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
で
一
つ
だ
け
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り

は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
複
数
語
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
目
的
が
よ
く
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
た
り
、
調
査
時
点
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
内
容
が
異
な
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
実
施
の
目
的
は
次
の
九
つ
に
な
っ
た
。
①
綱
を
引
い
て
地
獄
か
ら

死
者
を
引
き
上
げ
る
、
②
初
盆
の
供
養
、
③
精
霊
送
り
、
④
先
祖
供
養
、
⑤
豊
作
・

豊
漁
を
祈
る
、
⑥
無
病
息
災
、
特
に
子
ど
も
の
健
康
・
成
長
を
祈
る
、
⑦
厄
払
い
、

疫
病
送
り
、
⑧
江
戸
時
代
の
飢
饉
で
亡
く
な
っ
た
人
を
供
養
す
る
、
⑨
村
を
救
っ

た
人
物
の
供
養
と
顕
彰
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
「
地
獄
か
ら
死
者
を
引
き
上
げ
る
た
め
」
で
あ
る
（
福
岡
市
早
良
区

田
隈
、
福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
、
筑
紫
野
市
柚
須
原
、
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
・

泊
・
池
田
・
志
摩
姫
島
、
那
珂
川
市
上
梶
原
、
朝
倉
市
比
良
松
・
馬
田
、
柳
川
市

起
田
・
木
元
、
筑
後
市
久
富
、
嘉
麻
市
下
臼
井
西
、
築
上
町
伝
法
寺
）。
こ
れ
は

現
在
、
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
半
数
の
地
区
で
語
ら
れ
て
お
り
、
過
去
の
実
施
地
区

で
も
語
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

死
者
を
地
獄
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
を
具
体
的
に
表
す
か
の
よ
う
に
、
綱
か
ら

飛
び
出
た
藁
は
切
ら
な
い
と
い
う
地
区
も
存
在
す
る
（
福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
、

朝
倉
市
馬
田
、
朝
倉
郡
筑
前
町
高
田
）。
死
者
は
そ
の
飛
び
出
た
藁
に
つ
か
ま
る

の
だ
と
い
う
。
馬
田
で
は
初
盆
の
家
で
綱
を
交
互
に
引
き
合
い
、「
よ
ー
い
、
さ

い
さ
い
、
よ
い
さ
い
さ
い
。」
と
掛
け
声
を
か
け
る
と
い
う
。
意
味
は
、「
お
ー
い
、

来
な
さ
い
来
な
さ
い
、よ
く
来
た
！
下
が
り
な
さ
い
。」、「
下
が
り
な
さ
い
」
と
は
、

霊
魂
に
向
か
っ
て
ヒ
ゲ
に
ぶ
ら
下
が
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
。

具
体
的
な
物
語
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
嘉
麻
市
下
臼
井
西
で
は
、「
お

釈
迦
様
が
蓮
の
上
に
立
っ
て
下
を
見
た
時
に
、
地
獄
に
落
ち
て
い
る
魂
が
も
が
き

苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
お
釈
迦
様
は
一
本
の
糸
を
垂
ら
し
、
そ
の
糸
で
魂
を
引

き
上
げ
た
と
い
う
。
八
月
一
五
日
は
〇
時
ま
で
に
こ
の
糸
を
切
っ
て
、
地
獄
の
釜

を
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
〇
時
ま
で
に
盆
綱
を
引
い
て
、
魂
を

救
い
上
げ
る
」
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
目
連
救
母
説
話
と
盆
綱
が
結
び
つ
き
、
目
連
が
地
獄
に
落
ち
た
母
親
を
、

綱
を
引
い
て
（
曳
い
て
）
地
獄
か
ら
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
盆
綱
の
由
来
と
な
っ

て
い
た
り
（
福
岡
市
西
区
玄
界
島
、
筑
後
市
久
富
、
桂
川
町
西
土
居
）、
目
連
の

母
親
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
実
施
目
的
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
（
太
宰
府
市
榎
）。

久
富
と
西
土
居
で
は
、
寺
の
住
職
が
こ
れ
を
説
い
て
回
っ
て
い
た
と
記
憶
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
目
連
の
説
話
が
盆
綱
に
付
随
し
た
背
景
に
は
宗
教
者
の
関
与

が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
西
土
居
で
は
、
八
月
一
六
日
に
母
を
救
う
た
め
に
釜
の

ふ
た
に
綱
を
つ
け
、
こ
れ
を
引
い
て
ふ
た
を
あ
け
た
こ
と
が
盆
綱
の
起
こ
り
で
あ

る
と
言
い
、
先
述
し
た
閻
魔
詣
り
と
の
関
連
が
推
察
で
き
る
。

②
初
盆
の
供
養
に
つ
い
て
は
、
先
の
実
施
日
の
う
ち
、
一
三
日
に
実
施
さ
れ
る

も
の
の
中
で
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
一
五
日
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
盆
綱
に
お
い
て
「
初
盆
」
が
現
在
で
も
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
朝
倉
市
馬

田
と
筑
紫
野
市
柚
須
原
の
事
例
で
あ
る
。
過
去
に
行
わ
れ
て
い
た
筑
紫
野
市
大
石

で
は
一
五
日
の
夜
、
仏
様
を
送
っ
た
あ
と
、
初
盆
の
家
で
盆
綱
引
き
が
あ
っ
た
と

い
う
。
柚
須
原
、
馬
田
で
は
、
初
盆
の
家
が
あ
る
場
合
は
初
盆
の
家
で
行
い
、
初

盆
の
家
が
な
け
れ
ば
神
社
前
の
四
辻
や
、
集
落
の
四
隅
や
中
心
部
で
綱
引
き
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
柚
須
原
で
は
初
盆
の
家
が
な
け
れ
ば
実
施
せ
ず
、
初

盆
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と
で
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
る
。
宇
美
町
原
田
上

で
は
、
精
霊
送
り
の
前
に
盆
綱
引
き
を
行
い
、
初
盆
の
家
の
人
が
綱
を
切
る
と
い

う
。
柚
須
原
の
「
仏
が
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
カ
ズ
ラ
が
切
れ
る
ま
で
綱

を
打
つ
」、「
カ
ズ
ラ
が
切
れ
た
ら
仏
と
縁
が
切
れ
る
」
と
と
も
に
、
こ
れ
は
初
盆

の
死
者
と
の
決
別
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
須
恵
町
須
恵
で
は
、
綱
は
先
祖

の
乗
り
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
今
で
も
初
盆
の
家
の
中
に
は
回
っ
て
く
る
こ

と
を
希
望
す
る
家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
盆
供
養
が
中
心
で
は
な
か
っ
た
か
と
い

う
。
こ
の
盆
綱
が
初
盆
の
家
を
回
る
こ
と
は
、
福
岡
県
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
、
初

盆
の
家
を
回
っ
て
盆
踊
り
を
踊
っ
て
供
養
し
て
き
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
意
味
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
先
祖
迎
え
と
し
て
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
地
区
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
一
五
日
に
実
施
さ
れ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
③
精
霊
送
り
と
し

て
盆
綱
が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
が
あ
っ
た
（
須
恵
町
新
原
、
久
山
町
上
山
田
）。

古
賀
市
谷
山
、
須
恵
町
須
恵
、
宇
美
町
障
子
岳
で
は
、
綱
は
先
祖
が
帰
る
た
め
の

乗
り
物
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
行
為
と
し
て
、
綱
を
燃
や
す
（
送
り

火
に
す
る
）（
福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
）、
川
に
流
す
（
篠
栗
町
和
田
）、
島
や
海

沿
い
の
地
区
で
は
綱
を
海
に
流
し
た
り
、
綱
で
筏
を
作
っ
た
り
し
て
、
精
霊
送
り

を
し
て
い
た
（
福
岡
市
西
区
玄
海
島
、
糸
島
市
志
摩
姫
島
、
福
岡
市
西
区
唐
泊
）。

そ
し
て
、
④
先
祖
供
養
と
し
て
い
る
地
区
も
あ
っ
た
（
福
岡
市
早
良
区
田
隈
）。

そ
の
他
多
く
あ
が
っ
て
き
た
の
が
、
⑤
豊
作
・
豊
漁
を
祈
る
（
福
岡
市
城
南
区

堤
丘
・
早
良
区
田
隈
・
西
区
宇
田
川
原
・
西
区
玄げ

ん

界か
い

島じ
ま

、
糸
島
市
池
田
東
、
古

賀
市
谷
山
、
那
珂
川
市
上
梶
原
、
柳
川
市
起
田
、
嘉
麻
市
下
臼
井
西
）
で
あ
り
、　

生
業
と
盆
綱
が
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
綱
引
き
は
し
ば
し
ば
吉
凶
を
占
う
た
め

に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
盆
綱
で
も
勝
敗
や
切
れ
た
綱
の
長
さ
で
豊
作
・
豊
漁
を
占
っ

て
い
た
。
糸
島
市
池
田
東
で
は
東
西
に
分
け
て
綱
を
引
き
、
西
が
勝
つ
と
豊
作
、

福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
で
は
東
と
西
に
分
か
れ
て
引
き
、
切
れ
た
綱
が
長
か
っ
た

方
が
豊
作
、
古
賀
市
谷
山
で
は
、
子
ど
も
が
勝
つ
と
豊
作
と
言
っ
た
と
い
う
。
玄

界
島
で
は
、
綱
引
き
で
男
側
が
勝
つ
と
豊
作
・
豊
漁
、
女
側
が
勝
つ
と
米
の
値
が

下
が
っ
て
安
く
買
え
る
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

⑥
無
病
息
災
を
祈
る
（
福
岡
市
西
区
草
場
・
早
良
区
田
隈
、
宗
像
市
后
曲
、
糸

島
市
池
田
東
・
志
摩
姫
島
、
古
賀
市
谷
山
、
柳
川
市
起
田
、
嘉
麻
市
下
臼
井
西
）。

春
日
市
小
倉
の
よ
う
に
、
夏
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
は
『
筑
前
名
所
図
記
』
の
「
暑
邪
の
煩
を
除
く
」
と
い
う
内
容
に
も
つ
な
が

り
そ
う
で
あ
る
。
特
に
、
子
ど
も
の
無
病
息
災
・
成
長
を
祈
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
糸

島
市
志
摩
姫
島
、
宗
像
市
后
曲
）。
福
岡
市
西
区
西
浦
浜
で
は
相
撲
が
か
ず
ら
引

き
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、「
短
冊
」
を
相
撲
の
景
品
と
し
て
用
意
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
八は

っ

朔さ
く

の
行
事
の
笹
飾
り
と
同
様
な
も
の
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
達
が
行
う
奉
納
相
撲
は
先
祖
に
見
せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長
を
祈
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

⑦
厄
払
い
、
疫
病
送
り
（
宗
像
市
后
曲
、
鞍
手
町
永
谷
、
若
宮
町
中
畑
（
現
、

宮
若
市
）、
柳
川
市
木
元
、
築
上
町
伝
法
寺
）
は
、
⑥
の
無
病
息
災
と
重
な
る
部
分

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
行
事
が
始
ま
っ
た
由
来
と
し
て
、「
昔
、
池

に
棲
ん
で
い
た
大
蛇
を
殺
し
た
と
こ
ろ
、
病
気
が
流
行
っ
た
り
良
く
な
い
こ
と
が

続
い
た
り
し
た
た
め
、
藁
で
ヤ
ジ
（
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
）
を
作
っ
て
供
養
し
た
の

が
、
こ
の
行
事
の
始
ま
り
」（
宗
像
市
后
曲
）、「
昔
疫
病
が
は
や
っ
た
と
き
に
始

め
ら
れ
、
地
区
の
家
の
軒
数
が
三
軒
に
な
る
ま
で
続
け
る
よ
う
に
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
」（
築
上
町
伝
法
寺
）、「
天
保
の
頃
、
飢
饉
が
あ
り
多
く
の
人
が
亡
く

な
っ
た
。
疫
病
（
疫
痢
）
も
流
行
っ
た
た
め
、
邪
気
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
こ
の
行
事
が
始
ま
っ
た
」（
柳
川
市
木
元
）
と
、疫
病
の
流
行
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
綱
引
き
を
し
て
い
た
若
宮
町
中
畑
以
外
は
、
綱
を
曳
い
て

地
区
を
ま
わ
っ
た
り
、
永
谷
の
よ
う
に
地
区
回
り
を
し
て
も
み
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
邪
気
を
払
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
永
谷
や
伝
法
寺
の
よ
う

に
、「
万
年
願
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

⑧
江
戸
時
代
の
飢
饉
で
亡
く
な
っ
た
人
、
特
に
子
ど
も
の
供
養
（
柳
川
市
起
田
・

木
元
、
筑
後
市
久
富
）
と
し
た
と
こ
ろ
が
筑
後
地
方
に
三
地
区
あ
っ
た
。
三
地
区

と
も
子
ど
も
に
煤
や
墨
を
塗
っ
て
黒
く
し
、
角
や
腰
蓑
（
ハ
カ
マ
）
を
つ
け
て
鬼

と
し
、
そ
の
姿
で
綱
を
曳
い
て
地
区
を
回
る
な
ど
、
実
施
内
容
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
綱
で
土
俵
を
作
っ
て
相
撲
を
し
た
り
、
綱
を
投
げ
入
れ
て
ク
リ
ー

ク
で
泳
い
だ
り
し
て
い
た
。
な
ぜ
県
内
の
こ
の
三
地
区
だ
け
が
同
じ
実
施
内
容
な

の
か
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
が
、
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

⑨
鞍
手
町
永
谷
の
よ
う
に
地
区
に
貢
献
し
た
特
定
の
人
物
の
供
養
や
顕
彰
の
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

二
　
綱
の
製
作

　
綱
の
材
料
集
め
と
製
作
が
盆
綱
の
実
施
に
あ
た
っ
て
時
間
が
か
か
る
作
業
で
あ

る
。
綱
の
材
料
を
ど
う
や
っ
て
調
達
す
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
長
さ
や
太
さ
の
綱

を
編
む
の
か
、
ど
の
程
度
き
つ
く
綯
う
の
か
、
そ
れ
と
も
ゆ
る
め
る
の
か
と
い
っ

た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
綱
を
製
作
す
る
こ
と
は
、
時
間
を
要
す
る
重
要
な
過
程
で

あ
る
。
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（
一
）
綱
の
形
状

　
綱
は
、「
綱
」
や
「
盆
綱
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
綱
作
り
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、

田
隈
の
「
綱
打
ち
」
の
よ
う
な
特
定
の
呼
称
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

　
綱
の
長
さ
だ
が
、
自
治
体
史
等
に
記
載
さ
れ
て
き
た
綱
の
長
さ
は
、
概
ね
二
〇

～
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
い
も
の
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
測
っ

て
み
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
参
加
者
を

少
な
く
し
、
例
年
よ
り
も
小
ぶ
り
に
し
た
綱
で
二
二
メ
ー
ト
ル
、
長
い
も
の
で
約

四
〇
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
。

　
運
動
会
の
綱
引
き
の
よ
う
に
、
綱
に
参
加
者
が
つ
か
ま
っ
て
引
く
（
曳
く
）
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、綱
に
小
綱
を
複
数
付
け
て
、そ
れ
を
参
加
者
が
握
っ
て
引
く
（
曳

く
）
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
二
）
綱
の
材
料
と
採
取

　
一
章
三
節
の
実
施
組
織
で
も
既
に
取
り
上
げ
た
が
、
か
つ
て
は
、
盆
前
に
な
る

と
綱
の
材
料
集
め
は
子
ど
も
が
行
い
、
綱
の
製
作
は
青
年
た
ち
が
行
う
と
こ
ろ
と
、

青
年
が
材
料
集
め
か
ら
綱
綯
い
ま
で
行
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
達
は
、
藁
を
各
家
を
回
っ
て
集
め
、
カ
ズ
ラ
は
山
に
切
り
に
行
っ
た
と

い
う
。
藁
が
な
い
家
か
ら
は
、
お
金
を
集
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

綱
を
綯
う
の
は
昔
か
ら
大
仕
事
で
あ
り
、「
綱
を
作
る
の
は
た
い
へ
ん
な
仕
事

だ
っ
た
。
青
年
が
総
が
か
り
で
出
て
、
三
日
は
必
ず
か
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
の
盆

休
み
が
三
日
と
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
青
年
た
ち
に
は
大
き
な
負
担
だ
っ
た
。

そ
れ
で
毎
年
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
二
年
に
一
度
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
」

（
桂
川
町
西
土
居
）
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
カ
ズ

ラ
採
り
や
綱
作
り
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
区
の
中
に
は
、
数
年
後
に
は
綱
が
作
れ
な
く
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

現
在
で
は
材
料
集
め
や
採
取
、
綱
綯
い
は
前
日
や
近
い
休
日
を
利
用
し
て
行
う

地
区
と
、
盆
綱
当
日
の
早
朝
か
ら
行
う
地
区
が
あ
る
。
今
で
も
多
く
の
作
業
の
中

心
は
男
性
た
ち
で
あ
る
。
事
前
に
カ
ズ
ラ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
調
べ
て
お
い
た
上

で
、
材
料
の
カ
ズ
ラ
や
茅
、
菰
を
山
や
水
辺
付
近
に
早
朝
か
ら
採
り
に
行
き
、
乾

燥
さ
せ
る
。
藁
も
農
家
に
頼
ん
で
と
っ
て
お
い
て
も
ら
い
、
す
い
た
り
、
必
要
な

太
さ
に
束
ね
る
等
、
綯
う
ま
で
の
作
業
は
多
い
。
そ
れ
か
ら
数
時
間
か
け
て
綱
に

し
て
い
く
。

材
料
と
し
て
多
く
使
わ
れ
た
の
は
カ
ズ
ラ
と
藁
で
あ
っ
た
。
次
に
、
茅
、
菰
、

竹
が
使
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
本
体
も
し
く
は
材
料
に
ロ
ー
プ
が

使
わ
れ
て
い
る
地
区
が
幾
つ
か
あ
る
。
綱
自
体
が
完
全
に
ロ
ー
プ
に
な
っ
た
と
こ

ろ
が
九
地
区
、
カ
ズ
ラ
と
綱
を
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
四
地
区
で
あ
る
。
綱
の

芯
や
、
綱
に
つ
け
る
小
綱
に
ロ
ー
プ
や
紐
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
各
材
料
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

①
カ
ズ
ラ

　
ま
ず
、
綱
の
材
料
に
カ
ズ
ラ
を
使
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
使
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
、
現
在
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
地
区
の
う
ち
三
分
の
二
も
あ
り
、
過
去
の
事
例
に

お
い
て
も
多
く
カ
ズ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
た
。『
筑
前
名
所
図
記
』
で
も
、（
ク
ズ
）

カ
ズ
ラ
で
綱
を
作
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
大
き
く
分
け
る
と
二
種
類
の
カ
ズ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
一
つ
目
は
、「
ク
ズ
カ
ズ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
葉
が
た
く
さ
ん
つ

い
て
い
る
細
い
カ
ズ
ラ
で
、
そ
れ
を
大
量
に
束
ね
て
綱
と
し
て
い
る
。
綱
を
綯
う

と
い
う
よ
り
は
束
ね
て
、
転
が
し
て
よ
り
を
か
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
も

あ
る
。
綯
っ
た
り
、
綱
を
引
い
た
り
す
る
行
事
を
行
っ
た
後
、
相
撲
の
土
俵
に
し

た
り
（
福
岡
市
西
区
西
浦
、
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
）、
輪
状
に
し
て
そ
の
周
囲

で
盆
踊
り
を
踊
る
地
区
も
あ
っ
た
（
筑
紫
野
市
柚
須
原
）。
つ
ま
り
、
綱
引
き
の

後
に
、
カ
ズ
ラ
の
綱
を
別
の
用
途
に
用
い
て
い
る
た
め
、
形
を
変
え
や
す
い
カ
ズ

ラ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
二
つ
目
は
フ
ジ
カ
ズ
ラ
と
呼
ば
れ
る
、
葉
が
あ
ま
り
つ
い
て
い
な
い
太
い
カ
ズ

ラ
を
束
ね
て
綱
と
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ズ
ラ
で
福
岡
市
西
区
草
場
、
春
日
市
小
倉
、

築
上
町
伝
法
寺
で
は
綱
を
綯
っ
て
い
る
。
鞍
手
町
永
谷
も
か
つ
て
は
フ
ジ
カ
ズ
ラ

で
綱
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
カ
ズ
ラ
単
独
で
綱
を
綯
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
、
カ
ズ
ラ
を
綱
の
芯
と

し
て
、
そ
の
周
囲
に
藁
や
茅
等
で
綯
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
藁
や
茅
で
編
ん
で
カ
ズ
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ラ
で
縛
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
カ
ズ
ラ
を
芯
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
。
那
珂
川
市
上
梶
原
や
嘉
麻

市
下
臼
井
西
は
、
カ
ズ
ラ
の
芯
の
周
り
に
藁
を
載
せ
て
、
さ
ら
に
藁
を
綯
っ
て
い

く
。
そ
の
た
め
、
太
い
綱
が
出
来
上
が
る
。
須
恵
町
須
恵
や
新
原
は
、
カ
ズ
ラ
を

芯
と
し
て
、
藁
に
茅
や
菰
を
混
ぜ
て
綯
っ
て
い
く
。

　
近
年
は
カ
ズ
ラ
が
採
れ
な
く
な
っ
た
と
住
民
は
言
い
、
事
前
に
近
隣
の
山
の
中

に
入
り
カ
ズ
ラ
が
あ
る
場
所
を
調
べ
て
お
く
な
ど
、
確
保
に
苦
心
し
て
い
る
。
カ

ズ
ラ
は
高
い
木
に
絡
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
住
民
が
三
脚
を
持
っ
て

い
っ
て
昇
り
、
み
ん
な
で
下
か
ら
引
っ
張
っ
た
り
す
る
な
ど
、
危
険
が
伴
う
よ
う

な
作
業
と
な
っ
て
い
る
。
宇
美
町
早
見
で
は
、「
葛
断
ち
は
一
泊
野
宿
し
て
集
め

る
な
ど
、
大
変
な
作
業
だ
っ
た
た
め
、
早
い
時
期
に
運
動
会
の
ロ
ー
プ
に
変
更
さ

れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
カ
ズ
ラ
を
ロ
ー
プ
で
代
用
し
た
り
、
古
賀
市
谷
山

の
よ
う
に
藁
に
変
更
し
た
り
し
た
地
区
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
カ
ズ
ラ
だ
け
で
綱

を
綯
っ
て
い
る
小
倉
は
、
か
つ
て
は
茅
を
カ
ズ
ラ
に
巻
き
つ
け
て
お
り
、
伝
法
寺

で
は
稲
束
の
周
り
に
カ
ズ
ラ
を
巻
い
て
い
た
と
い
う
。
当
時
、
藁
や
茅
を
集
め
る

の
は
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
作
業
が
な
く
な
り
綱
が
シ
ン
プ
ル
に
な
っ
た
と

い
え
る
。

②
竹

　
竹
も
カ
ズ
ラ
と
同
様
に
芯
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
（
福
岡
市
南
区
柏
原
、
朝

倉
市
馬
田
、
糸
島
市
泊
、
飯
塚
市
上
相
田
）。
現
在
、
竹
を
使
っ
て
い
る
の
は
馬

田
だ
け
で
あ
る
。

③
藁

　
藁
は
カ
ズ
ラ
と
同
様
に
多
く
使
わ
れ
て
き
た
。
藁
で
綱
を
作
っ
て
い
る
の
は
、

福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
、福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
、柳
川
市
起
田
・
木
元
で
あ
る
。

特
に
藁
の
綱
に
特
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
筑
後
市
・
柳
川
市
周
辺
で
あ

る
。
筑
後
市
和
泉
西
、
柳
川
市
蒲
池
地
区
の
蒲
生
・
下
田
町
・
金
納
で
も
、
起
田
・

木
元
の
よ
う
に
藁
で
綱
が
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
、
筑
後
市
久
富
で
は
菰

と
藁
で
綱
を
編
ん
で
い
く
が
、
藁
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ズ
ラ
を
芯
に
し
て
藁
で
綯
っ
た
り
、
カ
ズ
ラ
、
茅
、
菰
、
藁
を
混
ぜ

て
綱
に
し
て
い
た
。

　
麦
藁
を
使
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
の
は
二
箇
所
で
、
春
日
市
上
白
水
で
は
芯

の
カ
ズ
ラ
に
麦
藁
を
入
れ
、
茅
と
藁
を
巻
き
付
け
、
桂
川
町
土
師
五
・
七
区
で
は

カ
ズ
ラ
を
芯
と
し
、
麦
藁
で
綯
っ
た
と
い
う
。

④
茅

　
現
在
、
茅
の
綱
を
作
っ
て
い
る
の
は
福
岡
市
早
良
区
田
隈
で
、
須
恵
町
須
恵
は

藁
と
菰
、
新
原
は
藁
と
混
ぜ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
須
恵
町
と
同
じ
よ
う
に
藁
等

と
ま
ぜ
て
綯
っ
て
い
る
地
区
が
幾
つ
か
あ
り
（
福
岡
市
城
南
区
七
隈
・
南
区
柏
原
、

糸
島
市
泊
、
久
山
町
上
山
田
、
篠
栗
町
和
田
）、
春
日
市
内
で
も
よ
く
茅
が
使
わ

れ
て
い
た
。
上
山
田
で
は
「
茅
が
神
聖
と
さ
れ
る
」
こ
と
か
ら
使
わ
れ
た
と
言
う
。

⑤
菰

　
現
在
、
菰
を
使
っ
て
い
る
の
は
筑
後
市
久
富
と
須
恵
町
須
恵
で
、
久
富
は
藁
と

菰
を
同
じ
程
度
綯
い
込
ん
で
い
る
。
久
留
米
市
安
武
町
武
島
・
大
善
寺
町
藤
吉
で

も
菰
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
松
、
蔦
、
柳
が
使
わ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

（
三
）
綱
を
綯
う
場
所

　
古
く
は
、
神
社
や
お
堂
で
綱
が
製
作
さ
れ
て
お
り
、
神
社
や
お
堂
の
境
内
に
あ

る
木
に
ひ
っ
か
け
て
綱
を
綯
っ
た
と
い
う
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
現
在
で
も
綱
を

綯
う
地
区
は
、
神
社
で
製
作
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
糸
島
市
二
丈
福
井
大

入
で
は
、
カ
ズ
ラ
を
神
社
の
前
の
道
路
に
長
く
伸
ば
し
て
綱
の
形
に
す
る
。

福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
、
古
賀
市
谷
山
、
柳
川
市
起
田
で
は
、
神
社
の
木
に

ひ
っ
か
け
て
綱
を
綯
っ
て
い
る
。
ま
た
、
筑
後
市
久
富
は
神
社
の
水
引
虹
梁
に
か

け
て
綯
う
。
柳
川
市
木
元
も
か
つ
て
は
そ
う
し
て
い
た
。
福
岡
市
西
区
宇
田
川
原

と
須
恵
町
新
原
は
拝
殿
内
の
梁
に
か
け
て
綱
を
綯
っ
て
い
る
。

福
岡
市
早
良
区
田
隈
は
神
社
で
作
っ
て
い
る
が
、
竹
を
組
ん
で
作
っ
た
簡
易
版

の
櫓
を
使
用
し
た
り
、
須
恵
町
須
恵
で
は
綱
を
綯
う
た
め
の
特
製
の
遊
具
が
神
社
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の
境
内
に
置
い
て
あ
る
。
木
元
で
は
街
灯
と
木
に
横
に
ひ
っ
か
け
て
綯
い
、
重
機

で
ぶ
ら
下
げ
て
綯
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

馬
田
は
個
人
宅
で
綱
の
製
作
を
行
っ
て
お
り
、
綱
引
き
も
こ
の
個
人
宅
の
前
で

す
る
が
、
理
由
は
不
明
だ
と
い
う
。

公
園
で
綱
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
春
日
市
小
倉
で
は
、
元
は
公
民
館

前
の
薬
師
堂
の
木
に
か
け
て
作
り
、
そ
の
前
の
道
路
で
引
い
て
い
た
が
、
現
在
は

別
の
場
所
に
あ
る
公
民
館
に
隣
接
す
る
公
園
で
綱
を
作
っ
て
引
い
て
い
る
。
嘉
麻

市
下
臼
井
西
で
は
、
現
在
は
公
園
で
綱
作
り
と
綱
引
き
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

は
元
は
墓
地
で
、
以
前
は
そ
の
下
に
あ
っ
た
お
宮
で
盆
綱
を
作
り
、
綱
引
き
を
し

て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
元
は
お
堂
や
お
宮
で
作
っ
て
い
た
が
、
場
所
が
公

園
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
。

　
あ
る
程
度
の
広
さ
が
確
保
で
き
、
地
域
の
人
み
ん
な
が
利
用
し
て
き
た
の
は
、

神
社
や
お
堂
で
あ
り
、
綱
を
製
作
す
る
た
め
に
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
木

が
あ
る
の
も
そ
の
場
所
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
市

城
南
区
堤
丘
校
区
で
は
、
神
社
ぐ
ら
い
し
か
綱
が
作
れ
る
場
所
が
な
い
の
で
、
こ

こ
で
作
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
場
所
か
ら
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
公

園
が
製
作
場
所
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

（
四
）
綱
と
蛇

綱
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
①
地
獄
か
ら
死
者
を
引
き
上
げ
る

た
め
の
も
の
、
②
先
祖
が
乗
っ
て
帰
る
た
め
の
も
の
（
先
祖
の
乗
り
物
）
以
外
に
、

③
蛇
や
龍
を
表
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

出
来
上
が
っ
た
綱
は
、
し
ば
し
ば
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
蛇
の
よ
う
に
、
渦
巻
き
状

に
巻
い
て
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
蛇
で
あ
る
と
住
民
が
み
な
し
て
い

る
の
か
、
調
査
者
が
そ
う
考
え
た
の
か
、
過
去
の
調
査
事
例
で
は
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
が
あ
っ
た
。
実
際
に
福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
で
出
来
上
が
っ
た
綱
が
渦

巻
き
状
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
た
ず
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
電
気
工
事
に
携
わ
っ
て

い
る
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
綱
が
絡
ま
っ
て
ほ
ど
け
な
く
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蛇
や
龍

を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
で
き
た
綱
を
数
日
保
管
す
る
た
め
に
、
便
宜
的
に

渦
巻
き
状
に
し
て
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

蛇
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
が
、
大
蛇
の
供
養
の
た
め
に
盆
綱
が

始
ま
っ
た
宗
像
市
后
曲
で
あ
り
、「
ヤ
ジ
ま
わ
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヤ
ジ
は

青
大
将
の
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
蛇
の
形
を
作
っ
て
お
り
、
胴
体
と
頭
部
を

作
っ
て
、
耳
は
び
わ
の
葉
を
さ
し
、
舌
は
赤
い
紙
、
目
玉
は
赤
い
布
を
つ
け
て
い

た
と
い
う
。

蛇
や
龍
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
の
は
福
岡
市
早
良
区
田
隈
で
あ
り
、
カ
ヤ
を

折
っ
て
太
く
し
た
「
ア
タ
マ
」
を
作
り
、
先
が
す
ぼ
ま
る
よ
う
に
し
て
尾
を
作
っ

て
い
る
と
い
う
。

嘉
麻
市
下
臼
井
西
で
は
、
形
状
か
ら
み
て
も
、
製
作
段
階
で
の
説
明
で
も
「
最

後
に
尾
先
に
大
き
な
赤
い
唐
辛
子
を
挿
し
、
黄
色
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
留
め
る
。

こ
れ
は
「
大
蛇
の
し
る
し
」
と
さ
れ
る
。
完
成
し
た
綱
は
会
場
と
な
る
広
場
の
端

に
巻
き
上
げ
て
置
く
。頭
と
尾
先
が
上
を
向
く
よ
う
に
巻
く
」と
さ
れ
た
。し
か
し
、

か
つ
て
の
調
査
事
例
や
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
住
民
の
間
で
共
通
し
て
そ
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
築
上
町
伝
法
寺
で
は
、
綱
は
「
蛇
」
と
見
立
て
ら
れ
て
お
り
、
綱
を
巻
き
上
げ

る
様
子
を
「
蛇
の
ト
グ
ロ
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
水
の
信
仰
と
蛇
と
の
関
連
が
う
か
が
え
た
の
が
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、

久
留
米
市
安
武
町
武
島
で
あ
る
。
藁
で
藁
蛇
の
頭
を
作
り
、
蛇
の
口
に
杉
の
葉
を

挿
し
、
頭
を
筑
後
川
の
水
に
浸
し
て
か
ら
巻
い
て
い
た
と
い
い
、
筑
後
川
と
関
係

が
あ
る
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
福
岡
県
で
は
綱
を
蛇
と
見
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
箇
所
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
那
珂
川
市
上
梶
原
の
事
例
で
あ
る
。
次
章
で
述
べ

る
よ
う
に
、
通
常
綱
引
き
が
終
わ
っ
た
後
は
綱
を
切
断
す
る
。
上
梶
原
で
も
綱
引

き
は
綱
を
切
っ
て
終
わ
る
が
、
綱
を
切
ら
な
い
で
お
く
と
蛇
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
た
。
こ
こ
で
の
蛇
は
、
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。



20

三
　
盆
綱
引
き

　
こ
こ
で
は
実
際
に
綱
引
き
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

（
一
）
実
施
場
所

　
盆
綱
引
き
の
場
所
は
、①
道
路
、②
神
社
や
お
堂
の
境
内
、③
土
手
・
堤
、④
（
広

い
）
家
の
庭
、
⑤
初
盆
の
家
、
⑥
浜
、
⑦
公
民
館
の
広
場
、
⑧
公
園
で
あ
っ
た
。

　
綱
引
き
の
実
施
場
所
と
し
て
、
過
去
の
事
例
も
含
め
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の

は
、
①
「
道
路
」
で
あ
っ
た
。
道
路
で
も
、
集
落
の
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

よ
う
な
道
路
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
（
福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
、
古
賀
市
谷
山
、
宇

美
町
原
田
上
、
鞍
手
町
永
谷
）。
ま
た
他
の
地
域
に
通
じ
る
よ
う
な
往
還
と
呼
ば

れ
る
道
路
も
あ
っ
た
（
糸
島
市
志
摩
西
貝
塚
）。
そ
れ
か
ら
、
神
社
の
前
の
道
路

で
引
く
と
こ
ろ
も
少
な
い
が
あ
り
（
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
、
篠
栗
町
和
田
、
春

日
市
春
日
、大
野
城
市
山
田
）、説
明
と
し
て
特
徴
が
あ
っ
た
の
は
、「
四
辻
」
で
あ
っ

た
。
筑
紫
野
市
柚
須
原
で
は
、
初
盆
の
家
が
な
い
場
合
は
神
社
の
前
の
四
辻
で
引

き
、
春
日
市
小
倉
で
も
戦
前
は
村
の
中
央
の
四
辻
で
引
い
て
い
た
と
言
い
、
こ
の

人
が
往
来
す
る
場
所
に
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
神
社
や
お
堂
の
境
内
で
は
そ
れ
ほ
ど
盆
綱
引
き
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
盆

綱
自
体
も
は
っ
き
り
と
こ
れ
ら
の
神
社
や
お
堂
の
行
事
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
。
現
在
も
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
春
日
市
小
倉
や
嘉
麻
市
下
臼
井
西
で
は
、

か
つ
て
は
薬
師
や
地
蔵
の
お
堂
の
木
で
綱
を
作
製
し
て
、
小
倉
は
す
ぐ
前
の
道
路
、

下
臼
井
西
は
そ
の
広
場
で
綱
引
き
を
し
て
い
た
。
は
っ
き
り
し
て
い
た
の
は
綱
曳

き
で
は
あ
る
が
、
筑
後
市
久
富
の
盆
綱
曳
き
は
久
富
観
音
堂
の
行
事
だ
と
さ
れ
、

綱
は
久
富
観
音
堂
か
ら
出
る
。
綱
は
同
じ
境
内
に
あ
る
久
富
熊
野
神
社
で
作
製
さ

れ
る
が
、
場
所
を
借
り
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。
他
は
福
岡
市
早
良
区
田
隈
と
篠

栗
町
和
田
だ
っ
た
。
和
田
は
か
つ
て
は
神
社
の
下
の
道
路
で
綱
を
引
い
て
い
た
が
、

交
通
量
の
増
加
で
危
険
な
た
め
神
社
の
境
内
に
実
施
場
所
を
移
し
た
。
調
査
時
に

公
民
館
の
前
の
道
路
で
綱
引
き
を
し
た
の
は
、
暑
さ
対
策
の
た
め
だ
と
説
明
さ
れ

た
。

　
③
土
手
と
堤
（
碓
井
町
平
山
、糸
島
市
志
摩
西
貝
塚
、太
宰
府
市
国
分
）、④
（
広

い
）
家
の
庭
（
太
宰
府
市
北
谷
、
那
珂
川
市
上
梶
原
）
で
引
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

綱
引
き
実
施
場
所
と
し
て
、
綱
を
の
ば
し
て
大
勢
で
引
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

広
い
場
所
が
選
択
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
⑤
の
初
盆
の
家
は
、
盆
綱
実
施
の
目
的
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
説
明

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
⑥
浜
（
福
岡
市
西
区
玄
界
島
）
や
、
⑦
公
民
館
の
広
場
で
行
っ
て
い
た

が
（
久
山
町
上
山
田
、
飯
塚
市
上
相
田
）、
こ
の
場
所
は
地
区
の
人
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
中
心
的
な
場
所
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
公
民
館
に
隣
接
す
る
と
こ

ろ
に
神
社
や
お
堂
が
あ
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
久
富
も
開
会
式
や
最
後
の
万
歳
三
唱

は
観
音
堂
の
隣
の
公
民
館
前
で
行
っ
て
い
る
。

　
⑧
公
園
は
地
域
の
中
で
新
し
く
で
き
た
場
所
で
あ
る
が
、
み
ん
な
が
利
用
す
る

場
所
で
あ
り
そ
こ
で
盆
綱
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
道
路
で
の
実
施
困
難
や
実
施
し

て
い
た
場
所
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
公
園
に
変
更
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
小
倉

と
下
臼
井
西
も
現
在
で
は
公
園
で
実
施
し
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
盆
綱
引
き
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
道
路
や
浜
、

公
民
館
の
広
場
の
よ
う
な
、
人
々
の
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
所
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
神
社
や
お
堂
で
行
う
の
は
宗
教
的

な
場
所
で
あ
る
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
人
々
が
集
ま
る
た
め
の
大
切
な
場
所
で
あ

る
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
道
路
や
広
い
家
の
庭
や
土
手
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
っ
す
ぐ
で
広
さ
が
あ
る
場
所
が
選
ば
れ
て
き
た
と
い

え
る
。

（
二
）
盆
綱
の
引
き
方

盆
綱
の
引
き
方
に
は
、
運
動
会
の
綱
引
き
競
技
の
よ
う
に
、
綱
や
ロ
ー
プ
に
つ

か
ま
っ
て
引
き
合
う
と
こ
ろ
と
、
綱
に
小
綱
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の

小
綱
を
持
っ
て
引
き
、
那
珂
川
市
上
梶
原
の
よ
う
に
左
右
に
ゆ
ら
す
、
筑
紫
野
市

柚
須
原
の
よ
う
に
上
下
に
揺
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

本
節
で
は
①
引
き
手
の
分
け
方
、
②
綱
引
き
の
回
数
、
③
綱
引
き
後
の
綱
の
扱

い
を
説
明
す
る
。
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①
引
き
手
の
分
け
方

（
ⅰ
）
地
域
で
区
分
す
る

住
ん
で
い
る
地
域
を
道
路
に
沿
っ
て
東
と
西
に
分
け
て
引
く
（
福
岡
市
西
区
宇

田
川
原
、
糸
島
市
池
田
東
）、
新
し
い
町
ご
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
町

ご
と
に
分
け
ら
れ
る
（
福
岡
市
城
南
区
堤
丘
校
区
）。

（
ⅱ
）
子
ど
も
対
青
年
（
大
人
）

か
つ
て
綱
の
材
料
を
採
取
し
て
綱
を
綯
う
の
は
、
子
ど
も
（
男
子
）
と
青
年
の

役
割
だ
っ
た
が
、
綱
を
引
き
合
う
の
も
、
子
ど
も
（
男
子
）
対
青
年
だ
っ
た
と
こ

ろ
が
多
い
。
現
在
で
も
子
ど
も
（
子
ど
も
会
）
対
青
年
（
団
）・
消
防
団
で
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
太
宰
府
市
北
谷
、
糸
島
市
志
摩
姫
島
、
古
賀
市
谷
山
、

久
山
町
上
山
田
）。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
子
ど
も
を
応
援
す
る
た
め
に
性
別
年

齢
関
係
な
く
大
人
が
子
ど
も
に
加
勢
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
分
け
方
に
限

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
青
年
団
が
な
い
た
め
、
子
ど
も
対
大
人

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
春
日
市
小
倉
、
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
）。
一
方
、

篠
栗
町
和
田
の
よ
う
に
、
現
在
は
子
ど
も
だ
け
の
綱
引
き
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
勝
敗
は
三
回
目
を
切
っ
て
引
き
分
け
と
す
る
と
こ
ろ
と
、
子
ど
も
を
二
回
勝

た
せ
て
子
ど
も
の
勝
ち
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
ⅲ
）
男
性
対
女
性

男
女
に
分
か
れ
て
引
い
て
い
た
地
区
を
一
〇
箇
所
は
確
認
で
き
、
子
ど
も
と
同

様
、
女
性
側
に
加
勢
す
る
人
も
い
た
よ
う
だ
。
先
述
の
よ
う
に
年
占
と
し
て
、「
男

が
勝
て
ば
豊
作
、
女
が
勝
て
ば
亡
霊
を
地
獄
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
桂
川
町
吉
隈
三
区
）
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
け
方
だ
っ
た
地
区

で
は
廃
絶
し
て
い
る
た
め
、
理
由
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
、
男
女
に
分
か

れ
て
引
い
て
い
る
の
は
那
珂
川
市
上
梶
原
一
箇
所
で
、
以
前
は
組
対
抗
で
盛
り
上

が
ら
な
か
っ
た
た
め
変
更
し
た
と
い
う
。

そ
の
他
、
か
つ
て
は
大
人
の
男
性
ば
か
り
で
行
っ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
た
地
区

も
あ
っ
た
が
、
女
性
の
参
加
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
は
少
数
だ
っ
た
。
適
当
に
二
手

に
分
か
れ
た
地
区
や
、現
在
で
は
ど
ち
ら
側
に
つ
い
て
も
良
い
と
す
る
地
区
も
あ
る
。

②
三
回
綱
引
き
を
し
て
綱
を
切
る

綱
引
き
の
回
数
が
決
ま
っ
て
い
る
地
区
と
、
切
れ
る
ま
で
引
く
地
区
が
あ
る
。

綱
を
引
き
合
う
回
数
が
決
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
三
回
と
す
る
地
区
が
多
い

が
、
そ
れ
以
上
引
く
こ
と
も
あ
る
。
三
回
の
と
こ
ろ
で
は
、
三
回
目
に
切
る
と
こ

ろ
と
、
引
き
な
が
ら
徐
々
に
鉈
等
で
切
れ
目
を
入
れ
て
三
回
目
で
切
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
那
珂
川
市
上
梶
原
、
嘉
麻
市
下
臼
井
西
）。

福
岡
市
西
区
宇
田
川
原
の
よ
う
に
切
れ
る
ま
で
引
く
と
こ
ろ
は
、
引
き
合
っ
て

い
る
間
に
自
然
に
切
れ
る
よ
う
に
と
、
綱
製
作
の
際
に
、
き
つ
く
し
め
す
ぎ
な
い

よ
う
に
様
子
を
み
な
が
ら
綯
っ
て
い
る
。

切
る
理
由
が
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
こ
の
世
に
来
て
は
い

け
な
い
者
ま
で
来
そ
う
に
な
る
の
で
綱
を
切
る
（
筑
紫
野
市
柚
須
原
）、
切
ら
な

い
と
蛇
（
ヒ
ラ
ク
チ
）
に
な
る
（
那
珂
川
市
上
梶
原
）、
切
っ
て
地
獄
の
釜
の
蓋

を
閉
め
る
（
嘉
麻
市
下
臼
井
西
）
と
言
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
綱
を
切
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
ロ
ー
プ
に
変
更
に
な
っ
た
地
区
で

の
工
夫
に
み
ら
れ
る
。
春
日
市
小
倉
で
は
、
中
心
を
カ
ズ
ラ
に
し
て
両
端
の
ロ
ー

プ
と
結
び
つ
け
る
。
三
回
目
で
カ
ズ
ラ
を
切
っ
て
、
地
獄
に
い
る
縁
者
を
引
き
上

げ
る
の
だ
と
い
う
。
太
宰
府
市
北
谷
は
、
ロ
ー
プ
の
中
心
を
藁
で
結
び
付
け
て
三

回
勝
負
の
最
後
に
、
切
断
し
て
引
き
分
け
と
す
る
と
い
う
。
宇
美
町
原
田
上
で
は
、

カ
ズ
ラ
の
採
取
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
運
動
会
の
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
が
、

中
心
を
カ
ズ
ラ
で
結
び
つ
け
て
五
回
引
き
、
最
後
に
初
盆
の
人
が
切
断
す
る
。
宇

田
川
原
の
住
民
と
の
会
話
の
中
で
、
他
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
ロ
ー

プ
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
際
に
、
ロ
ー
プ
に
し
た
ら

綱
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ー

プ
に
変
更
し
て
も
な
お
、
藁
や
カ
ズ
ラ
の
部
分
を
作
り
、
切
断
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
綱
を
切
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
綱
引
き
の
勝
敗
に
つ
い
て
は
、
勝
負
は
つ
け
な
い
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

③
綱
の
処
理

　
か
つ
て
は
、
綱
を
精
霊
送
り
と
し
て
海
や
川
に
流
し
た
。
他
に
川
に
投
げ
込
ん
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だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
綱
に
つ
い
た
災
厄
を
祓
う
行
為
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
朽
ち
る
の
を
待
っ
た
り
、
燃
や
し

た
り
し
て
い
る
。

　
昔
は
、
藁
や
カ
ズ
ラ
は
生
活
に
お
い
て
貴
重
だ
っ
た
の
で
、
使
い
終
わ
っ
た
綱

を
売
っ
て
お
金
に
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
綱
や
薪
や
堆
肥
等
と
し
て
再
利
用
さ
れ

た
。
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
で
は
、
綱
は
高
潮
を
防
ぐ
た
め
に
海
岸
沿
い
の
松
林

内
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
が
相
撲
の
土
俵
と
し
て
使
う
と
こ

ろ
も
あ
り
、
綱
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
古
賀
市
谷
山
で
は
、
特
別
な
綱
で
あ
る
と

み
ら
れ
て
お
り
、
神
社
の
木
の
下
に
置
い
た
ま
ま
に
さ
れ
る
。

（
三
）
盆
綱
に
付
随
す
る
動
作
や
行
事

　
盆
綱
を
行
う
時
に
、
歌
を
歌
う
等
、
盆
綱
引
き
（
盆
綱
曳
き
）
の
前
後
や
最
中

に
他
の
動
作
や
行
事
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
に
み
た
精
霊
送
り
以
外

を
取
り
上
げ
る
。

①
か
け
声

　
地
区
を
回
る
時
の
か
け
声
に
は
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」、「
盆
綱
わ
っ

し
ょ
い
」
が
あ
る
が
、
宗
像
市
后
曲
で
は
、「
ヤ
ジ
ま
わ
し
の
歌
」
を
歌
う
。

　
綱
を
引
く
時
は
、「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」（
古
賀
市
谷
山
）、「
オ
イ
サ
ッ
、

オ
イ
サ
ッ
」（
糸
島
市
池
田
東
）、「
ヨ
イ
ヤ
サ
ー
、
ヨ
イ
ヤ
サ
ー
」（
小
郡
市
吹
上
）

等
と
声
を
出
す
。

②
綱
を
引
く
時
に
唄
を
歌
う

　
博
多
の
祝
い
唄
で
あ
る
「
祝
い
め
で
た
」
を
、
綱
作
製
時
、
綱
を
引
く
時
、
引

き
終
わ
っ
た
後
に
歌
っ
て
い
た
地
区
が
、
福
岡
市
南
区
か
ら
春
日
市
、
大
野
城
市
、

筑
紫
野
市
、
那
珂
川
市
に
か
け
て
あ
り
、
こ
の
地
域
の
盆
綱
の
特
徴
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
廃
絶
し
た
地
区
の
歌
詞
や
節
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
現
在
で
も
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
り
、
春
日
市
小
倉
は
、
一
番
ず
つ

代
表
者
が
歌
っ
て
か
ら
引
い
て
い
る
。
那
珂
川
市
上
梶
原
で
は
、「
上
梶
原
盆
綱

引
唄
」
を
歌
う
。
こ
ち
ら
も
歌
の
間
は
引
か
ず
に
待
ち
、
二
番
ず
つ
歌
っ
て
引
く
。

引
く
時
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
言
う
。「
祝
い
め
で
た
の
若
松
様

よ
…
…
」
の
歌
詞
が
最
後
の
七
番
に
あ
り
、
盆
綱
が
切
れ
た
後
、
歌
っ
て
終
わ
る
。

祝
い
め
で
た
と
は
歌
詞
も
リ
ズ
ム
も
異
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
筑
紫
野
市
柚
須
原
で
は
、「
盆
綱
打
ち
の
唄
」
に
合
わ
せ
て
綱
を
上
下
に
揺
す
る
。

新
宮
町
相
島
、
飯
塚
市
上
相
田
・
下
相
田
で
も
、
盆
綱
引
き
の
時
に
歌
が
あ
っ
た
。

③
盆
踊
り
を
す
る

　
盆
綱
の
前
後
や
同
じ
日
に
盆
踊
り
を
踊
る
こ
と
が
あ
る
が
、
盆
綱
と
の
関
係
は
、

個
々
の
事
例
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
嘉
麻
市
下
臼
井
西
で
は
通
常
、

墓
地
や
納
骨
堂
で
盆
踊
り
を
踊
っ
て
初
盆
の
人
の
供
養
を
し
た
後
、
公
園
で
盆
綱

を
行
い
、
最
後
に
ま
た
盆
踊
り
を
踊
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
ま
で
盆
綱
は
休
止
し
た
が
、初
盆
の
人
が
多
か
っ

た
た
め
、
令
和
五
年
は
一
三
日
に
公
園
で
盆
踊
り
、
一
五
日
に
納
骨
堂
で
慰
霊
祭

を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
盆
踊
り
は
初
盆
の
供
養
が
中
心
で
、
元
々
盆
綱

は
一
六
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
異
な
る
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
宗
像
市
后
曲
の
過
去
の
事
例
で
は
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
で
男
の
子
が
初
盆
の
家

を
回
り
、
同
じ
日
に
地
区
の
人
た
ち
が
初
盆
の
家
に
盆
踊
り
に
行
っ
た
。
現
在
は

別
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
別
個
の
行
事
と
考
え
ら
れ
る
。

　
逆
に
盆
踊
り
と
盆
綱
を
ひ
と
つ
な
が
り
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
が
築
上

町
伝
法
寺
で
、
地
獄
に
落
ち
た
人
を
引
き
上
げ
た
成
功
を
祝
っ
て
、
盆
踊
り
を
す

る
と
説
明
す
る
人
が
い
る
。

　
ま
た
、
筑
紫
野
市
柚
須
原
で
は
、
盆
綱
が
済
ん
だ
後
、
盆
綱
を
輪
状
に
置
い
て

そ
の
周
り
で
「
柚
須
原
盆
唄
（
思
案
橋
）」
に
の
っ
て
盆
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
。

思
案
橋
は
福
岡
県
内
の
盆
踊
り
に
よ
く
み
ら
れ
る
演
目
で
、
他
の
地
区
の
思
案
橋

や
民
謡
と
共
通
す
る
歌
詞
も
含
ま
れ
て
い
る
。
飯
塚
市
上
相
田
・
下
相
田
で
も
盆

綱
の
周
囲
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
と
い
い
、
盆
綱
の
周
囲
で
踊
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。

④
盆
綱
で
土
俵
を
作
っ
て
相
撲
を
と
る
（
盆
相
撲
・
奉
納
相
撲
）

　
盆
綱
の
後
に
、
盆
綱
の
綱
を
使
っ
て
土
俵
を
作
り
相
撲
を
行
っ
て
い
た
事
例
を

三
〇
地
区
程
度
確
認
で
き
た
。
取
る
の
は
子
ど
も
（
男
子
）
で
、
青
年
が
と
る
こ
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と
も
あ
り
、
相
撲
は
盆
綱
の
後
す
ぐ
に
行
う
と
こ
ろ
と
、
閻
魔
相
撲
（
福
岡
市
西

区
唐
泊
）、
風
止
め
お
籠
も
り
（
糸
島
市
志
摩
西
貝
塚
）
の
よ
う
に
別
日
に
そ
の

綱
を
使
っ
て
と
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
現
在
は
四
地
区
の
み
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
女
子
も
参
加
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

宗
像
市
后
曲
は
、
以
前
は
藁
の
蛇
で
現
在
は
ロ
ー
プ
な
の
で
土
俵
は
別
に
作
っ
て

き
た
が
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
と
相
撲
は
必
ず
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
。

　
盆
綱
の
時
の
相
撲
で
は
年
占
の
要
素
は
み
ら
れ
な
い
。
相
撲
を
行
う
理
由
は
ほ

と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
糸
島
市
二
丈
福
井
大
入
で
は
「
地
獄
か
ら
引
き

上
げ
た
仏
様
を
喜
ば
せ
る
」（
松
村
二
〇
一
〇

　
八
九
）、
福
岡
市
西
区
西
浦
浜
で

は
盆
相
撲
は
先
祖
に
子
ど
も
の
成
長
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
、
景
品
は
短

冊
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
祖
と
子
孫
と
の
交
流
や
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
筑
後
地
方
の
柳
川
市
、
大
川
市
、
筑
後
市

周
辺
で
も
盆
綱
の
後
の
相
撲
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
⑦
で

説
明
す
る
。

⑤
「
盆
押
し
」
を
す
る

　
福
岡
市
早
良
区
田
隈
で
は
、提
灯
を
高
く
掲
げ
、背
中
同
士
を
向
け
て
「
盆
押
し
」

を
行
う
。
神
社
前
の
茅
を
敷
き
詰
め
た
道
の
上
や
、
茅
綱
の
上
、
綱
引
き
の
間
に

「
東
が
大
将
」「
西
が
大
将
」、「
ど
ー
か
い
、ど
ー
か
い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
行
う
。

こ
れ
は
地
の
神
を
踏
み
鎮
め
る
、
地
の
精
霊
を
静
め
て
豊
作
を
約
束
さ
せ
る
た
め

だ
と
い
う
。
福
岡
市
西
区
城
ノ
原
・
城
南
区
七
隈
で
も
盆
綱
と
盆
押
し
が
行
わ
れ
、

早
良
区
栗
尾
で
は
青
年
団
と
処
女
会
が
二
手
に
分
か
れ
て
綱
を
伝
っ
て
押
し
合
い

先
に
端
に
つ
い
た
方
が
勝
ち
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
盆
綱
に
押
し
合
い
が
伴
う
形

態
は
、
福
岡
市
に
分
布
し
て
い
た
。

⑥
綱
を
盗
む
・
隠
す

　
築
城
町
伝
法
寺
で
は
綱
引
き
を
し
て
切
っ
た
後
、
片
方
の
綱
を
隠
し
て
探
し
出

し
て
ま
た
つ
な
い
で
引
く
。
切
っ
て
つ
な
ぐ
の
は
田
隈
も
そ
う
で
、
切
れ
る
の
は

縁
起
が
良
い
と
い
う
。
さ
ら
に
綱
を
隠
し
た
り
、
綱
が
盗
ま
れ
る
（
筑
前
町
弥
永
）

こ
と
に
関
し
て
、
隠
さ
れ
た
綱
は
、
川
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る
と
、
病
気
が
流
行
っ

た
り
米
が
不
作
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
（
飯
塚
市
下
相

田
）、
綱
を
他
村
に
持
っ
て
い
か
れ
る
と
病
気
が
流
行
す
る
の
で
大
切
に
し
た
（
久

留
米
市
山
本
町
耳
納
西
泉
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
盆
綱
と
し
て
使
用
し
た
後
の
綱
は
、「
綱
の
処
理
」
で
み
た
よ
う
に
生
活
の
中

で
再
利
用
さ
れ
た
り
、
相
撲
の
土
俵
に
な
っ
た
り
、
高
潮
を
防
い
で
い
た
。
こ
の

一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
大
切
な
も
の
だ
か
ら
こ
そ
取
ら
れ
る
と
、
地
域
社
会
に
災

厄
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
盆
綱
と
水
と
の
関
わ
り

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
筑
後
地
方
で
は
盆
綱
と
水
と
の
関
わ
り
が
強
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
は
筑
後
川
水
系
に
あ
た
り
、
有
明
海
北
岸
の
筑
紫
平
野
に
は
ク
リ
ー
ク

（
堀
）
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
川
や
堀
の
水
は
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　
柳
川
市
木
元
で
は
、
縄
を
曳
い
て
地
区
を
回
っ
た
後
、
綱
、
ボ
ウ
シ
、
ハ
カ
マ

を
カ
ワ
に
投
げ
込
ん
で
泳
い
で
い
る
。
大
川
市
大
橋
で
も
綱
を
川
に
入
れ
た
り
、

盆
綱
の
時
に
泳
い
だ
り
し
て
い
た
。
大
木
町
で
は
綱
引
き
の
後
、
盆
綱
を
川
や
堀

に
張
り
渡
し
て
泳
ぎ
、
そ
れ
か
ら
盆
綱
を
相
撲
の
土
俵
に
し
た
と
い
う
。
柳
川
市

金
納
で
も
藁
で
編
ん
だ
綱
を
綱
引
き
の
後
、
一
度
川
の
水
に
つ
け
て
か
ら
、
土
俵

に
し
た
。
久
留
米
市
安
武
町
武
島
は
藁
蛇
の
頭
を
筑
後
川
の
水
に
浸
し
、
子
ど
も

た
ち
は
全
員
手
で
綱
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
川
や
堀
に
綱
を
つ
け
た
り
、
泳
い
だ
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
広

川
町
や
柳
川
市
の
事
例
か
ら
、
そ
の
理
由
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
三
つ
よ
り
の
大
き
な
盆
綱
を
作
り
、
こ
れ
を
一
五
日
の
早
朝
川
に
ひ
た
し
、
清

め
を
し
て
集
落
の
各
所
で
引
き
あ
い
を
し
た
。
集
落
を
一
ま
わ
り
す
る
と
お
宮
に

し
つ
ら
え
た
土
俵
に
こ
れ
を
う
め
子
供
ず
も
う
を
す
る
」。
柳
川
市
高
島
で
は
、「
盆

に
は
子
ど
も
や
青
年
団
が
大
き
な
綱
を
作
っ
て
堀
の
中
に
い
れ
て
引
い
た
。
こ
れ

は
綱
を
清
め
る
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
引
き
上
げ
た
後
、
そ
の
綱
で
お
宮
に
土
俵

を
つ
く
り
相
撲
を
取
っ
た
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
綱
を
川
や
堀
の
水
に
つ
け
る

こ
と
は
、
綱
を
清
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
金
納
や
高
島
が
あ
る
蒲
池
地
区
の
正
月
の
若
水
は
、「
元
旦
の
日
朝
早
く
、
主
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に
家
長
が
一
番
最
初
に
近
く
の
堀
か
ら
水
を
汲
ん
で
き
た
。
こ
れ
を
ワ
カ
ミ
ズ
ク

ミ
（
若
水
汲
み
）
と
い
う
。（
中
略
）
若
水
は
そ
の
日
の
飲
み
水
と
し
、
神
棚
や
仏

様
に
供
え
、
顔
を
洗
う
の
に
使
わ
れ
た
」（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
四

二
三
〇
）。
つ
ま
り
、堀
の
水
は
新
し
い
年
の
は
じ
め
に
汲
む「
神
聖
な
水
」で
あ
る
。

こ
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
顔
を
洗
う
の
に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
生
命
力
を

得
よ
う
と
し
た
。

　
盆
綱
で
も
こ
う
し
た
大
切
な
川
や
堀
の
水
に
よ
っ
て
綱
を
清
め
、
地
区
の
中
で

綱
を
曳
き
回
し
た
り
、
そ
の
土
俵
で
相
撲
を
と
っ
た
り
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

地
域
を
清
め
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
祈
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
か
。

四
　
福
岡
県
の
盆
綱

　
以
上
の
特
徴
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
最
後
に
盆
綱
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

（
一
）
ロ
ー
プ
へ
の
変
化

福
岡
県
の
盆
綱
で
は
、
綱
の
材
料
に
カ
ズ
ラ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
理

由
に
つ
い
て
、
カ
ズ
ラ
単
独
の
綱
を
作
っ
て
い
る
福
岡
市
西
区
西
浦
浜
の
あ
る
住

民
は
、
盆
の
時
期
は
稲
の
収
穫
時
期
で
は
な
く
藁
が
ま
だ
な
い
か
ら
で
は
な
い
か

と
言
っ
て
い
た
。
同
じ
北
崎
地
区
の
玄
界
島
は
稲
を
作
っ
て
お
ら
ず
カ
ズ
ラ
の
綱

だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
畑
作
や
山
林
に
と
っ
て

不
要
な
島
中
の
カ
ズ
ラ
を
採
っ
て
し
ま
う
作
業
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
（
上
野
二
〇
〇
一
）。
こ
の
よ
う
に
カ
ズ
ラ
の
多
用
に
は
、
各
地
区
の
生
業
の

あ
り
方
、
カ
ズ
ラ
と
人
間
と
の
関
係
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
、
カ
ズ
ラ
（
茅
）
が
か
つ
て
ほ
ど
な
い
と
言
い
、
事
前
に
あ
る

場
所
を
探
し
て
お
い
て
採
集
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
綱
の
材
料
の
確
保
と
製

作
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、
か
な
り
以
前
よ
り
ロ
ー
プ
や
藁
に
変
更
し
て
い
る
地

区
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ロ
ー
プ
に
変
更
し
て
い
て
も
、
ロ
ー
プ
の
真
ん
中
に
カ
ズ
ラ
や
藁
を

つ
な
い
で
最
後
に
切
れ
る
よ
う
工
夫
し
、
綱
を
切
る
こ
と
が
ロ
ー
プ
に
な
っ
て
も

重
要
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
続
け
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
一
方
、ロ
ー
プ
で
あ
っ

て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
休
止
し
て
い
た
際
に
、
厄
払
い
の

行
事
で
も
あ
る
の
で
来
年
は
実
施
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
地
区
も
あ
り
、

作
製
し
た
綱
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
盆
綱
は
大
切
な
行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
。

（
二
）
盆
行
事
か
ら
夏
祭
り
へ

実
施
時
期
で
述
べ
た
よ
う
に
、
盆
の
期
間
で
の
盆
綱
の
実
施
を
や
め
、
そ
れ
よ

り
前
の
夏
祭
り
の
中
で
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
地
区
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
福
岡
市
城

南
区
堤
丘
校
区
や
春
日
市
小
倉
で
は
出
店
を
出
し
た
り
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
や
学

校
等
が
ダ
ン
ス
等
を
披
露
し
た
り
す
る
中
で
、
盆
綱
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
堤
丘
校
区
で
は
夏
祭
り
の
名
称
は「「
盆
綱
」夏
祭
り
」

で
あ
り
、
小
倉
で
は
最
後
に
盆
綱
の
説
明
が
な
さ
れ
た
上
で
綱
引
き
を
し
、
盆
綱

の
継
承
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
盆
綱
の
目
的
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
確
認
し
て
み
る
と
、「
豊
年
満
作
を
祈
る
」（
堤
丘
校
区
）、「
地
獄

に
行
っ
た
人
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
盆
綱
を
引
く
と

夏
風
邪
を
引
か
な
い
、
豊
作
を
祝
う
た
め
」（
小
倉
）、「
一
年
に
一
回
、
綱
を
伝
っ

て
地
獄
か
ら
帰
っ
て
く
る
人
を
引
き
上
げ
た
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
」（
那
珂
川

市
上
梶
原
）
で
あ
っ
た
。
地
獄
か
ら
死
者
を
引
き
上
げ
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
と

い
っ
た
、
盆
だ
か
ら
こ
そ
の
目
的
が
語
ら
れ
る
場
合
で
も
、
盆
以
外
で
実
施
さ
れ

て
い
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
よ
り
、
八
月
一
五
日
に
近
い
日
曜
日
の
夏
祭

り
の
中
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
太
宰
府
市
北
谷
は
、
本
来
は
初
盆
供
養
の

た
め
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
　

　
こ
の
よ
う
な
盆
綱
の
実
施
形
態
の
変
化
に
は
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
一

つ
は
、
地
区
の
成
り
立
ち
や
そ
の
変
化
と
行
政
と
の
関
係
が
あ
る
。
堤
丘
校
区
の

場
合
は
、
元
々
実
施
さ
れ
て
い
た
大
字
堤
の
範
囲
に
、
戦
後
で
き
た
複
数
の
町
が

組
み
込
ま
れ
て
再
編
さ
れ
た
後
、
校
区
の
行
事
と
し
て
復
活
さ
せ
た
。
春
日
市
小

倉
に
は
、
盆
綱
の
他
に
も
嫁
ご
の
尻
叩
き
や
、
宮
座
と
い
っ
た
古
く
か
ら
の
行
事

が
あ
る
が
、
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

地
区
で
は
、
元
々
実
施
し
て
い
た
道
路
で
の
盆
綱
が
交
通
量
の
増
加
で
難
し
く
な

り
、
公
園
へ
の
実
施
へ
と
変
化
す
る
な
ど
都
市
化
に
も
対
応
し
、
ど
ち
ら
も
か
な
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り
大
規
模
な
盆
綱
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
年
団
が
担
え
な
く
な
っ
た
上
梶

原
や
、
復
活
さ
せ
た
柳
川
市
起
田
で
も
公
民
館
の
事
業
と
し
、
夏
祭
り
、
子
ど
も

会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
二
つ
目
と
し
て
、
盆
の
位
置
づ
け
や
、
生
活
ス
タ
イ
ル
・
家
族
関
係
の
変
化
が

あ
る
。
高
度
成
長
期
以
降
、
盆
は
地
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
た
ち
が
仕
事
を
休
ん

で
帰
省
し
、
先
祖
の
墓
参
り
を
し
て
き
た
が
、
今
で
は
そ
う
い
っ
た
感
覚
は
薄
れ

て
い
る
。
実
際
、盆
は
平
日
に
あ
た
る
こ
と
も
多
く
、必
ず
休
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

嘉
麻
市
下
臼
井
西
で
は
休
み
が
取
り
難
い
と
い
う
理
由
で
、
一
六
日
か
ら
一
五
日

に
変
更
し
た
。
宗
像
市
后
曲
で
も
仕
事
の
休
み
の
関
係
か
ら
二
日
間
行
わ
れ
て
い

た
日
程
が
一
日
に
短
縮
さ
れ
た
。
柳
川
市
木
元
で
は
中
学
三
年
生
の
親
が
手
伝
い

に
来
る
が
、
あ
る
母
親
は
、
共
働
き
で
盆
も
休
み
が
な
い
と
語
っ
た
。
子
ど
も
が

小
学
生
の
頃
は
祖
父
母
の
家
に
預
け
て
お
り
、
近
い
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
定
年
退

職
以
降
も
働
き
続
け
る
人
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
筑
後
市
久
富
で
は
、
こ
れ

ま
で
退
職
し
て
か
ら
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
世
代
の
行
事
へ
の
参

加
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
大
人
の
参
加
が
盆
で
も
あ
っ
て

も
仕
事
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
岡
市
西
区
西
浦
で
は
、
盆
相
撲
の
実
施
が
難
し
く
な
っ
た
と
語
ら
れ

た
。
少
子
化
も
あ
る
が
、
盆
に
な
る
と
母
親
が
子
ど
も
を
連
れ
て
実
家
に
帰
る
た

め
、
子
ど
も
が
い
な
い
の
だ
と
い
う
。
盆
に
子
ど
も
が
い
な
い
の
で
行
事
の
実
施

や
継
承
が
難
し
い
と
い
う
話
は
、
盆
綱
実
施
地
区
で
は
な
い
が
、
盆
踊
り
を
行
っ

て
い
る
地
区
で
も
同
じ
よ
う
に
聞
か
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
盆
よ
り
も
夏
祭
り
の
方
が
人
が
集
ま
り
や
す
い
と
判
断
さ
れ
、

盆
綱
の
目
的
が
仏
を
送
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
夏
祭
り
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
北
谷
は
以
前
よ
り
「
盆
ま
つ
り
」
と
し
て
、
地
区
内
の

集
落
も
参
加
し
、
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
実
施
し

た
り
と
、
夜
遅
く
ま
で
賑
っ
て
き
た
と
言
い
、
い
わ
ゆ
る
盆
行
事
で
は
な
か
っ

た
。
盆
に
行
っ
て
い
る
須
恵
町
須
恵
や
朝
倉
市
馬
田
で
も
、
盆
綱
の
後
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
実
施
し
て
、
積
極
的
に
住
民
同
士
の
交
流
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
綱

引
き
（
綱
曳
き
）
に
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が
簡
単
に
参
加
で
き
、
楽

し
め
る
要
素
が
あ
る
。
こ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
住
民
の
交
流
の
機
会
を
盆
綱
に
お

い
て
持
と
う
と
す
る
時
、
盆
の
行
事
で
あ
る
盆
綱
は
、
本
来
の
目
的
が
意
識
さ
れ

つ
つ
も
、
よ
り
人
が
集
ま
り
楽
し
め
る
や
り
方
で
実
施
さ
れ
た
り
、
地
域
の
夏
祭

り
へ
と
変
化
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
田
中

　
久
美
子
）
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第
三
章
　
詳
細
調
査

一
　「
盆ぼ
ん
綱つ
な
」
夏な
つ
祭ま
つ
り

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
福
岡
市
城

じ
ょ
う

南な
ん

区く

は
福
岡
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
。
堤

つ
つ
み

丘が
お
か校

区
は
、
城
南
区
の

東
南
に
位
置
し
、
樋ひ

井い

川が
わ

一
丁
目
、
樋
井
川
二
丁
目
、
堤
一
丁
目
、
堤
団
地
の
四

町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
樋
井
川
の
支
流
の
一い

っ

本ぽ
ん

松ま
つ

川が
わ

が
流
れ
、
南
側
に
は
福
岡

都
市
高
速
環
状
線
や
福
岡
外
環
状
道
路
、
中
央
は
油

あ
ぶ
ら

山や
ま

観
光
道
路
が
通
り
、
城
南

区
の
南
部
に
あ
る
油
山
に
通
じ
て
い
る
。
人
口
は
微
減
し
、
高
齢
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
（『
堤
丘
校
区
デ
ー
タ
集
』）。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
末
の
校
区

の
人
口
は
、
五
四
五
五
人
で
あ
る
（
住
民
基
本
台
帳
（
日
本
人
）
男
女
別
・
年
齢

別
人
口
及
び
世
帯
数https://w

w
w.city.fukuoka.lg.jp/soki/tokeichosa/shi-

sei/toukei/jinkou/tourokujinkou/TourokuJinko_koukubetu2.htm
l

）。

　
堤
村
は
、
江
戸
時
代
に
は
早さ

わ
ら良

郡ぐ
ん

に
あ
っ
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に

樋
井
川
村
の
大
字
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
福
岡
市
と
な
り
、
昭
和
五
七

（
一
九
八
二
）
年
に
城
南
区
と
な
っ
た
。
現
在
、
大
字
堤
の
範
囲
に
は
、
昭
和

四
四
年
以
降
に
で
き
た
複
数
の
町
が
含
ま
れ
て
い
る
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」

編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
八
九
二
）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　『
大
字
堤
民
俗
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
昔
、
旱
魃
が
続
き
、
困
り
果
て
た
村
人
た

ち
が
「
雨
乞
い
」
を
し
た
と
こ
ろ
、
雨
が
降
り
出
し
た
。
村
人
た
ち
が
歓
喜
し
て

雨
乞
い
に
使
っ
た
藁
で
竜
に
似
た
網
状
の
も
の
を
引
き
合
う
と
、
こ
の
年
は
豊
年

満
作
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
何
度
か
続
い
た
た
め
、
毎
年
行
え
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
始
ま
っ
た
の
が
「
盆
綱
」
で
あ
る
と
い
う
。
藁

が
切
れ
た
年
が
大
豊
作
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
藁
が
切
れ
る
ま
で
引
っ
ぱ
り
あ
っ
た
。

　
戦
時
中
に
断
絶
し
た
が
、
戦
後
一
度
だ
け
行
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
交
通

量
の
増
加
で
綱
引
き
を
行
う
場
所
が
な
く
な
り
、
藁
の
調
達
も
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
再
度
休
止
し
た
。

　
そ
の
後
、
住
民
た
ち
で
何
か
行
お
う
と
考
え
た
時
に
、
新
し
い
こ
と
を
行
う
よ

り
も
、
伝
統
的
な
行
事
の
方
が
良
い
と
考
え
て
復
活
し
た
の
が
盆
綱
だ
っ
た
。「
城

南
区
地
域
作
り
『
ふ
れ
あ
い
事
業
』」
の
支
援
を
受
け
（
伝
統
行
事
復
活
委
員
会

編
　
一
九
七
七
頃
）、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
復
活
し
た
と
い
う
。

（
三
）
実
施
時
期

　
七
月
最
終
土
曜
日
に
、
盆
綱
と
一
緒
に
、
校
区
の
夏
祭
り
を
行
う
。

　
元
は
八
月
一
五
日
の
先
祖
を
送
っ
た
後
に
行
っ
て
い
た
。

（
四
）
実
施
場
所

　
堤

つ
つ
み

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

で
綱
の
製
作
を
行
う
。「
盆
綱
」
夏
祭
り
は
、
か
つ
て
農
業
用
た
め

池
が
あ
っ
た
、
三み

つ

尾お

池い
け

公
園
で
実
施
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
は
堤
四
つ
角
（
石
橋
酒
屋
の
前
）
で
綱
引
き
を
し
て
い
た
（
伝
統
行
事

復
活
委
員
会
編

　
一
九
七
七
頃
）。

（
五
）
伝
承
組
織

　
堤
丘
校
区
自
治
協
議
会
、
か
つ
て
は
大
字
堤
の
行
事
で
あ
っ
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
ロ
ー
プ
を
芯
に
し
て
、藁
を
三
本
で
綯
う
。
昔
は
ロ
ー
プ
を
芯
に
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
藁
が
短
く
て
抜
け
る
の
で
入
れ
て
い
る
。

　
綱
の
直
径
は
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
理
由
が

あ
っ
て
、
約
三
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
（
伝
統
行
事
復
活
委
員
会
編

　

一
九
七
七
頃
）。

（
七
）
実
施
内
容

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
七
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
。

綱
の
製
作

　
綱
の
材
料
と
な
る
藁
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分
を
農
家
に
お
願
い
し
て
保
管
し

て
お
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
堤
丘
小
学
校
「
総
合
学
習
」
の
稲
作
で
刈
り
取
っ
た

藁
を
材
料
と
す
る
取
組
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
福
岡
市

　
二
〇
一
七
）。
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綱
は
「
盆
綱
」
夏
祭
り
当
日
の
八
時
頃
か
ら
、堤
八
幡
宮
の
境
内
で
午
前
中
い
っ

ぱ
い
か
か
っ
て
製
作
す
る
。
神
社
で
製
作
す
る
の
は
、
場
所
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
製
作
に
は
七
〇
名
ほ
ど
集
ま
っ
た
。
男
性
は
お
や
じ
の
会
や
高
齢
者
か
ら
子
ど

も
ま
で
、
女
性
は
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
世
代
が
多
か
っ
た
。
中
学
生
が
作
り
手

と
し
て
活
躍
し
た
が
、
中
体
連
で
早
く
敗
退
し
た
チ
ー
ム
が
手
伝
い
の
応
援
に
来

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

ロ
ー
プ
を
芯
に
し
て
綱
を
作
る
。
社
殿
横
の
木
に
ロ
ー
プ
を
ひ
っ
か
け
て
、ロ
ー

プ
の
一
方
の
端
を
中
学
生
が
握
る
。
多
く
の
参
加
者
は
、
藁
を
数
十
本
集
め
て
上

の
部
分
を
結
ん
だ
直
径
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
束
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
「
ダ
ゴ
」

と
呼
ぶ
（
伝
統
行
事
復
活
委
員
会
編

　
一
九
七
七
頃
）。
初
め
は
大
人
の
男
性
が

綯
っ
て
い
っ
た
。
男
性
一
人
が
綱
を
押
さ
え
、
三
人
が
ダ
ゴ
を
受
け
取
っ
て
そ
れ

を
入
れ
込
ん
で
捩
っ
て
は
綯
っ
て
綱
を
作
っ
て
い
く
。「
二
〇
セ
ン
チ
あ
げ
て
」と
、

ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ
て
い
る
中
学
生
に
指
示
を
出
し
な
が
ら
、
綯
い
や
す
い
位
置

に
あ
げ
て
、
三
つ
綯
い
に
な
っ
て
い
く
。
締
め
上
げ
る
の
に
力
が
必
要
で
、
同
じ

人
が
長
時
間
綯
う
の
は
難
し
い
の

で
、
途
中
で
交
代
し
て
い
く
。
途

中
で
中
学
生
も
綯
う
。
綯
い
終
わ

る
と
木
か
ら
下
し
て
綱
に
持
ち
手

を
付
け
る
。

　
出
来
上
が
る
と
、
参
加
者
み
ん

な
で
綱
を
持
っ
て
三
尾
池
公
園
ま

で
徒
歩
で
運
ぶ
。

　
綱
は
「
盆
綱
」
夏
祭
り
会
場
の

テ
ン
ト
の
下
に
、
と
ぐ
ろ
を
巻
く

よ
う
に
し
て
に
置
く
。
こ
れ
は
電

気
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
綱
が

絡
ま
っ
て
ほ
ど
け
な
く
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
だ
と
い
う
。

　
か
つ
て
は
、
子
ど
も
達
が
各
家

を
回
り
、
藁
を
集
め
て
お
宮
に
運
び
、
綱
を
作
り
や
す
い
よ
う
に
ダ
ゴ
を
作
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
を
使
っ
て
青
年
が
綱
を
綯
っ
た
（
伝
統
行
事
復
活
委
員
会
編

　

一
九
七
七
頃
）。

「
盆
綱
」
夏
祭
り

　
一
八
時
か
ら
、「
盆
綱
」
夏
祭
り
が
始
ま
っ
た
。
自
治
会
や
団
体
が
出
店
を
出

し
た
り
、
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
や
小
学
校
、
保
育
園
等
が
ダ
ン
ス
等
を
披
露
し
た
。

　
盆
綱
引
き
は
一
九
時
前
の
明
る
い
う
ち
と
、
二
〇
時
頃
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
の

二
回
行
わ
れ
る
。
樋
井
川
一
丁
目
、
樋
井
川
二
丁
目
（
樋
井
川
地
区
）
対
、
堤
一

丁
目
、
堤
団
地
（
堤
地
区
）
で
盆
綱
引
き
を
行
う
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
固
定
で

あ
る
。
綱
の
中
央
の
印
の
移
動
で
勝
敗
を
決
め
て
お
り
、各
町
は
大
き
な
旗
を
振
っ

て
応
援
す
る
。
二
回
戦
で
勝
負
が
つ
い
た
後
、
綱
の
中
心
を
鉈
で
切
っ
て
終
了
し

た
。
切
れ
た
綱
は
堆
肥
に
す
る
。

　
明
治
の
頃
は
、
神
事
を
行
い
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
派
手
に
な

り
、
縁
台
や
敷
物
を
並
べ
て
、
大
人
た

ち
は
酒
を
飲
ん
で
興
じ
た
と
い
う
。
町

内
を
上
・
下
組
に
適
当
に
分
け
、
鐘
や

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
綱
が
切

れ
る
ま
で
何
回
も
引
き
合
っ
た
。
綱
引

き
の
藁
は
牛
馬
を
飼
う
た
め
に
必
要
な

た
め
、
大
人
た
ち
が
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
た
値
で
購
入
す
る
人
を
決
め
て
い

た
。
子
ど
も
達
が
そ
の
家
ま
で
藁
を
運

び
、
代
金
は
子
ど
も
達
の
行
事
の
た
め

に
使
わ
れ
た
（
伝
統
行
事
復
活
委
員
会

編
　
一
九
七
七
頃
）。

（
田
中

　
久
美
子
）

写
真
一
　
盆
綱
の
製
作

写
真
二
　
盆
綱
引
き
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二
　
草く

さ
場ば

の
盆ぼ

ん
綱つ

な
引ひ

き

【
指
定
】

　
種
類

　
福
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
草
場
の
盆
綱
引
き

　
指
定
年
月
日

　
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
三
月
二
五
日

（
一
）
地
域
の
概
要

　
福
岡
市
西
区
大
字
草
場
は
糸
島
半
島
の
東
部
に
位
置
す
る
。
東
側
に
標
高

二
五
四
メ
ー
ト
ル
の
柑こ

う

子し

岳だ
け

が
ひ
か
え
る
な
ど
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
規
模

な
盆
地
に
位
置
す
る
草
場
地
区
で
は
、
地
域
の
名
産
で
あ
る
北き

た
ざ
き崎

大
根
や
西
瓜
な

ど
の
農
業
の
ほ
か
、
畜
産
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
近
隣
に
九
州
大
学
伊い

と都
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
り
、
広
域
に
は
近
年
開
発
が
著
し
い
地
域
に
含
ま
れ
る
が
、
草
場
地
区

は
そ
う
し
た
新
し
い
町
の
様
子
と
は
対
照
的
に
従
来
か
ら
の
農
村
的
景
観
を
呈
し

て
い
る
。

　
自
治
会
と
し
て
の
草
場
区
は
、
集
落
内
に
占
め
る
位
置
に
よ
っ
て
東
、
中
、
西

に
分
け
ら
れ
、
東
が
七
世
帯
、
中
が
八
世
帯
、
西
が
一
一
世
帯
の
計
二
六
世
帯
か

ら
な
り
、
盆
綱
引
き
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

綱
引
き
の
由
緒
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

　
近
年
で
は
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
開
催
し
た
の
を
最
後
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
取
り
や
め
て
い
た
が
、
次
代
へ
の
継
承
の
危
機

感
か
ら
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
四
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

相
撲
と
盆
踊
り

　
三
〇
年
程
前
（
一
九
九
〇
年
初
め
頃
）
ま
で
は
、
綱
引
き
の
日
に
相
撲
を
行
っ

て
い
た
。
ま
た
、
一
〇
年
程
前
ま
で
は
、
綱
引
き
の
会
場
と
な
る
農
協
倉
庫
前

で
盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
中
央
に
木
製
の
櫓
を
建
て
、
そ
の
周
り
で
踊
っ

た
。
櫓
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
時
点
、
農
協
倉
庫
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る

（
大
き
さ
は
縦
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
高
さ

二
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

　
な
お
、
相
撲
と
盆
踊
り
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
現
在
も
盆
綱
引
き
の
あ
と

に
仏
様
送
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
草
場
に
暮
ら
す
人
や
帰
省
し
た
親
族
が
集

落
の
東
側
に
位
置
す
る
納
骨
堂
へ
、
先
祖
を
送
り
に
い
く
行
事
で
あ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
毎
年
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
四
）
実
施
場
所

草
場
地
区
の
中
心
近
く
に
位
置
す
る
農
協
倉
庫
前
の
道
路
上
で
行
わ
れ
る
。
カ

ズ
ラ
を
用
い
た
綱
の
製
作
も
同
じ
場
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

現
在
の
盆
綱
引
き
は
、
育
成
会
（「
草
場
育
成
会
」）
が
主
体
に
な
っ
て
行
う
。

育
成
会
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
育

成
会
の
ほ
か
、
綱
引
き
の
準
備
に
は
、
自
治
会
役
員
、
消
防
団
、
体
育
委
員
が
加

わ
る
が
、
一
人
が
役
職
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
一
〇
年
程
前（
二
〇
一
〇
年
頃
）ま
で
は
、担
い
手
の
中
心
は
消
防
団
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
消
防
団
の
前
（
四
〇
～
五
〇
年
程
前
）
は
、
青
年
団
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　
ほ
か
、
保
存
会
（「
草
場
の
盆
綱
引
き
保
存
会
」）
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
福
岡

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

綱
の
素
材
に
は
二
種
類
の
カ
ズ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
白
っ
ぽ
い
色
の
フ
ジ
カ

ズ
ラ
と
、
黒
っ
ぽ
い
色
の
ク
ズ
カ
ズ
ラ
で
あ
る
。
後
者
は
、
現
地
で
ク
ラ
マ
キ
カ

ズ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
綱
の
形
状
は
、
集
め
た
カ
ズ
ラ
の
束
を
二
つ
に
分
け
、
各
々
Ｕ
字
状
に
曲
げ
て
、

互
い
を
交
差
さ
せ
る
。
そ
の
上
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
選
別
し
て
お
い
た
細
い
カ
ズ

ラ
を
巻
い
て
い
き
、
形
を
整
え
る
。
枝
綱
は
つ
け
な
い
。
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令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
場
合
、
直
径
は
最
も
大
き
い
と
こ
ろ
で
五
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
長
さ
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。

（
七
）
実
施
内
容

盆
綱
引
き
の
計
画

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
の
場
合
、七
月
に
行
わ
れ
た
常
会
（
自
治
会
役
員
や
「
小

役
」
と
呼
ば
れ
る
区
内
の
東
・
中
・
西
の
各
谷
か
ら
一
名
ず
つ
選
ば
れ
る
役
員
等

が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
会
議
）
で
綱
引
き
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

綱
の
材
料
の
採
取

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
八
月
一
五
日
当
日
の
七
時
に
、
綱
引
き
が
行
わ
れ
る

農
協
倉
庫
前
に
男
性
の
み
一
六
人
ほ
ど
が
集
合
す
る（
写
真
一
）。
時
間
に
な
る
と
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
数
台
に
乗
り
合
わ
せ
、
農
協
倉
庫
か
ら
数
分
の
場
所
に
あ
る
、
綱
の

材
料
で
あ
る
カ
ズ
ラ
の
採
取
地
へ
移
動
す
る
。

　
カ
ズ
ラ
の
採
取
地
は
と
く
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
年
、
地
域
内

で
カ
ズ
ラ
が
あ
る
場
所
を
転
々
と

回
っ
て
採
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

カ
ズ
ラ
の
採
取
地
は
個
人
の
所
有

地
で
あ
り
、
事
前
に
許
可
を
取
っ
て

い
る
。
山
が
荒
れ
る
と
カ
ズ
ラ
は
多

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
管
理
の
面
か

ら
カ
ズ
ラ
を
採
る
と
所
有
者
に
喜

ば
れ
る
。
な
お
、
現
在
カ
ズ
ラ
は
増

え
て
い
る
と
い
う
。

　
カ
ズ
ラ
の
採
取
に
は
、
重
機

（
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
）
を
用
い
る
。
平

成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
頃
ま
で
は

全
て
人
力
で
行
っ
て
い
た
が
、
平
成

二
〇
（
二
〇
〇
八
）
～
平
成
二
一

（
二
〇
〇
九
）
年
頃
か
ら
は
車
で
カ

ズ
ラ
を
引
っ
張
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
～
平
成

二
九
（
二
〇
一
七
）
年
頃
か
ら
重
機
を
用
い
て
カ
ズ
ラ
を
採
取
し
て
い
る
（
写
真

二
）。
な
お
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
重
機
は
、
農
業
に
従
事
す
る
参
加
者
が
所
有

す
る
重
機
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
人
力
で
行
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
垂
れ
下
が
っ
た
カ
ズ
ラ
に
ぶ
ら
下
が
り
、
体
重

を
か
け
た
う
え
で
多
く
の
人
が
引
っ
張
っ
て
採
取
し
て
い
た
。
労
力
の
い
る
作
業

で
あ
っ
た
が
、
お
盆
に
規
制
し
た
人
達
で
賑
や
か
に
採
取
し
て
い
た
。
多
い
と
き

で
三
〇
～
四
〇
人
く
ら
い
集
ま
っ
た
と
い
う
。

　
重
機
を
用
い
て
の
カ
ズ
ラ
の
採
取
手
順
は
、
ま
ず
若
手
の
男
性
数
名
で
木
々
の

中
か
ら
カ
ズ
ラ
を
探
す
。
次
に
、
カ
ズ
ラ
の
先
端
に
白
い
ロ
ー
プ
を
つ
な
ぐ
。
こ

の
白
ロ
ー
プ
の
反
対
側
は
牽
引
用
の
黄
色
い
ロ
ー
プ
を
介
し
て
重
機
に
つ
な
が
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
重
機
の
ア
ー
ム
を
上
げ
て
後
退
し
、
ち
ぎ
り
取
る
よ
う
に
し

て
カ
ズ
ラ
を
採
取
す
る
。
ち
ぎ
り
取
っ
た
カ
ズ
ラ
は
、
道
路
沿
い
に
引
き
ず
っ
て
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
駐
車
し
て
い
る
場
所
ま
で
運
ぶ
。
こ
の
運
搬
作
業
は
、
小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
達
も
手
伝
う
。
そ
の
後
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
カ
ズ
ラ
を
農

協
倉
庫
ま
で
運
搬
す
る
。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
場

合
、
採
取
地
に
到
着
し
た
後
、
七
時

三
〇
分
頃
か
ら
カ
ズ
ラ
の
採
取
が
始

ま
っ
た
。
一
本
の
カ
ズ
ラ
を
採
取
す

る
の
に
か
か
る
時
間
は
、お
よ
そ
四
、

五
分
程
度
で
あ
る
。
作
業
開
始
か
ら

三
〇
分
後
の
八
時
ま
で
に
八
本
の
カ

ズ
ラ
を
採
取
し
、
そ
の
後
も
同
様
の

ペ
ー
ス
で
八
時
五
〇
分
ま
で
作
業
が

続
け
ら
れ
た
。

綱
の
製
作

　
九
時
に
採
取
し
た
カ
ズ
ラ
と
と
も

に
農
協
倉
庫
前
に
戻
っ
て
き
た
参
加

写
真
一
　
準
備
に
集
合
し
た
人
々

写
真
二
　
重
機
を
用
い
た
カ
ズ
ラ
の
採
取
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者
は
、
各
自
水
分
を
取
る
な
ど
し
て
休
憩
す
る
。
休
憩
後
、
九
時
一
〇
分
頃
か
ら

綱
の
製
作
が
開
始
さ
れ
る
。
参
加
者
は
、
材
料
の
採
取
時
と
同
じ
一
六
名
で
、
下

が
九
歳
の
小
学
生
、
上
が
七
二
歳
の
男
性
で
あ
る
。

　
農
協
倉
庫
前
に
カ
ズ
ラ
が
並
べ
ら
れ
た
状
態
か
ら
作
業
が
開
始
さ
れ
、
ま
ず
カ

ズ
ラ
を
束
ね
る
た
め
に
カ
ズ
ラ
の
中
か
ら
比
較
的
細
い
枝
の
部
分
を
切
っ
て
選
別

す
る
（
写
真
三
）。
次
に
、カ
ズ
ラ
の
束
を
二
本
に
分
け
、各
々
を
Ｕ
字
に
曲
げ
て
、

互
い
を
交
差
さ
せ
る
（
写
真
四
）。
そ
の
上
を
あ
ら
か
じ
め
選
別
し
て
お
い
た
細

い
カ
ズ
ラ
で
巻
い
て
い
く
（
写
真
五
）。
細
い
カ
ズ
ラ
は
や
わ
ら
か
く
適
度
に
弾

力
が
あ
る
た
め
、
巻
き
付
け
る
と
広
が
っ
て
い
た
カ
ズ
ラ
が
引
き
絞
ら
れ
て
ま
と

ま
っ
て
い
く
。
綱
の
製
作
に
は
、
カ
ズ
ラ
を
切
る
た
め
に
ナ
タ
と
ノ
コ
ギ
リ
が
使

用
さ
れ
る
。

　
一
〇
時
頃
に
は
綱
の
製
作
が
終
了
す
る
。
そ
の
後
、
綱
は
農
協
倉
庫
前
の
道
路

か
ら
、
通
行
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
場
所
へ
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
移
動
さ
れ
、
夕
方
の

綱
引
き
開
始
ま
で
安
置
さ
れ
る
。
参
加
者
は
倉
庫
前
で
休
憩
し
た
後
、
一
〇
時

四
五
分
こ
ろ
ま
で
に
一
旦
解
散
す
る
（
写
真
六
）。

　
　
　
　
　

綱
引
き
の
開
始

　
開
始
予
定
時
刻
の
三
〇
分
前
、
一
六
時
三
〇
分
に
は
関
係
者
が
農
協
倉
庫
前
に

集
ま
り
始
め
る
。
一
六
時
五
〇
分
に
な
る
と
、
綱
引
き
の
開
始
が
近
い
こ
と
を
知

ら
せ
る
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
始
め
る
。

　
開
始
直
前
の
一
七
時
一
〇
分
こ
ろ
に
は
、
一
〇
〇
人
弱
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
現
在
草
場
地
区
に
在
住
し
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
帰
省

し
て
い
る
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
児
童
の
数
は
一
五
名
ほ
ど
で
あ
る
。

　
綱
引
き
の
開
始
前
、
道
路
脇
に
よ
け
ら
れ
て
い
た
綱
が
道
路
上
に
移
動
さ
れ
る
。

綱
の
中
心
に
は
、
勝
敗
の
目
印
と
し
て
手
持
ち
サ
イ
ズ
の
国
旗
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　
綱
は
東
西
の
方
向
に
沿
っ
て
置
か
れ
る
が
、
草
場
区
内
の
居
住
地
な
ど
に
よ
っ

て
綱
を
引
く
側
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
引
く
の
は
ど
ち
ら

で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
七
時
前
後
に
人
が
集
ま
り
だ
す
と
、

「
両
方
に
分
か
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
自
治
会
長
か
ら
声
が
掛
け
ら
れ
、
集
ま
っ
た

人
は
な
る
べ
く
均
等
に
な
る
よ
う
に
分
か
れ
る
。

　
綱
引
き
は
計
三
回
行
わ
れ
る
（
写
真
七
）。
一
回
目
は
一
七
時
一
三
分
頃
、
開

始
さ
れ
た
。
一
回
の
勝
負
に
要
す
る
時
間
は
長
く
て
も
二
〇
秒
に
満
た
な
い
程
度

で
あ
る
。
勝
負
の
合
間
も
短
く
、
一
回
目
の
綱
引
き
の
終
了
か
ら
、
二
回
目
の
綱

引
き
の
終
了
ま
で
わ
ず
か
二
分
程
度
で
進
め
ら
れ
た
。
三
回
目
の
綱
引
き
は
、
東

と
西
で
綱
の
行
方
が
拮
抗
す
る
中
、
自
治
会
長
の
手
に
よ
っ
て
綱
の
中
央
付
近
が

小
型
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
ナ
タ
で
切
断
さ
れ
（
写
真
八
）、
引
き
分
け
で
終
わ
る
。

以
上
、
綱
引
き
の
開
始
か
ら
、
三
回
目
の
綱
引
き
の
終
了
ま
で
を
含
め
て
も
わ
ず

か
三
～
四
分
程
度
で
あ
る
。
終
了
と
と
も
に
拍
手
が
起
こ
る
と
、
参
加
者
の
大
半

は
そ
れ
ぞ
れ
に
解
散
す
る
。

綱
の
処
分

　
綱
引
き
の
終
了
後
、
綱
は
男
性
の
参
加
者
の
手
に
よ
っ
て
会
場
近
く
の
公
園
脇

に
一
旦
運
ば
れ
る
。
後
日
、
い
く
つ
か
に
切
断
さ
れ
て
焼
却
処
分
さ
れ
る
。

仏
様
送
り

　
綱
引
き
が
終
了
し
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

自
宅
に
帰
っ
た
後
、
家
族
や
帰
省
し
た
親
族

で
集
落
の
東
側
に
位
置
す
る
納
骨
堂
へ
先
祖

を
送
り
に
い
く
仏
様
送
り
が
行
わ
れ
て
い
る

（
写
真
九
）。
令
和
五（
二
〇
二
三
）年
の
場
合
、

一
八
時
頃
ま
で
に
は
大
部
分
の
人
が
仏
様
送

り
を
終
え
て
、
自
宅
へ
帰
宅
し
た
。

（
亀
崎

　
敦
司
）

写
真
三
　
カ
ズ
ラ
を
切
断
す
る
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写
真
九
　
仏
様
送
り
か
ら
帰
る
人
々

写
真
七
　
綱
引
き
の
開
始

写
真
五
　
細
い
カ
ズ
ラ
で
綱
を
束
ね
る

写
真
四
　
盆
綱
の
製
作

写
真
八
　
ナ
タ
で
切
断
さ
れ
る
綱

写
真
六
　
完
成
し
た
盆
綱



32

三
　
田た

隈ぐ
ま

の
盆ぼ

ん
押お

し
・
盆ぼ

ん
綱つ

な
引ひ

き

【
指
定
】

　
種
類

　
福
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
田
隈
の
盆
押
し
・
盆
綱
引
き

　
指
定
年
月
日

　
平
成
八
（
一
九
九
八
）
年
三
月
二
五
日

【
別
名
】　
地ち

禄ろ
く

天て
ん

神じ
ん

社し
ゃ

夏
祭
り

（
一
）
地
域
の
概
要

　
田
隈
は
、
油
山
の
北
西
山
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
近
世
初
頭
に
は
野の

芥け

村む
ら

に
含

ま
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
田
隈
区
一
～
三
丁
目
、
野
芥
二
・
三
丁
目
に
あ
た
る
地
域

は
、
元
禄
以
降
同
村
か
ら
分
立
し
、
西に

し
わ
き
む
ら

脇
村
と
な
っ
た
。
寛
政
期
の
家
数
は
六
九

軒
、
人
数
は
四
〇
七
人
で
あ
っ
た
。『
福
岡
県
地
理
全
誌
』（
西
日
本
文
化
協
会

　

一
九
九
五

一
〇
一
）
に
は
戸
数
一
五
七
戸
、
人
数
七
二
九
名
と
あ
る
。
こ
の
西

脇
村
の
産
土
神
が
地
禄
天
神
社
で
あ
る
。
な
お
、
同
地
は
昭
和
三
〇
年
代
以
降
宅

地
化
が
進
み
、
現
在
で
は
約
二
五
〇
〇
世
帯
、
約
一
万
人
が
住
ん
で
い
る
。
だ
が
、

昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
は
少
な
く
な
り
、
祭
り
の
人
手
も
減
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、祭
り
の
負
担
が
増
え
た
こ
と
が
、後
述
す
る
祭
り
中
断
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
た
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

田
隈
の
盆
押
し
・
盆
綱
引
き
は
、
先
祖
供
養
及
び
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
願
っ

て
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
茅
で
作
っ
た
三
〇
メ
ー
ト
ル
程
も
あ
る
大
綱
を
用
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
田
隈
の
盆
押
し
・
盆
綱
引
き
行
事
は
、
人
手
不
足
や
材
料
調
達
の
困
難
さ
な
ど

の
理
由
か
ら
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
一
時
中
断
し
て
い
た
。
し
か
し
、

行
事
の
存
続
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
三
年
後
の
平
成
四

年
（
一
九
九
二
）
に
、
地
禄
天
神
社
夏
祭
り
保
存
会
が
発
足
し
、
従
来
四
つ
の
町

内
が
当
番
制
で
行
っ
て
い
た
や
り
方
を
廃
し
、
保
存
会
が
実
施
す
る
形
で
復
活
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
は
、
福
岡
市
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
毎
年
八
月
一
五
日
夜

（
四
）
実
施
場
所

　
地
禄
天
神
社
（
福
岡
市
早
良
区
野
芥
二
丁
目
三
七
―
一
〇
）

（
五
）
伝
承
組
織

盆
押
し
・
盆
綱
引
き
は
、
現
在
、
地
禄
天
神
社
夏
祭
り
保
存
会
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
田
隈
の
四
町
内
（
東
・
西
・
南
・
北
）
が
当
番
制
で
祭
り

を
担
っ
て
き
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
平
成
に
入
っ
て
復
活
し
た
際
、
保
存
会
組

織
を
作
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
盆
押
し
は
、
か
つ
て
地
域
に
あ
っ
た
四
箇
所
の
若
者
宿
（
月
星
・
若
千

鳥
・
南
龍
・
若
波
）
の
若
者
が
担
い
手
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
若
者
宿
は
頭

か
し
ら

の
自
宅
や
納
屋
を
使
っ
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
若
者
た
ち
が
宿
に
集
ま
り
、
そ
こ

で
夜
を
明
か
し
た
。
若
者
宿
は
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
廃

れ
て
し
ま
っ
た
。
な
お
、現
在
は
そ
の
名
残
を
残
す
保
存
会
青
年
部
（
東
龍
・
西
龍
・

南
龍
・
北
龍
）
が
行
っ
て
い
る
。
青
年
部
の
世
話
役
は
一
年
交
代
で
回
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
西
南
北
の
そ
れ
ぞ
れ
に
頭
と
副
頭
が
お
り
、
年
長
者
順
に
選
ば
れ
て
い

る
。

　
以
前
は
住
ん
で
い
る
地
区
に
よ
っ
て
東
西
南
北
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
た

が
、
保
存
会
が
で
き
て
か
ら
は
必
ず
し
も
居
住
地
に
よ
っ
て
定
め
ず
、
人
数
や
年

齢
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
全
体
の
中
で
人
員
を
調
整
・
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
存
会
青
年
部
自
体
も
、
昔
は
保
存
会
組
織
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
人
数
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
保
存
会
と
ほ
ぼ
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

綱
作
り
は
八
月
一
三
日
に
行
わ
れ
る
。
綱
の
素
材
と
形
状
は
後
述
す
る
が
、
茅

で
作
ら
れ
た
三
本
の
茅
綱
を
、
一
本
に
編
ん
だ
綱
を
使
用
し
て
い
る
。
長
さ
は
約
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茅
切
り
に
向
か
う
際
に
、
お
守
り
と
し
て
赤
い
晒
（
約
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
配
ら
れ
る
。
特
に
お
祓
い
な
ど
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
巻
い
て
お
け
ば
怪
我
を
し
た
り
、
マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た

り
し
な
い
と
い
う
。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
場
合
、
最
初
に
刈
り
に
行
っ
た
金か

な

武た
け

方
面
で
は
、

水
路
が
邪
魔
を
し
て
茅
の
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
渡
れ
ず
断
念
。
続
い
て
、
金

武
フ
ァ
ー
ム
の
近
辺
に
移
動
し
て
茅
を
刈
っ
た
。
茅
を
刈
る
際
に
は
、
御
神
酒
と

塩
を
撒
い
て
か
ら
作
業
を
行
う
（
写
真
一
）。
綱
を
作
る
た
め
に
は
八
〇
束
ほ
ど

の
茅
が
必
要
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
場
所
で
は
十
分
な
茅
が
確
保
で
き
ず
、
ア
タ

マ
を
作
る
分
の
茅
（
一
〇
束
）
し
か
調
達
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
一
行
は
、

一
旦
神
社
に
引
き
返
し
、
刈
っ
た
茅
を
下
ろ
し
た
う
え
で
、
再
び
茅
を
刈
り
に
佐

賀
県
の
三み

つ

瀬せ

峠
方
面
に
向
か
っ
た
。
取
っ
て
き
た
茅
は
神
社
境
内
に
運
び
込
ま
れ
、

一
面
が
茅
の
山
と
な
る
。

ア
タ
マ
作
り
と
綱
打
ち

　
神
社
に
残
っ
た
人
た
ち
で
、
綱
の

ア
タ
マ
作
り
が
行
わ
れ
る
（
写
真
二
）。

七
本
の
縄
を
綯
っ
て
作
っ
た
大
綱
（
約

三
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
先
に
結
び
目
（
コ

ブ
）
を
作
る
。
こ
の
コ
ブ
の
下
に
、
木

槌
で
叩
い
て
や
わ
ら
か
く
し
た
茅
を

敷
き
、
そ
れ
を
わ
ら
縄
で
結
ぶ
。
そ

し
て
、
束
ね
た
茅
の
穂
先
を
折
り
返

し
て
、
そ
の
穂
先
の
数
箇
所
を
男
結

び
で
結
ぶ
。

　
こ
の
ア
タ
マ
を
、
拝
殿
前
に
竹
を

組
ん
で
作
っ
た
簡
易
版
の
ヤ
グ
ラ
に

渡
し
た
竹
に
掛
け
、
ア
タ
マ
か
ら
伸

び
た
太
縄
を
芯
に
し
て
、
茅
を
巻
い
て

い
く
。
茅
綱
を
作
る
こ
と
を「
綱
打
ち
」

三
〇
メ
ー
ト
ル
。
綱
を
引
く
際
に
用
い
る
引
き
綱
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
綱
は
蛇

で
あ
る
と
も
龍
で
あ
る
と
も
言
う
。
先
端
に
は
、茅
を
折
っ
て
太
く
し
た「
ア
タ
マ
」

と
呼
ば
れ
る
部
位
を
作
り
、
反
対
側
の
尻
尾
は
先
が
す
ぼ
む
よ
う
に
し
て
作
る
。

　
な
お
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
行
事
を
休
止
し
て
い
た
為
、
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
盆
綱
引
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
は
、
技
術
継
承
の
困
難
さ
と
人
手
不
足
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
先
述
の

よ
う
に
三
本
の
茅
綱
を
編
む
の
で
は
な
く
、
一
本
の
太
い
茅
綱
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
作
業
の
簡
素
化
を
行
っ
た
。

（
七
）
実
施
内
容

　
以
下
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
八
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
実
施
し

た
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
報
告
す
る
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
綱
作
り
や
行
事
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
、
聞
き
書
き
調
査
や
、
福
岡
市
ふ

る
さ
と
文
化
再
興
事
業
の
た
め
作
成

さ
れ
た
映
像
資
料
（
平
成
二
〇
年
三

月
作
成
）
に
基
づ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
に
つ

い
て
の
内
容
を
補
っ
た
。

茅
切
り

　
盆
綱
の
準
備
は
、
一
三
日
に
行
う
。

五
時
に
地
禄
天
神
社
に
集
合
し
、
金
武

方
面
に
茅
を
刈
り
に
行
く
。
場
所
は

特
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
茅
が
生
え

て
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
事
前
に
探
し

て
お
い
て
、
良
さ
そ
う
な
場
所
で
あ

れ
ば
、
地
権
者
と
の
交
渉
を
予
め
行
っ

て
お
く
。
一
箇
所
で
足
り
な
い
場
合

は
他
の
場
所
へ
と
刈
り
に
行
く
。

写
真
一   
茅
を
切
る
前
に
御
神
酒
と
塩
で
清
め
る

写
真
二
　
綱
の
ア
タ
マ
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と
呼
ぶ
。

　
最
初
に
、
茅
を
一
握
り
取
っ
て
束
と
し
、
そ
の
根
元
を
稲
藁
で
縛
っ
て
茅
束
を

作
る
。
こ
の
茅
束
を
、太
縄
と
茅
と
の
間
に
次
々
と
差
し
込
ん
で
い
き
（
写
真
三
）、

あ
る
程
度
刺
さ
る
と
、
先
に
差
し
込
ん
だ
茅
束
の
先
を
巻
き
つ
け
る
よ
う
に
し
て

茅
綱
を
作
っ
て
い
く
（
写
真
四
）。
綱
の
直
径
は
お
お
よ
そ
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
と
な
る
。

茅
が
巻
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
男
結
び
で
引
き
綱
を
結
ん
で
い
く
。
引
き

綱
を
付
け
終
わ
る
と
、
で
き
た
部
分
を
ヤ
グ
ラ
か
ら
引
い
て
下
ろ
し
、
続
く
箇
所

の
茅
綱
を
作
っ
て
い
く
。
茅
綱
の
最
後
の
部
分
は
尻
尾
と
な
る
の
で
、
先
が
す
ぼ

ま
る
よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
く（
写
真
五
）。
最
後
の
所
は
麻
縄
で
結
ん
で
固
定
し
、

茅
綱
が
で
き
あ
が
る
。

　
茅
綱
が
で
き
る
と
、
境
内
の
鳥
居
や
石
柱
を
茅
で
巻
き
、
縄
で
縛
っ
て
固
定
す

る
。
こ
れ
は
盆
押
し
の
際
に
石
柱
な
ど
に
あ
た
っ
て
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
綱
打
ち
の
間
、
婦
人
部
に
よ
る
炊
出
し
が
あ
り
、
か
し
わ
め
し
の
お
握

り
や
漬
物
、
ス
イ
カ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
適
宜
休
憩
し
つ
つ
作
業
を
進
め
る
。

綱
打
ち
が
終
わ
る
と
、
拝
殿
前
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
よ
う
に
し
て
茅
綱
を
置
く
。
ア

タ
マ
は
拝
殿
に
向
か
っ
て
鎌
首
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
立
て
、
そ
れ
を
中
心
に
縄

を
右
回
り
に
六
巻
ほ
ど
し
て
置
く
（
写
真
六
）。
と
ぐ
ろ
を
撒
き
終
わ
る
と
、
御

神
酒
と
塩
を
掛
け
る
。

　
最
後
に
、
炊
出
し
に
参
加
し
て
い
た
女
性
た
ち
も
加
わ
り
、
皆
で
茅
縄
の
上
に

乗
っ
て
記
念
写
真
を
撮
る
。
そ
の
後
、
集
会
所
の
二
階
で
直
会
と
な
り
、
婦
人
部

の
女
性
た
ち
に
よ
る
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
以
前
の
準
備
作
業
は
、
一
二
日
が

ヤ
グ
ラ
建
て
と
ア
タ
マ
作
り
、
一
三
日
が
茅
切
り
と
綱
打
ち
、
と
い
う
二
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ヤ
グ
ラ
を
組
ん
で
三
本
の
茅
綱
を
右
よ
り
に
な
っ
て
、

写
真
三
　
茅
綱
に
茅
束
を
突
っ
込
む

写
真
四
　
綱
に
茅
を
巻
き
付
け
る

写
真
五
　
茅
綱
の
尻
尾
　

写
真
六
　
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
茅
綱
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一
本
の
大
綱
に
ま
と
め
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
太
鼓
の
拍
子
に
合
せ
て
「
ハ
イ
回

れ
ー
」
な
ど
と
掛
け
声
を
掛
け
て
賑
や
か
に
行
っ
て
い
た
。

初
盆
宅
前
の
盆
押
し

　
八
月
一
四
日
に
は
、
初
盆
の
家
で
盆
押
し
を
行
う
。
昔
は
、
一
四
日
の
盆
押
し

は
子
ど
も
達
に
よ
る
盆
押
し
を
行
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
自
然
に
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
女
の
子
に
よ
る
盆
踊
り
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃

れ
た
た
め
に
、
青
年
た
ち
が
盆
押
し
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
区
当
番
制
の
頃

で
あ
り
、
集
ま
っ
た
祝
儀
は
祭
り
の
費
用
の
足
し
に
し
て
い
た
。
行
事
が
復
活
し

た
後
も
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
青
年
た
ち
が
盆
押
し
を
し
て
い
る
。

　
初
盆
宅
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
盆
押
し
の
依
頼
に
拠
っ
て
、
時
間
や
行
程
の
調
整
を

行
う
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
西
脇
集
会
所
に
一
二
時
に
集
合
し
、
法
被

や
提
灯
等
の
準
備
、
ル
ー
ト
確
認
な
ど
を
行
い
、
一
三
時
に
集
会
所
を
出
発
し
、

初
盆
の
家
を
回
っ
た
。

　
初
盆
宅
に
到
着
す
る
と
、
保
存
会
青

年
部
の
世
話
人
と
役
員
が
家
に
あ
が

る
。
残
っ
た
一
同
は
、
初
盆
宅
の
庭
先

に
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
待
機
す
る
。
世
話

人
が
位
牌
・
遺
影
の
飾
ら
れ
た
盆
棚
の

前
で
線
香
を
立
て
、
お
り
ん
を
鳴
ら
し
、

大
き
な
声
で
「
黙
祷
」
と
言
う
。
玄
関

前
に
い
た
青
年
が
中
継
ぎ
と
な
っ
て
一

同
に
「
黙
祷
」
と
伝
え
る
と
、
初
盆
宅

前
に
居
る
一
同
も
手
を
合
わ
せ
、
黙
祷

す
る
。
世
話
人
の
「
直
れ
」
の
号
令
で

黙
祷
を
終
え
、
青
年
た
ち
に
よ
る
盆
押

し
が
始
ま
る
（
写
真
七
）。
一
～
二
分
ほ

ど
の
盆
押
し
を
終
え
、
謝
礼
を
受
け
取

る
と
、
次
の
家
に
向
か
う
。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
一
時

間
ほ
ど
で
四
軒
の
家
を
回
っ
た
。
最
も

多
か
っ
た
頃
は
二
〇
軒
く
ら
い
回
っ
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
全
て
の
家
を
回

り
終
え
、
集
会
所
に
帰
る
と
、
近
隣
の

店
で
飲
食
を
す
る
。

祭
典

　
八
月
一
五
日
に
は
、
地
禄
天
神
社
の

境
内
と
神
社
前
の
道
路
、
神
社
脇
の
公

園
に
茅
が
敷
き
詰
め
ら
れ
る
。
香
具
師

も
公
園
内
に
店
を
出
す
。

　
一
八
時
か
ら
地
禄
天
神
社
で
神
事
が

行
わ
れ
る
。
神
職
は
菊
地
神
社
か
ら
来

て
も
ら
う
。拝
殿
に
は
神
職
・
氏
子
総
代
・

保
存
会
役
員
・
保
存
会
青
年
部
四
地
区

の
頭
・
副
頭
が
入
り
、
そ
の
他
の
若
者
は
拝
殿
の
外
に
並
ぶ
。
神
社
で
の
神
事
が

終
わ
る
と
、
集
会
所
に
戻
り
、
締
込
み
に
法
被
姿
に
着
替
え
る
。

納
骨
堂
参
り

　
一
九
時
一
五
分
、
若
者
た
ち
が
集
会
所
前
に
集
合
し
、
盆
押
し
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
る
。
提
灯
は
高
く
掲
げ
る
こ
と
、
押
し
合
い
を
す
る
際
は
正
面
で
は
な
く

背
中
同
士
を
向
け
て
押
し
合
う
こ
と
、
子
ど
も
が
入
っ
た
時
に
は
周
り
に
目
を
配

り
な
が
ら
注
意
を
払
う
こ
と
、
な
ど
の
注
意
事
項
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
東

が
大
将
」「
西
が
大
将
」「
ど
ー
か
い
、
ど
ー
か
い
」
と
い
っ
た
掛
け
声
に
つ
い
て

も
説
明
さ
れ
る
。「
ど
ー
か
い
、
ど
ー
か
い
」
と
い
う
の
は
「
気
合
い
が
入
っ
て

い
る
か
」
と
い
っ
た
意
味
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

　
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
わ
る
と
、
地
域
の
納
骨
堂
前
ま
で
一
列
に
な
っ
て
移
動
す
る
。

一
九
時
二
五
分
に
納
骨
堂
に
到
着
し
、
保
存
会
長
が
納
骨
堂
内
に
入
る
と
、
役
員

が
線
香
立
て
の
所
に
座
り
、
そ
の
他
の
若
者
た
ち
は
広
場
に
し
ゃ
が
み
込
む
（
写

真
八
）。
会
長
の
「
黙
祷
」
の
合
図
が
あ
り
、
役
員
が
そ
れ
を
復
唱
し
て
一
同
に

写
真
七
　
初
盆
宅
で
の
盆
押
し

写
真
八
　
納
骨
堂
参
り
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車
の
よ
う
な
形
態
で
あ
り
、
そ
の
周
り
を
肩
車
を
し
た
大
勢
の
若
者
た
ち
が
囲
む
。

若
者
た
ち
は
「
東
」「
西
」「
南
」「
北
」
の
各
町
内
の
銘
が
入
っ
た
法
被
を
着
て
、

各
町
名
が
書
か
れ
た
提
灯
を
高
く
掲
げ
、「
東
（
地
区
名
）
が
大
将
」「
ど
ー
か
い
、

ど
ー
か
い
」
な
ど
と
大
声
を
挙
げ
て
そ
の
気
勢
を
競
い
、
互
い
に
押
し
合
う
。

　
盆
押
し
を
行
う
の
は
、
地
の
神
を
踏
み
鎮
め
る
た
め
と
も
、
地
の
精
霊
を
鎮
め

て
豊
作
を
約
束
さ
せ
る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
神
社
前
で
の
盆
押
し
を
ひ
と
し
き
り
行
っ
た
あ
と
、
若
者
た
ち
は
境
内
に
入
り
、

と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
茅
綱
の
上
で
盆
押
し
を
行
う
。
盆
押
し
の
間
、若
者
た
ち
は
ホ
ー

ス
で
水
を
掛
け
ら
れ
る
。
茅
綱
の
上
で
の
盆
押
し
が
終
わ
る
と
、
ア
タ
マ
を
先
に

茅
綱
が
神
社
前
の
道
に
引
き
出
さ
れ
、
綱
引
き
が
始
ま
る
。

　盆
綱
引
き

　

　
盆
綱
引
き
に
は
、
町
の
内
外
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
前
は
青
年
と
一
般
の
人
び
と
に
分
れ
て
引
い
て
い
た
が
、
現
在

は
誰
が
ど
ち
ら
を
引
い
て
も
良
く
な
っ
て
い
る
。

　
綱
引
き
の
際
に
は
、
枝
綱
を
握
っ
て
綱
を
引
き
合
う
（
写
真
一
一
）。
勝
敗
は

関
係
な
い
が
、
綱
が
切
れ
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
綱
が
切
れ
る
よ
う

に
互
い
に
引
き
合
う
。
綱
が
切
れ
る
と
、切
れ
た
箇
所
を
縄
で
結
ぶ
。
綱
が
繋
が
っ

て
綱
引
き
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
若
者
た
ち
は
境
内
で
盆
押
し
を
行
う
。
綱
が
繋

が
る
と
再
び
綱
引
き
が

始
ま
り
、
再
び
切
れ
る

の
で
、
再
び
結
び
直
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
盆
押

し
と
盆
綱
引
き
が
繰
り

返
さ
れ
、
盆
綱
が
三
回

切
れ
た
ら
綱
引
き
終
了

と
な
る
。
綱
引
き
は
、

地
獄
に
落
ち
た
人
や
ご

先
祖
様
を
引
き
上
げ
て

救
い
出
す
と
い
う
意
味

伝
え
る
と
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
る
。「
直
れ
」
の
号
令
で
黙
祷
を
終
え
る
と
、

会
長
か
ら
参
列
者
へ
の
挨
拶
が
あ
り
、
こ
の
後
に
盆
押
し
・
盆
綱
引
き
が
行
わ
れ

る
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
と
い
う
案
内
が
あ
る
。
会
長
挨
拶
が
終
わ
る
と
、
一

同
は
神
社
に
戻
り
、
盆
押
し
の
準
備
を
す
る
。

盆
押
し

　
盆
押
し
の
開
始
に
先
立
つ
一
九
時
四
〇
分
に
、
野
芥
校
区
で
結
成
さ
れ
た
和
太

鼓
集
団
、
野
和
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
が
あ
る
。
太
鼓
演
奏
は
一
〇
分
ほ
ど
で

終
わ
る
。

　
続
い
て
、
神
社
前
の
交
差
点
に
、
南
側
か
ら
「
東
西
」
が
、
北
側
か
ら
「
南
北
」

と
、
二
手
に
分
か
れ
た
若
者
た
ち
が
、
神
社
前
に
走
り
込
み
（
写
真
九
）、
道
に

敷
き
詰
め
ら
れ
た
茅
の
上
で
、
盆
押
し
を
始
め
る
（
写
真
一
〇
）。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
若
者
の
先
頭
は
、
騎
馬
戦
の
騎
馬
役
の
よ
う
に
手
を
結
び
、
肩
に

手
を
掛
け
た
三
人
が
、
肩
車
を
し
た
二
人
の
若
者
を
乗
せ
た
、
い
わ
ば
三
段
の
肩

写
真
九
　
盆
押
し
の
開
始

写
真
一
〇
　
盆
押
し
の
様
子
　

写
真
一
一
　
盆
綱
引
き
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が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
続
い
て
、
公
園
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
茅
の
上
で
、
子
ど
も
を
担
い
で
の
盆
押
し

が
始
ま
る
（
写
真
一
二
）。
祭
り
を
見
に
集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
達
を
肩
車
し
て
、

「
ど
ー
か
い
、
ど
ー
か
い
」
と
気
勢
を
上
げ
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
境
内
に
移

動
し
て
、
記
念
撮
影
の
あ
と
、
境
内
で
盆
押
し
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
神
社
周

辺
で
盆
押
し
が
行
わ
れ
て
、
二
一
時
に
会
長
挨
拶
で
一
旦
終
了
と
な
る
が
、
そ
の

後
も
、
公
園
・
神
社
境
内
と
場
所
を
移
し
て
盆
押
し
が
行
わ
れ
、
二
一
時
半
頃
に

終
了
と
な
る
。
な
お
、
盆
押
し
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
、
茅
綱
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
解
体
さ
れ
（
写
真
一
三
）、
他
の
茅
と
一
緒
に
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
し
て
も
ら
う
。

以
前
、
こ
の
辺
り
に
宅
地
が
広
が
る
前
は
行
事
終
了
と
と
も
に
焼
い
て
い
た
。
ま

た
、
そ
れ
よ
り
も
前
、
農
家
が
多
か
っ
た
頃
に
は
、
茅
綱
や
茅
は
堆
肥
の
材
料
と

し
て
使
う
た
め
喜
ん
で
持
ち
帰
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
盆
押
し
が
終
わ
る
と
、
若
者
た
ち
は
集
会
所
で
着
替
え
、
そ
の
後
は
飲
食
店
で

写
真
一
二
　
子
ど
も
た
ち
の
盆
押
し

写
真
一
三
　
茅
綱
の
解
体
　

直
会
と
な
る
。
現
在
の
盆
押
し
は
お
お
よ
そ
二
〇
時
頃
に
は
終
わ
る
が
、
昔
は
深

夜
の
二
～
三
時
ま
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

【
類
似
行
事
・
関
連
行
事
】

　
青
年
同
士
が
押
し
合
う
行
事
は
、
永
谷
の
万
年
願
盆
綱
引
（
鞍
手
郡
鞍
手
町
永

谷
）
な
ど
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
綱
引
き
の
前
に
青
年
た
ち
が

地
区
の
あ
ち
こ
ち
に
移
動
し
な
が
ら
、
力
水
を
浴
び
て
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
。

〔
松
村

　
二
〇
一
〇

　
九
〇
〕

（
須
永

　
敬
）
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四
　
宇う

田だ

川が
わ
ら原

の
盆ぼ

ん
づ
な綱

引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
福
岡
市
西
区
は
福
岡
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
西
は
糸
島
市
と
接
し
て
い
る
。

宇
田
川
原
は
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
周す

船せ
ん

寺じ

駅
か
ら
車
で
一
〇
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置

し
、
福
岡
早さ

わ
ら良

大お
お

野の

城じ
ょ
う

線
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
。
筑
肥
線
の
終
点
で
あ
る
姪め

い
の
は
ま浜

駅
は
福
岡
市
営
地
下
鉄
と
接
続
し
、
近
年
移
転
し
た
九
州
大
学
の
伊い

と都
キ
ャ
ン
パ

ス
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
九
大
学
研
都
市
駅
は
隣
の
駅
に
な
る
。

　
宇
田
川
原
は
水
田
に
囲
ま
れ
た
地
区
で
あ
り
、
西
部
を
川か

わ
ら原

川が
わ

が
流
れ
、
す

ぐ
今
津
湾
に
注
い
で
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
怡い

と土
郡
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
に
周
船
寺
村
、
そ
の
後
福
岡
市
と
な
っ
た
（「
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
二
二
三
）。
福
岡
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
宇
田
川
原
豊
年
獅
子
舞
が
行
わ
れ
、
約
三
〇
世
帯
で
変
化
し
て
い
な
い
と

い
う
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
盆
綱
が
切
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
盆
綱
が
切
れ
る
と
先
祖
を
墓
地
や
納
骨
堂

に
送
っ
て
い
く
、
仏
様
送
り
の
行
事
だ
と
い
う
。
ま
た
、
東
と
西
で
、
切
れ
た
盆

綱
が
長
か
っ
た
方
が
豊
作
だ
と
言
っ
た
。
盆
綱
を
ロ
ー
プ
に
変
え
る
と
切
れ
な
い

た
め
、
変
更
で
き
な
い
と
言
う
人
も
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
毎
年
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
町
内
の
中
心
の
道
路
で
盆
綱
引
き
を
行
う
。

　
盆
綱
の
製
作
は
一
週
間
程
前
に
宇う

た多
神
社
で
行
う
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
宇
田
川
原

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
藁
で
盆
綱
を
綯
う
。
綱
の
長
さ
は
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
出
来
上
が
っ
た
盆
綱
か
ら
出
て
い
る
毛
（
藁
）
は
切
ら
ず
に
わ
ざ
と
残
し
て
い

る
。
高
齢
者
が
子
ど
も
の
頃
は
、
で
き
あ
が
っ
た
盆
綱
か
ら
出
て
い
る
毛
（
藁
）

は
切
ら
ず
に
残
し
て
い
た
が
、
一
時
期
切
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
地
獄
の
釜
が
開
く
の
で
、
地
獄
に
い
る
多
く
の
人
た
ち
が
つ
か
ま
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
分
か
り
、
ま
た
切
ら
な
い
で
残
す
よ
う
に
な
っ
た
。

藁
に
も
す
が
る
気
持
ち
の
人
た
ち
も
い
る
こ
と
か
ら
、
出
て
い
る
藁
は
切
ら
な
い

と
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
七
）
実
施
内
容

盆
綱
綯
い

　
こ
こ
で
は
令
和
五（
二
〇
二
三
）年
八
月
六
日
の
盆
綱
綯
い
の
様
子
を
記
述
す
る
。

　
盆
綱
引
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
令
和
元

（
二
〇
一
九
）
年
以
降
、
休
止
し
て
い
た
。

町
内
は
東
と
西
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
令

和
元
（
二
〇
一
九
）
年
ま
で
は
、
東
と
西

が
交
互
に
盆
綱
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
参
加
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ

た
た
め
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
か
ら

町
内
一
斉
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
藁
は
農
家
の
人
に
と
っ
て
お
い
て
も

ら
う
。
事
前
に
拝
殿
内
に
置
い
て
い
た

が
、
当
日
持
参
す
る
人
た
ち
も
い
た
。
藁

の
長
さ
は
お
お
よ
そ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
だ
っ
た
。
一
〇
時
前
か
ら
宇
多
神

社
に
人
が
集
ま
り
始
め
、
拝
殿
の
畳
を
上

げ
て
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
参
加

者
は
四
〇
代
か
ら
上
の
、
約
二
〇
人
で

あ
っ
た
。

写
真
一
　
盆
綱
綯
い
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ま
ず
、
大
梁
の
電
灯
を
は
ず
し
て
ロ
ー
プ
を
か
け
る
。
盆
綱
を
綯
う
た
め
に
三

等
分
に
で
き
る
程
度
の
量
の
藁
を
束
ね
て
上
部
を
紐
で
縛
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
ロ
ー
プ
に
結
ん
だ
。
ロ
ー
プ
は
盆
綱
の
芯
と
し
て
使
用
し
な
い
。
一
方
、
大
梁

に
反
対
側
か
ら
は
し
ご
を
か
け
て
、
は
し
ご
に
沿
っ
て
藁
束
が
結
わ
え
ら
れ
て
い

な
い
方
の
ロ
ー
プ
を
下
ろ
す
。
作
業
は
綯
う
人
が
三
名
と
、
脚
立
の
上
に
座
り
、

綯
う
際
に
盆
綱
を
締
め
、
あ
る
程
度
綯
っ
た
ら
盆
綱
を
上
に
引
き
上
げ
る
人
一
名
、

ロ
ー
プ
を
反
対
側
で
引
い
て
押
さ
え
る
人
が
一
名
で
あ
る
（
写
真
一
）。
綯
う
に

は
力
が
必
要
な
た
め
、
男
性
が
行
う
。
盆
綱
を
綯
っ
て
い
る
人
た
ち
の
上
か
ら
、

綱
を
上
に
引
っ
張
る
役
割
の
人
が
い
る
と
綯
う
の
が
楽
に
な
る
と
い
う
。

　
綯
い
初
め
は
、
紐
で
縛
っ
た
藁
束
の
部
分
を
一
人
が
握
り
、
三
人
が
藁
束
を
三

等
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
握
る
。
藁
を
継
ぎ
足
す
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
藁
束
を
受
け

取
っ
て
入
れ
込
ん
で
右
に
ね
じ
る
。
そ
れ
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、

「
エ
ッ
シ
ョ
」「
ホ
ラ
」「
エ
ッ
シ
ョ
」「
ホ
ラ
」
や
、「
せ
ー
の
」「
よ
い
し
ょ
」「
そ
れ
」

「
よ
い
し
ょ
」「
そ
れ
」
の
よ
う
な
思
い
思

い
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
左
側
の
人
に
渡

し
て
綯
っ
て
い
く
。
綯
え
る
部
分
が
少
な

く
な
り
盆
綱
が
で
き
て
く
る
と
、
上
に
引

き
上
げ
て
、ま
た
、藁
を
継
ぎ
足
し
て
綯
っ

て
い
く
。
体
力
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
手

で
ね
じ
る
時
に
手
の
皮
が
む
け
て
き
た
り

す
る
の
で
、交
代
し
な
が
ら
綯
っ
て
い
く
。

　
藁
が
抜
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
藁
を
ね
じ
っ
て
入
れ
込
ん
で
綯
っ
て

い
く
が
、
一
方
で
、
実
際
に
盆
綱
を
引
い

た
時
に
切
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
綯
っ
て

い
る
。「
こ
れ
は
切
れ
ん
が
」「
よ
ー
し
ま

り
よ
ー
も
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
強
く
締

ま
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ゆ
る
め
な
が
ら

綯
っ
て
い
る
。

　
他
の
参
加
者
た
ち
は
、
大
き
な
藁
束
の

中
か
ら
、
藁
を
二
〇
本
～
四
〇
本
ほ
ど
取
っ
て
束
に
し
て
綯
っ
て
い
る
人
た
ち
に

手
渡
す
。
渡
す
時
に
、
綯
う
人
が
感
覚
で
本
数
は
調
整
し
て
い
る
。
出
来
上
が
っ

て
長
く
な
っ
て
き
た
盆
綱
は
一
度
、
拝
殿
か
ら
下
ろ
し
て
参
道
に
伸
ば
し
、
拝
殿

か
ら
見
て
鳥
居
の
右
の
柱
に
回
し
、
さ
ら
に
大
木
に
回
し
て
、
拝
殿
に
上
げ
、
八

の
字
巻
き
の
よ
う
に
し
て
置
い
て
お
く
。
綯
い
終
わ
り
は
継
ぎ
足
す
藁
の
量
を
少

な
く
し
て
い
き
、
盆
綱
が
細
く
な
る
よ
う
に
し
、
先
を
藁
で
縛
る
。

　
以
前
は
、
子
ど
も
達
（
子
ど
も
会
）
も
参
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
達
が
藁
を
も

ら
う
た
め
に
ま
わ
っ
て
い
た
。
夕
方
、
盆
綱
を
製
作
し
て
い
た
の
で
、
残
り
の
藁

を
燃
や
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
に
し
た
り
、
出
来
上
が
っ
た
巻
い
て

あ
る
盆
綱
の
中
に
子
ど
も
達
が
入
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。

盆
綱
引
き

　
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
八
月
一
五
日
の
一
八
時
か
ら
盆
綱
引
き
が
行

わ
れ
た
。
一
八
時
前
に
盆
綱
出
し
を
行
い
、
公
民
館
が
あ
る
町
内
の
中
心
の
道
路

に
広
げ
た
。
子
ど
も
が
太
鼓
を
叩
い
て
、
盆
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
。
川
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
中
心
に
な
り
、
東
と
西
の
家
に
分
か
れ
て
引
く
。

大
人
も
子
ど
も
も
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
人
弱
ず
つ
盆
綱
に
つ
い
て
、「
よ
い

し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
引
く
。
切

れ
る
ま
で
引
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
時
は
三
〇
秒
ほ
ど
で

切
れ
た
（
写
真
二
）。
切
れ
な
い
時

は
ゆ
る
め
た
り
、
昔
は
鎌
で
切
っ

た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
切
れ
た

盆
綱
は
、
東
と
西
の
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
い
き
、
燃
や
す
（
写

真
三
）。
東
の
住
民
は
農
業
用
水
路

の
横
で
燃
や
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

墓
地
や
納
骨
堂
に
仏
さ
ん
を
送
っ

て
い
く
。

（
田
中

　
久
美
子
）

写
真
二
　
盆
綱
引
き

写
真
三
　
盆
綱
を
燃
や
す
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五
　
西に

し
の
う
ら浦の

か
ず
ら
引ひ

き

【
指
定
】

　
種
類

　
福
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
西
浦
の
か
ず
ら
引
き

　
指
定
年
月
日

　
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
三
月
二
五
日

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
福
岡
市
西
区
は
福
岡
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
西
は
糸
島
市
と
接
し
て
い

る
。
西
浦
は
糸
島
半
島
の
突
端
に
位
置
し
、
玄
界
灘
に
面
し
て
い
る
。『
筑
前

国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
西
浦
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
対
馬
の

宗
氏
の
一
族
ら
が
初
め
で
あ
っ
た
と
い
う
（
貝
原

　
二
〇
〇
一

　
五
一
六
）。

江
戸
時
代
に
は
志
摩
郡
に
属
し
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
小こ

た田
・
草く

さ

場ば

・
宮み

や
の
う
ら浦

・
玄げ

ん
か
い
じ
ま

界
島
・
小お

ろ
の
し
ま

呂
島
と
合
併
し
て
小
田
村
と
な
り
、
明
治
二
九

（
一
八
九
六
）
年
に
北き

た
ざ
き崎

村
と
改
称
し
た
。
北
崎
は
本
地
域
の
広
域
通
称
名
に

よ
っ
て
い
る
。
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
は
福
岡
市
と
な
っ
た
（「
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
四
五
九

　
一
〇
二
五
）。

福
岡
市
西
区
今
宿
か
ら
、
車
で
博
多
湾
沿
い
を
走
る
福
岡
志し

ま摩
前ま

え
ば
る原

線
を
進
む

と
、
三
〇
分
ほ
ど
で
西
浦
に
至
る
。

　
西
浦
は
岡
と
浜
か
ら
成
っ
て
お
り
、
岡
は
農
業
、
浜
で
は
漁
業
が
行
わ
れ
て

き
た
。
浜
は
、
下さ

が

里り

と
上あ

が

田た

に
分
か
れ
て
い
る
。
一
～
一
〇
組
ま
で
あ
り
、
一

～
四
組
ま
で
が
下
里
、
五
組
か
ら
は
上
田
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
鍾し

ょ
う
き馗

大
臣
が
暖
竹
で
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
叩
く
。
無
病
息
災
、
ケ
ガ

を
し
な
い
よ
う
に
、
厄
払
い
の
た
め
に
行
う
。

（
三
）
実
施
時
期
　
毎
年
八
月
一
六
日

　
か
つ
て
盆
相
撲
は
、
一
五
日
と
一
六
日
の
二
日
間
行
っ
て
い
た
。

（
四
）
実
施
場
所

　
福
岡
市
漁
業
協
同
組
合
西
浦
支
所
の
前
に
あ
る
「
緑
の
広
場
」
で
行
わ
れ
る
。

　
か
つ
て
一
六
日
の
盆
相
撲
や
西
方
丸
の
行
事
は
、
お
地
蔵
さ
ん
で
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
西
浦
救
難
所
、
西
浦
の
浜
地
区
。

　
救
難
所
の
前
身
と
な
る
西
浦
救
難
組
合
は
、
遭
難
船
の
救
助
や
、
人
命

救
助
を
目
的
と
し
て
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
創
立
さ
れ
、
明
治

三
二
（
一
八
九
九
）
年
八
月
に
は
西
浦
難
破
船
救
護
組
を
組
織
し
た
。
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
に
救
難
組
合
と
名
称
を
改
め
た
（
北
崎
村
々
誌
編
纂
委
員
会

編
　
一
九
六
一

　
一
三
四
）。
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に
日
本
水
難
救
済

会
の
傘
下
に
入
り
、
西
浦
救
難
所
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
公
益
社
団
法

人
福
岡
県
水
難
救
済
会

　
西
浦
救
難
所https://m

r-fukuoka.or.jp/rescue-
point/nishinoura

）。

　
八
〇
代
後
半
の
男
性
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
浜
の
人
た
ち
は
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
と
ほ
と
ん
ど
が
漁
師
（
漁
業
者
）
に
な
っ
た
が
、
必
ず
救
難
所
に
入
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
一
二
〇
人
程
が
所
属
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
独
身
の
漁

師
は
救
難
所
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
と
い
う
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
葉
が
つ
い
た
ま
ま
の
カ
ズ
ラ
を
線
状
に
積
み
上
げ
る
。

（
七
）
実
施
内
容

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
八
月
一
六
日
に
行
わ
れ
た
。

準
備

　
早
朝
、
カ
ズ
ラ
を
山
に
採
り
に
行
き
、
鍾
馗
大
臣
が
手
に
持
つ
暖
竹
を
準
備

す
る
。
鍾
馗
大
臣
が
頭
に
か
ぶ
る
角
は
、
藁
を
綯
っ
て
製
作
す
る
。
暖だ

ん
ぢ
く竹

は
恵

比
寿
神
社
に
お
供
え
し
て
お
く
。

　
ま
た
、
盆
相
撲
の
景
品
の
お
菓
子
や
花
火
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
配
布
す

る
準
備
を
す
る
。
さ
ら
に
「
短
冊
」
と
呼
ば
れ
る
、笹
に
団
扇
や
お
菓
子
、花
火
、
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船
の
名
前
が
書
か
れ
た
短
冊
を
下
げ
た
も
の
を
作
る
。

　
か
つ
て
は
救
難
所
員
が
、
景
品
の
お
菓
子
や
花
火
を
、
旧
千
代
町
に
あ
っ
た

店
に
買
い
に
行
っ
た
と
い
う
。

西せ
い
ほ
う
ま
る

方
丸

　
西
浦
浜
で
は
「
西
方
丸
」
と
呼
ば
れ
る
船
を
準
備
し
て
、
精
霊
流
し
で
海
に

流
し
て
き
た
。
元
は
、
藁
で
盆
舟
を
作
っ
て
い
た
が
、
船
大
工
に
頼
ん
で
木
で

船
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
船
大
工
が
亡
く
な
っ
て
、
住
民
の
男
性

が
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
六
時
過
ぎ
に
、
広
場
の
海
側
に
置
か
れ
た
西
方
丸
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ

る
。
初
盆
の
人
の
戒
名
が
書
か
れ
た
提
灯
や
、「
南
無
妙
色
身
如
来
」、「
南
無

広
博
身
如
来
」「
西
方
廣
目
天
王
」
等
と
書
か
れ
た
五
色
旗
が
下
げ
ら
れ
る
（
写

真
一
）。
船
の
前
に
置
か
れ
た
棚
に
は
、
線
香
、
蝋
燭
、
位
牌
、
箸
を
立
て
た

お
麩
や
し
い
た
け
が
の
っ
た
素
麺
や
御
飯
等
が
供
え
ら
れ
る
。
浜
は
浄
土
真
宗

西
照
寺
の
檀
家
が
多
い
が
、
お
施
餓
鬼
の
行
事
の
た
め
岡
の
清
善
寺
の
住
職
が

取
り
仕
切
っ
て
い
る
。

　
浜
の
人
た
ち
が
お
参
り
に
来
て
、
笹

の
葉
で
三
界
萬
霊
の
位
牌
を
濡
ら
す
。

餓
鬼
道
に
落
ち
た
人
は
水
を
欲
し
が
っ

て
い
る
の
で
、
水
を
あ
げ
る
の
だ
と
い

う
。

か
ず
ら
引
き

　
か
ず
ら
引
き
は
一
七
時
頃
か
ら
行
わ

れ
た
。
山
側
に
、
カ
ズ
ラ
が
長
く
引
き

伸
ば
さ
れ
て
置
か
れ
、
そ
の
両
側
に

五
〇
人
ほ
ど
の
漁
業
者
の
男
性
と
子
ど

も
達
（
男
児
）
が
し
ゃ
が
む
。
上
半
身

裸
で
、
男
性
は
股
引
、
子
ど
も
達
は
赤

や
白
の
褌
を
つ
け
る
。

　
鍾
馗
大
臣
に
は
二
名
が
な
る
が
、
以

前
は
役
職
に
あ
た
っ
て
い
る
五
～
六
人

が
籤
を
引
い
て
決
め
て
い
た
。
現
在
で
は
、
一
名
は
救
難
所
の
所
長
で
、
も
う

一
名
は
副
会
長
や
会
計
の
三
役
か
ら
選
ば
れ
る
。
鍾
馗
大
臣
は
藁
の
角
を
頭
に

か
ぶ
り
、
両
手
に
暖
竹
を
持
ち
、
カ
ズ
ラ
の
山
側
に
海
の
方
を
向
い
て
立
つ
。

鍾
馗
大
臣
の
合
図
で
、
男
性
た
ち
が
中
腰
に
な
り
、
カ
ズ
ラ
を
転
が
す
。
そ
れ

か
ら
、
元
の
位
置
ま
で
持
ち
運
ん
で
置
く
。
鍾
馗
大
臣
は
、
中
央
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
外
側
に
左
右
に
移
動
し
な
が
ら
、
男
性
や
子
ど
も
達
の
頭
か
ら
背
中
に
か
け

て
ぽ
ん
ぽ
ん
ぽ
ん
と
、
葉
を
の
せ
る
よ
う
に
し
て
軽
く
叩
き
な
が
ら
端
ま
で
行

き
、
ま
た
同
様
の
動
作
で
中
央
に
戻
っ
て
く
る
（
写
真
二
）。
以
前
は
強
く
背

中
を
叩
く
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
再
度
、
鍾
馗
大
臣
の
合
図
で
、
男

性
た
ち
が
中
腰
に
な
り
、
四
～
五
回
転
が
し
、
そ
れ
か
ら
手
で
持
っ
て
元
の
位

置
ま
で
持
ち
運
ん
で
置
く
（
写
真
三
）。
今
度
は
鍾
馗
大
臣
が
位
置
を
入
れ
替

わ
り
、
ま
た
中
央
か
ら
端
ま
で
行
き
、
再
び
中
央
ま
で
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
動

作
は
、
交
互
に
カ
ズ
ラ
を
転
が
し
て
綯
っ
て
、
縒
り
を
入
れ
て
い
る
の
だ
と
説

明
さ
れ
る
。
こ
れ
を
以
前
は
四
回
ほ
ど
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
二
回
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
鍾
馗
大
臣
の
合
図
が
あ
る
の
で
、
今
度
は
広
場
の
端
の
方
の

土
が
盛
っ
て
あ
る
場
所
に
カ
ズ
ラ
を
運

び
、
カ
ズ
ラ
を
円
を
描
く
よ
う
に
置
い

て
土
俵
を
つ
く
る
。

盆
相
撲

　
カ
ズ
ラ
で
作
っ
た
土
俵
で
、
か
ず
ら

引
き
に
参
加
し
た
保
育
園
児
～
中
学
生

の
男
子
が
次
々
に
相
撲
を
と
る
（
写
真

四
）。
相
撲
を
と
る
と
、
景
品
の
花
火

や
お
菓
子
が
入
っ
た
袋
、
五
人
抜
き
を

す
る
と
短
冊
が
も
ら
え
る
。
ま
た
、
初

盆
の
家
か
ら
御
祝
儀
が
出
る
の
で
紹
介

が
あ
る
。
以
前
は
商
売
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
御
祝
儀
を
渡
す
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
八
〇
代
後
半
の
男
性
が
子
ど
も
の
頃

写
真
一
　
西
方
丸

写
真
二
　
鍾
馗
大
臣
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は
、
夏
休
み
に
な
る
と
一
箇
月
相
撲
の

練
習
を
し
、
下
里
と
上
田
で
二
つ
に
分

か
れ
て
対
抗
で
相
撲
を
と
っ
て
い
た
。

精
霊
流
し

　
一
八
時
近
く
な
る
と
、
西
方
丸
の
ま

わ
り
に
人
が
集
ま
り
お
経
が
あ
が
る

が
、
住
職
に
よ
れ
ば
、
こ
の
相
撲
は

「
奉
納
相
撲
」
で
あ
り
、
御
先
祖
様
に

子
ど
も
達
が
み
ん
な
元
気
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
、
み
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
奉

納
が
終
わ
っ
て
か
ら
船
を
出
す
の
だ
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
相
撲
を
と
る
子
ど

も
が
多
か
っ
た
時
は
、
相
撲
の
頃
合
い

と
、
太
陽
が
水
平
線
に
沈
む
頃
合
い
を

み
て
、
読
経
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
太
陽
が
水
平
線
に
沈
む
頃
、
西
方
丸
が
港

を
出
て
い
っ
た
。

　
相
撲
が
終
わ
る
と
土
俵
は
崩
さ
れ
て
カ
ズ
ラ
は
中
心
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
場

所
に
置
い
た
ま
ま
に
さ
れ
る
。
読
経
が
終
わ
る
と
、西
方
丸
は
供
物
を
載
せ
て
、

救
難
所
の
人
た
ち
に
担
が
れ
て
漁
船
に
つ
な
が
れ
る
。
そ
し
て
、
漁
船
に
え
い

航
さ
れ
て
港
を
出
て
い
く
（
写
真
五
）。

　
以
前
は
、
相
撲
が
終
わ
っ
て
お
経
を
あ
げ
て
い
る
最
中
に
、
救
難
所
の
所
員

が
、
清
善
寺
の
住
職
が
経
文
を
書
い
た
旗
を
先
に
結
び
つ
け
た
竹
を
持
っ
て
波

止
場
ま
で
走
っ
て
い
き
、
西
方
丸
が
先
に
港
を
出
る
の
か
、
竹
を
立
て
る
の
が

先
か
競
争
し
て
い
た
。
そ
し
て
、船
が
通
過
す
る
時
に
海
に
飛
び
込
ん
で
い
た
。

現
在
は
競
争
せ
ず
に
、
先
に
竹
を
立
て
て
お
く
。
竹
は
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
る
。

　
船
は
ゆ
っ
く
り
と
外
海
に
出
て
行
き
、
流
れ
て
い
く
途
中
で
沈
む
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
た
が
、
沈
ま
ず
に
下
関
ま
で
た
ど
り
着
い
て
製
作
者
名
を
見
た
人
か

ら
連
絡
が
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
数
年
前
に
海
上
保
安
庁
か
ら
船
を
海

に
流
さ
な
い
よ
う
に
と
の
通
達
が
あ
り
、
現
在
で
は
漁
船
で
引
い
て
戻
っ
て
き

て
、
保
管
し
て
次
の
年
に
修
理
し
て
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
初
盆
の
提
灯
は

寺
で
処
分
し
て
い
る
。

盆
踊
り

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
の
少
し

前
ま
で
、
小
学
生
～
中
学
生
ま
で
の
女

子
に
よ
る
盆
踊
り
も
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
。
女
の
子
た
ち
は
浴
衣
を
着
て
、

前
か
け
を
し
て
い
た
。
下
里
と
上
田
の

二
つ
に
分
か
れ
て
初
盆
の
家
を
回
り
、

上
級
生
の
歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
一
つ
に
な
り
、
つ
い
に
は

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
松
村
利
規
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
月

一
三
日
～
一
六
日
と
一
八
日
に
踊
っ
て

お
り
、
一
三
日
～
一
六
日
ま
で
は
初
盆

の
家
を
回
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
す
で

に
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
り
、
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
で
踊
っ
て
い
た
と
い
う

（
松
村

　
一
九
九
六

　
三
〇
―
三
一
）。

　
近
年
、
子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
盆
に
母
親
に
つ
い
て
里
帰

り
す
る
子
ど
も
も
多
く
、
相
撲
に
参
加

す
る
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

も
あ
っ
た
が
、
相
撲
を
と
る
子
ど
も
が

い
な
い
の
で
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
も
か
ず
ら
引
き
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
。
相
撲
が
な
け
れ
ば
か
ず
ら
引
き
は

行
わ
れ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。

（
田
中

　
久
美
子
）

写
真
三
　
か
ず
ら
引
き

写
真
四
　
盆
相
撲
と
短
冊

写
真
五

精
霊
流
し
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六
　
玄げ
ん
か
い
じ
ま

界
島
の
盆ぼ
ん
綱つ
な
引ひ

き

【
別
名
】　
カ
ズ
ラ
引
き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
福
岡
市
西
区
玄げ

ん
か
い
じ
ま

界
島
は
、
博
多
湾
に
浮
か
ぶ
島
嶼
の
一
つ
で
、
福
岡
市
の
中
心

部
か
ら
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
博
多
ふ
頭
よ
り
福
岡
市
営
渡
船
で
約
三
五
分
の

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
花
崗
岩
と
玄
武
岩
で
形
成
さ
れ
た
島
に
平
地
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
標
高
二
一
七
・
九
メ
ー
ト
ル
の
遠と

お
み
や
ま

見
山
を
頂
と
す
る
南
側
の
傾
斜
地
に
集

落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
六
（
一
九
四
一
）
年
に
糸
島
郡
北き

た
ざ
き崎

村
が
福
岡

市
に
編
入
し
福
岡
市
西
区
と
な
っ
た
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
九
月
末
現
在
、

一
九
九
世
帯
、
三
五
七
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。（
福
岡
市
住
民
基
本
台
帳
（
日
本

人
男
女
別
・
年
齢
別
人
口
及
び
世
帯
数

　
令
和
四
年
度

　
九
月
末
）

https://w
w
w
.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/11136/1/

kokubetsu202209.xlsx?20221024103156

　
古
来
よ
り
対
外
交
流
の
窓
口
で
あ
っ
た
博
多
湾
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
物
・
文

化
が
往
来
し
て
き
た
。
玄
界
島
周
辺
の
海
底
か
ら
は
一
三
世
紀
代
の
中
国
浙
江
省

の
龍
泉
窯
青
磁
碗
や
江
戸
時
代
初
頭
の
廻
船
積
載
品
で
あ
っ
た
唐
津
焼
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
貝
原
益
軒
著
）
に

よ
る
と
、
こ
の
島
は
か
つ
て
久く

島し
ま

、
月
海
島
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
七
二
軒
の
民
家

が
あ
っ
た
と
い
う
。
永
禄
年
間
の
初
め
に
野の

島し
ま

（
山
口
県
）
よ
り
海
賊
が
襲
来
し

た
際
に
は
、
竹
を
使
っ
て
侵
入
を
防
ぎ
、
ま
た
あ
る
時
は
島
の
長
榎
田
平
次
郎
が

防
戦
し
討
死
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
島
民
は
四
〇
年
あ
ま
り
対
岸

の
宮
浦
に
逃
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
源
三
郎
と
い
う
者
が
孫
を
連
れ
、
慶
長
年

間
に
帰
島
し
た
こ
と
を
機
に
、
再
び
集
落
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
玄げ

ん
か
い
じ
ま

界
島
は
、

漁
業
や
海
運
業
な
ど
、
海
に
生
活
の
場
の
中
心
を
お
く
福
岡
藩
の
「
浦
」
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
、
外
国
船
の
取
締
強
化
を
目
的
と
し
て
遠

見
番
所
が
置
か
れ
、
藩
よ
り
定
番
と
配
架
の
足
軽
が
在
島
し
て
監
視
に
あ
た
る
な

ど
軍
事
的
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
現
代
で
は
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月

二
〇
日
に
発
生
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
る
も
、
小
規
模

住
宅
地
区
改
良
事
業
に
よ
り
約
三
年
で
復
興
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
地
震
後
の

海
況
の
変
化
に
よ
る
漁
獲
量
の
落
ち
込
み
を
契
機
に
島
外
に
転
出
す
る
人
が
増
え

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
現
在
で
は
、
綱
引
き
に
係
る
由
来
や
伝
承
に
つ
い
て
島
で
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ

て
い
な
い
。『
玄
界
島
―
離
島
調
査
第
十
部
―
』
に
「
釈
迦
の
一
番
弟
子
の
お

母
さ
ん
が
死
ん
で
地
獄
に
落
ち
た
の
で
、
綱
を
引
い
て
引
き
上
げ
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
」（
戸と

ば
た畑

中
央
高
校
郷
土
部
編

　
一
九
六
四

　
九
七
）、
ま
た
『
芸
能

伝
承
の
民
俗
誌
的
研
究
―
カ
タ
と
コ
コ
ロ
を
伝
え
る
く
ふ
う
―
』（
上
野
誠
著

　

二
〇
〇
一

　
三
八
〇
）
に
お
い
て
「
綱
引
き
で
男
側
が
勝
つ
と
豊
作
、
豊
漁
、
女

側
が
勝
つ
と
米
の
値
が
下
が
る
」
と
、
語
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
期
日
は
固
定
さ
れ
て
お
り
八
月
一
五
日
に
実
施
さ
れ
る
。

（
四
）
実
施
場
所

　
島
の
南
東
に
あ
る
寄よ

り

木き

浜は
ま

付
近
で
行
わ
れ
る
。
寄
木
浜
は
、
玄
界
島
に
伝
わ
る

百
合
若
伝
説
に
登
場
す
る
緑
丸
の
亡
骸
が
流
れ
着
い
た
と
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

現
在
は
「
ド
ッ
ク
」（
船
揚
場
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
砂
浜
が
あ
っ
た
。

ま
た
船
揚
場
の
北
側
に
位
置
す
る
教
職
員
第
二
宿
舎
の
裏
手
は
、
昭
和
四
〇
年
頃

に
共
同
納
骨
堂
が
整
備
さ
れ
る
以
前
の
墓
地
が
あ
っ
た
。
綱
引
き
は
墓
地
の
南
側

の
海
岸
で
行
わ
れ
て
き
た
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
福
岡
市
水
上
消
防
団
玄
界
水
上
分
団
、
青
年
団
（
一
六
～
二
五
歳
ま
で
）。
以

前
は
、
青
年
団
、
女
子
青
年
団
（
昭
和
四
〇
年
代
頃
ま
で
）、
子
供
頭
を
中
心
と

し
た
八
～
一
四
歳
ま
で
の
子
供
（
昭
和
一
四
～
一
五
年
頃
ま
で
）。
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（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

現
在
は
白
い
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
。
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
～
一
五
年

頃
ま
で
は
、
島
内
の
山
か
ら
採
っ
て
き
た
カ
ズ
ラ
で
綱
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
素

材
と
形
状
は
、
先
の
上
野
の
報
告
に
よ
る
と
、
カ
ズ
ラ
を
組
み
延
ば
し
縛
っ
た
も

の
で
、
太
さ
は
大
人
が
両
手
を
ま
わ
し
て
も
抱
え
き
れ
な
い
く
ら
い
あ
り
、
長
さ

は
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
本
体
の
綱
に
取
手
が
付
い
て
い
た
と
い
う
。

（
七
）
実
施
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
作
製

　
現
在
は
、
港
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
。
カ
ズ
ラ

を
用
い
て
い
た
頃
の
記
録
や
記
憶
は
、
今
日
の
島
民
に
は
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
記
録
に
よ
る
と
、
七
月
一
五
日
頃
か
ら
盆
前
に
か
け
て
、
子
ど
も
達
が
山
に

カ
ズ
ラ
を
取
り
に
行
く
「
カ
ズ
ラ
タ
テ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
年
齢
に
よ
っ
て
量

が
決
め
ら
れ
て
お
り
母
親
な
ど
が
手
伝
う
こ
と
も
あ
っ
た
。「
子
供
頭
」
と
呼
ば

れ
る
長
を
中
心
と
し
て
各
家
で
刈
り
取
り
乾
燥
さ
せ
た
カ
ズ
ラ
を
点
検
の
上
、
青

年
団
に
渡
し
た
と
い
う
。
綱
は
青
年
団
が
八
月
一
二
、一
三
日
頃
に
カ
ズ
ラ
を
転

が
し
な
が
ら
練
り
合
わ
せ
て
製
作
し
た
。

綱
引
き
の
実
際

　
綱
引
き
は
、
寄
木
浜
で
行
わ
れ
る
八
月
一
五
日
の
送
り
盆
の
い
ち
行
事
で
、
ホ

ト
ケ
サ
マ
オ
ク
リ
（
精
霊
流
し
）
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
。
同
日
の
一
六
時
頃
か
ら
、

初
盆
の
家
で
は
、
親
類
に
贈
ら
れ
た
盆
提
灯
（
博
多
提
灯
）
を
、
島
の
納
骨
堂
の

敷
地
に
置
か
れ
た
棒
に
吊
る
し
に
訪
れ
る
。
堂
内
は
精
霊
送
り
を
前
に
お
参
り
す

る
人
び
と
が
往
来
す
る
。
一
八
時
半
頃
ま
で
に
港
内
の
船
揚
場
の
東
端
に
設
け
ら

れ
た
竹
の
筏
に
、納
骨
堂
に
吊
る
し
た
盆
提
灯
の
ほ
か
、各
家
庭
の
盆
の
供
物
（
菰

や
果
物
な
ど
）
が
積
み
込
ま
れ
る
。
カ
ズ
ラ
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
は
、「
カ

ズ
ラ
流
し
」
と
言
っ
て
引
き
終
わ
っ
た
カ
ズ
ラ
の
綱
の
一
部
を
巻
い
て
筏
を
つ
く

り
麦
藁
や
供
物
、
盆
提
灯
を
乗
せ
て
流
し
て
い
た
。

　
船
揚
場
の
西
端
に
は
初
盆
を
迎
え
た
家
々
が
共
同
で
購
入
し
た
長
さ
約
一
・
五

メ
ー
ト
ル
の
西
方
丸
が
運
び
込
ま
れ
、
親
族
を
は
じ
め
知
人
ら
の
挨
拶
を
受
け
る
。

島
中
の
人
び
と
が
喪
服
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
服
を
着
用
し
て
船
揚
場
に
集
ま

る
。

　
一
九
時
半
頃
、綱
引
き
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
。
綱
を
引
か
な
い
と
船（
西
方
丸
）

が
出
せ
な
い
と
の
声
が
か
け
ら
れ
る
。
東
と
西
に
分
か
れ
て
綱
を
引
く
が
、
誰
が

ど
ち
ら
で
綱
を
引
く
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
水
上
消
防
団
長
の
合
図
で
「
ワ
ー

シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
一
回
目
は
東
か
ら
綱
を
引
き
、
二
回
目
は
西
か
ら

綱
を
引
く
。
綱
引
き
は
五
分
程
度
で
終
了
と
な
る
。

　
か
つ
て
は
弓
張
提
灯
を
手
に
し
た
青
年
団
の
幹
部
が
綱
の
上
に
立
ち
指
揮
を

執
っ
て
い
た
。
東
と
西
は
福
岡
県
西
方
沖
地
震
以
前
の
集
落
内
の
八
つ
の
組
が
現

玄
界
公
民
館
の
附
近
を
中
心
に
東
西
に
分
か
れ
て
綱
を
引
い
て
い
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
か
つ
て
、
網
漁
業
が
盛
ん
な
時
代
に
は
上
組
と
東
組
（
網
組
名
・
明
治
中

期
～
大
正
時
代
）、
男
側
と
女
側
（
～
昭
和
四
二
年
頃
ま
で
）、
若
者
と
そ
の
他
の

島
民
（
平
成
二
三
年
頃
）
な
ど
の
分
か
れ
方
が
あ
っ
た
。

　
綱
引
き
が
終
わ
る
と
船
揚
場
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が
絶
え
ず
打
ち
上
げ
ら
れ

る
。
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
か
ら
御
詠
歌
が
流
れ
、
西
方
丸
の
周
囲
に
は
、
初
盆
の
親

族
が
集
ま
り
、
故
人
と
親
交
の
あ
っ
た
島
民
が
焼
香
・
献
灯
し
、
お
参
り
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
る
。

　
先
導
す
る
船
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、

待
機
し
て
い
た
水
防
消
防
団
の
若
手
が
身

体
に
塩
を
振
っ
て
海
に
入
り
、「
ワ
ー
シ
ョ

イ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
点
火
さ
れ
た
筏

を
港
外
へ
と
運
ぶ
。
島
民
は
静
か
に
西
方

丸
と
筏
に
向
け
て
手
を
合
わ
せ
見
送
る
。

　
以
前
は
、
海
か
ら
戻
っ
て
き
た
青
年
た

ち
は
、
現
在
の
玄
界
公
民
館
付
近
で
廻
し

を
身
に
つ
け
て
相
撲
を
取
っ
て
い
た
。
更

に
昭
和
五
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
婦
人
会

主
催
の
盆
踊
り
大
会
が
小こ

た
か鷹

神
社
下
の
浜

で
行
わ
れ
て
い
た
。

（
河
口

　
綾
香
）

写
真
一

筏
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七
　
柚ゆ

須す

原ば
る
の
盆ぼ
ん
綱つ
な
打う

ち

（
一
）
地
域
の
概
要

　
筑ち

く

紫し

野の

市
は
、
福
岡
県
の
中
央
部
西
寄
り
に
あ
り
、
東
に
は
三さ

ん
ぐ
ん
さ
ん

郡
山
地
、
西
に

は
背せ

ふ
り
さ
ん

振
山
地
の
山
々
が
あ
る
、
北
東
か
ら
南
西
に
長
く
延
び
る
市
で
あ
る
。
東
西

の
山
地
の
間
に
は
、
二ふ

つ

日か

市い
ち

地
峡
あ
る
い
は
筑
紫
地
峡
と
呼
ば
れ
る
幅
一
二
〇
〇

―
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
低
湿
地
帯
が
南
北
に
走
る
。
河
川
も
こ
こ
を
分
水
嶺
と
し

て
博
多
湾
に
注
ぐ
御み

笠か
さ

川が
わ

水
系
と
有
明
海
に
注
ぐ
筑
後
川
支
流
宝ほ

う
ま
ん
が
わ

満
川
水
系
に
分

か
れ
る
。
こ
の
地
峡
は
ま
た
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
、
九
州
自

動
車
道
、
国
道
三
号
線
、
西
鉄
天
神
大お

お

牟む

田た

線
な
ど
が
集
中
し
て
走
り
、
北
部
に

位
置
す
る
二
日
市
は
市
街
地
を
形
成
し
、
市
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
市
域
は
北

は
太
宰
府
市
、
南
は
小お

ご
お
り郡

市
、
佐
賀
県
基き

や
ま
ち
ょ
う

山
町
、
東
は
飯い

い
づ
か塚

市
、
朝
倉
郡
筑ち

く
ぜ
ん前

町
、

西
は
大お

お
の
じ
ょ
う

野
城
市
、
那な

珂か

川が
わ

市
に
接
す
る
。

　
柚
須
原
は
、
宝
満
山
の
南
麓
を
筑
紫
野
市
吉よ

し

木き

か
ら
、
大お

お
い
し石

、
本ほ

ん

道ど
う

寺じ

、
香こ

う
ぞ
の薗

を
経
て
米こ

め

ノの

山や
ま

峠
か
ら
豊
前
に
至
る
道
の
一
番
奥
、
筑
紫
野
市
の
東
端
で
、
宝
満

川
の
最
上
流
に
位
置
す
る
三
郡
山
麓
の
山
村
で
あ
る
。
戸
数
は
一
七
戸
。
古
く
か

ら
の
住
民
が
多
い
が
、
近
年
三
戸
が
移
住
し
て
き
た
。
山
間
部
で
あ
る
た
め
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
家
は
建
て
ら
れ
な
い
。
産
業
は
農
業
、

土
木
、
石
屋
、
炭
焼
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
福
岡
都
市
圏
ま
で
、
車
で
勤
め

に
出
る
者
が
多
い
。
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
、
と
び
う
め
国
体
の
際
、
射
撃
場

が
造
ら
れ
、
ま
た
一
九
〇
〇
年
代
に
、
生
コ
ン
の
会
社
が
で
き
た
。
龍た

つ
い
わ岩

小
学
校

の
跡
地
は
竜
岩
自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
休
日
に
は
来
訪
者
も
多
い
。

　
産
土
神
大お

お
や
ま
つ
み

山
祇
神
社
は
、
明
治
に
な
っ
て
、
も
と
も
と
観
音
堂
の
敷
地
で
あ
っ

た
現
在
地
に
遷
さ
れ
た
が
、
以
前
は
横
の
鬼
ノ
瀬
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
二
つ
目
の

ダ
ム
の
傍
の
大
き
な
岩
窟
の
根
本
部
分
に
鏡
三
面
を
神
体
と
し
て
八
大
龍
王
が

祀
っ
て
あ
り
「
山
神
社
」
と
い
わ
れ
、
奉
仕
は
宝
満
山
の
道
場
坊
で
あ
り
、
対
岸

の
小
丘
「
柿
の
尾
」
は
、
宝
満
山
伏
秋
の
入
峰
の
修
法
の
場
で
あ
っ
た
。
観
音
堂

に
あ
っ
た
「
寛
文
九
年
十
二
月
平
石
坊
権
大
僧
□
□
重
和
尚
」
銘
の
あ
る
瓦
質
祠
、

ま
た
本
尊
木
造
聖
観
音
坐
像
に
は
、
康
永
三
（
一
三
四
四
）
年
に
再
興
さ
れ
た
由

の
胎
内
銘
が
あ
る
こ
と
が
、『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
に
も
記
さ
れ
、
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
っ
て
も
一
致
す
る
銘
文
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
と
も
に
筑

紫
野
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　「
盆
綱
打
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
盆
綱
打
ち
の
終
わ
り
に
、
古
老
が
参
加
者
に
説
明

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
二
〇
代
か
ら
ず
っ
と
参
加
し
て
き
た
。
一
五
日
に
仏
を

送
っ
て
帰
っ
て
来
て
、
み
ん
な
で
カ
ズ
ラ
を
打
っ
て
仏
が
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い

よ
う
に
、
カ
ズ
ラ
が
切
れ
る
ま
で
綱
を
打
つ
の
だ
と
い
う
。
カ
ズ
ラ
が
切
れ
な
い

う
ち
は
、
仏
が
ま
だ
あ
の
世
に
帰
れ
て
い
な
い
。
カ
ズ
ラ
が
切
れ
た
ら
仏
と
縁
が

切
れ
る
と
い
う
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
筑
紫
野
市
柚
須
原
公
民
館
広
場

（
五
）
伝
承
組
織

　
柚
須
原
自
治
会
（
役
員
を
中
心
に
）

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
素
材
と
し
、
直
径
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
五
メ
ー

ト
ル
の
綱
を
製
作
す
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
八
月
七
日
早
朝
よ
り
、
福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場
（
筑
紫
野
市
吉
木
）
構
内
で

ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
草
刈
り
機
や
鎌
で
採
取
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
柚
須
原
の
大
山
祗
神
社

境
内
に
運
ん
だ
後
、半
日
陰
の
場
所
に
八
月
一
五
日
迄
置
い
て
、乾
燥
さ
せ
る
（
生

乾
き
）。
八
月
一
五
日
、
柚
須
原
公
民
館
広
場
で
綱
の
製
作
。
地
面
に
葉
の
つ
い

た
ま
ま
の
ク
ズ
の
ツ
ル
を
直
径
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
メ
ー
ト
ル
程
の
長

さ
に
置
く
。
ツ
ル
の
太
い
と
こ
ろ
を
別
に
取
っ
て
お
き
、
一
メ
ー
ト
ル
お
き
に
綱
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本
体
を
巻
く
よ
う
に
し
て
結
び
、
左
右
に
ツ
ル
を
出
し
、
引
き
綱
（
枝
綱
）
と
す

る
（
写
真
一
）。
綱
は
輪
状
に
し
て
広
場
の
中
央
に
置
い
て
お
く
（
写
真
二
）。

　
昔
は
、
子
ど
も
達
が
山
に
カ
ズ
ラ
（
藤
ツ
ル
な
ど
）
を
採
り
に
行
っ
て
、
綱
と

し
た
が
、
治
山
が
進
ん
で
原
野
が
な
く
な
る
と
、
カ
ズ
ラ
も
採
れ
ず
、
村
内
の
ク

ズ
で
造
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
は
そ
れ
も
難
し
く
、
今
回
は
農
業
試
験
場
に

相
談
し
た
。

　
綱
は
最
終
的
に
は
、
共
有
地
に
運
び
、
自
然
に
土
に
も
ど
す
。

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
五
日
、
鐘
を
叩
き
な
が
ら
先
祖
の
霊
を
墓
地
ま
で
送
り
に
行
っ
た
後
、

一
九
時
半
頃
よ
り
三
々
五
々
に
村
人
が
集
ま
る
。
つ
く
っ
た
後
輪
状
に
置
い
て
い

た
綱
を
直
線
状
に
置
き
直
し
、
二
〇
時
、「
筑
紫
野
市
制
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、

柚
須
原
地
区
の
伝
統
行
事
で
あ
る
盆
綱
打
ち
を
始
め
ま
す
」
と
い
う
、
自
治
会
長

の
か
け
声
で
、
盆
綱
打
ち
が
始
ま
る
。
綱
の
両
側
か
ら
引
き
綱
を
持
ち
、「
盆
綱

打
ち
の
唄
」
に
あ
わ
せ
て
、綱
を
引
き
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、上
下
に
揺
す
る
（
写

真
三
）。
本
来
綱
が
切
れ
る
ま
で
行
う
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
小
雨

模
様
で
も
あ
り
、
唄
が
一
通
り
終
わ
る
と
、
ま
た
元
の
輪
状
に
戻
し
て
、
そ
の
周

り
で
盆
踊
り
が
始
め
ら
れ
た
。
女
性
は

浴
衣
を
着
て
参
加
す
る
こ
と
が
慣
例
で

あ
る
。

　
盆
踊
り
の
唄
は
第
五
項
に
あ
る
よ
う

に
「
柚
須
原
盆
唄
」
又
は
「
思
案
橋
」 

と
い
わ
れ
る
。
唄
は
、
元
々
三
〇
番
以

上
あ
り
、
青
年
が
牛
の
草
伐
り
に
行
っ

た
際
な
ど
に
教
え
あ
い
、
村
の
男
た
ち

は
誰
で
も
歌
え
た
と
い
い
、
代
わ
る
代

わ
る
歌
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
に
歌
っ
た
の
は
、
第

五
項
に
記
す
四
番
の
み
で
、
唄
は
昔

歌
っ
て
い
た
上
手
な
人
の
録
音
を
流
し

て
い
た
。
昔
か
ら
四
番
の
唄
を
歌
え
ば
終
わ
り
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

　
踊
り
は
、
ま
ず
身
体
の
前
の
低
い
位
置
で
一
拍
拍
手
、
右
手
を
前
後
に
振
り
、

同
時
に
足
を
交
互
に
上
げ
て
踏
み
出
す
。
左
足
を
前
に
し
た
時
、
右
手
を
担
ぎ
、

身
体
を
少
し
後
ろ
に
反
ら
せ
る
。
次
に
足
を
揃
え
て
身
体
の
前
の
低
い
位
置
で
一

拍
を
繰
り
返
す
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
女
性
だ
け
で
「
筑
紫
野
音
頭
」
を
踊
り
、
最
後
に
全
員
で
「
炭
坑
節
」

を
踊
る
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
「
筑
紫
野
市
市
制
五
〇
周
年
」
と
言
う
こ
と
で
、

最
後
に
そ
の
旨
を
記
し
た
横
断
幕
の
前
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
本
来
、
盆
綱

は
初
盆
の
家
が
あ
る
年
に
の
み
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
た
年
は
、
幸
い
初
盆
が
な
か
っ
た
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
筑
紫

野
市
制
施
行
五
〇
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
伝
統
行
事
と
し
て
特
別
に

行
っ
た
。
公
民
館
広
場
で
す
る
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
今
後
も
、

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
編
み

写
真
三
　
盆
綱
打
ち

写
真
二
　
完
成
し
た
盆
綱
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初
盆
の
家
が
あ
る
年
に
は
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

過
去
の
盆
綱
引
き

　
か
つ
て
は
、
小
中
学
生
が
山
か
ら
四
、五
メ
ー
ト
ル
の
カ
ズ
ラ
を
取
っ
て
き
て
、

大
人
や
青
年
が
直
径
四
、五
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
綱
を
三
ツ

組
に
綯
っ
た
。
二
〇
時
頃
か
ら
村
の
男
女
が
集
ま
っ
て
、
初
盆
の
家
で
綱
を
引
き

始
め
る
。
初
盆
の
家
が
な
い
年
は
、
大
山
祇
神
社
の
鳥
居
の
前
の
四
つ
辻
の
路
で

行
う
。
盆
綱
引
き
の
歌
（
思
案
橋
）
を
唄
い
な
が
ら
綱
に
数
箇
所
取
り
付
け
ら
れ

た
枝
綱
を
、
両
側
か
ら
持
ち
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、
上
下
に
揺
す
り
、
カ
ヅ
ラ
が

切
れ
る
ま
で
引
き
合
う
。
切
れ
な
い
と
き
は
ナ
タ
で
切
る
。
盆
綱
引
き
は
、
地
獄

に
落
ち
た
者
を
綱
で
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
の
世
に
来
て
は

い
け
な
い
者
ま
で
来
そ
う
に
な
る
の
で
綱
を
切
る
の
だ
と
い
う
。
終
わ
る
と
切
っ

た
カ
ズ
ラ
を
中
央
に
集
め
、
そ
の
周
り
で
盆
踊
り
（
思
案
橋
）
を
踊
っ
た
。

過
去
に
実
施
し
て
い
た
市
内
他
地
区

　
筑
紫
野
市
の
ほ
ぼ
全
域
で
盆
綱
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
早
い
と
こ
ろ
で
大

正
末
期
、
遅
い
と
こ
ろ
で
も
戦
時
中
ま
で
に
消
滅
し
て
、
僅
か
に
柚
須
原
地
区
だ

け
が
戦
後
ま
で
存
続
し
て
い
た
。

　
盆
綱
引
き
は
、
八
月
一
五
日
の
夕
刻
、
精
霊
送
り
の
前
か
後
に
行
わ
れ
て
い
た
。

青
年
が
中
心
と
な
っ
て
、
数
日
前
か
ら
山
に
カ
ズ
ラ
採
り
に
行
き
、
そ
れ
に
ワ
ラ

を
巻
き
込
み
、
太
い
木
に
引
っ
か
け
て
左
綯
い
に
綯
っ
て
綱
に
仕
立
て
る
。

　
綱
引
き
に
は
、
湯ゆ

町ま
ち

・
平

び
ょ
う

等ど
う

寺じ

・
萩は

ぎ
わ
ら原

・
本ほ

ん

道ど
う

寺じ

・
原は

る

田だ

・
永な

が
お
か岡

・
隈く

ま

・
西に

し

小お

田だ

・
馬う

ま
い
ち市

な
ど
の
よ
う
に
、
路
上
で
二
組
に
分
か
れ
て
引
き
合
う
も
の
と
、
吉
木
・

大
石
・
柚
須
原
・
天あ

ま
や
ま山

な
ど
の
よ
う
に
初
盆
の
家
ま
で
曳
い
て
い
っ
て
綱
引
き
を

す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
後
者
は
、
綯
う
と
き
に
綱
の
間
か
ら
何
箇
所
も
カ
ズ
ラ
か

ワ
ラ
の
握
り
手
（
枝
綱
）
を
出
し
て
い
た
。
大
き
さ
は
地
区
に
よ
っ
て
様
々
で
、

長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
直
径
は
二
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
の
も
の
ま
で
あ
っ
た
。
勝
敗
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
占
い
の
要
素
が
見
ら
れ
な

い
の
も
こ
の
地
域
の
特
色
で
あ
る
。
次
に
『
筑
紫
野
市
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
例
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

①
湯
町
で
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
綱
を
上
組
と
下
組
に
分
か
れ
て
〝
祝
め
で

た
〟
の
唄
に
合
わ
せ
て
引
い
た
。
温
泉
客
も
加
わ
り
、
近
隣
の
村
か
ら
の
見
物
人

も
多
か
っ
た
。
終
わ
っ
た
後
の
綱
は
カ
ズ
ラ
を
小
さ
く
切
っ
て
真
光
寺
に
一
年
分

の
燃
料
と
し
て
奉
納
さ
れ
た

②
西
吉
木
で
は
枝
綱
の
出
た
長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
綱
を
村
人
が

総
出
で
持
ち
、
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
な
が
ら
、
村
の
通
り
を
上
か
ら
下
（
岩
本

か
ら
新
町
）
ま
で
歩
き
な
が
ら
引
い
て
い
っ
た
。「
地
獄
に
落
ち
な
れ
ん
よ
う
に
」

と
い
い
、
引
き
合
い
は
し
な
い
。
終
わ
る
と
綱
を
池
田
の
井
手
か
ら
川
へ
投
じ
、

魚
の
す
み
か
と
な
っ
た
。

③
大
石
で
は
一
五
日
の
夜
、仏
様
を
送
っ
た
後
、初
盆
の
家
で
盆
綱
引
き
が
あ
っ

た
。
青
年
と
男
の
子
た
ち
二
〇
人
ほ
ど
で
、
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
、
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
と
か

け
声
を
掛
け
、
綱
を
上
に
引
き
上
げ
て
ド
ン
と
地
面
に
落
と
し
て
か
ら
引
っ
張
り

合
う
。
初
盆
の
家
で
は
、
青
年
団
や
見
物
人
に
酒
や
煮
染
め
、
子
ど
も
達
に
は
菓

子
を
出
し
て
接
待
し
た
。「
お
茶
わ
か
し
」「
茶
盆
が
沸
く
」
と
い
う
。
終
わ
っ
た

後
の
綱
は
道
端
や
川
床
に
放
置
す
る
。

盆
綱
引
き
の
特
徴

　

【
盆
綱
打
ち
の
唄
】

　
よ
～
い

　
よ
～
い

　
よ
～
い
や
な

　
あ
れ
は
申
せ

　
こ
れ
は
申
せ

　
さ
～
っ
さ
～

　
な
ん
で
～
申
せ
～

　
よ
～
い

　
よ
～
い

　
よ
～
い
や
な

　
あ
れ
は
申
せ

　
こ
れ
は
申
せ

　
さ
～
っ
さ
～

　
な
ん
で
～
申
せ
～

　
よ
～
い

　
よ
～
い

　
よ
～
い
や
な

　
あ
れ
は
申
せ

　
こ
れ
は
申
せ

　
さ
～
っ
さ
～

　
な
ん
で
～
申
せ
～
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【
柚
須
原
盆
唄
】（
思
案
橋
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、一
つ
出
し
ま
し
ょ
か

　
は
ば
か
り
な
が
ら

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
） 

　
　
歌
の

　
歌
の
や

　
文
句
は

　
知
ら

　（
オ
イ
）　
知
ら
ね
ど
も

　 
　
　
文
句
は

　
歌
の

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
）　
歌
の
歌
の
や 

　
　
文
句
は
知
ら

　（
オ
イ
）　
知
ら
ね
ど
も 

二
、
南
無
阿
弥
陀
仏

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
）　 

　
　
西
の

　
西
の
や

　
お
寺
の

　
鐘

　（
オ
イ
）　
鐘
が
鳴
る 

　
　
お
寺
の
西
の

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
）　
西
の
西
の
や 

　
　
お
寺
の
鐘

　（
オ
イ
）　
鐘
が
鳴
る 

三
、
鐘
を
た
た
い
て

　
仏
に
な
れ
ば

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
） 

　
　
鍛
冶
の

　
鍛
冶
の
や

　
番
子
衆
は
皆
（
オ
イ
）　
皆
仏 

　
　
番
子
衆
は

　
鍛
冶
の

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
）　
鍛
冶
の 

　
　
鍛
冶
の
や

　
番
子
衆
は
皆

　（
オ
イ
）　
皆
仏 

四
、
ご
苦
労
ご
苦
労
は

　
ど
な
た
も
ご
苦
労

　（
ア
ラ
イ
ェ
～
） 

　
　
わ
け
て

　
わ
け
て
～
や

　
若
い
衆
は

　
な
お

　（
オ
イ
）　
ご
く
ろ
う 

（
森

　
弘
子
）
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八
　
小こ

倉く
ら
の
盆ぼ
ん
づ
な綱
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
春
日
市
は
福
岡
市
の
南
東
に
隣
接
す
る
面
積
約
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市

で
あ
る
。
市
域
は
牛う

し
く
び
や
ま

頸
山
（
標
高
四
四
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
長
く
北
に
の
び

る
標
高
三
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
低
丘
陵
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
る
。
西
の
那
珂
川
、
東
の

御
笠
川
へ
つ
な
が
る
複
雑
な
形
状
の
谷
が
入
り
組
む
地
形
を
な
す
。
市
域
は
福
岡

市
の
他
、
那
珂
川
市
・
大
野
城
市
と
接
し
、
福
岡
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域

と
し
て
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　
小
倉
区
は
、
春
日
市
中
央
部
よ
り
北
部
寄
り
に
あ
る
。
江
戸
期
は
小
倉
村
と
し

て
、
那
珂
郡
に
属
し
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
下し

も
し
ろ
う
ず

白
水
村
・
須す

ぐ玖
村
・

春か
す

日が

村
・
上か

み
し
ろ
う
ず

白
水
村
と
合
併
し
て
春
日
村
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年

に
春
日
町
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
に
春
日
市
と
な
っ
た
（「
角
川
日
本
地

名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
三
四
四
、五
六
九
）。

　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
戸
数
は
七
一
戸
で
（
伊
藤

　
一
九
七
二

七
八
四
）、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
農
家
だ
っ
た
（
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
編

　

一
九
八
三

　
六
）。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
九
州
鉄
道
株
式
会
社
雑ざ

っ
し
ょ
の
く
ま

餉
隈

駅
（
現
、
Ｊ
Ｒ
九
州
南
福
岡
駅
）
が
開
業
し
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
は

九
州
鉄
道
株
式
会
社
（
現
、
西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
）
に
よ
り
春
日
原
駅
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
博
多
駅
や
天
神
地
区
へ
の
交
通
の
便
の
向
上
が
、
小
倉
の
生
活
に

変
化
を
及
ぼ
し
た
（
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
編

　
一
九
八
三

　
三
、
春
日
市
史
編

さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
四

　
八
四
一
）。
戦
時
中
に
は
、
軍
需
工
場
や
工
員
寮

が
建
て
ら
れ
た
時
期
も
あ
る
が
、
戦
後
は
、
県
道
三
一
号
等
の
整
備
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
急
速
な
宅
地
化
が
進
ん
だ
地
域
で
あ
る
（
春
日
市
史
編
さ
ん
委
員
会

編
　
一
九
九
四

　
八
四
一
―
八
四
二
）。
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
七
月
末
の
世

帯
数
は
一
八
一
二
世
帯
、
人
口
は
三
九
八
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
地
区
別
人
口
・
世
帯
数
（
令
和
三
年
度

　
七
月
末
）

h
ttp

s://w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku

oka.jp
/sh

isei/sh
iryou

/
jinkou/1003348/1008720/index.htm

l

）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

綱
引
き
を
行
う
目
的
は
、
地
獄
に
行
っ
た
人
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
先
祖
の
霊

を
慰
め
る
た
め
、
盆
綱
を
引
く
と
夏
風
邪
を
引
か
な
い
、
豊
作
を
祝
う
た
め
で
あ

る
と
い
う
。

　
戦
中
戦
後
に
一
時
期
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
復
活

し
た
（
春
日
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
聞
き
取
り
調

査
）。

（
三
）
実
施
時
期

小
倉
地
区
夏
祭
り
の
中
で
実
施
す
る
た
め
、
実
施
日
は
固
定
さ
れ
て
い
な
い
。

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
八
月
三
日
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　
か
つ
て
は
八
月
一
五
日
に
仏
様
を
送
っ
て
か
ら
行
っ
て
い
た
。

（
四
）
実
施
場
所

小
倉
公
民
館
に
隣
接
す
る
小
倉
中
央
公
園
に
お
い
て
、
綱
の
製
作
も
盆
綱
引
き

も
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
、
綱
は
薬
師
堂
の
榎
の
木
に
ひ
っ
か
け
て
青
年
が
製
作
し
、
戦
前
、

綱
引
き
は
、
薬
師
堂
の
前
の
村
の
中
央
四
ツ
ガ
ナ
（
四
辻
）
で
行
わ
れ
た
（
春
日

市
郷
土
史
研
究
会
編

　
一
九
八
三

　
六
二
―
六
三
）。

　
復
活
後
は
住
吉
神
社
前
の
道
路
で
綱
引
き
を
し
た
が
、
交
通
量
が
多
く
危
険
な

た
め
、
現
在
の
場
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
春
日
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
聞
き
取
り
調
査
）。

（
五
）
伝
承
組
織

小
倉
地
区
自
治
会

戦
前
は
小
倉
の
青
年
団
と
子
ど
も
（
男
子
の
み
）
で
行
わ
れ
て
い
た
（
春
日
市

郷
土
史
研
究
会
編

　
一
九
八
三

一
三
）。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状
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三
本
の
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
三
つ
編
み
し
、
両
端
は
綱
引
き
用
ロ
ー
プ
と
結
び
つ
け

る
。
綱
に
は
、
持
ち
手
に
す
る
た
め
の
紅
白
の
紐
を
数
十
本
結
び
つ
け
る
。
二
〇

年
程
前
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
か
つ
て
綱
の
芯
は
カ
ズ
ラ
、
周
囲
は
茅
で
三
本
綯
い
と
し
、
長
さ
は
一
五
～

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
直
径
は
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
と
い
う
（
春
日

市
郷
土
史
研
究
会
編
一
九
八
三

　
六
二
―
六
三
）。
子
ど
も
達
が
一
～
二
日
前
に

茅
取
り
を
し
た
。
茅
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
付
近
等
に
た
く
さ
ん
生
え
て
い
た
。

（
七
）
実
施
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
八
月
三
日
夏
祭
り
当
日
の
九
時
に
、
高
齢
男
性
六
名

が
小
倉
公
民
館
か
ら
徒
歩
五
分
程
の
山
に
、「
フ
ジ
カ
ズ
ラ
」
を
採
り
に
行
っ
た
。

カ
ズ
ラ
も
種
類
が
あ
り
、
フ
ジ
カ
ズ
ラ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
山

は
所
有
者
が
変
わ
る
た
め
、
採
取
で
き
る
の
は
こ
の
年
ま
で
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
～
五
年
前
に
は
既
に
牛
頸
山
に
フ
ジ
カ
ズ
ラ
が
な
く
、
那
珂
川
市
の
山
で
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
後
、
ど
こ
か
ら
採
っ
て
く
る
か
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
フ
ジ
カ
ズ
ラ
が
な
く
な
っ
た
ら
行
事
は
終
わ
り
だ
と
考
え
る
人
も
い

る
。

　
フ
ジ
カ
ズ
ラ
は
、
絡
み
つ
い
て
い
る
木
に
ハ
シ
ゴ
を
か
け
て
五
人
が
か
り
で
採

る
（
写
真
一
）。
綱
を
製
作

す
る
た
め
に
三
本
は
採
る

必
要
が
あ
る
。

　
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
採
り
終

わ
る
と
小
倉
中
央
公
園
に

運
ん
で
地
面
に
広
げ
、
九

時
五
〇
分
頃
か
ら
綱
の
製

作
を
行
っ
た
。
夏
祭
り
の

準
備
も
同
時
に
行
わ
れ
た

が
、
綱
を
製
作
す
る
の
は

地
区
の
男
性
住
民
や
、
夏

祭
り
の
手
伝
い
に
訪
れ
た
中
学
校
の
男
子
生
徒
で
あ
る
（
写
真
二
）。

　
綱
の
中
心
は
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
使
う
が
、
両
端
は
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
。
ま
ず
、

フ
ジ
カ
ズ
ラ
の
先
端
を
ロ
ー
プ
の
輪
の
部
分
に
差
し
込
ん
で
曲
げ
て
輪
を
つ
く

り
、
輪
が
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
針
金
を
巻
き
、
さ
ら
に
余
っ
た
先
端
の
フ
ジ
カ
ズ

ラ
を
ロ
ー
プ
の
方
に
曲
げ
て
輪
に
し
て
針
金
を
巻
く
。
そ
う
す
る
と
、
絶
対
に
切

れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
本
の
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
ロ
ー
プ
の
輪
に

か
け
た
後
、
次
に
三
つ
編
み
に
す
る
。
編
み
終
わ
る
と
も
う
一
本
の
ロ
ー
プ
の
輪

に
結
び
付
け
る
が
、
こ
ち
ら
側
は
フ
ジ
カ
ズ
ラ
の
一
本
を
輪
に
通
す
と
、
フ
ジ
カ

ズ
ラ
で
何
度
も
縛
っ
て
結
び
つ
け
る
。
最
後
に
持
ち
手
に
す
る
た
め
の
紅
白
の
紐

を
ロ
ー
プ
以
外
の
部
分
に
結
び
、
一
一
時
三
〇
分
ま
で
に
準
備
を
終
え
る
。

盆
綱
引
き

　
夏
祭
り
は
一
六
時
の
子
ど
も
神
輿
で
始
ま
り
、
盆
綱
引
き
は
二
〇
時
頃
か
ら
行

わ
れ
た
。
夏
祭
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の

名
称
は
「
小
倉
伝
統
行
事
盆
綱
引
き

（
子
ど
も
対
大
人
三
回
戦
）」
で
あ
っ

た
。
最
初
に
、
盆
綱
引
き
に
は
フ
ジ
カ

ズ
ラ
を
使
用
す
る
こ
と
と
、
由
来
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
対
大
人
で
三

回
引
き
合
う
が
、
一
回
戦
は
ス
テ
ー
ジ

か
ら
見
て
、
子
ど
も
が
左
で
大
人
が
右

で
あ
る
。
引
き
合
う
前
に
祝
い
め
で
た

を
唄
う
が
二
回
と
も
同
じ
男
性
が
唄
っ

た
（
写
真
三
）。

祝
い
め
で
た
の

　
若
松
様
よ

　
若
松
様

よ
　
枝
も
栄
ゆ
り
ゃ

　
葉
も
し
ゅ
げ
る

エ
ー
イ
シ
ョ
ー
エ

　
エ
ー
イ
シ
ョ
ー
エ

シ
ョ
ー
エ

　
シ
ョ
ー
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ

ア
レ
ワ
イ
サ
ソ

　
エ
サ
ソ
エ

　
シ
ョ
ン

写
真
一
　
綱
の
材
料
の
採
取

写
真
二
　
盆
綱
の
作
製
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ガ
ネ

　
唄
い
終
わ
っ
た
瞬
間
に
太
鼓
が
一
回
鳴
り
、
そ
れ
を
合
図
に
引
き
合
う
。
一
回

戦
は
子
ど
も
の
勝
ち
で
あ
っ
た
。

　
二
回
戦
は
場
所
を
入
れ
替
え
て
、
同
様
に
行
う
。

こ
ち
の
座
敷
は

　
祝
い
の
座
敷

　
祝
い
の
座
敷

　
鶴
と
亀
と
が

　
舞
い
遊
ぶ

　

エ
ー
イ
シ
ョ
ー
エ

　
エ
ー
イ
シ
ョ
ー
エ

　
シ
ョ
ー
エ

　
シ
ョ
ー
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ

ア
レ
ワ
イ
サ
ソ

　
エ
サ
ソ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ

途
中
で
綱
が
切
れ
、
大
人
が
勝
ち
と
な
っ
て
、
引
き
分
け
で
終
了
し
た
。

通
常
は
三
回
戦
で
行
わ
れ
、
必
ず
一
回
は
大
人
を
勝
た
せ
、
三
回
目
に
は
鉈
が

入
っ
て
綱
が
切
ら
れ
て
引
き
分
け
で
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
回
目
で
綱

を
切
る
の
は
、
地
獄
の
縁
者
を
地
獄
か

ら
引
き
上
げ
る
た
め
だ
と
い
う
。

　
使
っ
た
綱
は
近
い
う
ち
に
、
処
分
す

る
。
以
前
は
、
住
吉
神
社
に
し
ま
っ
て

お
い
て
左
義
長
で
燃
や
し
て
い
た
と
い

う
。

（
田
中

　
久
美
子
・
岸
本

　
圭
）

写
真
三
　
盆
綱
引
き
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九
　
后

う
し
ろ
ま
が
り

曲
の
ヤ
ジ
ま
わ
し

【
別
名
】　

　
ヤ
ジ
（
宗む

な
か
た像

市
史
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
九
六

　
六
五
八
）、
ヤ
ー
ジ
（
宗
像

市
史
編
集
委
員
会
編

　
一
九
九
二

　
六
五
）。

（
一
）
地
域
の
概
要

　
宗
像
市
は
福
岡
県
の
北
部
、
福
岡
市
と
北
九
州
市
の
中
間
に
位
置
し
、
東
は

岡お
か
が
き垣

町
、
西
は
福
津
市
、
南
は
宮
若
市
に
接
す
る
面
積
約
一
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
市
で
あ
る
。
北
縁
は
平
野
で
玄
界
灘
や
響
灘
と
接
し
、
大お

お
し
ま島

、
地じ

の
し
ま島

、
沖

ノ
島
等
が
あ
る
。
南
縁
は
三
郡
山
地
で
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
山
並
み
は
北
端
で

東
西
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
市
の
東
西
縁
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

　
市
の
中
央
部
を
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
と
旧
三
号
線
（
元
の
国
道
三
号
、
現
在

の
県
道
六
九
号
お
よ
び
九
七
号
）
が
東
西
に
横
切
っ
て
い
る
が
、
赤
間
付
近
で

は
、
宅
地
開
発
や
商
業
施
設
の
拡
充
が
進
む
（
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
編

　

二
〇
一
九

　
八
―
九
）。

　
后

う
し
ろ

曲ま
が
り（

後
曲
）
は
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
赤
間
駅
か
ら
、
徒
歩
一
五
分
ほ
ど
の
距

離
に
あ
る
。
曲
村
は
近
世
に
お
い
て
宗
像
郡
に
属
し
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）

年
に
曲
村
・
朝あ

さ
ま
ち町

村
・
光み

つ
お
か岡

村
が
合
併
し
て
宮み

や

田た

村
と
な
り
、
宮
田
村
は
明
治

四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
野の

坂さ
か

村
と
合
併
し
て
南な

ん

郷ご
う

村
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）

年
に
宗
像
町
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
宗
像
市
と
な
っ
て
い
る
（
角
川
日

本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八
）。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
四
月
末
の
後
曲
の
世
帯
数
は
一
五
〇
世
帯
、
人
口
は

三
二
二
人
で
あ
る
（
宗
像
市
の
人
口
・
世
帯
数https://w

w
w.city.m

unakata.
lg.jp/w

008/20150327204928.htm
l

）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
昔
、
池
に
棲
ん
で
い
た
大
蛇
を
殺
し
た
と
こ
ろ
、
病
気
が
流
行
っ
た
り
良
く
な

い
こ
と
が
続
い
た
り
し
た
た
め
、
藁
で
ヤ
ジ
（
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
）
を
作
っ
て
供

養
し
た
の
が
、
こ
の
行
事
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（
宗
像
市
史
編
集
委
員

会
編

　
一
九
九
二

　
六
五
）。
一
〇
〇
年
前
に
は
す
で
に
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た

と
父
親
か
ら
聞
い
た
人
も
い
る
。

　
高
齢
者
に
よ
れ
ば
、
親
は
子
ど
も
に
「
ヤ
ジ
は
殺
す
な
、
守
り
神
だ
か
ら
」
と

教
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
昔
は
子
ど
も
が
亡
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
ヤ
ジ

ま
わ
し
を
行
っ
た
と
い
う
。
今
で
も
子
ど
も
の
健
康
を
祈
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
～
令
和
四

（
二
〇
二
一
）
年
は
中
止
し
た
が
、
厄
払
い
の
行
事
で
あ
る
た
め
、
翌
年
は
実
施

し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
三
日

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
ま
で
は
、
八
月
一
三
日
と
一
四
日
。

　
過
去
の
調
査
報
告
で
は
、
一
三
日
か
ら
一
六
日
ま
で
（
宗
像
市
史
編
集
委
員
会

編
　
一
九
九
二

　
六
五
）、
も
し
く
は
一
二
日
か
ら
一
七
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
宗
像
市
史
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
九
六

　
六
五
八
）。
昭
和

六
一
（
一
九
八
六
）
年
の
福
岡
県
民
謡
緊
急
調
査
時
に
も
、
一
二
日
か
ら
一
七
日

に
行
わ
れ
て
い
た
（
昭
和
五
九
年
度
～
昭
和
六
一
年
度
福
岡
県
民
謡
緊
急
調
査
の

調
査
資
料
）。

（
四
）
実
施
場
所

　
後
曲
緑
地
公
園
（
か
つ
て
こ
の
場
所
に
公
民
館
が
建
っ
て
い
た
）
を
起
点
と
し

て
、
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
、
地
区
を
回
る
。
公
園
に
戻
っ
た
後
、
観
音
様
の
お
堂
の

前
の
土
俵
で
盆
相
撲
を
行
う
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
后
曲
（
後
曲
）
区

　
以
前
は
、
六
年
生
の
子
ど
も
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
（
男
子
の
み
）、
子
ど
も
だ

け
で
実
施
し
て
い
た
。
親
戚
の
子
ど
も
や
、
以
前
住
ん
で
い
た
子
ど
も
が
参
加
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
現
在
は
、
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
。
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昔
は
子
ど
も
が
釣
瓶
に
つ
け
る
シ
ュ
ロ
縄
を
も
ら
い
集
め
て
ヤ
ジ
を
作
っ
て
い

た
が
、
後
に
大
人
が
製
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藁
を
三
つ
編
み
に
編
ん
で
胴
体

と
頭
部
を
作
り
、
ビ
ワ
の
葉
を
さ
し
て
耳
と
し
、
舌
は
赤
い
紙
、
目
玉
は
赤
い
布

で
つ
く
っ
た
。
直
径
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、

終
わ
る
と
保
管
し
、
二
～
三
年
は
そ
れ
を
用
い
た
（
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
編

　

一
九
九
二

六
五
）。

（
七
）
実
施
内
容

準
備

　
小
学
校
六
年
生
が
主
催
者
と
な
り
、
一
三
日
に
公
園
内
に
あ
る
観
音
様
の
お
堂

や
石
塔
に
短
冊
状
の
白
い
和
紙
を
貼
っ
て
い
く
。
和
紙
の
上
部
は
米
で
糊
付
け
し
、

下
の
部
分
は
お
麩
で
止
め
る
。
盆
相
撲
の
景
品
は
お
菓
子
や
花
火
で
、
事
前
に
景

品
を
購
入
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
ま
わ
り
を
保
護
者
と
子
ど
も
達
で
行
う
。

　
土
俵
の
準
備
は
保
護
者
が
行
う
。
土
を
な
ら
し
、
お
堂
の
隣
の
柴
を
採
っ
て
中

央
に
立
て
て
お
く
。

ヤ
ジ
ま
わ
し

一
七
時
頃
に
な
る
と
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
が
公
園
に
集
合
す
る
。
六
年

生
の
男
の
子
た
ち
が
先
頭
に
立
っ
て
、
全
員
が
白
い
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
公
園
を
出

発
し
、
二
〇
分
ほ
ど
か
け
て
地
区
を
ね
り
歩
く
が
、「
あ
～
つ

　
あ
～
つ

　
あ
つ

か
け
放ほ

う
じ
よ
い

生
会

　
長な

ご

尾う

の
山
か
ら
飛
ん
で
き
た
キ
ツ
ネ

　
チ
ャ
ン
ガ
ホ
イ

　
チ
ャ
ン

ガ
ホ
イ
」
と
歌
う
（
写
真
一
）。
こ
の
よ
う
に
本
来
の
歌
詞
と
し
て
現
在
で
は
、「
キ

ツ
ネ
」
だ
け
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
九
〇
代
の
住
民
が
保
管
し
て
い
た
「『
ヤ
ジ

ま
わ
し
』
の
歌
」
の
歌
詞
の
二
番
に
は
「
飛
ん
で
き
た
た
ぬ
き
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
の
福
岡
県
民
謡
緊
急
調
査
時
に
は
、

子
ど
も
達
が
「
た
ぬ
き
」「
き
つ
ね
」
の
両
方
の
歌
詞
で
歌
っ
て
い
る
。
歌
の
タ

イ
ト
ル
は
「
や
じ
放
生
」「
あ
つ
か
け
放
生
」
で
あ
っ
た
（
昭
和
五
九
年
度
～
昭

和
六
一
年
度
福
岡
県
民
謡
緊
急
調
査
の
録
音
資
料
・
調
査
資
料
）。
こ
の
「
た
ぬ
き
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
の
は
ち
ょ
う
ど
昭
和
六
〇
年
頃
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
の
引
率

を
し
て
い
た
男
性
の
小
学
校
五
～
六
年
生
を
含
め
た
息
子
二
人
と
甥
三
人
が
調
子

に
の
っ
て
、「『
飛
ん
で
き
た
キ
ツ
ネ
』
な
ら
、次
は
『
飛
ん
で
き
た
た
ぬ
き
』
や
ね
」

と
笑
い
な
が
ら
歌
い
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　
近
年
ま
で
男
の
子
は
赤
や
白
の
ま
わ
し
を
締
め
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
皆
、
普

段
着
だ
っ
た
。

盆
相
撲

　
公
園
に
戻
っ
て
く
る
と
、
観
音
様
の
お
堂
の
前
の
土
俵
で
盆
相
撲
が
行
わ
れ
た
。

昔
か
ら
ヤ
ジ
ま
わ
し
と
盆
相
撲
は
必
ず
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
き
た
。
相
撲
に
は
三

歳
～
六
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
参
加
す
る
が
（
写
真
二
）、相
撲
の
行
司
は
「
青
年
」

と
呼
ば
れ
る
中
年
の
男
性
で
、
立
て
て
お
い
た
柴
を
軍
配
と
し
て
い
た
。

　
七
〇
代
の
人
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
子
ど
も
達
が
地
区
を
ま
わ
り
な
が
ら
初

盆
の
家
に
行
っ
た
。
家
の
庭
の
奥
に
ろ
う
そ
く
を
立
て
、
そ
の
ろ
う
そ
く
の
火
を

消
す
と
勝
ち
だ
っ
た
。
五
年
生
が
ヤ
ジ
の
頭
と
尾
を
持
っ
て
、
先
を
ふ
り
ま
わ
し

て
待
ち
構
え
て
い
る
六
年
生
に
向
か
っ
て
い
き
、
六
年
生
は
火
を
消
さ
れ
ま
い
と
、

写
真
一
　
ヤ
ジ
ま
わ
し

写
真
二
　
盆
相
撲
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花
火
を
持
っ
て
ヤ
ジ
を
追
い
払
っ
た
。
初
盆
の
家
が
お
や
つ
等
を
子
ど
も
達
に
出

し
て
い
た
。
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
の
調
査
時
に
も
、
初
盆
の
家
を
回
っ
て
、

初
盆
の
家
対
、
子
ど
も
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
（
昭
和
五
九
年
度
～
昭
和
六
一
年

度
福
岡
県
民
謡
緊
急
調
査
の
調
査
資
料
）。

ヤ
ジ
ま
わ
し
が
終
わ
っ
て
一
九
時
頃
か
ら
、
二
二
時
頃
ま
で
相
撲
を
取
っ
て
い

た
が
、
同
様
に
景
品
は
花
火
だ
っ
た
と
い
う
。

　
青
年
の
人
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
の
時
に
初
盆
の
家
に
は
行
か

ず
、
現
在
の
よ
う
に
地
区
を
ま
わ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
県
道
が
拡
幅
さ
れ
る
以
前

は
そ
こ
に
も
家
が
何
軒
か
建
っ
て
い
た
の
で
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
は
県
道
ま
で
ま
わ
っ

て
い
た
。

付
記

　
本
稿
は
、
筆
者
に
よ
る
別

稿
（
田
中

　
二
〇
二
三
）
に

お
け
る
、
ヤ
ジ
ま
わ
し
の
事

例
記
述
等
の
部
分
と
重
複
箇

所
が
あ
る
。（

田
中

　
久
美
子
）

30m
貴船神社

出発・帰着場所 ( 後曲緑地公園 )

図
一

巡
行
ル
ー
ト
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一
〇

　
北き
た
だ
に谷
の
盆ぼ
ん
つ
な綱

（
一
）
地
域
の
概
要

　
太だ

宰ざ
い

府ふ

市
は
、
福
岡
県
の
中
央
部
西
北
寄
に
位
置
し
、
福
岡
市
よ
り
南
約
一
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
。
西
は
大
野
城
市
、
東
・
南
は
筑ち

く

紫し

野の

市
、
北
は

糟か
す

屋や

郡
宇う

み美
町
に
接
し
、
こ
れ
ら
の
市
町
と
共
に
福
岡
都
市
圏
に
属
す
る
。
現
在

の
市
域
は
元
々
史
跡
に
富
む
静
か
な
農
村
地
帯
（
旧
水み

ず

城き

村
）
と
太
宰
府
天
満
宮

の
門
前
町
（
旧
太
宰
府
町
）、
及
び
街
道
沿
い
の
町
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
昭
和

三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
両
町
村
が
合
併
し
て
、
太
宰
府
町
と
な
っ
た
。
福
岡
市
・

久
留
米
市
へ
の
交
通
至
便
の
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代
よ
り
急

速
に
住
宅
地
化
が
進
み
、
人
口
が
急
増
し
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
市
制
施

行
し
た
。
市
域
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
・
県
指
定
の
史
跡
地
で
あ
り
、
名
所
・

旧
跡
に
富
み
、
太
宰
府
天
満
宮
へ
の
参
拝
客
も
含
め
て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
た
め
、
観
光
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
北
谷
は
、
太
宰
府
市
の
最
北
端
に
位
置
す
る
。
本
村
は
市
の
東
北
に
聳
え
る
宝

満
山
（
標
高
八
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
西
山
麓
、
海
抜
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
あ
る
字
宮
ノ
下
に
あ
り
、
糟
屋
郡
宇
美
町
と
の
境
、
只た

だ
ご
え越

・
山や

ま
う
ら浦

に
分
家
集
落

が
あ
る
。
宝
満
山
の
山
麓
、
内う

ち
や
ま山

・
南み

な
み
だ
に谷

・
北
谷
に
は
中
世
ま
で
三
七
〇
の
僧
坊

が
あ
っ
た
と
伝
え
、
北
谷
の
村
落
内
に
遺
る
「
大
黒
寺
」「
大
谷
寺
」「
智
乗
坊
」

な
ど
の
地
名
に
歴
史
を
偲
ば
せ
る
。
氏
神
は
集
落
の
最
上
部
に
鎮
座
し
、
明
治
以

降
竈か

ま

門ど

神
社
遙
拝
所
と
称
し
て
い
る
。
集
落
の
中
に
は
平
安
時
代
前
期
作
と
考
え

ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
を
祀
る
地
蔵
堂
、
大
師
堂
が
あ
り
、
西
行
法
師
の
墓
と
伝

え
ら
れ
る
自
然
石
の
塔
が
一
基
あ
る
。
村
内
に
御
笠
川
の
水
源
が
二
箇
所
あ
り
、

貴き

船ふ
ね

神
社
の
小
祠
が
あ
る
。
水
は
豊
富
で
村
内
に
井
川
を
通
し
生
活
用
水
に
使
っ

て
い
る
。

　
昭
和
初
期
ま
で
は
、
麓
の
棚
田
を
利
用
し
た
農
業
、
宝
満
山
の
山
林
か
ら
伐
り

出
す
林
業
、養
蚕
が
主
な
産
業
で
あ
り
、宇
美
の
炭
坑
に
出
稼
ぎ
に
行
く
者
も
あ
っ

た
。
現
在
は
林
業
・
養
蚕
は
廃
れ
、
兼
業
農
家
が
多
く
、
福
岡
市
な
ど
へ
通
勤
す

る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
太
宰
府
の
茶
屋
や
土
産
物
屋
で
働
く
女
性
も
多

い
。
宝
満
山
の
石
材
と
樹
木
を
利
用
し
て
造
園
業
を
営
む
者
（
現
在
二
社
）
も
あ

り
、
集
落
は
庭
付
き
の
立
派
な
家
も
多
く
風
格
あ
る
趣
で
あ
る
。
集
落
の
最
上
部

に
は
、
陶
芸
作
家
の
窯
も
あ
る
。
県
道
筑
紫
野
古
賀
線
に
近
い
只
越
・
山
浦
は
開

発
が
著
し
い
が
、
本
村
は
山
間
部
に
あ
る
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
静

か
で
、
伝
統
的
な
景
観
が
保
た
れ
、
昔
な
が
ら
の
習
俗
も
比
較
的
よ
く
遺
さ
れ
て

い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
元
来
は
初
盆
供
養
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
初
盆
が
な
く
て
も

区
の
行
事
と
し
て
毎
年
実
施
。

　
　

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日
夕
刻
。
仏
様
送
り
の
後
。

　
＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
令
和
二
・
三
・
四
年
の
三
年

間
中
止
し
た
後
、令
和
五（
二
〇
二
三
）年
は
八
月
一
二
日
に
夏
祭
り
と
し
て
実
施
。

　
今
後
は
八
月
一
五
日
に
近
い
土
曜
日
に
夏
祭
り
を
開
催
し
、
そ
の
際
に
盆
綱
も

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
四
）
実
施
場
所

　
北
谷
公
園

　
＊
元
々
公
民
館
は
地
蔵
堂
の
所
に
あ
り
、
そ
の
前
の
家
の
広
い
ニ
ワ
で
行
っ
た
。

　
公
民
館
が
移
転
す
る
と
、
そ
の
近
く
の
路
上
で
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
（
巻
頭
写

真
は
二
〇
一
〇
年
八
月
一
五
日
撮
影
。
路
上
で
行
っ
て
い
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
）

現
在
は
、
公
民
館
近
く
に
あ
る
北
谷
公
園
で
行
っ
て
い
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
北
谷
自
治
会

　（六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
ロ
ー
プ
綱

（
七
）
実
施
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
現
在
は
運
動
会
の
ロ
ー
プ
で
行
っ
て
い
る
が
、
最
後
に
中
心
か
ら
切
断
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
二
つ
に
切
断
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
ワ
ラ
で
結
び
つ
け
て
い
る
（
写
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真
一
）。

　
か
つ
て
は
子
ど
も
組
が
各
家
を
ま
わ
り
ワ
ラ
を
集
め
、
ニ
ワ
の
広
い
家
で
青
年

（
小
野
若
組
）
も
手
伝
っ
て
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨
大
な
引
き

綱
を
作
っ
た
。
話
者
が
小
学
校
六
年
生
で
作
っ
た
時（
昭
和
三
九（
一
九
六
四
）年
）

に
は
、
ワ
ラ
だ
け
だ
っ
た
が
、
元
々
は
ワ
ラ
だ
け
で
は
な
く
中
に
カ
ズ
ラ
を
入
れ

て
い
た
と
い
う
。

綱
引
き
の
実
際

　
夕
暮
れ
時
、
行
事
の
開
始
を
村
中
に
ふ
れ
て
回
り
、
子
ど
も
の
親
た
ち
や
帰
省

し
て
い
る
青
年
た
ち
が
、
集
ま
っ
て
き
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
加
勢
し
て
、
青
年
と

子
ど
も
組
の
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
。
子
ど
も
組
が
負
け
な
い
よ
う
に
親
が
手
伝
う
。

三
番
勝
負
の
最
後
に
、
綱
の
中
心
で
結
び
つ
け
た
ワ
ラ
の
部
分
を
出
刃
包
丁
で
切

断
し
て
双
方
引
き
分
け
で
終
わ
る
（
写
真
二
）。

　
か
つ
て
は
、
数
回
繰
り
返
し
て
引
き
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
頃
あ
い
に
、

中
心
か
ら
綱
が
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
切
れ
る
よ
う
に
前
も
っ
て

傷
を
付
け
て
お
い
た
も
の
か
、
何
の
た
め
に
そ
う
す
る
の
か
は
昭
和
の
時
代
の
調

査
で
も
、
古
老
達
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
北
谷
消
防
団
ポ
ン
プ
車
を
使
い
、
子
ど
も
達
に
、
放
水

体
験
を
さ
せ
る
。
北
谷
公
園
で
は
盆
ま
つ
り
と
な
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
様
々
な

催
し
で
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
う
。

　
盆
綱
・
盆
ま
つ
り
に
は
、
只
越
・
山
浦
の
人
た
ち
も
参
加
し
、
北
谷
区
を
あ
げ

て
の
祭
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
森

　
弘
子
）

写
真
一
　
ワ
ラ
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
ロ
ー
プ

写
真
二
　
ワ
ラ
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
ロ
ー
プ
を

　
　
　
　
切
断
す
る
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一
一
　
大だ
い
に
ゅ
う入の
盆
綱
引
き

【
指
定
】

　
種
類

　
糸
島
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
大
入
の
盆
綱
引
き

　
指
定
年
月
日

　
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
三
一
日

【
別
名
】　
か
ず
ら
引
き

（
一
）
地
域
の
概
要

糸
島
市
は
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
に
前ま

え
ば
る原

市
、
二
丈
町
、
志し

ま摩
町

の
旧
糸
島
郡
一
市
二
町
が
合
併
し
て
成
立
。
大
入
区
は
こ
の
糸
島
市
の
西
北
部
、

二
丈
福
井
（
旧
二
丈
町
大
字
福
井
）
に
位
置
し
、
国
道
二
〇
二
号
線
沿
い
の
海
辺

の
集
落
で
あ
る
。
国
道
二
〇
二
号
線
の
南
に
は
二
〇
二
号
線
バ
イ
パ
ス
（
旧
二
丈

浜
玉
有
料
道
路
）
が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
二
〇
二
号
線
と
並
行
し
Ｊ
Ｒ
筑

肥
線
も
通
っ
て
お
り
、
最
寄
り
駅
と
し
て
大
入
駅
が
あ
る
。

　
大
入
区
は
福ふ

く
よ
し吉

校
区
に
属
し
、
江
戸
時
代
は
村
で
あ
っ
た
が
明
治
時
代
に
入
り

村
々
の
合
併
が
行
わ
れ
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
福

井
村
、
吉よ

し

井い

村
、
鹿し

か

家か

村
の
三
村
が
合
併
し
福
吉
村
と
な
っ
た
。
校
区
名
は
こ
の

旧
村
名
に
由
来
し
て
い
る
。

　
海
辺
の
集
落
で
あ
る
が
、
主
要
産
業
は
農
業
で
、
住
民
の
多
く
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
兼
業
農
家
で
あ
り
、
漁
業
従
事
者
は
い
な
い
。

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
五
月
末
の
世
帯
数
は
二
九
四
世
帯
、
人
口
は
六
一
七

人
と
な
っ
て
い
る
（
糸
島
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
糸
島
市
の
人
口
・
世
帯
数
（
行

政
区
別
））。

　
近
年
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
多
く
、
住
民
の
七
割
近
く
が
転
入
者
で
占
め
ら

れ
て
い
る

（
二
）
由
来
・
伝
承

大
入
公
民
館
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
額
の
墨
書
に
は
、「
地
獄
に
落
ち
よ
う
と
し

て
い
る
亡
霊
た
ち
を
仏
達
が
救
っ
て
や
り
た
い
と
思
い
長
い
綱
を
投
げ
て
や
る

と
、
亡
霊
た
ち
は
助
か
り
た
い
一
心
か
ら
そ
の
綱
に
す
が
り
つ
い
て
く
る
。
す
る

と
地
獄
の
鬼
ど
も
は
亡
者
達
を
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
と
そ
の
綱
を
引
き
戻
そ
う
と

し
て
、
こ
こ
に
仏
と
鬼
の
綱
引
き
が
起
る
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
お
盆
を
迎
え
て
、

冥
土
に
行
っ
た
血
縁
の
者
の
霊
を
祀
っ
て
い
る
現
世
の
我
々
も
、
こ
の
綱
引
き
を

応
援
し
て
仏
た
ち
に
加
勢
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
の
が

二
丈
町
大
入
の
綱
引
き
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
は
、「
仏
教
を
由
来
と
す
る
行
事
で
あ
り
な
が
ら
、
出
来
上

が
っ
た
綱
を
神
社
へ
奉
納
す
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
、『
二
丈
町
誌
（
平
成
版
）』
に
は
、「
昔
、
大
入
集
落
は
東
西
の
海
に
挟

ま
れ
て
、
そ
の
砂
浜
地
帯
は
「
ヤ
ガ
メ
」
と
言
う
津
波
現
象
の
た
め
、
し
ば
し
ば

海
水
が
陸
地
へ
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
大
ヤ
ガ
メ
の
侵
入
が
起

こ
り
、
集
落
が
危
険
に
瀕
し
た
と
き
、
不
思
議
と
海
岸
に
残
さ
れ
て
い
た
勝
ち
組

（
仏
様
）
の
土
俵
の
綱
が
寄
せ
て
来
る
ヤ
ガ
メ
の
防
波
堤
と
な
り
、
大
難
を
食
い

止
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
入
集
落
の
故
人
を
供
養
す
る
お
か
げ
で
あ

り
、
仏
の
加
護
で
あ
る
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。」(

二
丈
町
誌(

平
成
版
）
編
纂

委
員
会
編
二
〇
〇
五
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
糸
島
市
二
丈
福
井
、
白は

く
さ
ん山

神
社
前
参
道

（
五
）
伝
承
組
織

　
行
政
区
の
区
長
、
評
議
員
（
区
内
の
組
長
一
一
人
）
を
中
心
に
地
区
の
住
民
全

員
に
よ
り
、
綱
の
製
作
か
ら
綱
引
き
行
事
ま
で
地
域
全
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

綱
の
素
材
に
は
、
山
の
斜
面
や
道
路
の
法
面
な
ど
に
自
生
す
る
カ
ズ
ラ
を
採
取

し
用
い
て
い
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
七
～
八
台
分
の
量
を
採
取
す
る
。

　
作
業
に
際
し
て
は
、「
カ
ズ
ラ
を
刈
る
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
年
長
の
方
が
お
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ら
れ
、
鉈
の
使
い
方
な
ど
様
々
な
こ
と
を
若
い
人
に
教
え
な
が
ら
、
皆
で
カ
ズ
ラ

を
切
る
」（
二
丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六
）
と
、
若
い
年
代
に
採
取
の
コ
ツ

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
採
取
し
て
き
た
カ
ズ
ラ
は
、
白
山
神
社
前
の
参
道
で
長
く
伸
ば
し
て
綱
の
形
に

ま
と
め
る
（
写
真
一
）。
長
さ
四
〇
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
二
本
作
り
、
カ
ズ
ラ
で

二
メ
ー
ト
ル
お
き
に
縛
っ
て
束
ね
る
。
直
径
は
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
。

　
束
ね
た
カ
ズ
ラ
の
両
端
に
木
製
の
棒
（
よ
り
棒
）
を
通
し
、
両
端
の
よ
り
棒
を

大
人
二
人
ず
つ
で
一
方
は
時
計
回
り
、
も
う
一
方
は
反
時
計
回
り
に
回
し
な
が
ら
、

役
員
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
参
加
者
全
員
で
ね
じ
る
よ
う
に
地
面
を
転
が
し
て
練
り

を
か
け
る
（
写
真
二
）。
二
本
と
も
練
り
を
か
け
た
ら
、
白
山
神
社
側
の
カ
ズ
ラ

の
先
端
に
よ
り
棒
を
十
字
に
交
差
さ
せ
て
通
し
、
大
人
四
人
で
回
し
な
が
ら
二
本

の
カ
ズ
ラ
を
練
り
上
げ
一
本
の
綱
に
仕
上
げ
る
。

　
最
後
に
、
練
り
上
が
っ
た
綱
を
全
員
で
胸
の
高
さ
ま
で
持
ち
上
げ
、
地
面
に
三

回
打
ち
つ
け
て
綱
が
完
成
す
る
。
完
成
し
た
綱
の
直
径
は
三
〇
～
四
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
に
な
る
。

※
参
考
の
た
め
に
以
前
行
わ
れ
た
カ
ズ
ラ
縒
り
（
盆
綱
つ
く
り
）
の
様
子
を
「
二

丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六
）
か
ら
引
用
す
る
。

①
カ
ズ
ラ
打
ち

　
ま
ず
カ
ズ
ラ
打
ち
を
し
て
カ
ズ
ラ
を
柔
ら
か
く
す
る
。
こ
の

カ
ズ
ラ
打
ち
は
、
草
履
等
を
作
る
と
き
の
藁
に
よ
る
ワ
ラ
打
ち
と
同
じ
く
、
打
撃

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
繊
維
部
と
他
の
部
分
を
分
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

し
な
や
か
さ
と
、
繊
維
の
機
密
性
・
強
靭
性
に
よ
り
、
綱
引
き
の
た
め
に
引
き
合

う
綱
の
、
頑
丈
さ
と
柔
軟
性
を
増
す
た
め
の
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
カ
ズ
ラ
束
ね

　
カ
ズ
ラ
を
柔
ら
か
く
し
た
ら
、
そ
れ
ら
を
長
く
伸
ば
し
て
軽

く
綱
の
形
に
ま
と
め
、
カ
ズ
ラ
を
使
っ
て
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
縛
る
。
こ

の
時
こ
の
綱
は
、そ
の
中
央
部
分
が
白
山
宮
を
向
く
よ
う
に
し
て
、Ｕ
字
型
に
な
っ

て
い
る
。

③
綱
縒
り
（
綱
練
り
）・
頭
く
び
り
Ｕ
の
字
に
向
き
合
っ
た
両
側
か
ら
転
が
し
、

綱
を
練
り
合
わ
せ
る
。
綱
が
上
手
く
練
合
わ
さ
る
よ
う
に
、
片
方
づ
つ
転
が
し
、

内
陸
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。

　
綱
の
両
端
に
、
綯
っ
た
綱
が
解
け
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
熟

練
の
者
が
二
人
ず
つ
控
え
て
い
る
。
あ
る
程
度
綱
が
出
来
上
が
る
と
、
今
度
は
、

写
真
二
　
カ
ズ
ラ
束
ね

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
練
り

写
真
三
　
カ
ズ
ラ
奉
納

写
真
四
　
綱
切
り

準備中

準備中

準備中

準備中
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く
び
り
と
い
っ
て
、
白
山
宮
側
・
綱
の
中
央
部
分
に
、
よ
り
棒
カ
ズ
ラ
の
綱
の
中

心
を
と
お
す
よ
う
に
、
二
本
十
字
型
に
通
し
、
四
人
の
熟
練
者
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
端
を
持
っ
て
回
し
、
綱
を
締
め
て
い
く.

』
こ
の
時
も
や
は
り
向
か
い
合
っ
た
両

側
か
ら
転
が
し
、
端
が
と
け
ぬ
よ
う
に
注
意
し
、
ま
た
、
タ
コ
（
ほ
ぼ
等
間
隔
で

カ
ズ
ラ
で
縛
っ
て
あ
る
部
分
が
、
ど
ち
ら
か
の
練
り
方
が
緩
ん
だ
り
す
る
こ
と
で

膨
ら
ん
だ
よ
う
に
な
る
）
が
出
来
る
よ
う
、
熟
練
者
が
皆
に
注
意
し
な
が
ら
、
仕

上
げ
て
い
く
。

④
綱
打
ち

　
最
後
に
出
来
上
が
っ
た
綱
を
、
地
面
に
三
回
叩
き
つ
け
て
綱
を
よ

り
一
層
締
め
、
綱
引
き
の
綱
が
完
成
す
る
。

　
〇
奉
納

　
出
来
上
が
っ
た
綱
は
、
い
っ
た
ん
白
山
神
社
に
奉
納
・
二
礼
二
拝
の

参
拝
を
し
て
、
御
神
酒
を
振
る
舞
わ
れ
た
後
に
、
参
道
に
出
さ
れ
、
綱
引
き
の
綱

と
て
使
わ
れ
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

〔
八
月
一
四
日
〕

　
行
事
前
日
の
六
時
、
役
員
を
中
心
に
三
〇
～
四
〇
人
が
公
民
館
に
集
合
。
車
に

分
乗
し
、
大
入
区
よ
り
西
に
あ
る
鹿
家
方
面
、
国
道
二
〇
二
号
線
バ
イ
パ
ス
の
方

面
な
ど
事
前
に
確
認
し
て
お
い
た
カ
ズ
ラ
の
採

取
場
所
に
向
か
う
。
以
前
は
当
日
の
朝
に
採
取

し
て
い
た
が
、
近
年
は
猛
暑
続
き
の
た
め
、
前

日
早
朝
か
ら
採
取
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
綱
の
製
作
に
必
要
な
量
の
カ
ズ
ラ
を
採
取
し

終
え
る
の
は
、
一
一
時
頃
に
な
る
。
採
取
し
て

き
た
カ
ズ
ラ
は
、
白
山
神
社
前
の
参
道
の
片
側

に
積
み
置
く
。カ
ズ
ラ
の
量
が
足
り
な
い
時
は
、

当
日
、
消
防
団
に
頼
ん
で
採
取
し
て
き
て
も
ら

う
。

〔
八
月
一
五
日
〕

　
一
五
時
、
参
道
脇
の
空
地
に
本
部
テ
ン
ト
を

設
営
。
参
道
は
、
事
前
に
警
察
に
届
出
を
し
て
一
五
時
～
五
時
ま
で
交
通
規
制
を

し
て
い
る
。
か
つ
て
は
区
の
長
老
に
よ
る
触
れ
太
鼓
の
合
図
で
行
事
を
始
め
て
い

た
が
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
を
最
後
に
、
今
は
拡
声
器
を
使
っ
て
住
民
に

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
一
五
時
三
〇
分
頃
、
役
員
の
指
示
の
も
と
、
集
ま
っ
た
住
民
で
綱
作
り
を
始
め

る
。
参
道
脇
に
積
ま
れ
た
カ
ズ
ラ
で
二
本
の
束
を
作
り
、
こ
れ
を
一
本
の
綱
に
練

り
上
げ
る
。
最
後
に
綱
を
胸
の
高
さ
ま
で
持
ち
上
げ
、
地
面
に
三
回
打
ち
つ
け
て

綱
作
り
を
終
え
る
。
出
来
上
が
っ
た
綱
は
白
山
神
社
の
境
内
ま
で
引
き
上
げ
、
奉

納
・
参
拝
を
し
て
御
神
酒
を
い
た
だ
い
た
後
、
再
び
神
社
前
の
参
道
に
綱
を
引
き

戻
す
（
写
真
三
）。

　
一
七
時
、
住
民
は
子
ど
も
組
と
大
人
組
に
分
か
れ
、
綱
引
き
が
始
ま
る
。
子
ど

も
組
の
方
に
は
子
ど
も
達
の
保
護
者
が
加
わ
る
な
ど
し
て
、
子
ど
も
組
と
大
人
組

の
構
成
に
明
確
な
区
分
は
な
い
。
参
道
中
央
に
置
か
れ
た
綱
の
神
社
側
に
子
ど
も

組
、
反
対
側
に
大
人
組
が
立
ち
、
行
司
役
は
代
々
諸
熊
家
当
主
が
務
め
る
。

　
綱
引
き
は
三
回
勝
負
で
行
い
、
役
員
の
「
子
ど
も
か
ら
引
き
ま
す
」
の
掛
け
声

を
合
図
に
、
双
方
で
綱
を
引
き
合
う
。
子
ど
も
組
、
大
人
組
、
一
勝
一
敗
の
後
、

三
回
目
の
綱
を
引
き
合
っ
て
い
る
最
中
に
、
行
司
が
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
鉈
で

綱
の
中
央
を
切
り
、
勝
負
は
引
き
分
け
と
な
る
（
写
真
四
）。

　
綱
引
き
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
集
落
西
側
の
海
岸
ま
で
二
つ
に
切
っ
た
綱

を
運
び
、
そ
の
う
ち
の
一
本
を
使
っ
て
砂
浜
に
土
俵
を
作
る
。
こ
の
土
俵
で
幼
稚

園
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
相
撲
大
会
を
行
う
（
写
真
五
）。
年
に
よ
っ
て
は

満
潮
で
砂
浜
が
使
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
年
は
白
山
神
社
の
境
内
で
子
ど
も

相
撲
を
行
う
。

　
も
う
一
本
の
綱
は
、
ヤ
ガ
メ
（
高
潮
現
象
）
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
言
い
伝
え
に

習
い
、
海
岸
沿
い
の
松
林
内
に
伸
ば
し
て
置
く
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
は
、「
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
地
域
外
に
出
て
い
た
人
が
多
く

帰
っ
て
く
る
。
大
入
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
に
と
っ
て
、
伝
統
行
事
と
し
て
大
切
な

も
の
で
あ
る
。」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

※
地
元
の
聞
き
取
り
は
前
大
入
区
長
廣
澤
政
彦
氏
に
お
願
い
し
た
。

（
長
谷
川

　
清
之
）

写
真
五
　
子
供
相
撲

準備中
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一
二
　
池い

け
田だ

盆ぼ
ん

綱つ
な

引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
糸い

と
し
ま島

市
は
福
岡
県
西
部
に
位
置
す
る
。
池
田
地
区
は
糸
島
市
の
最
東
端
に
あ
り
、

盆
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
池
田
東
と
池
田
西
に
分
か
れ
る
。
池
田
東
は
、
詳
細
は
不

明
だ
が
江
戸
時
代
に
池
田
西
か
ら
人
々
が
移
り
住
ん
で
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
た
と
も

伝
え
ら
れ
る
。
現
在
、
池
田
東
は
一
組
・
二
組
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
二に

じ
ょ
う丈

町
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
地
獄
の
亡
者
を
救
い
出
す
た
め
に
綱

を
引
く
も
の
で
、
今
日
で
は
豊
作
や
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
（
二
丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六

　
三
〇
～
三
一
）。
開
村
以
来
、
三
〇
〇

年
間
続
い
て
お
り
、
一
度
行
事
を
中
断
し
た
と
こ
ろ
、
不
吉
な
出
来
事
が
起
こ
っ

た
た
め
、
そ
れ
以
来
、
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
綱
は
東
西
に
分

か
れ
て
引
か
れ
、
西
が
勝
つ
と
豊
作
に
な
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
集
落
を
東
西
に
横
切
る
道
路
（
特
に
名
称
は
な
い
）

（
五
）
伝
承
組
織

　
池
田
東
行
政
区
（
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
二
組
が
担
当
）

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

現
在
は
三
つ
打
ち
の
綱
引
き
ロ
ー
プ
を
使
用
。
平
成
の
始
め
頃
ま
で
は
、
小
学

生
は
飯い

い

氏じ

山
の
堤
の
側
に
あ
る
カ
ズ
ラ
を
採
り
に
行
き
、
中
学
生
は
ワ
ラ
を
集
め

る
役
割
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
カ
ズ
ラ
は
川
に
つ
け
て
な
め
し
て
芯
に
し
、
外
側

に
ワ
ラ
を
巻
く
よ
う
に
綯
っ
て
綱
を
作
っ
て
い
た
。

（
七
）
実
施
の
内
容

夕
方
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
担
当
の
二
組
の
人
々
が
大
日
堂
か
ら
綱
を
引

き
出
し
（
写
真
一
）
、
集
落
を
東
西
に
貫
く
道
路
に
綱
を
置
く
。
綱
の
中
央
あ
た

り
に
は
長
胴
太
鼓
を
置
き
、
太
鼓
を
打
つ
。
こ
の
太
鼓
の
音
を
合
図
と
し
て
地
区

の
人
々
が
集
ま
り
、
東
・
西
に
分
か
れ
て
綱
に
取
り
付
く
。
東
・
西
は
地
区
内
を

南
北
に
走
る
道
路
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
も
の
で
、
行
政
区
の
一
組
・
二
組
と
は

異
な
る
。

　
太
鼓
の
合
図
に
よ
り
東
・
西
が
三
回
綱
を
引
き
合
う
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
は
東
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

　
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
綱
は
大
日
堂
に
戻
さ
れ
、
人
々
は
す
ぐ
に
大
日
堂
の
横

に
あ
る
墓
に
墓
参
り
に
向
か
う
（
写
真
二
）
。
以
前
は
東
が
勝
っ
た
ら
東
回
り
に
、

西
が
勝
っ
た
ら
西
周
り
に
墓
参
り
に
行
っ
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

（
久
野

　
隆
志
）

写
真
一
　
大
日
堂
か
ら
綱
を
引
き
出
す

写
真
二

墓
参
り

準備中

準備中
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一
三
　
泊と

ま
りの
盆ぼ
ん
綱つ
な
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

糸
島
市
は
、
福
岡
県
の
最
西
部
に
位
置
し
、
北
側
と
西
端
部
は
玄
界
灘
に
面
し
、

東
側
は
福
岡
市
と
隣
接
す
る
。
南
部
に
は
背
振
山
地
が
そ
び
え
、
こ
の
背
振
山
地

の
南
西
側
は
唐
津
市
に
、
南
東
部
は
佐
賀
市
に
隣
接
す
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
雷ら

い

山ざ
ん

、
羽は

金が
ね

山や
ま

、
浮う

き

嶽だ
け

な
ど
標
高
八
〇
〇
～
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
連
な
る
。

　
ま
た
、現
在
糸
島
半
島
に
は
、筑ち

く

肥ひ

線（
地
下
鉄
空
港
線
）が
東
西
に
通
っ
て
お
り
、

沿
線
は
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
泊
地
区
（
旧
泊
村
）
は
旧
前ま

え
ば
る原

市
に
所
在
し
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
志し

ま摩
郡

の
一
村
で
あ
っ
た
。
旧
志
摩
郡
に
は
四
八
村
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
四
八

村
の
う
ち
、
油ゆ

び比
・
泊
・
浦う

ら

志し

・
前
原
・
新し

ん
で
ん田

・
荻お

ぎ
の
う
ら浦

・
大お

お
う
ら浦

の
七
村
が
明
治

二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
施
行
に
伴
い
合
併
し
、
志
摩
郡
前
原
村
と
な
っ

た
。
明
治
二
九（
一
八
九
六
）年
に
は
志
摩
郡
と
怡
土
郡
が
合
併
し
糸
島
郡
と
な
り
、

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
は
前
原
村
が
町
村
施
行
し
前
原
町
と
な
っ
た
。

　
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
は
前
原
町
と
波は

た

え
多
江
村
・
加か

ふ

り
布
里
村
が
対
等
合
併

し
新
町
制
に
よ
る
前
原
町
と
な
る
。
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
は
前
原
町
と

雷ら
い
ざ
ん山

村
・
長な

が
い
と糸

村
が
合
併
し
新
町
制
に
よ
る
前
原
町
と
な
る
。
平
成
四（
一
九
九
二
）

年
に
は
市
制
施
行
に
よ
り
前
原
市
と
な
る
。

　
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
、
糸
島
市
と
二
丈
町
・
志
摩
町
が
合
併
し
糸
島
市

が
誕
生
し
た
。

　
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
時
点
で
は
、泊
地
区
の
世
帯
数
は
二
五
七
軒
で
あ
っ

た
が
、
現
在
の
泊
地
区
の
世
帯
数
は
七
一
五
軒
で
あ
り
、
近
年
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
に
よ
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
泊
二
区
に
は
約
百
軒
が
あ
る
そ
う
だ
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

地
獄
に
落
ち
た
人
を
お
盆
に
引
き
上
げ
る
た
め
と
言
わ
れ
て
お
り
、
約
三
〇
〇

年
前
か
ら
続
く
行
事
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
引
き
上
げ
る
の
は
子
ど
も
達
と
言
わ

れ
て
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

　
一
七
時
か
ら

（
四
）
実
施
場
所

　
泊
二
区
の
緩
や
か
な
坂
道
で
実
施
す
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

泊
二
区
に
存
在
す
る
四
つ
の
組
が
伝
承
組
織
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
組
の
う
ち

の
一
つ
の
組
が
当
番
と
な
り
、
そ
の
年
の
行
事
の
一
切
を
取
り
仕
切
る
。
当
番
は

輪
番
制
で
あ
り
、
毎
年
異
な
る
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
に
お
い
て
は
三
組

が
当
番
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
参
加
資
格
は
特
に
な
く
、
郷
帰
り
し
た
人
も
参
加
で
き
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
競
技
用
の
ロ
ー
プ
綱
を
使
用
す
る
。
か
つ
て
は
一
五
日
当
日
の
朝
に
、
マ
ダ
ケ

六
本
を
結
び
合
わ
せ
て
、
藁
と
茅
と
カ
ズ
ラ
を
ね
っ
て
製
作
し
て
い
た
そ
う
だ
。

戦
後
ぐ
ら
い
ま
で
は
綱
の
製
作
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
引
き
の
実
際

　
戦
前
に
一
時
中
断
し
た
が
、
中
断
す
る
と
集
落
に
不
幸
が
続
い
た
た
め
、
同
じ

く
戦
前
に
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
っ
て
令
和
二
年
～
令
和
四
年
ま
で
は
一
時
中
断
し
た
。

　
ま
ず
、
若
者
た
ち
が
道
上
に
ロ
ー
プ
綱
を
置
き
集
落
の
人
々
が
集
ま
る
の
を
待

ち
、
一
七
時
頃
か
ら
綱
引
き
を
開
始
す
る
。
当
番
組
で
あ
る
三
組
（
以
下
大
人
と

い
う
）
と
そ
の
他
別
の
組
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
及
び
郷
帰
り
の
人
達
（
以
下
子

ど
も
）
に
分
か
れ
、大
人
は
坂
の
下
手
側
に
、子
ど
も
は
坂
の
上
手
側
に
位
置
取
る
。

　
勝
負
は
三
回
行
わ
れ
、
一
回
戦
目
の
前
に
は
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
る
。
ま
ず
子
ど

も
が
勝
ち
、
二
回
戦
目
は
大
人
が
勝
つ
。
三
戦
目
は
子
ど
も
が
勝
ち
、
綱
引
き
行

事
は
終
了
と
な
る
。
行
事
の
終
了
後
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
ロ
ー
プ
を
撤
収
す
る
。

　
綱
を
製
作
し
て
い
た
頃
は
、
綱
引
き
終
了
後
に
、
雷
山
川
ま
で
綱
を
引
き
ず
っ

て
持
っ
て
い
き
精
霊
流
し
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
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盆
踊
り

　
ま
た
、
関
連
す
る
行
事
と
し
て
、
盆
踊
り
が
あ
る
。
現
在
は
八
月
の
一
四
・
一
五

日
に
実
施
さ
れ
る
が
、
昔
は
一
三
～
一
五
日
ま
で
連
日
徹
夜
で
行
わ
れ
て
い
た
そ

う
だ
。

　
一
四
日
は
、
浄
円
寺
で
踊
り
、
初
盆
宅
へ
向
か
い
踊
る
。
一
五
日
は
納
骨
堂
で

二
〇
時
か
ら
踊
り
、
初
盆
宅
へ
向
か
っ
て
踊
り
、
最
後
に
泊と

ま
り
さ
ん
や
す

産
安
の
井
戸
で
踊
る

そ
う
だ
が
、
こ
れ
は
最
近
で
き
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。

（
梶
佐
古

　
幸
謙
）
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一
四
　
姫ひ
め
し
ま島
の
か
ず
ら
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

糸
島
市
姫
島
は
、
福
岡
県
西
部
の
糸
島
半
島
か
ら
西
に
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
。

　
島
は
、
円
形
を
呈
し
南
部
の
曽
根
崎
が
突
出
し
て
長
く
尾
を
引
い
て
い
る
。
周

囲
約
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
〇
・
七
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
中
央
よ
り

や
や
北
側
に
は
島
の
最
高
所
鎮ち

ん
や
ま山

（
標
高
一
八
六
メ
ー
ト
ル
）
が
そ
び
え
る
。
北

側
は
、
断
崖
絶
壁
も
あ
る
険
し
い
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
南
東
側
は
、

比
較
的
緩
や
か
な
地
形
と
な
り
、
畑
等
も
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
南
端
に
は
、
姫
島

漁
港
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
西
方
・
向
方
・
浜
方
・
崎
方
の
集
落
と
公
共

施
設
等
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
歴
史
的
に
は
、
怡
土
郡
吉
井
浦
の
住
民
が
移
住
し
開
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る

（『
筑
豊
沿
海
誌
』）、
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
年
に
は
、
同
地
に
異
国
船
警
備
の

た
め
遠
見
番
所
が
お
か
れ
た
（『
新
訂
黒
田
家
譜
』）。
幕
末
に
は
歌
人
で
勤
王
派

の
志
士
を
庇
護
し
た
野
村
望
東
尼
が
流
さ
れ
た
（『
野
村
望
東
尼
伝
』）。
現
在
、

獄
舎
跡
が
残
る
。

　
江
戸
期
は
、
志
摩
郡
姫
島
村
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
芥
屋
村
の
大
字

と
な
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
志
摩
村
、
同
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
か

ら
は
志
摩
町
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
糸
島
市
と
な
っ
て
今
日
に
至
る
。

　
明
治
初
期
の
島
の
状
況
は
、
戸
数
五
二
・
人
口
二
〇
三
（
男
一
〇
三
・
女

一
〇
〇
）、
耕
地
は
田
三
反
歩
・
畑
九
町
歩
・
山
林
五
反
歩
、
正
税
は
米
・
大
豆

一
七
石
余
、
雑
税
は
米
・
大
豆
五
斗
余
と
金
二
円
六
〇
銭
余
（
福
岡
県
地
理
全
誌
）、

そ
の
後
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
、
戸
数
五
九
・
人
口
二
四
九
。
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）年
一
月
末
現
在
、戸
数
五
四
戸
・
人
口
一
六
六（
男
七
六
・
女
九
〇
）（
糸

島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
戸
数
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
が
、
人
口
は
、

減
少
し
て
い
る
。
主
産
業
は
漁
業
で
あ
る
が
、
後
継
者
は
減
っ
て
い
る
。
農
産
物

は
、
鎮
山
の
南
斜
面
段
々
畑
な
ど
で
自
家
用
を
中
心
と
し
た
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

以
前
は
小
麦
も
作
ら
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
、
米
は
、
対
岸
の
岐
志
村
に
、
女
性

が
出
稼
ぎ
を
し
て
供
給
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
、
島
か
ら
糸
島
半
島
へ
の
公
共

交
通
は
、
市
営
渡
船
の
岐
志
漁
港
～
姫
島
便
が
あ
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

カ
ズ
ラ
引
き
の
終
了
後
、
西
方
・
向
方
・
浜
方
・
崎
方
の
仏
様
（
精
霊
）
が
カ

ズ
ラ
に
乗
り
移
り
あ
の
世
に
帰
る
と
言
わ
れ
、「
彼
岸
に
ご
ざ
れ
と
」
と
唱
え
盆

綱
を
海
に
流
し
た
と
言
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、
子
ど
も
の
無
病
息
災
を
願
う
も
の

だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
「
地
獄
に
落
ち
た
人
を
引
き

上
げ
る
た
め
」（
新
修
志
摩
町
史
編
集
委
員
会

　
二
〇
〇
九
）、「
先
祖
が
無
事
に

帰
る
よ
う
に
」
海
に
流
す
。（
戸
畑
中
央
高
校
郷
土
部

　
一
九
六
八
）
等
が
あ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

八
月
一
五
日
夜
（
実
際
は
、
日
付
を
越
え
て
行
わ
れ
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
は
、
翌
一
六
日
〇
時
過
ぎ
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
二
時
頃
に
行
わ
れ
る
）。

（
四
）
実
施
場
所

港
の
西
側
に
あ
る
公
園
の
北
側
に
並
行
す
る
道
路
で
行
わ
れ
た
が
、
場
所
に
つ

い
て
は
、
長
い
間
に
変
遷
し
て
い
る
。
公
園
が
で
き
る
前
は
、
向
方
と
西
方
と
の

組
の
境
（
お
堂
が
建
っ
て
い
る
）
で
行
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
時
代
に
よ
り
幾
度

か
変
遷
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
恵
比
須
神
の
前
、
そ
の
前
は
、
小
学
校
の
下
で
行
っ

て
い
た
が
、
坂
道
な
の
で
場
所
を
変
更
し
た
と
い
う
」（
姫
島
・
戸
畑
中
央
高
校

郷
土
部

　
一
九
六
八
）「
盆
踊
り
、
綱
引
き
は
元
々
島
内
の
旧
通
り
で
や
っ
て
い

た
が
、
加
勢
す
る
の
に
狭
い
、
散
ら
か
る
な
ど
の
理
由
で
広
場
へ
」（
二
丈
町
教

育
委
員
会

　
二
〇
〇
六
）
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

島
と
し
て
の
行
事
で
あ
り
、
基
本
的
に
全
員
が
参
加
す
る
。
区
長
が
代
表
で
あ

る
。
そ
の
中
で
「
盆
踊
り
」・「
綱
引
き
」
は
青
年
団
、
カ
ズ
ラ
取
り
は
子
ど
も
会

の
男
子
、
盆
踊
り
は
女
子
が
行
う
。
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（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

昔
は
、
男
子
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
綱
は
す
べ
て
カ
ズ
ラ
で
作
っ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
カ
ズ
ラ
も
男
子
の
人
数
も
減
少
し
た
為
に
、
綱
引
き
競
技
用
の

ロ
ー
プ
（
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
×
径
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
中
央
部
に
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
カ
ズ
ラ
で
作
っ
た
綱
を
紐
で
く
く
り
つ
け
て
い
る
。
昭
和
四
四

（
一
九
六
九
）
年
当
時
は
、
す
で
に
こ
の
形
に
な
っ
て
い
た
（
戸
畑
中
央
高
校
郷

土
部

　
一
九
六
八
）。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
集
と
綱
の
製
作

※
綱
作
り
の
内
容
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
最
近
の
実
施
状
況
を
聞
き

取
っ
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　

　
綱
作
り
を
す
る
の
は
、
子
ど
も
会
（
小
・
中
学
生
）
の
男
子
で
あ
っ
た
が
、
最

近
で
は
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
四
～
五
年
前
か
ら
青
年
団
が

参
加
・
指
導
し
て
い
る
。

　
綱
作
り
の
日
は
、
八
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
の
い
ず
れ
か
の
日
で
、
そ
の
時
の

天
気
で
変
わ
る
。
現
在
は
一
日
で
終
わ
る
。
準
備
す
る
道
具
は
、
鎌
と
カ
ズ
ラ
を

括
る
紐
等
で
あ
る
。
カ
ズ
ラ
は
、
現
在
、
港
の
綿わ

た
つ
み積

神
社
周
辺
の
護
岸
で
採
集
し

て
い
る
。
六
時
に
集
合
し
て
二
時
間
ほ
ど
採
集
し
、
そ
の
後
、
そ
の
場
で
綱
を
編

む
。
青
年
団
が
三
つ
編
み
で
縒
り
、
編
み
か
け
た
綱
を
子
ど
も
が
踏
ん
で
固
定
さ

せ
る
。
ほ
ぼ
、午
前
中
で
終
わ
る
。
作
っ
た
綱
は
、日
陰
に
置
い
て
お
く
。
以
前
は
、

カ
ズ
ラ
引
き
ま
で
期
間
が
あ
っ
た
の
で
枯
れ
な
い
よ
う
に
川
に
浸
け
て
い
た
と
い

う
。

　「
盆
綱
つ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
八
月
一
三
日
に
福

岡
県
が
調
査
・
取
材
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
掲
載
す
る
。

　
綱
の
製
作
は
、
一
八
時
か
ら
実
施
す
る
。
場
所
は
、
第
二
避
難
所
（
元
小
学
校

跡
）
で
、
指
導
者
一
名
と
子
ど
も
五
人
と
い
う
構
成
。
本
来
は
小
学
校
三
年
生
か

ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
男
子
で
あ
る
が
、
今
年
は
人
が
い
な
い
た
め
青
年
団
と

高
校
生
が
加
わ
っ
て
い
る
。
周
辺
の
山
か
ら
道
路
へ
と
は
み
出
し
た
カ
ズ
ラ
（
ク

ズ
）
を
切
り
出
す
。
カ
ズ
ラ
は
、
細
い
紐
状
の
も
の
で
あ
る
。
昔
は
フ
ジ
カ
ズ
ラ

を
使
っ
て
い
た
が
、最
近
は
無
く
な
り
ク
ズ
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
も
っ
と
長
か
っ

た
と
い
う
。
作
成
に
つ
い
て
は
「
カ
ズ
ラ
の
束
の
両
端
を
ば
ら
け
な
い
よ
う
に
紐

で
し
ば
る
」。
束
に
す
る
際
に
カ
ズ
ラ
は
巻
く
も
の
の
、
あ
る
程
度
巻
け
ば
良
く
、

巻
く
方
向
に
決
ま
り
は
な
い
。
カ
ズ
ラ
束
は
三
本
つ
く
り
、
三
本
の
端
を
結
ん
で

ま
と
め
、
三
つ
編
に
す
る
。
完
成
し
た
長
さ
は
一
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
綱
は
、
会
場
へ
と
運
ば
れ
会
場
の
隅
に
置
か
れ
、
乾
か
な
い
よ

う
に
ト
グ
ロ
状
に
巻
か
れ
て
置
か
れ
（
写
真
一
）、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
る
。

子
ど
も
達
は
こ
こ
で
解
散
、
ジ
ュ
ー
ス
が
与
え
ら
れ
る
。（
話
者
漁
協
代
表
理
事

畑
中
鶴
見
氏
）

※
こ
の
ほ
か
に
も
綱
の
採
集
や
作
成
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
報
告
が
あ
る
。

「
九
・
一
〇
日
に
少
年
団
（
小
学
校
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
）
が
鎮
山
な
ど
へ

カ
ズ
ラ
取
り
に
行
き
、
一
五
日
に
、
カ
ズ
ラ
綱
引
き
用
に
作
る
」（
戸
畑
中
央
高

校
郷
土
部

　
一
九
六
八
）。

　「
一
〇
日
頃
学
校
の
周
辺
か
ら
カ
ズ
ラ
を
と
っ
て
く
る
（
元
々
は
山
の
中
に
入
っ

て
、
木
に
巻
き
付
い
て
い
る
よ
う
な
太
い
ツ
ル
カ
ズ
ラ
を
取
っ
て
き
て
い
た
）。

現
在
は
大
人
が
男
の
子
達
に
声
を
掛
け
、
一
三
日
の
六
時
に
集
合
し
て
小
学
校
周

辺
で
カ
ズ
ラ
を
取
り
、
小
学
校
の
運
動
場

に
運
び
込
む
。

　
綱
は
小
学
校
の
運
動
場
で
三
時
間
ほ
ど

か
け
て
作
る
。
現
在
は
、
細
い
蔓
を
捻
っ

て
三
本
綱
を
作
り
、
そ
れ
を
三
つ
編
み
に

し
た
も
の
（
六
・
七
メ
ー
ト
ル
程
）
を
、ロ
ー

プ
の
中
心
に
付
け
て
綱
と
し
て
い
る
。（
太

い
ツ
ル
カ
ズ
ラ
を
取
っ
て
来
て
い
た
頃
は
、

カ
ズ
ラ
を
割
い
て
そ
れ
だ
け
で
長
い
綱
を

作
っ
て
い
た
。）
当
日
ま
で
日
陰
な
ど
に
ト

グ
ロ
を
巻
か
せ
て
シ
ー
ト
な
ど
を
か
け
て

置
い
て
お
き
、
綱
引
き
当
日
広
場
へ
」（
二

丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六
）

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
引
き
ま
で
保
管
さ
れ
た

　
　
　
　
盆
綱

準備中
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綱
引
き
の
実
際

カ
ズ
ラ
引
き
は
、
姫
島
の
盆
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
五
日
は
、
二
〇
時
か

ら
初
盆
の
盆
踊
り
の
後
、
港
の
横
に
あ
る
広
場
に
島
民
が
集
ま
り
、
盆
踊
り
が

二
一
時
か
ら
午
前
二
時
頃
迄
行
わ
れ
た
。

　
盆
踊
り
が
終
わ
り
、
盆
綱
の
開
始
は
、
二
時
か
ら
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
年

は
繰
り
上
げ
ら
れ
る
。
午
前
零
時
過
ぎ
に
準
備
が
始
ま
る
。
場
所
は
、
盆
踊
り
会

場
の
広
場
北
側
に
並
行
に
走
る
道
路
で
あ
る
。
子
ど
も
会
約
三
〇
人
と
青
年
団

一
〇
人
程
が
東
西
に
わ
か
れ
、
行
司
は
区
長
が
行
う
。
子
ど
も
達
が
西
側
に
、
青

年
達
が
東
側
に
控
え
る
。
行
司
の
「
セ
ー
ノ
」
で
、「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
子
ど
も
達
が
先
に
引
き
始
め
る
（
写
真
二
）。
今
年
は
三
回

戦
（
古
く
は
五
回
戦
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
最
近
は
三
回
戦
に
な
っ
て
い
る
）

行
わ
れ
、
初
回
は
青
年
団
、
そ
の
後
、
子
ど
も
会
が
二
勝
し
勝
利
し
た
。
例
年
は
、

場
所
の
入
替
え
が
あ
る
が
、
今
年
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
、

青
年
た
ち
が
綱
を
巻
き
取
り
、
港
に
担
い
で
運
び
、
船
に
積
ん
で
海
に
む
か
っ
た

（
写
真
三
）。
沖
に
出
て
、
海
の
中
に
し
ば
ら
く
流
す
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昔

は
海
に
流
し
て
い
た
が
、
現
在
は
持
ち
帰
る
と
の
こ
と
。
こ
の
後
、
港
で
は
「
西

方
丸
」（
精
霊
船
）
で
海
に
精
霊
を
送
る
。

地
上
で
は
初
盆
の
家
に
よ
り
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
る
。

カ
ズ
ラ
引
き
に
つ
い
て
は
、
時
代
に

よ
っ
て
違
い
も
認
め
ら
れ
る
の
で
以
前

の
記
録
も
掲
載
す
る
。

　「
盆
踊
り
が
夜
中
の
午
前
零
時
を
過

ぎ
て
終
わ
り
、
一
時
間
程
休
憩
し
た
後
、

子
ど
も
達
が
島
中
を
呼
ん
で
ま
わ
っ

て
、
綱
引
き
が
始
ま
る
。
勝
負
は
だ
い

た
い
三
回
勝
負
で
、
子
ど
も
達
（
幼
稚

園
か
ら
の
男
の
子
・
女
の
子
）
と
青

年
団
な
ど
の
男
女
（
高
校
生
・
高
卒
・

二
八
歳
位
）
が
引
き
合
う
。
こ
の
時
子

ど
も
が
負
け
そ
う
に
な
る
と
、
周
囲
見
学
し
て
い
た
大
人
達
が
加
勢
に
入
る
が
、

帰
省
中
の
若
者
な
ど
も
混
じ
っ
た
。
青
年
団
は
、
綱
に
持
っ
て
き
た
錨
を
付
け
た

り
、
電
柱
に
結
ん
だ
り
し
て
邪
魔
を
し
た
」（
二
丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六
）

　「
子
ど
も
達
と
青
年
団
に
分
か
れ
て
、
綱
引
き
を
す
る
。
昔
は
向
方
と
西
方
の

組
の
境
で
綱
引
き
を
し
「
イ
ヤ
ー
ヨ
ッ
ト
コ
ナ
ー
、
ヨ
イ
サ
」
と
声
を
か
け
、「
ヨ

イ
サ
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
綱
を
引
い
た
。
今
は
単
に
「
ヨ
イ
シ
ョ
」
で
あ
っ
た
。

先
に
引
く
の
は
子
ど
も
で
、
次
に
青
年
団
、
子
ど
も
と
交
互
に
す
る
。
陣
地
も
二

回
勝
負
し
た
後
、
入
れ
替
わ
っ
た
。
勝
負
は
全
部
で
五
回
戦
、
今
年
は
子
ど
も
達

が
勝
利
し
た
。
昔
は
綱
は
海
に
流
し
て
い
た
が
、
今
は
し
な
い
。」（
新
修
志
摩
町

史
編
集
委
員
会

　
二
〇
〇
九
）

周
辺
の
盆
綱

　

　
対
岸
の
糸
島
半
島
西
貝
塚
で
は
、「
八
月
十
五
日
、
仏
さ
ま
を
送
っ
た
後
一
八

時
か
ら
、
集
落
の
前
の
オ
ウ
カ
ン
（
県
道
）
で
し
た
。
オ
ウ
カ
ン
は
川
の
堤
で
も

あ
っ
て
、
負
け
た
方
は
川
に
落
ち
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
三
回
勝
負
で
、
青

年
と
子
ど
も
で
戦
う
。（
あ
ら
か
じ
め
）
勝
負
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
だ
い
た

い
子
ど
も
が
勝
つ
と
い
う
。
綱
は
、
綱

作
り
と
い
い
、
材
料
の
藁
を
皆
で
集
め

て
作
り
上
げ
る
。
藁
を
三
練
り
に
綱
打

し
て
作
る
。綱
は
、長
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、

径
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
る
。
青
年
は

綱
を
直
接
握
る
が
、
子
ど
も
は
、
ダ
ゴ

を
握
る
。
ダ
ゴ
は
、
綱
か
ら
分
け
て
出

し
て
い
る
子
の
部
分
で
、
子
ど
も
も
引

け
る
よ
う
に
、
工
夫
さ
れ
た
綱
で
あ
っ

た
。
綱
引
き
終
了
後
は
、
綱
は
神
社
の

境
内
の
土
俵
に
し
て
、
風
止
め
お
籠
も

り
の
と
き
相
撲
を
し
て
い
た
。」（
新
修

志
摩
町
史
編
集
委
員
会

　
二
〇
〇
九
）。

（
長
谷
川

　
清
之
・
岸
本

　
圭
）

写
真
二
　
カ
ズ
ラ
引
き

写
真
三
　
沖
へ
と
向
か
う
盆
綱
　

準備中

準備中
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一
五
　
谷た

に
や
ま山

の
盆ぼ

ん
つ
な綱

【
指
定
】

　
種
類

　
古
賀
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
谷
山
の
盆
綱

　
指
定
年
月
日

　
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
二
五
日

（
一
）
地
域
の
概
要

　
古
賀
市
は
福
岡
県
の
北
部
、
玄
界
灘
沿
岸
部
に
位
置
す
る
。
市
は
福
岡
市
の
東

北
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
北
は
福
津
市
、
東
は
宮み

や
わ
か若

市
、
南
は
糟
屋
郡

新し
ん
ぐ
う宮

町
、
糟
屋
郡
久ひ

さ
や
ま山

町
に
接
し
、
面
積
は
四
二
・
〇
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
市
の
東
側
に
は
福
岡
地
域
と
筑
豊
地
域
と
を
画
す
る
犬
鳴
山
系
が
屏
風
の
よ

う
に
広
が
り
、
西
側
は
玄
界
灘
に
面
す
る
。

　
谷
山
区
は
古
賀
市
の
東
部
、
犬
鳴
山
系
の
西
麓
に
位
置
し
、
谷
山
川
に
沿
っ
て

形
成
さ
れ
る
塊
状
形
態
集
落
で
あ
る
。
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
四
月
一
七
日

町
村
制
発
布
、
同
二
二
年
四
月
一
日
実
施
と
な
り
、
谷
山
村
は
小お

山や
ま

田だ

村
、
薬や

く

王お
う

寺じ

村
、
薦こ

も

野の

村
、
米ね

た

び
多
比
村
と
共
に
小お

の野
村
と
し
て
発
足
。
そ
の
後
、
昭
和
三
〇

（
一
九
五
五
）
年
四
月
一
日
、
小
野
村
は
古
賀
町
、
青あ

お
や
ぎ柳

村
と
合
併
し
古
賀
町
と
な

り
、
谷
山
は
行
政
区
と
し
て
今
日
に
至
る
。

　
谷
山
は
江
戸
時
代
か
ら
の
地
名
表
記
で
あ
る
が
、
谷
山
字
古ふ

る

屋や

敷し
き

の
観
音
堂
に

平
安
仏
四
体
、
室
町
時
代
頃
の
仏
像
二
体
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、
古
く
か
ら
存
続

す
る
集
落
で
あ
る
。
谷
山
村
そ
し
て
谷
山
区
に
至
る
人
口
動
態
等
を
概
観
す
る
と
、

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
頃
に
成
立
し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
巻
卅
一
・
卅
二
田

圃
志
』
で
は
家
数
四
〇
・
人
数
三
〇
六
、
寛
政
一
一
（
一
七
七
九
）
年
に
完
成
し

た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
の
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
所
蔵
写
本
で
は
家
数

六
一
・
人
数
二
三
七
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
着
手
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）

年
完
成
の
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
で
は
戸
数
七
二
・
人
口
三
五
五
（
男
一
六
〇
・

女
一
九
五
）。『
明
治
一
一
年
の
町
村
耕
宅
地
戸
口
』
で
は
七
二
戸
・
三
七
六
人
、

『
明
治
一
七
年
の
町
村
戸
口
』
七
三
戸
・
三
九
一
人
、『
明
治
一
九
年
頃

　
糟
屋
郡

戸
口
反
別
』
七
三
戸
・
四
四
七
人
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
の
人
口
三
五
七

（
男
一
七
七
・
女
一
八
〇
）、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
の
人
口
四
四
〇
（
男

二
一
一
・
女
二
二
九
）、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
の
世
帯
数
六
六
・
人
口

四
二
三
（
男
二
〇
四
、
女
二
一
九
）、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
の
世
帯
数

六
九
・
人
口
三
八
二
（
男
一
八
一
・
女
二
〇
一
）、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年

の
世
帯
数
七
七
・
人
口
三
五
三
（
男
一
六
六
・
女
一
八
七
）、昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）

年
の
世
帯
数
一
六
二
・
人
口
六
一
八
（
男
二
九
六
・
女
三
二
二
）、
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
世
帯
数
三
〇
七
・
人
口
一
〇
八
八
人
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
の
世
帯
数
七
四
二
・
人
口
一
五
三
八
人
で
あ
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

綱
に
触
る
と
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
、
無
病
息
災
の
御
利
益
が
あ
る
と
も
い
い
、

綱
に
触
る
こ
と
が
促
さ
れ
て
い
る
。

　
先
祖
の
霊
が
綱
に
乗
っ
て

浄
土
に
帰
る
（
仏
さ
ま
が
綱

に
の
っ
て
帰
ら
れ
る
）
と
も

い
う
。
各
家
庭
で
は
特
別
に

精
霊
送
り
の
よ
う
な
こ
と
は

し
な
い
た
め
、
綱
引
き
が
そ

の
代
わ
り
な
の
だ
と
い
う
人

も
い
れ
ば
、
家
で
精
霊
送
り

を
す
る
が
、
初
盆
で
戻
っ
て

き
た
人
は
こ
の
世
に
未
練
が

あ
る
の
で
、
家
庭
で
送
っ
た

後
さ
ら
に
盆
綱
で
送
る
の
だ

と
い
う
人
も
い
る
。

　
ま
た
、谷
山
集
落
の
上
（「
上

手
」「
山
側
」
と
も
称
す
る
）

と
下
（「
下
手
」「
海
側
」
と

も
称
す
る
）
に
墓
地
が
あ
り
、

そ
の
墓
の
橋
渡
し
を
綱
引
き

実施場所

50m

谷山公民館

谷山八幡宮

新四国八十八箇所霊場
第 37 番札所 観音堂

図
一

実
施
地
の
位
置
図
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で
お
こ
な
う
と
説
明
す
る
人
も
い
る
。

　
子
ど
も
側
が
必
ず
二
勝
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
綱
は
上
手
に
よ
り
多
く

引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
下
手
か
ら
上
手
に
ご
先
祖
を
送
る
と
い

う
点
で
、
盆
綱
の
意
義
付
け
を
行
う
人
も
い
る
。

　
な
お
、
お
盆
に
帰
っ
て
き
た
ご
先
祖
を
送
る
た
め
、
下
手
か
ら
上
手
に
送
る
と

い
う
意
味
で
綱
の
綯
い
始
め
を
下
手
に
、
綯
い
終
わ
り
を
上
手
に
す
る
と
説
明
さ

れ
る
。

　
豊
作
祈
願
も
挙
げ
ら
れ
、
子
ど
も
達
が
勝
つ
こ
と
で
豊
作
が
約
束
さ
れ
る
と
説

明
さ
れ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

綱
綯
い
は
、
か
つ
て
は
盆
綱
の
当
日
（
八
月
一
五
日
）
の
午
前
中
に
行
っ
て
い

た
が
、
会
社
勤
め
の
人
が
多
く
な
り
一
五
日
に
参
加
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
か
ら
、
八
月
一
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の

間
の
日
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
日
曜
日
が
な
い
場
合
は
八
月

一
一
日
の
祝
日
に
行
う
。

　
盆
綱
は
八
月
一
五
日
二
〇
時
か
ら
二
〇
時
半
頃
ま
で
行
わ
れ
る
が
、
か
つ
て
は

黄
昏
時
か
ら
始
め
た
と
い
い
、
厳
密
な
時
間
指
定
は
な
か
っ
た
と
説
明
す
る
人
も

い
る
。

（
四
）
実
施
場
所

綱
綯
い
は
八
幡
宮
の
境
内
で
行
わ
れ
る
。
八
幡
宮
は
氏
神
で
あ
る
。

綱
引
き
は
谷
山
集
落
中
心
部
の
通
り
で
行
わ
れ
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
、
谷
山
区
の
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
語
り
隊
」

が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
地
元
消
防
団
等
が
主
体
と
な
る
が
谷
山
区

全
体
で
行
わ
れ
る
。「
語
り
隊
」
は
、
五
〇
～
七
〇
歳
代
の
男
性
一
〇
数
名
か
ら

な
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
　
稲
藁
を
素
材
と
す
る
。

（
七
）
実
施
内
容

綱
を
綯
う
ま
で
の
準
備
等

ア
・
稲
藁
以
前
の
綱
に
つ
い
て

現
在
は
稲
藁
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
二
〇
年
頃
ま
で
は
山
か
ら
子
ど
も
が
カ

ン
ネ
ク
ズ
、
青
年
団
が
フ
ジ
カ
ズ
ラ
な
ど
を
取
っ
て
き
て
こ
れ
を
綯
い
綱
と
し
て

い
た
。
カ
ズ
ラ
な
ど
を
取
る
こ
と
で
山
の
手
入
れ
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、
盆
の
時

期
は
仕
事
が
休
み
に
な
る
た
め
怠
け
癖
が
つ
か
な
い
よ
う
綱
綯
い
が
行
わ
れ
た
と

い
う
。

イ
・
稲
藁
の
入
手
方
法
に
つ
い
て

谷
山
区
に
農
家
が
一
〇
数
軒
あ
っ
た
頃
は
一
軒
に
五
把
の
稲
藁
を
割
り
当
て
て

い
た
が
、
次
第
に
農
家
が
減
り
、
谷
山
区
だ
け
で
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
。
隣
の
小
山
田
区
等
に
も
お
願
い
し
て
い
た
時
期
は
あ
っ
た
が
、
用
意
な
ど
を

行
う
世
話
役
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
は
「
語
り
隊
」
に
よ
り
耕
作
・
収
穫

が
行
わ
れ
て
い
る
。
谷
山
区
に
お
住
い
の
方
の
田
（
約
一
反
）
を
借
り
、
綱
引
き

用
の
藁
を
確
保
す
る
た
め
に
も
ち
米
を
作
っ
て
い
る
。

　
普
通
は
、
し
め
縄
用
な
ど
に
育
て
る
稲
は
実
を
つ
け
さ
せ
ず
青
田
刈
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
谷
山
の
盆
綱
用
の
稲
は
実
を
付
け
て
収
穫
す
る
。
も
ち
米
は
七
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
収
穫
さ
れ
、
も
ち
米
と
し
て
あ
る
い
は
餅
に
し
て
販
売
し
、「
語

り
隊
」
の
活
動
資
金
と
し
て
い
る
。

ウ
・
綱
引
き
用
の
稲
刈
り
の
方
法
と
そ
の
後
の
保
管
に
つ
い
て

む
か
し
稲
は
鎌
で
刈
っ
て
い
た
。
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

綱
引
き
用
の
稲
は
鎌
で
刈
り
取
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
綱

引
き
用
の
稲
は
、稲
の
根
元
か
ら
刈
り
倒
す
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取
る
。
刈
り
取
っ

た
後
は
脱
穀
し
、
米
を
外
し
た
状
態
の
稲
藁
を
田
近
く
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
掛
け

て
二
～
三
日
干
す
。

　
綱
に
使
う
稲
藁
は
前
年
に
育
て
た
も
の
で
、
干
し
た
後
は
役
員
の
納
屋
で
保
管
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し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
各
農
家
に
稲
藁
を
保
管
し
て
も
ら
い
盆
が
近
づ
く
と
、

子
ど
も
達
が
そ
れ
を
集
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

エ
・
綱
を
綯
う
ま
で
の
作
業
に
つ
い
て

　（
ア
）
保
管
し
て
い
た
稲
藁
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
数
回
に
分
け
て
八
幡
宮
へ
運
び
、

葉
や
短
い
藁
な
ど
綯
う
の
に
余
計
な
も
の
を
取
り
除
く
た
め
脱
穀
機
で
梳
く
。
梳

く
作
業
自
体
は
大
人
（
男
性
）
が
二
名
ほ
ど
で
行
う
が
、
稲
藁
を
渡
し
た
り
梳
い

た
後
の
稲
藁
を
積
ん
だ
り
取
り
除
か
れ
た
葉
な
ど
を
掃
い
て
集
め
る
作
業
は
子
ど

も
達
も
行
う
。
な
お
、
取
り
除
か
れ
た
葉
や
藁
か
す
は
み
か
ん
の
肥
料
と
し
て
用

い
、
さ
ら
に
細
か
な
も
の
は
燃
や
し
た
り
す
る
。

　（
イ
）
稲
藁
を
梳
く
機
械
は
、
昔
か
ら
使
っ
て
い
る
足
踏
み
脱
穀
機
を
使
用
す

る
が
、
現
在
は
モ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
て
使
っ
て
い
た
。

　（
ウ
）
梳
く
作
業
が
終
わ
っ
た
稲
藁
は
束
に
し
て
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
結
び
水
に
つ

け
る
。
水
に
つ
け
る
の
は
藁
を
締
め
て
綱
を
綯
い
や
す
く
す
る
た
め
で
、
つ
け
る

の
は
一
瞬
で
よ
い
。
水
に
つ
け
た
後
は
次
の
作
業
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
水
を
滴
ら

せ
な
が
ら
運
ぶ
。
こ
の
作
業
は
主
に
子
ど
も
達
が
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、稲
藁
を
水
に
つ
け
る
作
業
は
、か
つ
て
八
幡
宮
の
鳥
居
の
南
西
側
に
あ
っ

た
用
水
路
を
用
い
て
い
た
が
、
そ
の
場
所
が
谷
山
区
公
民
館
の
駐
車
場
と
な
り
暗

渠
に
な
っ
た
た
め
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
現
在
は
近
所
の
農
家
か
ら
借
り
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
水
を
溜
め
て
そ
こ
に
稲
藁
を
つ
け
て
い
る
。

（
エ
）
水
に
つ
け
た
稲
藁
の
紐
を
ほ
ど
き
、
手
で
握
ら
れ
る
ほ
ど
の
束
に
し
て

稲
藁
で
結
ぶ
。
こ
の
作
業
は
大
人
と
あ
る
程
度
大
き
く
な
っ
た
子
ど
も
が
行
っ
て

い
た
。

（
オ
）
小
分
け
し
た
藁
束
を
、
綱
を
綯
う
場
所
に
運
ぶ
。
こ
の
作
業
は
主
に
子

ど
も
達
が
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
一
時
期
は
子
ど
も
達
の
数
も
少
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
大
人

た
ち
の
み
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
近
年
、
子
ど
も
達
の
参
加

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

綱
綯
い

　
綱
綯
い
は
、
八
幡
宮
境
内
の
大
き
な
ケ
ヤ
キ
を
使
う
。
か
つ
て
は
境
内
の
大
き

な
モ
ミ
ジ
を
使
っ
て
い
た
が
、
落
雷
に
よ
り
裂
け
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
は
ケ

ヤ
キ
と
な
っ
て
い
る
。
木
の
二
又
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
横
木
を
架
け
て
固
定
し
、

準
備
は
整
う
。

　
綱
綯
い
は
消
防
団
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
。
木
に
登
り
横
木
を
架
け
た
場
所

で
綱
を
引
き
上
げ
る
役
が
一
名
、
木
の
根
元
で
綱
を
支
え
る
役
が
一
名
、
綱
を
綯

う
役
が
三
名
、
計
五
名
（
他
に
綱
を
綯
う
役
に
藁
束
を
渡
す
役
が
二
～
三
名
、
計

七
～
八
名
）
で
行
わ
れ
る
（
写
真
一
）。
綱
は
三
つ
の
藁
束
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
束
を
一
名
が
持
ち
ね
じ
り
合
わ
せ
て
綯
っ
て
い
く
。

　
直
径
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
束
ね
ら
れ
た
稲
藁
（
長
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
）

の
中
央
よ
り
に
縄
を
幾
重
に
も
巻
い
て
締
め
、結
わ
え
た
縄
は
、稲
藁
か
ら
二
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
を
垂
ら
し
た
状
態
で
横
木
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
横
木
に
は
、

結
わ
え
た
縄
の
も
う
一
方
（
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
弱
）
を
掛
け
て
固
定
す
る
。

　
綱
を
綯
う
役
は
、
ま
ず
、
固
定
さ
れ
た
稲
藁
の
垂
れ
た
側
（
下
を
向
け
る
側
）

を
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て
右
に
ね
じ
り
、
そ
し
て
あ
る
程
度
の
太
さ
（
直
径

約
八
セ
ン
チ
）
を
維
持
す
る
た
め
藁
束
を
継
ぎ
足
し
て
は
右
に
ね
じ
っ
て
い
く
。

　
一
定
程
度
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
、
三
つ
の
藁
束
を
ね
じ
り
合
わ
せ
る
工
程
へ
進

む
。
結
わ
え
た
縄
を
三
つ
の
藁
束
の
中
央
部
に
入
れ
て
こ
れ
を
芯
と
し
、
こ
れ
に

三
つ
の
藁
束
を
ね
じ
り
あ
わ
せ
る
。
綯
う
役
は
「
セ
ー
ノ
」
の
掛
け
声
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
藁
束
を
手
前
に
三
回
引
い
て
締
め
、
そ
の
後
左
隣
の
人
に
自
分
の
藁
束
を

渡
し
、
同
時
に
右
隣
の
人
か
ら
藁
束
を
受
け
取
る
。
そ
の
後
、
一
回
引
い
て
は
隣

へ
渡
し
、
一
回
引
い
て
は
渡
す
と
い
う
動
作
を
繰
り
返
す
が
、
こ
の
藁
束
を
隣
に

渡
す
動
作
の
回
数

は
特
に
決
ま
っ
て

い
な
い
。
藁
束
を

引
く
と
き
は
「
オ

イ
サ
ー
」「
エ
イ

サ
ー
」
な
ど
の
掛

け
声
を
か
け
る
。

こ
の
よ
う
に
綱
綯

い
は
藁
束
を
右
に

写
真
一
　
綱
綯
い
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ね
じ
り
な
が
ら
藁
束
を
継
ぎ
足
し
、
左
綯
い
で
三
つ
の
藁
束
を
ね
じ
り
合
わ
せ
る

作
業
を
繰
り
返
す
。
綯
う
役
は
数
回
で
交
代
し
、
そ
の
他
の
役
も
適
宜
交
代
す
る
。

　
綯
っ
た
綱
が
長
く
な
っ
た
ら
鳥
居
の
方
向
へ
伸
ば
し
て
い
く
。
ま
た
、
綱
を
綯

い
や
す
く
す
る
た
め
、
飛
び
出
し
た
藁
を
根
切
鋏
で
カ
ッ
ト
す
る
。

　
綱
が
鳥
居
に
届
く
ほ
ど
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
、
細
い
縄
（
綯
い
初
め
の
縄
と
同

じ
も
の
）
を
綱
の
中
心
に
入
れ
て
綯
っ
て
い
く
。
ま
た
、
継
ぎ
足
す
藁
束
を
徐
々

に
細
く
し
、
綱
自
体
も
細
く
仕
上
げ
て
い
く
。
中
心
に
入
れ
た
縄
で
綱
の
端
を
結

び
留
め
て
綱
は
完
成
す
る
。
綱
は
綯
い
始
め
が
太
く
、
綯
い
終
わ
り
は
細
く
な
っ

て
お
り
、
注
連
縄
と
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
人
も
い
る
。
綱
の
綯

い
始
め
の
部
分
に
は
、
酒
と
塩
を
振
り
お
清
め
を
す
る
。

　
綱
は
半
日
（
約
四
時
間
）
か
け
て
綯
わ
れ
る
。
そ
の
長
さ
は
約
五
〇
メ
ー
ト
ル

で
年
に
よ
っ
て
異
な
る
。
か
つ
て
は
別
の
木
を
使
っ
て
い
た
た
め
公
民
館
近
く
ま

で
の
長
さ
だ
っ
た
が
、
そ
の
木
が
枯
れ
た
た
め
、
現
在
の
木
を
使
う
こ
と
と
な
り
、

鳥
居
あ
た
り
ま
で
綯
う
こ
と
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
綱
引
き
本
番
ま
で
、
綱
は
八
幡
宮
の
境
内
に
置
か
れ
る
。
綱
は
綯
い
始

め
と
綯
い
終
わ
り
を
鳥
居
側
に
向
け
て
二
つ
折
り
に
し
た
よ
う
な
形
で
置
か
れ
て

い
た
。

　
ま
た
、
綱
の
境
内
か
ら
の
引
き
出
し
は
、
盆
綱
の
当
日
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
引

き
出
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
鳥
居
を
く
ぐ
ら
ず
に
境
内
横
か
ら
引
き
出
す
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

こ
と
自
体
を
知
る
人
も
お
ら
ず
、
引
っ
張
っ
て
い
く
距
離
が
少
し
短
く
な
る
か
ら

だ
っ
た
の
で
は
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

　
綱
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
引
っ
ぱ
ら
れ
、
綱
引
き
を
行
う
集
落
内
の
通
り
へ
運
ば
れ

て
道
脇
に
置
か
れ
る
。
綱
は
綯
い
始
め
（
太
い
方
）
が
下
り
側
（
下
手
・
海
側
）、

綯
い
終
わ
り
（
細
い
方
）
が
登
り
側
（
上
手
・
山
側
）
に
な
る
よ
う
に
設
置
す
る
。

綱
引
き
の
実
際

　
か
つ
て
は
子
ど
も
達
が
「
こ
ん
や
ー
、
こ
ん
や
ー
、
盆
綱
の
加
勢
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
っ
せ
ー
」
と
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
村
中
を
練
り
歩
い
て
い
た
が
、
今

は
有
線
放
送
な
ど
で
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
各
家
庭
で
精
霊
送
り
も
終
わ
り
薄
暗
く
な
り
は
じ
め
る
頃
、
照
明
の
準
備
が
行

わ
れ
る
。
二
一
時
近
く
に
な
る
と
区
長
に
よ
る
寄
せ
太
鼓
が
う
ち
鳴
ら
さ
れ
、
盆

綱
の
時
間
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
家
々
か
ら
子
ど
も
や
大
人
た
ち
、

そ
し
て
消
防
団
も
集
ま
る
。
通
り
の
中
央
に
置
か
れ
た
綱
の
中
心
に
、
勝
ち
負
け

の
判
断
と
な
る
赤
い
ハ
チ
マ
キ
が
結
ば
れ
、
こ
の
ハ
チ
マ
キ
を
は
さ
ん
で
、
通
り

の
登
り
側
（
こ
ち
ら
側
を
「
上
手
」「
山
の
手
」「
山
側
」
な
ど
と
説
明
す
る
人
も

い
る
）
に
子
ど
も
達
と
加
勢
の
大
人
た
ち
、
降
り
側
（
こ
ち
ら
側
を
「
下
手
」「
海

側
」
等
と
説
明
す
る
人
も
い
る
）
に
消
防
団
と
に
分
か
れ
、
場
所
の
交
代
を
行
わ

ず
に
綱
引
き
を
行
う
。

　
綱
引
き
の
審
判
で
も
あ
る
区
長
の
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
音
を
合
図
に
綱
引
き
が

は
じ
ま
る
。「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か
け
声
で
双
方
綱
を
引
き
合
う
（
写

真
二
）。
必
ず
一
度
は
消
防
団
が
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

消
防
団
は
子
ど
も
達
を
綱
か
ら
振
り
ほ
ど
こ
う
と
右
に
左
に
道
い
っ
ぱ
い
に
揺
さ

ぶ
り
を
か
け
る
。
さ
ら
に
昔
の
火
の
見
や
ぐ
ら
の
基
礎
石
に
綱
を
く
く
り
つ
け
て
、

分
団
長
の
「
ガ
ブ
レ
、
ガ
ブ
レ
ー
」
の
号
令
と
共
に
団
員
の
半
数
が
綱
か
ら
離

れ
、
子
ど
も
達
を
綱
か
ら
引
き
離
そ
う
と
、
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
脅
か
し
た

り
、
く
す
ぐ
っ
た
り
し
て
よ
う
や
く
勝
ち
を
拾
う
。
か
つ
て
は
子
ど
も
達
も
生
垣

の
杉
の
枝
で
叩
い
た
り
し
て
反
撃
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
は
見
ら
れ
な
い
。

勝
負
は
二
勝
一
敗
で
子
ど
も
達
が
勝
つ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
勝
敗
の
順
序
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
勝
敗
の
順
番
も
定
め
ら
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
人

も
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
達
の
勝
ち
→
消
防
団
の
勝
ち
→
子
ど
も
達
の

勝
ち
の
順
番
で
勝

つ
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
よ
う

な
時
期
も
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

　
な
お
、
勝
敗
の

判
断
は
綱
の
中
心

に
巻
か
れ
た
赤
い

ハ
チ
マ
キ
を
引
い

写
真
二

綱
引
き
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た
側
が
勝
ち
と
な
る
。
ま
た
、
勝
負
の
間
に
は
小
休
止
が
と
ら
れ
る
程
度
で
特
別

な
こ
と
は
行
わ
れ
な
い
。

綱
引
き
後
の
綱

　
か
つ
て
は
綱
の
材
料
で
あ
る
藁
も
貴
重
品
だ
っ
た
が
、
特
別
な
綱
で
あ
っ
た
た

め
、
誰
も
藁
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
昔
か
ら
綱
は
境
内
脇
に

輪
積
み
し
て
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
八
幡
宮
境
内
の
木
の
根
元
に

巻
い
て
置
か
れ
る
。
お
よ
そ
一
年
で
形
が
崩
れ
る
く
ら
い
に
腐
朽
し
、
平
成
三
〇

（
二
〇
一
八
）・
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
の
盆
綱
の
頃
に
は
前
年
の
綱
が
多
少
原
型

を
留
め
た
状
態
で
残
っ
て
い
た
。

そ
の
他

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
第
一
七
八
回
盆
綱
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
記
録

す
る
も
の
は
な
い
。

注　
本
文
中
、
参
照
資
料
名
の
な
い
世
帯
数
と
人
口
の
出
典
元
は
次
の
と
お
り
。

明
治
一
一（
一
八
七
八
）年
か
ら
明
治
一
九（
一
八
八
六
）年
は『
福
岡
県
史
資
料(

第

二
輯)

』

昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
、
同
二
一
（
一
九
四
六
）
年
は
『
小
野
村
誌
』

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
～
同
五
七
（
一
九
八
二
）
年
は
『
古
賀
町
誌
』

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
は
「
古
賀
市
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク(

平
成
一
一
年
版)
」

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
古
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

　
今
回
の
報
告
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
度
と
同
三
一
（
二
〇
一
九
）
年

度
に
実
施
し
た
調
査
記
録
を
基
本
と
す
る
。『
五
・
由
来
・
伝
承
』
そ
し
て
部
分

的
に
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
度
に
筆
者
が
行
っ
た
調
査
記
録
も
反
映
し
た
箇

所
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
一
〇
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
に
伝
え
ら
れ
る
内
容
等
に

異
な
る
点
が
あ
っ
た
。
本
来
の
姿
の
追
求
は
必
要
で
は
あ
る
が
極
め
て
困
難
で
あ

り
、
調
査
時
点
の
伝
承
を
重
視
す
る
。

（
井

　
英
明
）
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一
六
　
上か
み
梶か
じ
原わ
ら
の
盆ぼ
ん
綱づ
な
引び

き

　（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
那
珂
川
市
は
福
岡
県
の
西
部
に
位
置
し
、東
を
春
日
市
、大
野
城
市
、筑
紫
野
市
、

北
と
西
は
福
岡
市
、
南
は
佐
賀
県
に
接
し
、
福
岡
都
市
圏
の
一
部
で
あ
る
。
背
振

山
（
標
高
約
一
・
〇
五
五
メ
ー
ト
ル
）
及
び
九く

せ
ん
ぶ
や
ま

千
部
山
（
標
高
約
八
四
八
メ
ー
ト
ル
）

が
南
部
に
控
え
、
面
積
は
約
七
四
・
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
市
の
概

要
　https://w

w
w.city.nakagaw

a.lg.jp/soshiki/49/m
atigaiyo.htm

l

）。
市

名
の
由
来
と
な
っ
た
那
珂
川
は
（
那
珂
川
町
教
育
委
員
会

　
一
九
七
六

　
五
）、

背
振
山
を
発
し
て
本
市
を
流
れ
、
福
岡
市
を
通
っ
て
博
多
湾
に
注
い
で
い
る
。

　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
安あ

ん
と
く徳

、
上
梶
原
、
下
梶
原
、
東ひ

が
し
ぐ
ま隈

、
仲ち

ゅ
う、

五ご

郎ろ
う

丸ま
る

、
松ま

つ

木の
き

、
今い

ま

光み
つ

、
中な

か
ば
る原

が
合
併
し
て
安
徳
村
と
な
り
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）

年
に
、
南

み
な
み

畑は
た

、
岩い

わ

戸と

、
安
徳
が
合
併
し
て
那
珂
川
町
と
な
っ
た
。
昭
和
四
九

（
一
九
七
四
）
年
に
は
中
原
地
区
に
山
陽
新
幹
線
の
総
合
車
両
基
地
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
北
部
一
帯
は
住
宅
地
と
し
て
急
激
な
開
発
が
進
み
（
那
珂
川
町
教
育
委

員
会

　
一
九
七
六

　
四
―
五
）、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に
筑
紫
郡
那
珂
川

町
は
、
那
珂
川
市
と
な
っ
た
。

　
上
梶
原
は
市
の
東
側
に
位
置
す
る
。
那
珂
郡
に
属
し
、
梶
原
村
が
慶
長
年
間
に

上
梶
原
村
と
下
梶
原
村
に
分
か
れ
た
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

一
九
八
八

　
三
四
四
）。『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
村
の
名
前
の
由
来
は
、

梶
原
景
時
の
末
裔
が
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
貝
原

　
二
〇
〇
一 

一
三
五
―
一
三
六
）。
区
内
に
は
五
つ
の
小
組
合
、
楠く

す
の
き木

・
馬ば

場ば

添ぞ
え

・
大お

お
つ
ぼ坪

・

内う
ち
ご
う河

・
前ま

え

田だ

が
あ
る
。

　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
上
梶
原
の
戸
数
は
四
七
戸
（
伊
東
一
九
七
二

　

七
八
六
）、
現
在
で
は
新
し
く
住
み
始
め
る
人
も
お
り
、
一
八
一
世
帯
と
な
っ
て

い
る
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日https://w

w
w.city.nakagaw

a.lg.jp/upload-
ed/attachm

ent/22560.pdf

）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
一
年
に
一
回
、
綱
を
伝
っ
て
地
獄
か
ら
帰
っ
て
く
る
人
を
引
き
上
げ
た
り
、
五

穀
豊
穣
を
祈
っ
た
り
す
る
。

　
七
〇
代
の
住
民
の
親
た
ち
が
青
年
の
時
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
断
し
て
い
た
。

中
断
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
戦
争
で
は
な
い
か
と
い
う
。
復
活
の
き
っ
か
け

は
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
頃
、
青
年
団
を
結
成
し
、
盆
踊
り
を
行
お
う
と

し
た
時
に
中
断
前
の
盆
綱
引
き
の
写
真
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。
親
に
何
の
行
事
か

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
も
う
一
度
こ
の
盆
綱
引
き
を
行
わ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
そ

こ
で
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
に
復
活
さ
せ
た
（
那
珂
川
町
教
育
委
員
会

　

一
九
七
六

　
三
一
四
）。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
第
一
土
曜
日
に
、
上
梶
原
区
夏
祭
り
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

　
以
前
は
八
月
一
五
日
に
行
っ
て
い
た
。

（
四
）
実
施
場
所

　
八
龍
神
社

　
中
断
前
は
、
馬
場
添
組
の
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
立
つ
家
の
門
の
間
に
、

道
路
と
家
の
庭
を
突
っ
き
る
形
で
綱
を
通
し
て
、
盆
綱
引
き
を
し
た
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
現
在
は
上
梶
原
公
民
館
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
馬
場
添
で
行
わ
れ
て
い
た
の
が
始
ま
り
で
（
文
化
振
興
課
・
歴
史
と
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会

　
二
〇
一
八
）、上
梶
原
の
青
年
団
が
行
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

盆
綱
の
作
り
手
が
な
く
中
止
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
上
梶
原
の
文
化

や
け
ん
」
と
い
う
意
見
が
出
て
、
昭
和
五
五
年
頃
、
公
民
館
の
事
業
と
し
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
カ
ズ
ラ
（
ク
ル
マ
カ
ズ
ラ
）
を
芯
に
し
て
、
そ
の
周
囲
に
藁
を
巻
く
。
中
心
が

太
く
な
る
よ
う
に
編
む
が
、
長
さ
は
編
む
人
の
感
覚
に
よ
る
。

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
製
作
し
た
綱
の
大
き
さ
は
、長
さ
九
・
三
メ
ー
ト
ル
、

直
径
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
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（
七
）
実
施
内
容

盆
綱
の
製
作

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
、
七
月
二
二
日
に
カ
ズ
ラ
採
り
、
二
三
日
に
盆
綱

製
作
が
行
わ
れ
た
。

　
盆
綱
の
製
作
と
、
刈
り
取
っ
た
藁
を
保
管
し
て
お
く
当
番
は
小
組
合
が
輪
番
で

担
当
す
る
。
藁
を
保
管
し
て
お
く
当
番
と
な
っ
た
小
組
合
は
、
前
年
度
に
藁
を
刈

り
取
っ
た
後
、
翌
年
度
の
盆
綱
製
作
に
備
え
て
、
丸
め
て
干
し
て
保
管
し
て
お
く
。

ま
た
、
藁
を
保
管
す
る
当
番
と
な
っ
た
小
組
合
は
、
翌
年
度
に
盆
綱
製
作
の
担
当

小
組
合
と
な
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
直

前
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
た
た
め
、
製
作
の
段
階
か
ら
中
止

と
な
っ
た
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
盆
綱
の
製
作
担
当
の
小
組
合
は
、
前
年

度
に
藁
を
保
管
す
る
当
番
で
あ
っ
た
馬
場
添
と
、
同
じ
く
盆
綱
製
作
担
当
に
割
り

当
て
ら
れ
た
大
坪
で
あ
っ
た
。
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
の
盆
綱
製
作
に
向
け
て

藁
を
保
管
す
る
小
組
合
は
楠
木
と
な
っ
て
お
り
、
以
降
は
段
階
的
に
順
番
を
ず
ら

し
な
が
ら
、
全
小
組
合
が
担
当
す
る
よ
う
に
当
番
を
回
し
て
い
る
。

　
藁
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
～
一
台
半
必
要
で
あ
る
。
一
時
期
、
公
民
館
の
役
員
が

綱
を
製
作
し
て
い
た
が
大
変
だ
っ
た
た
め
、
変
更
に
な
っ
た
。

　
祭
り
の
二
週
間
前
の
土
曜
日
の
八
時
か
ら
、
公
民
館
の
役
員
男
性
三
～
四
人
で

カ
ズ
ラ
を
山
か
ら
採
っ
て
く
る
（
写
真
一
）。
柔
ら
か
く
切
れ
な
い
ク
ル
マ
カ
ズ

ラ
は
使
い
や
す
く
、
材

料
と
し
て
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
。
カ
ズ
ラ
は

ど
こ
に
で
も
あ
り
、
事

前
に
カ
ズ
ラ
を
取
る

場
所
は
目
星
を
つ
け

て
お
く
。
カ
ズ
ラ
は
木

に
巻
き
付
い
て
い
る

た
め
、
場
合
に
よ
っ
て

は
木
に
登
り
、
枝
か
ら

は
ず
し
て
か
ら
、
現
在

で
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
先
に
ひ
っ
か
け
て
取
っ
て
い
る
。
綱
の
芯
に
す
る
カ
ズ
ラ
を

一
本
と
、
持
ち
手
に
す
る
カ
ズ
ラ
を
採
る
。

　
日
曜
日
に
担
当
小
組
合
の
一
〇
名
程
度
で
綱
を
製
作
す
る
。
藁
を
巻
く
人
が
三

～
四
人
、
芯
が
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
人
が
一
人
、
藁
を
手
渡
す
人
が
四
～

五
人
で
あ
る
。

カ
ズ
ラ
と
同
じ
向
き
に
し
た
大
量
の
藁
で
カ
ズ
ラ
の
ま
わ
り
を
覆
っ
て
、
市
販

の
藁
縄
で
縛
っ
て
固
定
す
る
。
次
に
ね
じ
っ
た
藁
縄
を
、
盆
綱
の
周
囲
に
巻
い
て

藁
縄
で
縛
っ
て
固
定
す
る
（
写
真
二
）。
中
心
が
太
く
、
先
が
細
く
な
る
よ
う
に

作
る
。
盆
綱
に
前
後
は
な
い
。
以
前
は
藁
縄
で
は
な
く
、
ク
ル
マ
カ
ズ
ラ
で
綱
を

縛
っ
て
い
た
が
、
ク
ル
マ
カ
ズ
ラ
を
取
っ
て
く
る
の
が
大
変
な
た
め
、
藁
縄
に
変

更
し
た
。
持
ち
手
に
す
る
カ
ズ
ラ
を
左
右
そ
れ
ぞ
れ
三
箇
所
程
つ
け
る
。
持
ち
手

は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
～
五
人
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
長
さ
で
あ
る
。

　
盆
綱
を
作
り
始
め
た
頃
は
、
木
の
枝
の
分
か
れ
た
部
分
に
ロ
ー
プ
を
通
し
て
盆

綱
を
人
力
で
引
っ
張
り
上
げ
て
編
ん
で
い
た
が
、
大
変
だ
っ
た
た
め
、
現
在
の
手

法
に
変
更
し
た
。
藁
を
巻
き
付
け
た
盆
綱
は
段
階
的
に
重
た
く
な
る
た
め
、ク
レ
ー

ン
で
盆
綱
の
先
端
を
つ
り
あ
げ
、
概
ね
二
～
三
時
間
ほ
ど
掛
か
っ
て
盆
綱
を
製
作

し
て
い
る
（
写
真
三
）。
問
題
は
、
男
結
び
が
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
出
来
上
が
っ
た
盆
綱
は
、
八
龍
神
社
の
拝
殿
前
に
置
き
奉
納
す
る
（
写
真
四
）。

奉
納
の
際
に
は
、
拝
殿
前

に
関
係
者
が
整
列
し
て
、

公
民
館
長
の
音
頭
で
参
拝

し
、
御
神
酒
を
盆
綱
に
か

け
る
。
そ
の
後
、
八
龍
神

社
の
参
拝
者
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
に
社
殿
の
脇

に
置
い
て
お
く
。

盆
綱
引
き

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
取
り
　

写
真
二
　
盆
綱
巻
き
始
め



73

年
は
、
八
月
一
〇
日
の

一
九
時
過
ぎ
頃
か
ら
「
上

梶
原
区
夏
祭
り
」
が
行
わ

れ
た
。
住
民
に
よ
る
出
店

が
出
て
、
子
ど
も
の
太
鼓

の
演
奏
、
子
ど
も
神
輿
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
二
〇

時
二
〇
分
頃
か
ら
盆
綱
引

き
が
行
わ
れ
た
。
令
和
五

年
（
二
〇
二
三
）
年
八
月

五
日
（
土
）
も
同
じ
よ
う

な
次
第
で
行
わ
れ
た
。

　
南
側
に
男
性
、
北
側
が
女
性
と
分
か
れ

て
、
持
ち
手
を
持
っ
て
引
い
た
。
以
前
は

組
対
抗
で
引
い
て
い
た
が
、
盛
り
上
が
ら

な
い
た
め
男
性
と
女
性
に
分
か
れ
て
引
く

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
上
梶
原

　
盆

綱
引
唄
」
に
あ
わ
せ
て
綱
を
引
く
。
か
つ

て
は
年
配
の
人
が
歌
っ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
老
人
会
に
お
願
い
し
て
、
歌
え
る

人
の
指
導
で
練
習
を
し
て
か
ら
歌
っ
て

い
る
。
老
人
会
が
盆
綱
の
前
の
テ
ン
ト
に

集
ま
っ
て
「『
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　
ワ
ッ
シ
ョ

イ
』
と
言
い
ま
し
た
時
に
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
引
い
て
下
さ
い
。
そ
れ
ま

で
は
振
る
位
で
す
ね
。『
持
ち
上
げ
て
ひ

き
ま
し
ょ

　
エ
ー

　
ヒ
コ
エ
ー
』
と
言
い

ま
す
ん
で
、
そ
れ
か
ら
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
引
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
事
前
に
説
明
し
た
。
参

加
者
は
歌
っ
て
い
る
間
は
、
地
面
に
盆
綱
を
置
い
て
引
か
ず
に
待
っ
た
。
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
音
頭
で
歌
い
始
め
、
歌
っ
て
い
る
間
、
持

ち
手
の
カ
ズ
ラ
を
握
っ
た
区
民
が
、
歌
に
合
わ
せ
な
が
ら
盆
綱
を
揺
ら
し
て
い
た
。

【
上
梶
原

　
盆
綱
引
唄
】

一
、
今
年
し
ゃ
豊
年
穂
に
穂
が
咲
い
て

　
エ
ー
穂
に
穂
が
咲
い
て

　

　
　
道
の
小
草
に
米
が
な
る

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

二
、
梶
原
ご
青
年
に
鼠
縞
着
せ
て

　
エ
ー
鼠
縞
着
せ
て

　

　
　
私
し
ゃ
猫
に
な
っ
て
と
び
か
か
る

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

持
ち
上
げ
て
ひ
き
ま
し
ょ

　
エ
ー

　
ヒ
コ
エ
ー

綱
を
引
く
（
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
・
・
・
・
・

　
）

三
、
梶
原
じ
ょ
う
も
ん
さ
ん
な
道お

か
ん
ば
た端

の
な
す
び

　
エ
ー
道
端
の
な
す
び

　
　
声
も
か
け
ず
に
成
り
下
が
る

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

四
、一
つ
唄
い
ま
し
ょ
う
は
ば
か
り
な
が
ら

　
エ
ー
は
ば
か
り
な
が
ら

　
　
声
の
良
し
悪
し
ゃ
御
免
な
れ

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

持
ち
上
げ
て
ひ
き
ま
し
ょ

　
エ
ー

　
ヒ
コ
エ
ー

綱
を
引
く
（
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
・
・
・
・
・

　
）

五
、
つ
い
て
来
な
さ
れ
こ
の
チ
ョ
ウ
チ
ン
に

　
エ
ー
こ
の
チ
ョ
ウ
チ
ン
に

　
　
け
し
て
苦
労
は
か
け
わ
せ
ぬ

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

写
真
三
　
盆
綱
製
作
の
状
況
　

写
真
四

境
内
へ
奉
納
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六
、
あ
な
た
一
〇
〇
ま
で
わ
し
ゃ
九
九
ま
で

　
エ
ー
わ
し
ゃ
九
九
ま
で

　
　
共
に
白
髪
の
は
ゆ
る
ま
で

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

　
　
持
ち
上
げ
て
ひ
き
ま
し
ょ

　
エ
ー

　
ヒ
コ
エ
ー

綱
を
引
く
が
（
ワ
ッ
シ
ョ
イ

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
・
・
・
・
・

　
）、
盆
綱
を
鉈
で

切
り
始
め
、
切
れ
る
ま
で
引
く
。
盆
綱
が
切
れ
て
か
ら
、

七
、
祝
い
め
で
た
の
若
松
様
よ

　
エ
ー
若
松
様
よ

　
　
枝
も
栄
ゆ
り
ゃ
葉
も
し
げ
る

エ
イ
シ
ョ
エ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ

　
エ
イ
シ
ョ
エ

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

ア
レ
ワ
イ
サ
ソ

　
エ
サ
ソ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
ガ
ネ
ー

　
唄
は
、
奇
数
番
の
歌
詞
は
男
性
、
偶
数
番
の
歌
詞
は
女
性
、
七
番
は
全
員
と
な
っ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
男
性
は
全
て
の
歌
詞
を
歌
っ
た
り
、

担
当
で
は
な
い
部
分
は
声
を
小
さ
く
し
て
歌
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
祝
い
め
で
た
に
似
て
い
る
が
、
歌
詞
も
リ
ズ
ム
も
異
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

三
回
目
に
は
引
き
な
が
ら
盆
綱
を
鉈
で
切
る
。
盆
綱
は
切
ら
な
い
と
「
ヒ
ラ
ク
チ
」

（
蛇
）
に
な
る
の
で
、
絶
対
に
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
盆
綱

を
切
る
の
は
公
民
館
の
役
員
で
あ
る
。
切
れ
た
盆
綱
は
神
社
の
端
の
方
に
運
ば
れ
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
。

　
盆
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
那
珂
川
市
民
音
頭
等
の
盆
踊
り
、
抽
選
会
が
行
わ
れ

た
。

　
青
年
団
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
時
は
、
活
動
費
を
稼
ぐ
た
め
に
芝
居
や
博
多
に

わ
か
も
行
わ
れ
た
。（

田
中

　
久
美
子
・
梅
﨑

　
慎
一
・
藤
川

　
貴
久
・
鵤

　
智
子
）
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一
七
　
早は

や
見み

の
盆ぼ
ん
つ
な綱
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
宇う

み美
町
は
福
岡
県
の
北
部
中
央
に
、
背
骨
の
よ
う
に
連
な
る
三さ

ん

郡ぐ
ん

山さ
ん

地ち

の
西
、

福
岡
県
糟か

す

屋や

郡
の
最
南
部
に
位
置
す
る
。
面
積
は
三
〇･

二
二
平
方
キ
ロ
、
北
は

須す

え恵
町
・
志し

め免
町
、
東
は
飯い

い
づ
か塚

市
、
南
は
筑ち

く

紫し

野の

市
・
太だ

宰ざ
い

府ふ

市
、
西
は
大お

お
の
じ
ょ
う

野
城

市
に
接
す
る
。
明
治
の
初
め
頃
（
一
説
に
は
八
年
）、障し

ょ
う
じ
だ
け

子
岳
村
は
宇
美
村
に
合
併
、

明
治
二
二
（
一
八
九
九
）
年
、
宇
美
・
四し

王お
う

寺じ

・
炭す

み
や
き焼

・
井い

の野
の
四
箇
村
が
合
併

し
宇
美
村
が
誕
生
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
糟
屋
郡
で
最
初
に
町
制
施
行

し
た
。

　
町
の
東
側
に
は
、
砥と

石い
し

山や
ま

か
ら
三
郡
山
、
頭と

っ
き
ん
さ
ん

巾
山
、
仏ぶ

っ
ち
ょ
う
さ
ん

頂
山
へ
と
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル
級
の
三
郡
山
系
の
山
々
が
屏
風
を
立
て
た
よ
う
に
峙
ち
、
西
に
は
四
王
寺
山
・

乙お
と
が
な
や
ま

金
山
・
井い

野の

山や
ま

な
ど
の
低
山
が
連
な
っ
て
い
る
。

　
三
郡
山
を
源
と
す
る
宇
美
川
は
、
河ご

う

原ら

谷だ
に

よ
り
流
れ
出
る
仲な

か
や
ま
が
わ

山
川
、
西
の
四
王

寺
山
か
ら
内う

ち

野の

谷た
に

を
流
れ
下
る
内
野
川
、
井
野
川
の
流
を
集
め
、
志
免
町
と
の
境

界
で
合
流
し
て
、
や
が
て
多
々
良
川
に
流
入
す
る
。
そ
れ
ら
の
川
が
潤
す
豊
か
な

平
野
の
中
央
に
は
、
応
神
天
皇
生
誕
の
地
と
し
て
宇
美
八
幡
宮
が
鎮
座
す
る
。
宇

美
町
の
町
名
は
、
こ
の
『
記
紀
』
に
も
記
さ
れ
た
「
応
神
天
皇
の
ご
生
誕
の
地
」

と
い
う
所
以
を
以
て
生
じ
た
。

　
早
見
区
は
旧
宇
美
村
の
ほ
ぼ
中
央
、
Ｊ
Ｒ
香か

椎し
い

線
の
終
点
宇
美
駅
の
東
側
平
地

に
位
置
す
る
。
古
く
は
農
業
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
炭
鉱
の
存
在
は

知
ら
れ
、
た
ぬ
き
掘
り
な
ど
す
る
者
も
あ
っ
た
。
明
治
初
頭
に
福
岡
県
が
編
纂
し

た
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は
、
現
在
の
宇
美
町
に
あ
た
る
井
野
村
、
炭
焼
村
、

宇
美
村
に
一
三
の
炭
鉱
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
の
『
鉱

山
借
区
一
覧
表
』
に
も
、
炭
焼
村
に
九
、
宇
美
村
に
二
、
井
野
村
に
一
の
借
区
が

記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
後
期
の
宇
美
村
に
は
、
海
軍
炭
鉱
に
加
え
て
舟
石
炭

鉱
、
宇
美
炭
鉱
、
宇
美
駅
の
東
南
に
は
大
谷
炭
鉱
が
あ
り
、
旧
国
鉄
勝か

つ
た田

線
の
終

点
勝
田
駅
付
近
に
は
勝
田
炭
鉱
が
あ
り
、
最
盛
期
に
は
三
菱
が
経
営
し
て
い
た
た

め
、
三
菱
勝
田
炭
鉱
と
も
言
わ
れ
た
。
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
購
入
し
た
新
式
の
軍
艦
に
は
糟
屋
郡
新し

ん
ば
る原

（
現
須
恵
町
）
の
石
炭
が
適
す
る

こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
附
近
の
石
炭
を
海
軍
が
採
掘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

早
見
区
の
す
ぐ
北
に
あ
る
桜さ

く
ら
ば
る原

に
第
三
坑
が
開
削
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
石
炭
は
、

宇
美
駅
な
ど
か
ら
博
多
湾
鉄
道（
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
）で
西さ

い

戸と

崎ざ
き

ま
で
運
ば
れ
た
。
現
在
、

早
見
工
業
団
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
ボ
タ
山
が
あ
り
、
石
炭
産
業
に
従
事

す
る
者
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
人
々
を
相
手
に
し
た
飲
食
店
、
薬
屋
な
ど
の
商

店
が
並
び
、
繁
華
街
が
形
成
さ
れ
た
。

　
早
見
区
は
宇
美
八
幡
宮
の
氏
子
で
あ
る
が
、
地
区
内
に
あ
る
今い

ま

長は

谷せ

観
音
が
集

落
の
人
々
の
信
仰
の
中
心
で
あ
る
。
も
と
も
と
集
落
に
あ
る
丘
陵
の
上
に
あ
っ
た

観
音
様
を
下
に
下
ろ
し
て
観
音
堂
を
建
て
、
十
一
面
観
音
に
合
わ
せ
て
大
日
如
来

を
祀
っ
て
い
る
。
丘
の
斜
面
に
は
、素
戔
嗚
尊
、大
山
祇
神
、秋
葉
権
現
、護
国
神
、

五
穀
神
を
祀
る
石
祠
が
並
ん
で
い
る
。
観
音
様
の
お
十
七
夜
が
地
区
で
最
も
盛
ん

な
祭
り
で
、
か
つ
て
は
宇
美
川
サ
ヤ
ノ
イ
デ
の
砂
を
車
力
に
乗
せ
観
音
様
の
境
内

に
撒
く
「
砂
あ
げ
」
が
毎
年
祭
り
の
前
に
行
わ
れ
、
青
年
団
の
に
わ
か
や
踊
り
な

ど
も
行
わ
れ
た
が
、
現
在
は
公
民
館
に
観
音
像
の
写
真
パ
ネ
ル
を
据
え
て
行
わ
れ

て
い
る
。

（
二
）
由
来
と
伝
承

　
由
来
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日
一
七
時
頃

（
四
）
実
施
場
所

　
早
見
自
治
会
公
民
館
横
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
五
）
伝
承
組
織

　
早
見
自
治
会
・
子
ど
も
会

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

現
在
は
運
動
会
の
ロ
ー
プ
を
使
用
。
中
心
に
赤
い
布
を
巻
い
て
印
と
す
る
。

か
つ
て
は
障
子
岳
の
上
の
一
本
松
の
辺
り
で
カ
ズ
ラ
タ
チ
（
カ
ズ
ラ
断
ち
）
を
し

て
、
公
民
館
で
編
み
込
ん
で
い
た
。
カ
ズ
ラ
タ
チ
は
一
泊
野
宿
し
て
集
め
る
な
ど
、

大
変
な
作
業
だ
っ
た
た
め
、
早
い
時
期
に
運
動
会
の
ロ
ー
プ
に
変
更
さ
れ
た
。
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（
七
）
実
施
の
内
容

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
五
日
、
早
見
自
治
会
公
民
館
横
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
心
に
、
盆
踊
り
の

櫓
を
建
て
、
一
七
時
頃
よ
り
そ
の
横
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
大
人
対
子
ど
も
と
母
親
の
チ
ー
ム
で
引
き
合
い
、
子
ど
も
が
二
勝
し
た
時
点
で

終
了
。

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
ま
で
行
わ
れ
た
が
、
二
（
二
〇
二
〇
）
年
か
ら
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
中
止
。
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
も

開
催
予
定
は
な
い
と
い
う
。

　

過
去
の
盆
綱

　
古
野
清
人
が
一
九
七
〇
年
に
出
版
し
た
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
―
筑
前
宗
像
に
お

け
る
調
査
―
』
に
は
、
具
体
的
な
調
査
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、「
綱
引
き
」

の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　「
今
で
も
や
る
。
盆
の
十
五
日
。
往
還
で
や
る
所
も
あ
る
。
家
の
中
で
表
か
ら

裏
へ
ひ
き
通
す
家
も
あ
る
。
自
分
の
家
は
綱
引
き
の
場
所
に
は
悪
い
が
、
庄
屋
し

て
い
た
か
ら
か
。
部
落
の
男
女
が
来
て
、
大
い
に
は
ず
ん
で
や
る
。

　
宇
美
が
二
組
の
と
き
は
盛
ん
で
、隣
村
に
加
勢
を
頼
ん
だ
。〈
仏
を
引
き
あ
げ
る
、

極
楽
さ
え
〉と
い
っ
た
。葛
取
っ
て
き
て
や
る
。茅
の
中
に
葛
を
ね
ぢ
こ
ん
で
お
く
。

握
ら
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
い
綱
。
三
度
か
か
っ
て
勝
負
つ
け
る
。
音
頭
と
っ
て
、
祝
め

で
た
や
を
歌
う
。
青
年
が
真
ん
中
に
あ
っ
て
や
る
。
青
年
と
子
供
、
親
と
。」

（
森

　
弘
子
）
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一
八
　
原は
る
田だ

上か
み
の
盆ぼ
ん
綱つ
な
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
宇
美
町
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
一
七

　
早
見
の
盆
綱
引
き
を
参
照
。

　
原
田
地
区
は
、
太
宰
府
市
と
の
隣
接
地
に
あ
る
農
村
地
帯
で
あ
る
。
元
は
炭
焼

村
の
枝
村
。
本
村
は
原
田
上
で
分
家
等
の
集
落
と
し
て
原
田
下
が
で
き
た
。
さ
ら

に
両
地
区
の
間
に
町
営
住
宅
が
で
き
原
田
中
央
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
近
く
に
三
菱

勝
田
炭
鉱
が
あ
り
、
原
田
地
区
の
中
に
坑
道
が
通
り
、
積
み
出
し
口
や
坑
口
が
一

部
村
の
中
に
あ
る
が
、
原
田
村
の
人
が
そ
れ
に
従
事
し
た
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
今
で
も
農
業
に
よ
る
地
域
で
の
繋
が
り
が
深
い
。

氏
神
は
貴
船
神
社
。
炭
焼
村
の
貴
船
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
と
い
う
。
原
田
上
の

戸
数
は
現
在
一
六
四
戸
だ
が
、
こ
れ
は
核
家
族
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
元

来
は
二
〇
戸
前
後
で
あ
っ
た
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
盆
の
一
五
日
、
精
霊
送
り
の
前
に
行
う
。
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
由
来
な

ど
は
わ
か
ら
な
い
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
原
田
上
の
村
落
の
中
央
道
路

（
五
）
伝
承
組
織

　
原
田
上
自
治
会

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
ロ
ー
プ
綱
を
カ
ズ
ラ
で
結
ん
だ
も
の

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
集
落
の
最
上
部
に
氏
神
貴
船
神
社
、
そ
の
上
に
墓
地
が
あ
り
、
以
前
は
、
墓
地

の
あ
る
所
の
裏
山
な
ど
で
、
カ
ズ
ラ
タ
チ
（
カ
ズ
ラ
の
採
取
）
を
し
て
、
そ
れ
で

綱
を
練
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
は
カ
ズ
ラ
の
採
取
が
困
難
と
な
り
運
動
会
の

ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
心
を
カ
ズ
ラ
で
結
び
つ
け
る
な
ど
、

名
残
を
留
め
て
い
る
（
写
真
一
）。
山
か
ら
カ
ズ
ラ
を
採
っ
て
き
て
、
綱
を
結
び

つ
け
る
作
業
は
、
盆
綱
引
き
の
始
ま
る
少
し
前
に
、
盆
綱
引
き
の
行
わ
れ
る
路
上

の
中
心
ほ
ど
の
家
の
前
で
行
う
。
綱
の
結
節
が
完
成
す
る
と
路
上
に
延
ば
し
て
お

く
。

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
五
日
夕
刻
、
集
落
の
人
た
ち
が
綱
の
あ
る
道
に
集
ま
っ
て
く
る
。
道
は

緩
い
坂
道
。
合
図
で
綱
に
と
り
つ
く
。
青
年
と
子
供
に
別
れ
、
五
回
行
い
、
最
後

に
初
盆
の
家
の
人
が
中
心
の
カ
ズ
ラ
を
切
断
す
る
（
写
真
二
）。
子
ど
も
側
に
母

親
な
ど
が
加
勢
に
入
り
、
子
ど
も
方
が
勝
つ
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
し

か
し
、
調
査
し
た
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
は
、
必
ず
し
も
大
人
と
子
ど
も
が

分
か
れ
て
引
い
て
い
る
と
い
う
事
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
大
人
も
青
年
と
言
わ
れ

る
年
齢
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
も
多
く
参
加
し
て
引
き
合
っ
て
い
た
。
強

い
て
言
う
な
ら
、
坂
道
の
上
側
に
大
人
が
多
く
、
下
側
に
子
ど
も
が
多
い
よ
う
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森

　
弘
子
）

写
真
一
　
ロ
ー
プ
を
カ
ズ
ラ
で
繋
ぐ

写
真
二
　
カ
ズ
ラ
を
切
断
す
る
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一
九
　
障し

ょ
う
じ
だ
け

子
岳
の
盆ぼ

ん
つ
な
ひ

綱
引
き

（
一
）
地
域
の
概
要

宇
美
町
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
一
七

　
早
見
の
盆
綱
引
き
を
参
照
。

障
子
岳
地
区
は
、
砥
石
山
（
標
高
八
二
八
メ
ー
ト
ル
）
の
山
麓
、
宇
美
川
の
上

流
、
宇
美
町
の
東
部
に
位
置
す
る
。
障
子
岳
と
い
う
山
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、『
筑

前
国
続
風
土
記
』
に
は
「
障
子
岳
村
の
前
後
に
低
き
山
二
つ
あ
り
、
前
の
障
子
と

後
の
障
子
と
い
う
。
宇
美
村
の
枝
村
な
り
」
と
あ
る
。
現
在
の
「
塔
の
尾
自
然
公

園
」
の
丘
陵
が
前
の
障
子
で
、
障
子
岳
本
村
の
前
面
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
丘

陵
が
北
風
か
ら
村
を
守
る
と
障
子
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
か
ら
障
子
岳
と
名
付

け
た
と
い
う
。
障
子
岳
区
に
は
、
本
村
の
他
に
、
今い

ま

屋や

敷し
き

・
山や

ま

ノの

下し
た

・
極ご

く

楽ら
く

寺じ

・

神こ
う
た
け
ば
る

武
原
・
仲な

か

ノの

原は
ら

に
集
落
が
あ
る
。
北
は
須
恵
町
佐さ

谷た
に

、
東
は
飯
塚
市
内な

い
じ
ゅ
う住

、
南

は
太
宰
府
市
北
谷
に
接
す
る
。
観
応
三
（
一
三
五
二
）
年
書
写
の
「
安
楽
寺
領
注

進
状
」
に
「
糟
屋
郡
敷
梨
郷
極
楽
寺
」
と
見
え
、現
在
の
太
宰
府
天
満
宮
領
で
あ
っ

た
事
が
知
ら
れ
、
ま
た
極
楽
寺
に
は
、
蒙
古
襲
来
の
折
、
筥
崎
宮
の
御
神
体
が
避

難
安
置
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

　
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
、
宇
美
村
か
ら
分
村
し
、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）

年
か
ら
一
七
（
一
八
八
四
）
年
ま
で
に
合
併
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
と
い
う
説
も
あ
る
。
現
在
も
農
村
地
帯
で
、
棚
田
が
広
が
っ
て

い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

盆
の
一
三
日
に
家
々
に
帰
っ
て
き
た
仏
様
が
こ
の
綱
に
乗
っ
て
一
五
日
に
彼
岸

（
あ
の
世
）
に
渡
ら
れ
る
と
い
う
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

　
夕
刻

（
四
）
実
施
場
所

　
本
村
と
今
屋
敷
の
境
の
路
上
（
大
橋
の
購
買
店
の
前
か
ら
藤
木
氏
宅
前
の
路

上
）。

（
五
）
伝
承
組
織

　
障
子
岳
自
治
会

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
現
在
は
運
動
会
用
ロ
ー
プ

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
昔
は
、
子
ど
も
が
盆
綱
練
り
の
主
役
で
あ
っ
た
。
一
五
日
昼
頃
、
家
々
か
ら
藁

一
束
ず
つ
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
川
で
濡
ら
し
、
石
に
ぶ
つ
け
て
柔
ら
か
く
し
、

三
つ
組
み
の
綱
を
練
り
合
わ
せ
る
。
高
い
二
本
の
木
の
股
に
棒
を
渡
し
、
綱
の
先

端
を
固
定
し
て
三
人
で
三
つ
組
み
の
藁
を
下
へ
捻
り
上
げ
て
い
く
。
子
ど
も
だ
け

で
は
で
き
な
い
の
で
青
年
が
手
伝
っ
た
。
綱
は
長
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
夕
方
綱
引
き
の
場
に
運
ん
で
、
本
村
分
と
今
屋
敷
分
を
繋
ぎ

合
わ
せ
て
一
本
の
盆
綱
と
し
引
き
合
っ
た
。

綱
引
き
の
実
際

　
夕
刻
、
三
々
五
々
に
村
人
が
集
ま
る
。
ロ
ー
プ
の
中
心
に
は
赤
い
布
を
巻
い
て

目
印
と
し
て
い
る
。
自
治
会
役
員
の
指
示
で
綱
に
つ
く
。
以
前
は
本
村
と
今
屋
敷

の
引
き
合
い
だ
っ
た
が
、
現
在
は
極
楽
寺
も
山
ノ
下
も
参
加
し
て
い
る
。
自
治
会

役
員
の
号
令
で
引
き
合
い
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
止
め
る
。
勝
っ
た
方
が
が
ど
う
だ

と
か
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

　
昔
は
、
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
本
村
分
は
お
地
蔵
様
の
前
に
持
ち
帰
り
、
一
六

日
の
大
山
祇
神
社
の
奉
納
相
撲
の
土
俵
の
俵
に
使
っ
て
い
た
。
こ
の
奉
納
相
撲
に

は
障
子
岳
中
の
青
年
が
集
ま
り
、
遠
方
か
ら
相
撲
取
り
も
や
っ
て
来
た
。
各
家
か

ら
米
三
合
を
切
り
集
め
、
握
り
飯
や
煮
し
め
、
漬
物
な
ど
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
、

皆
で
楽
し
ん
だ
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
大
水
害
で
、
拝
殿
が
倒
壊
し
、

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
～
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
三
年
間
は
盆
綱
引
き
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
実
施
の
予
定
。

（
森

　
弘
子
）



79

二
〇
　
和わ

だ田
の
盆ぼ
ん
綱つ
な
引ひ

き

　（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
糟
屋
郡
篠さ

さ
ぐ
り栗

町
は
福
岡
市
か
ら
東
に
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
、
面

積
は
三
八
・
九
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
あ
る
。
鉾ほ

こ
た
て
や
ま

立
山
・
八や

木き

山や
ま

・
若わ

か
す
ぎ
や
ま

杉
山

の
峰
々
に
囲
ま
れ
、
中
央
に
は
多
々
良
川
が
東
西
に
流
れ
、
そ
の
周
囲
に
平
地
が

開
け
て
い
る
。
総
面
積
の
約
七
割
に
山
林
が
広
が
っ
て
い
る
（
篠
栗
町

　
町
の
概

要https://w
w
w.tow

n.sasaguri.fukuoka.jp/chosei/shokai/2136.htm
l

）。

町
の
北
は
久
山
町
、
北
東
は
宮
若
市
、
東
は
飯
塚
市
、
南
は
須
恵
町
、
西
は
粕か

す

屋や

町
に
接
し
て
い
る
。

　
和
田
は
九
州
大
学
福
岡
演
習
林
と
、
多
々
良
川
と
の
間
に
発
達
し
た
集
落
で

（
篠
栗
町
文
化
財
専
門
委
員
会

　
一
九
九
〇

　
一
四
）、
国
道
二
〇
一
号
が
東
西
に

貫
い
て
い
る
。
和
田
村
は
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
勢せ

門と

村む
ら

と
な
り
、
昭
和

三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
篠
栗
町
と
な
っ
た
。
工
場
団
地
が
建
設
さ
れ
、
宅
地
化

が
進
ん
だ
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
一
四
七
一
）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
盆
綱
引
き
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
先
祖
を
送
っ
て
い
た
。

　
一
〇
〇
年
以
上
は
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
終
戦
前
後
、
数
年
中
断
し
て
い

た
と
い
う
（
糟
屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
〇
）。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

　
盆
綱
引
き
と
、
ス
イ
カ
割
り
大
会
を
一
緒
に
行
う
。

（
四
）
実
施
場
所

　
和
田
公
民
館
前
の
路
地
で
行
っ
た
。
本
来
は
和
田
八
幡
宮
の
前
で
行
う
も
の
だ

と
い
う
。

　
か
つ
て
は
、
和
田
八
幡
宮
下
の
道
路
で
引
い
て
い
た
が
、
交
通
量
が
増
加
し
た

た
め
、
境
内
裏
の
広
場
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
（『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』
二
〇
〇
八

年
八
月
号
）。
雨
が
降
っ
た
り
、暑
か
っ
た
り
す
る
と
公
民
館
の
前
で
行
っ
て
い
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
和
田
区

　
か
つ
て
は
、
和
田
の
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
（
糟
屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
〇
）。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
小
学
校
か
ら
借
り
た
運
動
会
の
綱
引
き
の
綱
を
使
用
す
る
。

　
か
つ
て
は
、
茅
、
藁
、
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
練
り
合
わ
せ
て
太
さ
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
程
の
盆
綱
を
二
本
作
り
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
一
本
に
し
て
い
た
（
糟
屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
〇
―

五
一
）。

　
茅
と
フ
ジ
カ
ズ
ラ
の
み
使
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
（
篠
栗
町
ふ
る

さ
と
運
動
の
会
編

　
一
九
八
五

　
七
〇
、『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』　
二
〇
〇
八
年
八
月

号
）。

（
七
）
実
施
内
容

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
八
月
一
五
日
の
一
六
時
か
ら
盆
綱
引
き
が
行

わ
れ
た
。

　
一
五
時
頃
か
ら
、
子
ど
も
達
が
集
ま
り
始
め
た
。
主
に
子
供
育
成
会
の
保
護
者

が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
綱
を
伸
ば
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
テ
ー

プ
を
貼
っ
て
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
を
示
し
、
綱
の

中
心
と
合
わ
せ
る
。
綱

引
き
の
応
援
に
使
う
紅

白
の
旗
を
竹
に
付
け

る
。
そ
の
他
、
か
き
氷

を
販
売
す
る
た
め
の
準

備
、
綱
引
き
の
後
、
子

ど
も
達
が
食
べ
る
ス
イ

カ
の
カ
ッ
ト
、
ス
イ
カ

割
り
を
行
う
た
め
に
ビ

写
真
一
　
盆
綱
引
き
（
奥
が
和
田
八
幡
宮
）　
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ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
る
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

一
六
時
頃
か
ら
盆
綱
引
き
が
行
わ
れ
た
（
写
真
一
）。
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

達
が
三
〇
人
ほ
ど
参
加
し
、
子
ど
も
対
子
ど
も
で
行
わ
れ
た
。
年
齢
が
小
さ
い
子

ど
も
か
ら
順
に
位
置
に
つ
い
た
。
三
回
引
い
た
後
、
も
う
一
回
行
う
こ
と
に
な
り
、

四
回
戦
行
わ
れ
た
。
盆
綱
引
き
の
後
は
ス
イ
カ
を
食
べ
、
ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
ん

だ
。

　
か
つ
て
は
、
盆
前
に
子
ど
も
達
が
久
山
町
の
山
に
フ
ジ
カ
ズ
ラ
、
大
川
（
多
々

良
川
）
に
茅
を
採
り
に
行
き
、
和
田
八
幡
宮
境
内
に
あ
る
木
の
枝
に
か
け
て
盆
綱

を
編
ん
だ
が
（
糟
屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
〇
―
五
一
、『
広

報
さ
さ
ぐ
り
』　
二
〇
〇
八
年
八
月
号
）、
青
年
た
ち
が
編
ん
だ
と
も
い
う
（
篠
栗

町
ふ
る
さ
と
運
動
の
会
編

　
一
九
八
五

　
七
〇
）。

　
ま
た
、引
く
際
は
、「
子
ど
も
と
青
年
団
が
東
西
に
分
か
れ
て
全
力
で
引
く
」（
糟

屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
一
）、「
か
つ
て
は
子
ど
も
達
だ
け

の
行
事
で
し
た
が
、
今
で
は
大
人
も
参
加
し
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
対
二
の
比
率

で
、
大
人
対
子
ど
も
の
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
す
」（『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』　
二
〇
〇
八

年
八
月
号
）
と
、
誰
が
引
く
の
か
は
そ
の
時
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。

　
盆
綱
引
き
は
、
綱
が
切
れ
る
ま
で
引
き
合
い
、
切
れ
な
い
と
き
は
鎌
で
中
央
か

ら
切
る
（
糟
屋
地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
一
）、
三
回
目
に
は

鎌
で
必
ず
綱
を
切
る
（『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』　
二
〇
〇
八
年
八
月
号
）
と
言
い
、
綱

は
必
ず
切
っ
て
い
た
。
現
在
は
運
動
会
の
綱
引
き
用
の
綱
を
使
う
た
め
切
ら
な
い
。

　
切
れ
た
綱
は
、
大
川
（
多
々
良
川
）
に
流
し
、
精
霊
流
し
を
し
て
い
た
（
糟
屋

地
区
文
化
財
担
当
者
会
編

　
二
〇
〇
八

　
五
一
、『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』　
二
〇
〇
八

年
八
月
号
）。

（
田
中

　
久
美
子
）
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二
一
　
須す

え恵
の
盆ぼ
ん
綱つ
な
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

須
恵
町
は
糟
屋
郡
の
南
部
に
位
置
し
、
若
杉
山
（
標
高
六
八
一
メ
ー
ト
ル
）
の

南
西
麓
に
広
が
る
。
北
は
同
山
を
境
に
糟
屋
郡
篠
栗
町
、
西
は
粕
屋
町
・
志
免
町
、

南
は
宇
美
町
、
東
は
飯
塚
市
に
接
す
る
。
若
杉
山
は
三
郡
山
地
の
中
央
部
に
あ
り
、

同
山
と
三
郡
山
の
間
に
は
、
古
代
よ
り
の
峠
道
シ
ョ
ウ
ケ
越
が
あ
る
。
若
杉
山
は

海
か
ら
秀
麗
な
姿
を
望
む
山
当
て
の
山
で
あ
り
、
太
祖
権
現
を
祀
る
霊
地
で
、
篠

栗
側
を
右
谷
、
須
恵
側
を
左
谷
と
い
っ
た
。
町
の
中
央
を
須
恵
川
が
貫
流
す
る
。

　
江
戸
期
に
は
須
恵
村
に
岡
（
高
場
）
眼
科
、
上
須
恵
村
に
日
本
四
大
眼
科
に
数

え
ら
れ
た
田
原
眼
科
が
あ
り
、
多
数
の
患
者
が
長
期
滞
在
し
て
治
療
を
受
け
た
た

め
、
眼
療
宿
場
が
形
成
さ
れ
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
施
行
で

七
箇
村
を
村
域
に
含
む
須
恵
村
が
成
立
し
た
。

　
町
域
は
糟
屋
炭
田
の
一
部
で
、
江
戸
時
代
か
ら
農
閑
期
に
農
民
が
採
掘
し
て
い

た
が
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
海
軍
予
備
炭
山
に
指
定
さ
れ
、
民
間
の
開

発
が
禁
じ
ら
れ
た
。
閉
山
後
は
、炭
鉱
跡
地
に
住
宅
団
地
、工
業
団
地
が
開
発
さ
れ
、

香
椎
線
が
福
北
ゆ
た
か
線
と
接
続
し
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
須
恵
中
央
駅
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
福
岡
市
へ
の
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
福
岡
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
著
し
い
。

　
盆
綱
が
行
わ
れ
る
須
恵
町
須
恵
は
江
戸
期
の
須
恵
村
で
、
須
恵
川
の
下
流
域
平

地
に
位
置
す
る
。
氏
神
の
宝
満
宮
は
、
応
徳
二
（
一
〇
八
五
）
年
、
白
河
院
が
竈

門
山
大
神
（
宝
満
山
の
神
）
に
賜
っ
た
神
領
八
〇
庄
の
一
つ
の
荘
園
鎮
守
神
と
伝

え
ら
れ
、
明
治
初
期
に
は
竈
門
神
社
と
称
し
、
須
恵
村
と
上
須
恵
村
、
か
つ
て
は

佐
谷
村
と
新
原
村
の
大
半
も
氏
子
で
あ
っ
た
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
時
中
は
中
断
し
、
昭
和
五
〇
年
頃
に
復
活
し
た
。

盆
綱
は
、
子
ど
も
達
が
持
っ
て
町
内
を
巡
る
が
、
こ
の
際
、
綱
は
御
先
祖
様
が

極
楽
浄
土
に
戻
る
乗
り
物
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
は
、
子
ど
も
会
行

事
と
な
り
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
者
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

　
一
〇
時
～
一
一
時

（
四
）
実
施
場
所

　
糟
屋
郡
須
恵
町
須
恵

　
須
恵
宝
満
宮
境
内
・
須
恵
区
町
内

（
五
）
伝
承
組
織

　
須
恵
区
子
ど
も
会

須
恵
区
民
全
体
が
子
ど
も
会
育
成
会
員
で
あ
り
、
育
成
会
が
お
膳
立
て
し
、
子

ど
も
は
綱
を
持
っ
て
町
内
全
域
の
大
き
な
道
を
回
る
だ
け
で
あ
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
縄
と
カ
ズ
ラ
を
素
材
と
す
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
八
月
第
一
日
曜
日
。
早
朝
、
筑
紫
野
市
の
宝
満
川
に
コ
モ
を
刈
り
に
行
き
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
帰
る
。
し
か
し
、
宝
満
川
の
従
来
の
場
所
が
護
岸
工
事
さ
れ
、

宝
満
川
の
ど
の
あ
た
り
に
ま
だ
コ
モ
が
生
え
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
、
他
所
を
探
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
相
談
し
て
い
る
と
い
う
。

　
九
時
よ
り
宝
満
宮
境
内
で
は
、
老
若
男
女
が
集
ま
り
、
藁
う
ち
作
業
を
行
う
。

子
ど
も
達
が
稲
束
を
境
内
の
大
き
な
木
に
打
ち
付
け
柔
ら
か
く
し
、
大
人
が
藁
ス

グ
リ
を
し
て
、
さ
ら
に
槌
で
叩
い
て
柔
ら
か
く
し
、
ベ
テ
ラ
ン
に
教
わ
っ
て
、
綱

に
編
み
込
む
ワ
ラ
の
ネ
タ
（
束
）
を
作
る
。

コ
モ
が
到
着
す
る
と
、
カ
ズ
ラ
（
現
在
は
縄
）
を
芯
に
、
村
内
で
採
れ
た
ワ
ラ

と
カ
ヤ
、
宝
満
川
の
コ
モ
を
編
み
込
ん
で
い
く
。
境
内
に
は
ブ
ラ
ン
コ
が
取
り
付

け
ら
れ
る
横
に
渡
し
た
鉄
パ
イ
プ
の
上
の
も
う
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
、
鉄
パ
イ
プ

を
渡
し
た
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
り
、
こ
こ
に
綱
の
端
を
取
り
付
け
、
左
綯
い
に
綯
っ
て

い
く
。
お
そ
ら
く
こ
の
た
め
の
特
製
の
ブ
ラ
ン
コ
で
あ
ろ
う
。
綱
の
直
径
は
一
〇

数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、長
さ
は
参
加
す
る
子
ど
も
の
数
に
よ
っ
て
、昔
は
二
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
も
綯
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
は
一
五
メ
ー
ト
ル
程
度
。

綱
が
で
き
あ
が
る
と
拝
殿
に
左
巻
き
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
形
で
置
い
て
お
く
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（
写
真
一
）。
須
恵
町
新
原
の
盆
綱
は
綱
を
と
ぐ
ろ
状
に
巻
い
た
後
、
中
心
部
で
頭

を
も
た
げ
る
よ
う
に
綱
の
先
端
を
出
す
が
、
須
恵
区
は
巻
い
て
平
に
置
い
て
あ
る
。

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
五
日
一
〇
時
、
法
被
を
着
た
子
ど
も
達
が
宝
満
宮
境
内
に
集
ま
る
。
法

被
は
、
背
中
に
「
す
」
衿
に
「
す
え
子
供
会
」「
す
え
育
成
会
」
と
紫
色
で
染
め

抜
い
た
水
法
被
で
あ
る
。
子
ど
も
の
代
表
の
参
拝
が
終
わ
る
と
、
綱
を
持
っ
て
町

内
中
を
巡
る
（
写
真
二
・
三
）。
綱
に
は
一
メ
ー
ト
ル
お
き
ぐ
ら
い
に
左
右
に
引
き

綱
が
つ
い
て
い
て
、
こ
ど
も
た
ち
は
こ
の
綱
を
持
っ
て
、
鉦
、
太
鼓
、
笛
に
乗
せ

て
「
盆
綱
わ
っ
し
ょ
い
」
と
い
う
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
歩
行
す
る
。
昔
は
綱
を

担
い
で
走
り
回
っ
て
い
た
と
も
言
う
。
盆
綱
が
通
る
先
頭
で
は
、先
導
車
が
ス
ピ
ー

カ
ー
で「
盆
綱
が
来
ま
す
」と
振
れ
る
。
沿
道
の
家
々
か
ら
は
勢
い
水
が
か
け
ら
れ
、

子
ど
も
達
は
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
。
子
ど
も
の
傍
に
は
大
人
が
つ
い
て
歩
い
て
い
る
。

　
最
後
に
男
の
子
、女
の
子
に
分
か
れ
て
綱
を
引
き
合
い
、適
当
な
回
数
引
き
合
っ

た
と
こ
ろ
で
、
綱
を
中
心
か
ら
切
る
。
綱
引
き
を
す
る
場
所
は
、
毎
年
異
な
る
。

　
近
年
、
松
ヶ
浦
団
地
（
六
二
戸
）
が
開
発
さ
れ
、
昔
か
ら
の
住
民
に
加
え
て
、

祭
り
に
参
加
し
て
い
る
新
住
民
も
い
る
が
、
盆
の
時
期
に
実
家
に
帰
省
し
て
い
く

家
族
が
多
く
、
参
加
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
数
年
前
か
ら
、
終
わ
っ
た
後

に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
す
る
な
ど
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年

～
四
（
二
〇
二
二
）
年
の
三
年
間
、
子
ど
も
会
活
動
が
中
止
さ
れ
た
た
め
、
伝
承

が
衰
え
、
ま
た
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
。

過
去
の
盆
綱
引
き

　
昔
は
、
綱
を
切
っ
た
後
、
須
恵
川
に
流
し
て
い
た
が
、
現
在
は
川
に
流
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
般
ゴ
ミ
と
一
緒
に
処
分
し
て
い
る
。

　
現
在
も
、
初
盆
の
家
で
回
っ
て
き
て
下
さ
い
と
申
し
入
れ
る
家
が
あ
り
、
元
々

は
、
初
盆
の
供
養
が
中
心
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
森

　
弘
子
）

写
真
一
　
と
ぐ
ろ
巻
の
綱
　

写
真
二
　
宝
満
宮
を
出
発
　

写
真
三

須
恵
川
沿
い
の
一
行
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二
二
　
新し
ん
ば
る原
の
盆ぼ
ん
つ
な綱

（
一
）
地
域
の
概
要

須
恵
町
に
つ
い
て

　
糟か

す

屋や

郡
の
南
部
に
位
置
し
、
若
杉
山
（
標
高
六
八
一
メ
ー
ト
ル
）
の
南
西
麓
に

広
が
る
町
。
北
は
同
山
を
境
に
篠
栗
町
、
西
は
粕
屋
町
・
志
免
町
、
南
は
宇
美
町
、

東
は
飯
塚
市
に
接
す
る
。
若
杉
山
は
宝
満
山
・
三
郡
山
・
犬
鳴
山
・
西
山
か
ら
な

る
三
郡
山
地
の
中
央
部
に
あ
っ
て
、
若
杉
山
と
三
郡
山
の
間
に
は
、
飯
塚
市
へ
と

越
え
る
シ
ョ
ウ
ケ
越
が
あ
る
。

　
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
制
施
行
で
須
恵
村
が
成
立
し
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
町
制
施
行
に
よ
り
須
恵
町
と
な
る
。
人
口
は
炭
鉱
の
繁
栄
で

一
時
二
〇
〇
〇
〇
人
に
迫
っ
た
が
、
国
鉄
の
配
置
転
換
や
閉
山
で
激
減
、
昭
和

四
〇
（
一
九
六
五
）
年
に
は
一
二
〇
〇
〇
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
炭
鉱
に
つ
い

て
は
糟
屋
炭
田
の
一
部
に
あ
た
り
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
海
軍
省
の
調

査
が
入
り
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
は
新
原
採
炭
所
を
置
い
て
海
軍
の
直
営

で
開
坑
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
国
鉄
に
経
営
が
引
き
継
が
れ
た
が
、
昭
和
三
二

（
一
九
五
七
）
年
に
民
間
へ
の
払
い
下
げ
が
図
ら
れ
る
も
、昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
に
閉
山
し
た
。

　
現
在
で
は
、
香
椎
線
が
篠
栗
線
に
長

ち
ょ
う
じ
ゃ
ば
る

者
原
駅
で
接
続
し
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年
に
須
恵
中
央
駅
が
開
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
福
岡
市
へ
の
通
勤
・
通
学
の
利
便

性
が
高
ま
り
、
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
り
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の

人
口
は
約
二
九
〇
〇
〇
人
を
数
え
る
。

新
原
区
に
つ
い
て

　
新
原
区
の
前
身
、
江
戸
時
代
の
新
原
村
は
、
佐
谷
村
と
須
恵
村
に
属
す
原
野
を

元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
に
黒
田
長
政
が
家
臣
の
林
庄
七
に
命
じ
て
開
墾
さ
せ
、

佐
谷
村
・
須
恵
村
・
宇
美
村
の
一
部
を
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
。
新
原
区

で
は
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に
四
〇
〇
周
年
の
記
念
に
区
誌
を
作
っ
た
。

　
採
炭
に
つ
い
て
は
、
細
々
な
が
ら
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
り
、
明
治
二
三

（
一
八
九
〇
）
年
に
、
本
格
的
に
海
軍
直
営
の
新
原
採
炭
所
と
し
て
開
坑
し
た
。

現
在
の
新
原
区
公
民
館
に
隣
接
す
る
新
原
公
園
に
は
、
こ
の
と
き
か
ら
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
に
志
免
町
に
移
転
す
る
ま
で
海
軍
燃
料
廠
の
庁
舎
が
置
か
れ
て

い
た
（
写
真
一
）。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
日
本
国
有
鉄
道
に
引
き
継
が
れ
た
。

炭
鉱
は
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
民
間
へ
の
払
い
下
げ
が
検
討
さ
れ
る
も
中

止
さ
れ
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
に
閉
山
し
た
。
閉
山
後
は
鉱
害
を
処
理
し
、

炭
鉱
跡
地
に
住
宅
団
地
や
工
業
団
地
が
開
発
さ
れ
た
。

　
新
原
区
で
は
、
採
炭
と
併
せ
て
水
田
耕
作
も
盛
ん
に
な
さ
れ
た
。
閉
山
後
は
、

炭
鉱
に
勤
め
て
い
た
住
人
が
、
そ
の
ま
ま
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
国
鉄
に
勤
め
る

兼
業
農
家
も
多
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
平
成
に
入
り
、
水
田
の
宅
地
化

が
進
み
、
住
宅
地
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
て
い
る
。

　
盆
綱
引
き
の
綱
が
作
成
さ
れ
る
新
原
地
蔵
堂
（
写
真
二
）
に
は
、
明
治
時
代
初

期
に
宇
美
八
幡
宮
誕
生
寺
か
ら
移
さ
れ
た
薬
師
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
（
写
真
三
）・

弥
勒
如
来
の
三
体
の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
廃
仏
毀
釈
を
避
け
て
当
地
に
移
さ

れ
た
と
伝
わ
る
。

写
真
一
　
海
軍
炭
鉱
操
業
記
念
碑
　

写
真
二
　
新
原
地
蔵
堂

写
真
三
　
阿
弥
陀
如
来
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（
二
）
由
来
・
伝
承

盆
の
最
後
の
一
五
日
に
、
先
祖
を
送
る
た
め
に
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
と

三
（
二
〇
二
一
）
年
を
中
止
と
し
た
が
、
須
恵
町
で
唯
一
、
中
断
す
る
こ
と
な
く

続
い
て
き
た
と
い
う
。
戦
時
中
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。

　
盆
綱
で
用
い
ら
れ
た
綱
は
、
地
区
に
宅
地
が
少
な
く
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
頃

は
、
そ
の
次
の
年
の
年
始
の
ど
ん
ど
焼
き
で
燃
や
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
宅
地
化

が
進
み
、
住
民
へ
の
配
慮
の
た
め
に
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
須
恵
町
の
処
分
場
で
処
分
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
も
と
も
と
新
原
バ
ス
停
付
近
の
十
字
路
で
、
南
北
に
分
か
れ
行
っ
て
い
た
も
の

を
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
原
田
家
前
（
新
原
向
原
バ
ス
停
付
近
）
に
移
し
た
。

こ
の
と
き
は
、
消
防
団
が
交
通
規
制
を
し
て
行
っ
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
宅
地
化
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
に
よ
り
道
路
上
で

行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、公
民
館
の
前
の
広
場
で
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。

（
五
）
伝
承
組
織

消
防
団
員
を
中
心
に
し
た
青
年
部
、
新
原
区
の
自
治
会
役
員
、
青
年
部
や
自
治

会
役
員
を
引
退
し
た
人
た
ち
や
有
志
の
人
た
ち
で
担
い
伝
え
て
い
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

長
さ
：
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
っ
た
が
通
常
は

二
五
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
。
か
つ
て
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
っ
た
。

　
太
さ
：
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

（
七
）
実
施
内
容

準
備

　
六
時
に
一
五
名
ほ
ど
の
人
た
ち
が
集
ま
る
。
区
長
の
説
明
の
後
、
カ
ズ
ラ
と
り

と
カ
ヤ
と
り
、
地
蔵
堂
に
残
る
者
が
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自

動
車
で
採
取
地
に
向
か
っ
て
採
取
す
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
カ
ヤ
を

県
道
三
五
号
線
の
土
手
、
カ
ズ
ラ
を
新
大
福
池
と
大
福
池
の
間
の
ヤ
ブ
で
採
取
し

た
（
写
真
四
・
五
）。

　
地
蔵
堂
に
残
る
者
は
、す
で
に
確
保
し
て
お
い
た
ワ
ラ
を
叩
く
作
業
を
行
う
（
写

真
六
）。
ワ
ラ
を
叩
く
の
は
、
外
側
の
皮
の
よ
う
な
部
分
を
落
と
し
て
芯
に
す
る

た
め
と
い
う
。

カ
ズ
ラ
と
り
と
カ
ヤ
と
り
の
人
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
と
、
は
じ
め
に
カ
ズ
ラ
を

繋
い
で
綱
の
芯
を
作
る
（
写
真
七
）。
カ
ズ
ラ
を
繋
ぐ
と
き
に
は
、
現
在
で
は
樹

脂
製
の
結
束
バ
ン
ド
を
用
い
る
。
か
つ
て
は
針
金
を
用
い
て
い
た
と
い
う
。
芯
に

は
、
近
年
に
切
れ
に
く
く
す
る
た
め
ナ
イ
ロ
ン
製
の
ロ
ー
プ
を
通
す
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
引
く
人
が
少
な
く
、
切
れ
な
い
だ
ろ
う
と
こ
れ
を
省
い
た
。

写
真
四
　
カ
ヤ

写
真
五
　
カ
ズ
ラ
の
採
取
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カ
ズ
ラ
の
芯
が
で
き
る
と
、
一
方
の
先
端
を
ロ
ー
プ
に
繋
い
で
拝
殿
の
外
に
止

め
て
い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
か
け
る
。
頭
の
側
の
芯
の
反
対
側
は
、
拝
殿
の
床
下
か

ら
拝
殿
に
綱
作
り
の
作
業
の
た
め
に
開
け
ら
れ
た
穴
か
ら
床
上
に
通
す
。
綱
は
、

尻
尾
か
ら
頭
に
向
け
て
編
ま
れ
る
か
た
ち
に
な
る
。
拝
殿
の
外
で
は
、
ワ
ラ
叩
き

の
ほ
か
に
、
カ
ヤ
の
葉
集
め
が
は
じ
ま
る
。
カ
ヤ
は
、
傷
や
切
れ
た
部
分
の
な
い

き
れ
い
な
葉
で
、
ワ
ラ
の
長
さ
と
同
じ
も
の
を
集
め
る
。
ワ
ラ
叩
き
と
カ
ヤ
の
葉

集
め
が
進
む
と
、
ワ
ラ
の
束
に
カ
ヤ
の
葉
を
三
枚
ほ
ど
混
ぜ
て
束
ね
る
。
こ
れ
を

ネ
タ
と
い
う
。
ネ
タ
が
出
来
る
と
、
拝
殿
に
置
か
れ
た
水
の
張
ら
れ
た
パ
ン
ケ
ー

ス
や
バ
ケ
ツ
に
浸
し
込
む
（
写
真
八
）。
水
は
、
地
蔵
堂
の
隣
の
消
防
団
の
小
屋

の
水
道
か
ら
伸
ば
さ
れ
た
ホ
ー
ス
か
ら
パ
ン
ケ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ら
れ
、
さ

ら
に
床
上
に
置
か
れ
た
ネ
タ
に
も
か
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ネ
タ
を
水
浸

し
に
し
て
お
く
。
ネ
タ
を
水
浸
し
に
す
る
理
由
は
、
編
む
際
に
締
ま
り
や
す
く
す

る
た
め
と
も
い
う
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

　
拝
殿
で
は
、
床
上
に
出
し
た
芯
の
先
端
に
ワ
ラ
と
カ
ヤ
を
束
ね
た
ネ
タ
を
取
り

付
け
る
。

　
八
時
前
に
な
る
と
一
時
作
業
を
中
断
し
、
公
民
館
で
朝
食
を
と
る
。
朝
食
は
、

区
長
の
妻
が
料
理
し
た
豚
汁
と
漬
物
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
販
売
し
て
い

る
お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
が
振
舞
わ
れ
る
。
例
年
は
、狭
い
と
こ
ろ
で
立
っ

て
食
べ
て
い
る
と
い
う
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
広
い
講
堂
に
口
の
字
型
に
座
席
が
配
置
さ
れ
、
隣
同
士

の
間
隔
を
大
き
く
あ
け
て
座
っ
た
。

　
八
時
三
〇
分
頃
に
な
る
と
作
業
を
再
開
す
る
。
あ
る
程
度
ネ
タ
作
り
が
進
む
と
、

綱
を
編
む
作
業
に
入
る
。
綱
の
太
さ
は
、
大
人
が
両
手
で
つ
か
ん
だ
と
き
の
長
さ

く
ら
い
に
す
る
。
お
よ
そ
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
綱
は
、
綱
の
頭
の
方

を
拝
殿
の
梁
に
掛
け
て
進
め
て
い
く
（
写
真
九
）。
綱
の
編
み
終
わ
っ
た
部
分
を

上
か
ら
下
へ
と
送
っ
て
い
く
た
め
に
、
梁
の
上
に
人
が
乗
っ
て
送
る
作
業
を
す
る
。

綱
作
り
を
想
定
し
床
に
綱
を
通
す
た
め
の
穴
を
設
け
た
拝
殿
に
な
る
以
前
は
、
床

で
背
の
低
い
小
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
が
、
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
し
て
芯
の
カ
ズ

写
真
六
　
ワ
ラ
を
叩
く
作
業

写
真
七
　
芯
づ
く
り

写
真
八
　
ネ
タ
を
水
浸
し
に
す
る
様
子

写
真
九

綱
づ
く
り
の
様
子
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ラ
が
動
か
な
い
よ
う
握
っ
て
い
た
。
編
む
作
業
は
、
初
め
は
ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
者

た
ち
が
見
本
を
見
せ
る
。
そ
し
て
次
第
に
若
手
の
作
業
者
た
ち
に
代
わ
っ
て
い
く
。

そ
の
後
は
若
手
の
作
業
者
た
ち
が
、
適
宜
交
代
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
。
梁
の

上
の
送
る
作
業
を
す
る
作
業
者
は
、
綱
を
編
み
終
わ
る
ま
で
続
け
て
作
業
を
す
る
。

編
み
終
え
た
部
分
が
梁
か
ら
下
へ
と
送
ら
れ
て
く
る
と
、
ワ
ラ
が
出
た
り
し
て
見

栄
え
の
悪
い
部
分
を
鎌
な
ど
で
切
り
落
と
し
き
れ
い
に
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
見

栄
え
を
よ
く
す
る
た
め
と
、
綱
引
き
の
際
に
子
ど
も
達
が
持
ち
や
す
く
す
る
た
め

に
行
う
と
い
う
。

ネ
タ
を
す
べ
て
編
み
終
え
る
と
、
芯
の
カ
ズ
ラ
の
余
っ
た
部
分
を
切
り
落
と
す
。

通
常
は
長
さ
二
五
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
る
と
こ
ろ
を
、
本
年
は
参
加
者
を
限
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
短
め
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
長

さ
は
か
つ
て
に
比
べ
て
半
分
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
新
原
バ
ス
停
付
近
の
十
字
路

で
綱
引
き
を
行
っ
て
い
た
こ
ろ
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
近
い
長
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

　
最
後
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
者
が
先
端
の
部
分
を
荒
縄
で
巻
く
（
写
真
一
〇
）。

　
頭
が
で
き
る
と
、
拝
殿
や
拝
殿
の
周
囲
の
掃
除
を
行
い
、
カ
ヤ
や
ワ
ラ
の
ク
ズ

な
ど
を
片
付
け
る
（
写
真
一
一
）。
一
通
り
作
業
を
終
え
る
と
、
作
業
者
た
ち
は

一
時
拝
殿
か
ら
離
れ
、
綱
も
一
時
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
外
に
出
し
、
消
防
用
の
ポ

ン
プ
を
使
っ
て
拝
殿
床
上
の
ワ
ラ
ク
ズ
な
ど
を
押
し
流
す
。
ち
な
み
に
、
拝
殿
は
、

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
建
て
替
え

ら
れ
、
こ
う
し
た
高
水
圧
の
清
掃
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
頑
丈
な
作
り
に
な
っ
た
。

　
拝
殿
の
掃
除
が
終
わ
る
と
、
綱
を
拝
殿
に
戻
し
て
ト
グ
ロ
巻
に
し
、
区
長
た
ち

が
日
本
酒
で
清
め
る
（
写
真
一
二
）。
ト
グ
ロ
巻
に
す
る
際
は
、
頭
の
部
分
を
中

心
に
す
る
（
写
真
一
三
）。
一
〇
時
三
〇
分
ご
ろ
に
作
業
を
終
え
る
。
通
常
で
あ

れ
ば
、
綱
が
も
っ
と
長
く
な
る
た
め
、
作
業
終
了
時
刻
が
正
午
近
く
に
な
る
と
い

う
。

　
記
念
撮
影
な
ど
を
し
て
作
業
を
す
べ
て
終
え
る
と
、
公
民
館
に
移
っ
て
素
麺
を

食
べ
る
。
素
麺
は
青
年
部
の
人
が
、
時
間
を
見
計
ら
い
な
が
ら
料
理
す
る
。
こ
れ

ら
が
終
わ
る
と
一
時
解
散
と
な
る
。

写
真
一
〇
　
荒
縄
で
巻
か
れ
た
先
端
部

写
真
一
一
　
清
掃
の
様
子

写
真
一
二
　
酒
で
清
め
る
様
子

写
真
一
三
　
ト
グ
ロ
巻
き
に
さ
れ
た
綱
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綱
引
き

　
一
六
時
五
〇
分
頃
に
な
る
と
、再
び
作
業
者
た
ち
が
拝
殿
に
集
ま
る
。
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
綱
を
載
せ
、
公
民
館
前
の
広
場
に
移
動
さ
せ
る
。
綱
を
運
ぶ
と
伸
ば
し
て
中

心
を
決
め
、
目
印
の
赤
い
リ
ボ
ン
を
結
ぶ
。
次
第
に
綱
引
き
に
参
加
す
る
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
く
る
。
一
七
時
を
ま
わ
る
と
綱
引
き
を
は
じ
め
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

大
人
と
子
ど
も
に
分
か
れ
て
行
う
が
、
令
和
三
（
二
〇
二
二
）
年
は
人
数
を
限
っ

て
、
作
業
に
当
た
っ
た
消
防
団
と
、
作
業
に
あ
た
っ
た
役
員
や
Ｏ
Ｂ
や
、
綱
引
き

に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
と
、
消
防
団
と
消
防
団
で
な
い
人
に
分
か
れ
て
綱
を
引
き

あ
っ
た
（
写
真
一
四
）。
ま
ず
、
区
長
と
、
新
原
区
の
綱
引
き
の
保
存
や
地
蔵
堂

な
ど
を
管
理
す
る
文
化
財
保
存
会
の
会
長
が
挨
拶
を
す
る
。
そ
の
あ
と
、
青
年
部

部
長
が
綱
引
き
の
や
り
方
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。
こ
れ
ら
が
終
わ
る
と
綱
引
き

が
始
ま
る
が
、
綱
引
き
で
は
、
勝
負
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
青
年
部
部
長
が
太

鼓
を
鳴
ら
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
消
防
団
員
と
そ
れ
以
外
の
人
が
交
互
に
引
き
合

う
。
一
度
場
所
交
代
を
行
い
、
何
度
か
引
き
合
っ
た
後
、
一
七
時
二
〇
分
ご
ろ
に

区
長
が
中
心
の
目
印
の
リ
ボ
ン
の
あ
た
り
を
切
る
（
写
真
一
五
）。
綱
が
二
つ
に

切
ら
れ
る
と
綱
引
き
を
終
え
る
。

（
中
村

　
琢
）

写
真
一
四
　
綱
引
き

写
真
一
五
　
綱
引
き
の
終
わ
り
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二
三
　
上か

み
山や

ま
田だ

の
盆ぼ

ん
綱つ

な
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
犬い

ぬ
な
き
や
ま

鳴
山
の
南
西
で
、
猪い

野の

川が
わ

沿
い
に
あ
る
。
猪
野
村
、
香か

椎し
い

村
に
接
す
る
。
元

禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
は
、
山
田
村
か
ら
分
村
し
て
上
山
田
村
が
誕
生
し
た
。

香
椎
宮
領
と
し
て
社
役
を
負
担
し
て
い
た
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
不
明
。
現
在
、
特
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
実
施
期
間

　
新
暦
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

　
齋

い
つ
き
の
み
や

宮
（
糟
屋
郡
久
山
町
山
田
二
三
二
）
で
綱
を
製
作
し
、い
つ
き
会
館
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）（
糟
屋
郡
久
山
町
山
田
六
八
五
）
前
広
場
に
て
綱
引
き
を
す
る
。

　
八
、九
年
前
に
い
つ
き
会
館
前
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昭
和
四
六

（
一
九
七
一
）
年
か
ら
は
、
現
在
の
上
山
田
の
交
差
点
か
ら
一
つ
南
の
交
差
点
か
ら

猪
野
川
に
か
か
る
南
大
橋
ま
で
の
約
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
行
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
の
前
は
、
上
山
田
の
交
差
点
に
あ
る
旧
上
山
田
公
民
館
前
で
行
っ
て
い

た
。

（
五
）
伝
承
組
織

各
年
代
層
の
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
町
お
こ
し
実
行
委
員
会
」。

役
員
二
四
名
、
構
成
員
約
一
〇
〇
名
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
綱
は
、
近
辺
よ
り
採
取
し
た
ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
三
つ
に
分
け
て
、
材
を
足
し
な
が

ら
編
み
上
げ
る
。
か
つ
て
の
二
分
の
一
の
径
で
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
長
さ

三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
か
つ
て
は
径
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
長
か
っ

た
。
両
端
に
立た

ち
ば
な
や
ま

花
山
か
ら
採
取
し
た
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
付
け
て
い
た
が
、
ケ
ガ
人
が

出
る
た
め
中
止
し
た
。

　
ま
た
か
つ
て
各
家
に
カ
ヤ
を
取
っ
て
来
て
も
ら
い
、
ク
ズ
カ
ズ
ラ
に
混
ぜ
込
ん

だ
。
カ
ヤ
が
神
聖
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
綱
を
大
き
く
す
る
た
め
に
行
っ
た
。

だ
が
こ
れ
も
う
ま
く
合
わ
な
い
と
ケ
ガ
を
し
や
す
い
上
に
、
カ
ヤ
も
少
な
く
な
っ

て
採
取
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
ク
ズ
カ
ズ
ラ
だ
け
と
な
っ
た
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
八
月
一
五
日
の
五
時
半
か
ら
、
四
、五
〇
人
で
、
前
も
っ
て
見
つ
け
て
お
い
た

ク
ズ
カ
ズ
ラ
の
生
育
地
に
採
取
に
行
く
。
地
に
這
っ
て
い
る
も
の
で
、
あ
る
程
度

堅
い
も
の
を
選
ぶ
。
当
日
に
採
取
し
な
け
れ
ば
堅
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
必
ず
当

日
の
朝
採
取
す
る
。
七
時
頃
、
三
ト
ン
車
一
台
分
の
ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
分
け
て
、
地
元
の
鎮
守
さ
ま
で
あ
る
齋
宮
境
内
に
運
び
込
む
。

　
少
し
休
ん
だ
後
、
一
四
、五
人
で
綱
を
製
作
す
る
。
境
内
の
土
俵
の
上
か
ら
綱

の
一
端
を
吊
る
し
て
編
ん
で
い
く
。
一
人
が
上
部
を
手
で
固
定
し
、
三
人
で
ク
ズ

カ
ズ
ラ
の
束
を
三
つ
に
分
け
て
各
々
持
つ
。
右
に
捻
じ
っ
て
か
ら
「
お
い
さ
っ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
自
分
の
方
に
引
い
て
全
体
を
締
め
た
後
、
左
隣
の
者
に
渡

し
て
い
く
。
五
、六
段
ず
つ
編
ん
で
い
く
。
他
の
人
は
、
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
長
さ
の
ク
ズ
カ
ズ
ラ
を
一
〇
本
ほ
ど
揃
え
て
、
編
み
こ
む
材
料
と
す
る
。

一
〇
時
半
ぐ
ら
い
に
は
完
成
し
た
。
昔
は
「
御
意
見
番
」
が
い
て
、
編
み
こ
む
作

業
に
指
示
が
飛
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
い
つ
き
会
館
に
運
び
、
会
館
に
て
食
事
を
と
る
。

綱
引
き
の
実
際

　
一
八
時
に
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
一
九
時
か
ら
綱
引
き
を
開
始
す
る
。
子
ど
も

会
と
青
年
、
消
防
団
と
の
対
抗
で
、
七
回
勝
負
す
る
。
子
ど
も
は
あ
ま
り
小
さ
い

と
ケ
ガ
を
す
る
の
で
、
小
学
校
三
、四
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
参
加
す
る
。
現
在
、
中
・

高
校
生
で
参
加
す
る
人
は
い
な
い
。
純
粋
に
勝
負
を
す
る
が
、
子
ど
も
が
負
け
そ

う
に
な
る
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、
青
年
が
負
け
そ
う
に
な
る
と
Ｏ
Ｂ
な
ど
綱

引
き
の
経
験
を
積
ん
だ
大
人
が
加
勢
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
た
り
し
た
。
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途
中
、「
き
お
い
水
」
と
い
い
、
消
防
の
ホ
ー
ス
で
、
勝
負
に
参
戦
し
て
い
る
者

だ
け
で
な
く
、
見
物
人
に
も
勢
い
よ
く
水
を
浴
び
せ
た
（
写
真
一
）。
そ
し
て
七

回
目
の
勝
負
の
と
き
、
あ
る
程
度
引
い
た
と
こ
ろ
で
、
綱
の
中
央
に
ナ
タ
目
を
入

れ
る
。
そ
し
て
ナ
タ
や
ノ
コ
を
使
っ
て
綱
を
切
断
す
る
。
な
か
な
か
切
れ
な
い
と

い
う
。

　
子
ど
も
は
五
年
前
ま
で
締
め
込
み
姿
だ
っ
た
が
、
今
は
自
由
で
あ
る
。
足
元
も

自
由
で
、
裸
足
の
子
が
多
い
。
大
人
は
三
五
年
前
ま
で
締
め
込
み
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
な
く
な
っ
た
。

　
昔
、
子
ど
も
は
一
〇
〇
人
ほ
ど
、
青
年
も
四
、五
〇
人
参
加
し
た
。
勝
負
数
も
、

い
つ
き
会
館
に
場
所
を
移
し
て
か
ら
七
回
に
固
定
さ
れ
た
が
、
以
前
は
七
回
だ
っ

た
り
五
回
だ
っ
た
り
し
た
。

　
二
〇
時
に
は
終
了
す
る
。
綱
は
空

き
地
に
置
い
て
乾
燥
さ
せ
た
後
に
燃

や
す
。
精
霊
を
浄
土
に
帰
す
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
終
了
後
、
そ
の
場
で

盆
踊
り
を
踊
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
～
四
（
二
〇
二
二
）

年
の
三
年
間
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
写
真
は
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

の
も
の
で
あ
る
。

（
𠮷𠮷
𠮷

　
扶
希
子
）

写
真
一
　
き
お
い
水
が
か
け
ら
れ
る
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二
四
　
永な

が
谷た

に
万ま

ん
年ね

ん
願が

ん
盆ぼ

ん
綱つ

な
引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
鞍く

ら

手て

町
は
福
岡
県
の
北
部
に
位
置
し
、
そ
の
北
西
部
に
永
谷
地
区
が
あ
る
。
唐

津
街
道
赤
間
宿
（
宗む

な
か
た像

市
）
と
長
崎
街
道
木こ

屋や
の

瀬せ

宿
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
を

結
ぶ
旧
街
道
が
地
区
の
中
心
を
南
北
に
通
っ
て
い
る
。『
鞍
手
歴
史
図
鑑

　
ふ
る

さ
と
の
魅
力
発
見

　
も
っ
と
知
ろ
う
鞍
手
遺
産
』に
よ
れ
ば
、慶
安
二（
一
六
四
九
）

年
、
博
多
の
商
人
、
白し

ろ
う
ず
ゆ
う
し
ん

水
幽
心
が
自
然
災
害
に
よ
り
農
作
物
に
被
害
を
受
け
た
鞍

手
郡
な
ど
に
米
を
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
、
永
谷
の
土
地
を
与
え
ら
れ
、
永
谷
村
が

開
村
し
た
と
さ
れ
る
（
鞍
手
町
歴
史
遺
産
活
用
推
進
委
員
会
・
鞍
手
町
教
育
委
員

会
　
二
〇
一
四

　
一
八
）。

　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
ま
で
地
区
内
に
炭
坑
が
あ
り
、
最

盛
期
に
は
一
四
〇
軒
以
上
あ
っ
た
が
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
八
月
現
在
は

七
一
軒
を
数
え
る
。
組
は
七
組
あ
り
、
一
～
三
組
を
ま
と
め
て
「
カ
ミ
」、
四
～

七
組
は
「
シ
モ
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　『
鞍
手
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
万
治
年
間
（
一
六
五
八
～
一
六
六
一
）
に
流
行
っ
た

悪
疫
の
退
散
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
幽
心
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
江

戸
時
代
の
初
め
に
大
飢
饉
や
疫
病
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
幽
心
が
私
財
を
な
げ
う
っ

て
救
済
に
あ
た
っ
た
恩
を
忘
れ
な
い
た
め
に
始
ま
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
（
鞍
手

町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
九
五

　
四
三
～
四
四
、四
〇
三
）。

　
ま
た
、
盆
綱
引
き
は
「
万
年
願
」
と
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
万
年
願

と
は
「
家
が
三
軒
に
な
る
ま
で
続
け
ま
す
」
な
ど
と
願
を
立
て
て
行
事
や
芸
能
を

行
う
も
の
で
、
九
州
北
部
や
そ
の
近
隣
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
四
日

（
四
）
実
施
場
所

　
永
谷
地
区
の
中
心
を
南
北
に
通
っ
て
い
る
旧
街
道

（
五
）
伝
承
組
織

実
行
委
員
会
（
永
谷
区
、
消
防
団
、
永
友
会
（
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
））。

か
つ
て
は
、
消
防
団
で
は
な
く
、
青
年
団
が
加
わ
っ
て
い
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

現
在
は
三
つ
打
ち
の
綱
引
き
用
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
。
近
年
ま
で
綱
の
先

端
に
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
結
ん
で
い
た
。
以
前
は
近
隣
の
山
か
ら
採
っ
て
き
た
フ
ジ
カ

ズ
ラ
を
編
ん
で
綱
全
体
を
作
っ
て
い
た
。『
鞍
手
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、「
戦
前
は
、

当
日
早
朝
か
ら
永
谷
七
組
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず
つ
出
て
、
山
に
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
取
り

に
行
き
、
そ
れ
を
練
っ
て
綱
を
作
っ
て
い
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
鞍
手
町
誌
編
集

委
員
会

　
一
九
九
五

　
四
〇
二
）。
フ
ジ
カ
ズ
ラ
の
あ
る
場
所
は
、
山
に
入
る
地

区
の
人
が
覚
え
て
い
た
。

（
七
）
実
施
の
内
容

夕
方
、
真
教
寺
境
内
に
あ
る
白
水
幽

心
の
位
牌
が
あ
る
観
音
堂
か
ら
綱
が
山

門
前
の
駐
車
場
に
引
き
出
さ
れ
、
輪
に

な
っ
て
置
か
れ
る
。
輪
の
中
に
は
子
ど

も
綱
引
き
用
の
綱
を
輪
の
よ
う
に
束
ね

て
置
か
れ
る
。
区
長
が
綱
の
上
に
塩
を

五
箇
所
盛
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
た
板

を
塩
が
盛
っ
て
あ
る
綱
の
外
側
に
置
く

（
写
真
一
）。

　
真
教
寺
の
住
職
が
お
り
ん
と
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
書
か
れ
た
位
牌
を
山
門

横
の
壁
際
に
置
き
、「
重

じ
ゅ
う

誓せ
い

偈げ

」
が
唱

え
ら
れ
る
。
参
加
す
る
の
は
実
行
委
員

会
の
役
員
と
子
ど
も
達
で
あ
る
。
重
誓

偈
が
唱
え
終
わ
る
と
、
大
人
の
参
加
者

は
御
神
酒
を
口
に
し
、
御
神
酒
の
残
り

写
真
一

盆
綱
引
き
の
綱

準備中
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を
綱
に
か
け
る
。
最
後
に
「
打
ち
込
み
」
を
行
う
。
打
ち
込
み
は
、「
ワ
ー
ッ
、セ
ー

ノ
（
二
拍
手
）、モ
ヒ
ト
ツ
セ
ー
ノ
（
二
拍
手
）、ヨ
ー
ト
サ
ン
ド
（
三
拍
手
）、ワ
ー

（
両
手
を
挙
げ
る
）」
と
行
う
。（
※
カ
タ
カ
ナ
は
掛
け
声
、
カ
ッ
コ
内
は
動
作
）

　
そ
の
後
、
真
教
寺
の
参
道
と
旧
街
道
が
交
差
す
る
丁
字
路
に
移
動
す
る
。
丁
字

路
で
は
、「
万
年
願
」
と
染
付
さ
れ
た
ハ
チ
マ
キ
を
巻
い
た
子
ど
も
達
が
輪
に
な
っ

て
打
ち
込
み
を
行
い
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
呼
応
し
な
が
ら
大

人
の
先
導
に
よ
り
旧
街
道
を
シ
モ
（
南
の
方
向
）
に
向
か
う
（
写
真
二
）。
地
区

の
端
（
県
道
二
九
号
線
と
の
交
差
点
）
に
来
る
と
打
ち
込
み
を
行
い
、
来
た
道
を

戻
っ
て
い
く
。

丁
字
路
ま
で
戻
る
と
、両
手
を
胸
の
前
で
交
差
し
、ぶ
つ
か
り
合
う
「
も
み
合
い
」

を
行
う
。
も
み
合
い
が
終
わ
る
と
打
ち
込
み
を
行
い
、
カ
ミ
（
北
の
方
向
）
に
向

か
う
。
カ
ミ
の
地
域
の
端（
県
道
二
九
号
線
と
の
交
差
点
）で
も
打
ち
込
み
を
行
い
、

再
び
来
た
道
を
戻
る
。
真
教
寺
で
休
憩
を
と
る
と
、
再
び
同
じ
よ
う
に
シ
モ
、
カ

ミ
に
向
か
う
。
こ
れ
を
奇
数
回
繰
り
返
す
と
さ
れ
る
が
、最
後
の
帰
り
に
は
「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
合
間
に
「
綱
が
出
る
ぞ
」

と
地
区
内
に
大
声
で
呼
び
か
け
な
が
ら

戻
っ
て
い
く
。

　
真
教
寺
に
戻
る
と
綱
を
二
つ
折
り
に

し
て
、
両
先
端
が
参
道
と
旧
街
道
が
交

差
す
る
箇
所
を
向
く
よ
う
に
し
、
子
ど

も
達
は
カ
ミ
と
シ
モ
に
分
か
れ
る
。
綱

を
持
っ
て
参
道
を
下
り
、
街
道
に
着
く

と
先
端
を
そ
れ
ぞ
れ
カ
ミ
と
シ
モ
に
進

め
る
と
（
写
真
三
）、
街
道
に
沿
っ
て

綱
が
置
か
れ
た
状
態
に
な
る
。

　
大
人
の
審
判
役
が
綱
の
中
央
を
踏
み

固
定
し
、
真
教
寺
の
鐘
の
合
図
と
と

も
に
引
き
合
う
（
写
真
四
）。
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
は
シ
モ
の
勝
ち
で
あ
っ

た
。
勝
敗
が
決
す
る
と
、
綱
を
境
内
に

戻
し
、
子
ど
も
の
綱
引
き
は
終
了
す
る
。

　
子
ど
も
の
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
次
に
大
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
大
人
は
「
万

年
願
」
と
染
付
さ
れ
た
ハ
チ
マ
キ
を
巻
き
、
腹
に
は
サ
ラ
シ
、
ほ
と
ん
ど
は
短
パ

ン
姿
で
あ
る
が
、
締
め
込
み
姿
の
人
も
見
ら
れ
た
。
足
元
は
白
足
袋
を
履
く
。
か

つ
て
は
、
白
足
袋
で
は
な
く
ワ
ラ
ジ
履
き
で
、
ワ
ラ
ジ
は
篠
栗
ま
で
買
い
に
行
っ

て
い
た
。

　
打
ち
込
み
を
行
い
、
子
ど
も
同
様
に
シ
モ
、
カ
ミ
に
向
か
う
。
そ
の
途
中
、
御

祝
儀
な
ど
を
渡
さ
れ
た
家
で
も
打
ち
込
み
を
行
う
（
写
真
五
）。
地
区
の
端
で
の

打
ち
込
み
の
後
、
丁
字
路
に
戻
り
、
も
み
合
い
（
写
真
六
）、
打
ち
込
み
を
行
う
。

そ
の
後
再
度
、
シ
モ
、
カ
ミ
に
向
か
い
、
丁
字
路
に
戻
る
と
、
カ
ミ
と
シ
モ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
端
ま
で
行
き
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
合
間
に
「
綱
が

出
る
ぞ
」
と
地
区
内
に
大
声
で
呼
び
か
け
な
が
ら
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
頃
、
丁
字

路
周
辺
に
は
家
々
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

写
真
二
　
子
ど
も
の
打
ち
込
み

写
真
四
　
子
供
の
綱
引
き

写
真
三
　
旧
参
道
に
向
か
う
子
供
達

準備中

準備中

準備中
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真
教
寺
に
戻
る
と
、
子
ど
も
の
綱
引
き
と
同
様
に
カ
ミ
と
シ
モ
に
分
か
れ
る
。

最
初
は
綱
を
持
た
ず
、
竹
を
持
ち
、
綱
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
素
振
り
で
参
道
を

掛
け
下
り
（
写
真
七
）、
カ
ミ
と
シ
モ
に
分
か
れ
て
走
る
。
こ
れ
を
「
カ
ラ
ヅ
ナ
」

と
呼
ぶ
。

　
そ
の
次
は
真
教
寺
の
鐘
の
音
に
合
わ
せ
、
二
つ
折
り
に
し
た
綱
を
カ
ミ
、
シ
モ

が
持
っ
て
参
道
を
駆
け
下
り
、
綱
を
広
げ
る
。
そ
の
ま
ま
綱
が
広
が
る
と
沿
道
の

人
々
は
綱
に
取
り
付
き
、
綱
引
き
を
始
め
る
（
写
真
八
）。
始
ま
り
の
掛
け
声
な
ど

は
な
い
。
勝
敗
が
見
え
た
と
こ
ろ
で
、
実
行
委
員
会
が
綱
引
き
を
止
め
る
。
令
和

五
（
二
〇
二
三
）
年
は
カ
ミ
の
勝
ち
で
あ
っ
た
。『
鞍
手
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
フ

ジ
カ
ズ
ラ
で
作
っ
た
綱
の
頃
は
、
勝
負
に
よ
る
対
立
感
情
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
綱
の
中
央
に
包
丁
で
傷
を
入
れ
、
綱
が
切
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
（
鞍
手
町

誌
編
集
委
員
会

　
一
九
九
五
、四
〇
三
）。

　
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
綱
を
観
音
堂
に
戻
す
。「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
と

共
に
、
天
狗
渡
し
の
よ
う
に
戻
し
て
い
く
。

　
綱
を
戻
し
終
わ
る
と
、「
数
珠
繰
り
」

が
行
わ
れ
る
（
写
真
九
）。
菓
子
箱
と

そ
の
蓋
な
ど
の
金
物
を
打
ち
鳴
ら
す
二

人
、
線
香
と
賽
銭
箱
を
持
っ
た
一
人
を

先
導
に
、
観
音
堂
か
ら
出
さ
れ
た
長
い

大
数
珠
を
数
人
で
抱
え
て
住
職
を
囲
ん

で
地
区
内
を
巡
る
。
後
ろ
に
は
賽
銭
箱

持
ち
が
続
く
。
綱
引
き
で
負
け
た
組
か

ら
回
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
は
シ
モ
か
ら
回
る
こ
と

と
な
っ
た
。
途
中
、
家
か
ら
出
て
き
て

大
数
珠
を
触
ろ
う
と
す
る
人
に
は
、
数

珠
の
中
で
も
大
き
な
親
玉
を
触
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
カ
ミ
を

周
り
、
大
数
珠
を
納
め
る
。

（
久
野

　
隆
志
）

写
真
五
　
打
ち
込
み

写
真
七
　
旧
参
道
に
向
か
う

写
真
六
　
も
み
合
い

写
真
八
　
綱
引
き

写
真
九

数
珠
繰
り

準備中

準備中

準備中

準備中

準備中
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二
五
　
比ひ

良ら

松ま
つ
の
盆ぼ
ん
づ
な綱

（
一
）
地
域
の
概
要

　
朝あ

さ
く
ら倉

市
は
筑
後
地
域
に
属
し
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
。
南
は
久

留
米
市
と
う
き
は
市
、
東
は
東と

う
ほ
う
む
ら

峰
村
と
大
分
県
日
田
市
、
西
は
筑
前
町
と
大た

ち
あ
ら
い

刀
洗

町
、
北
は
嘉か

ま麻
市
に
隣
接
す
る
。
市
内
を
西
か
ら
東
南
へ
と
走
る
国
道
三
八
六

号
か
ら
南
側
は
盆
地
と
な
り
、
北
側
は
古こ

処し
ょ

山さ
ん

、
屏へ

い
ざ
ん山

、
馬う

ま

見み

山や
ま

と
い
っ
た
標
高

八
〇
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
連
な
る
。

　
市
域
の
南
側
に
は
境
界
に
ほ
ぼ
沿
う
形
で
、
一
級
河
川
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
筑つ

く

紫し

次じ

郎ろ
う

」
と
呼
ば
れ
る
日
本
三
大
暴
れ
川
の
一
つ
で
あ
る
筑
後
川
が
流
れ
る
。

こ
の
筑
後
川
は
先
史
時
代
か
ら
幾
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
直
近
で
は
平
成
二
九

（
二
〇
一
七
）
年
七
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
筑
後
川
及
び
支
流
の
増
水
・
氾
濫

に
よ
っ
て
朝
倉
市
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
比
良
松

地
区
は
こ
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
区
の
一
つ
で
あ
る
。

　
盆
綱
が
実
施
さ
れ
る
比
良
松
は
朝
倉
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
宮み

や

野の

地
区

（
旧
朝
倉
町
宮
野
村
）
に
所
在
す
る
。
宮
野
村
は
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の

町
村
施
行
に
伴
い
、
朝
倉
村
・
大お

お
ば庭

村
・
福ふ

く
な
り成

村
と
共
に
誕
生
し
た
村
で
あ
る
。

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
は
大
庭
村
・
福
成
村
が
合
併
し
て
大だ

い
ふ
く福

村
と
な
り
、

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
は
朝
倉
村
・
宮
野
村
・
大
福
村
が
対
等
合
併
し
新

村
制
に
よ
る
朝
倉
村
が
発
足
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
の
町
制

施
行
に
よ
り
、
朝
倉
村
は
朝
倉
町
に
な
っ
た
。

　
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
甘あ

ま
ぎ木

市
・

朝
倉
市
・
杷は

き木
町
が
合
併
し
て
朝
倉
市
が
誕
生
し
た
。
比
良
松
地
区
が
所
在
す
る

朝
倉
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
世
帯
数
は
、
二
七
五
五
世
帯
で
あ
り
、
四
四

の
行
政
区
を
抱
え
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

聞
き
取
り
話
者
に
よ
る
と
、
盆
綱
を
行
う
目
的
は
地
獄
に
落
ち
て
い
る
人
を
助

け
る
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。

　
戦
前
か
ら
実
施
し
て
い
た
が
、戦
争
で
一
時
中
断
し
た
。
昭
和
二
九（
一
九
五
四
）

年
の
段
階
で
は
確
実
に
復
活
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年

の
九
州
北
部
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
中
断
し
た
。
翌
年
に
再
開
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
再
び
中
断
し
た
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
三
日

（
四
）
実
施
場
所

　
綱
の
製
作
は
比
良
松
厳い

つ
く
し
ま島

神
社
で
実
施
さ
れ
る
。
盆
綱
を
持
っ
て
回
る
開
始

地
点
も
厳
島
神
社
で
あ
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

比
良
松
地
区
（
青
年
団
主
体
、
子
ど
も
会
、
比
良
松
に
お
盆
で
帰
省
し
た
子
ど

も
達
）

　
青
年
団
と
子
ど
も
会
の
規
模
は
年
々
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

藁
と
ロ
ー
プ
を
素
材
と
し
、
見
た
目
は
通
常
の
綱
に
見
え
る
。
子
ど
も
達
が
持

て
る
よ
う
に
、
持
ち
手
と
し
て
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
一
定
間
隔
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。

　
綱
は
、
子
ど
も
の
人
数
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
が
持
ち
運
べ
る
長
さ
と
太
さ
に
す

る
。
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、綱
の
大
き
さ
は
年
々
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
綱
づ
く
り
は
八
月
初
旬
の
八
時
頃
か
ら
厳
島
神
社
で
実
施
す
る
。
材
料
は
藁
で

あ
る
。
材
料
と
な
る
藁
は
、
近
所
の
農
家
達
が
稲
刈
り
の
際
に
特
別
に
盆
綱
用
に

採
取
し
て
お
く
も
の
を
使
用
す
る
。

　
綱
は
三
脚
に
ロ
ー
プ
を
引
っ
か
け
て
ロ
ー
プ
の
周
り
に
藁
を
綯
う
。
昔
は
ロ
ー

プ
で
は
な
く
、
山
か
ら
採
取
し
た
カ
ズ
ラ
を
軸
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
、



94

昔
は
三
脚
で
は
な
く
モ
ミ
ジ
の
木
に
引
っ
か
け
て
い
た
が
、
モ
ミ
ジ
が
枯
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
仕
方
な
く
三
脚
に
替
え
た
よ
う
だ
。

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
三
日
の
一
八
時
前
に
大
人
と
子
ど
も
達
が
厳
島
神
社
に
集
合
す
る
。
昔

は
法
被
を
着
用
し
た
が
、
現
在
は
着
用
し
な
い
。

　
一
八
時
頃
か
ら
神
社
を
出
発
し
、初
盆
を
迎
え
る
家
庭
に
向
か
っ
て
、綱
を
持
っ

て
回
る
（
写
真
一
）。

　
初
盆
を
迎
え
る
家
庭
に
到
着
す
る
と
、
家
の
前
で
綱
引
き
を
行
う
。
そ
の
家
の

住
人
が
玄
関
先
で
子
ど
も
達
を
迎
え
る
。
綱
を
引
く
の
は
主
に
子
ど
も
達
で
あ
る
。

笛
の
「
ピ
ッ
ピ
」
と
い
う
音
の
後
に
「
わ
っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声
を
あ
げ
な
が
ら

綱
の
引
き
合
い
を
す
る
。
綱
の
引
き
合
い
に
勝
ち
負
け
は
な
い
。

　
綱
引
き
が
終
了
す
る
と
、
初
盆
を
迎
え
る
家
の
人
が
お
布
施
を
子
ど
も
達
に
手

渡
す
。
右
記
の
行
程
を
初
盆
を

迎
え
る
す
べ
て
の
家
庭
で
実
施

す
る
。

　
初
盆
を
迎
え
る
家
庭
を
す
べ

て
回
り
終
え
る
と
、
厳
島
神
社

に
向
け
て
綱
を
持
っ
て
戻
る
。

そ
の
後
、
神
社
で
子
ど
も
達
に

御
菓
子
を
配
っ
て
行
事
が
終
了

す
る
。
御
菓
子
の
原
資
は
、
初

盆
を
迎
え
る
家
庭
か
ら
頂
く
お

布
施
で
あ
る
。（

梶
佐
古

　
幸
謙
）

盆綱を曳く主要経路

100m

比
良
松
厳
嶋
神
社

図
一
　
盆
綱
を
曳
く
主
要
経
路
図

写
真
一

盆
綱
を
曳
く
一
行

準備中
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二
六
　
馬ま

田だ

の
盆ぼ
ん
綱づ
な
曳ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

朝
倉
市
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
二
五

　
比
良
松
の
盆
綱
を
参
照
。

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
甘あ

ま

木ぎ

市
・
朝

倉
町
・
杷は

き木
町
が
合
併
し
て
朝
倉
市
が
誕
生
し
た
。
盆
綱
曳
き
が
行
わ
れ
る
下し

も

浦う
ら

大お
お

屋や

敷し
き

地
区
は
、
朝
倉
市
馬ま

だ田
地
区
に
あ
る
。

　
馬
田
地
区
（
旧
馬
田
村
）
は
旧
甘
木
市
に
所
在
し
、
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年

頃
に
は
馬
田
、
牛う

し

木ぎ

、
上か

み

浦う
ら

、
下し

も

浦う
ら

、
草そ

う
ず水

、
高た

か

田た

の
七
箇
村
が
存
在
し
た
。

こ
れ
が
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
町
村
施
行
時
に
高
田
村
を
除
く
六
箇
村

を
合
併
し
て
馬
田
村
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
馬
田
地
区
の
世
帯
数
は

一
七
四
一
世
帯
で
あ
り
、
八
つ
の
行
政
区
を
抱
え
る
。
馬
田
地
区
は
、
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
に
は
三
三
五
四
世
帯
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、　
現
在
の
世
帯
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
大
屋
敷
地
区
は
現
在
三
〇
世
帯
を
抱
え
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

聞
き
取
り
話
者
に
よ
る
と
、
お
盆
で
帰
っ
て
き
た
霊
魂
を
地
獄
か
ら
助
け
る
た

め
の
よ
う
で
あ
る
。

　
昭
和
一
六（
一
九
四
一
）年
頃
か
ら
昭
和
五
〇（
一
九
七
五
）年
頃
ま
で
継
続
し
、

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
以
降
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）

年
の
子
ど
も
会
で
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
が
あ
が
り
、
地
域
の
古
老
た

ち
の
指
導
の
も
と
に
復
活
し
た
が
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）、
四
（
二
〇
二
二
）

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
断
し
た
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
三
日

（
四
）
実
施
場
所

　
綱
の
製
作
は
聞
き
取
り
話
者
宅
で
実
施
さ
れ
る
。
盆
綱
を
曳
い
て
回
る
開
始
地

点
は
大
屋
敷
集
落
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
後
、
初
盆
を
迎
え
る
各
家
庭
に
向
か

う
。

（
五
）
伝
承
組
織

馬
田
下
浦
大
屋
敷
地
区（
子
ど
も
会
、隣
組（
役
員
会
の
よ
う
な
も
の
）、平
成
会
、

大
正
会
）

　
男
女
関
係
な
く
行
事
に
参
加
し
、参
加
資
格
は
特
に
無
い
。
令
和
五（
二
〇
二
三
）

年
の
参
加
者
は
総
勢
三
〇
～
四
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

ロ
ー
プ
と
藁
、
割
竹
で
製
作
す
る
。
ロ
ー
プ
を
軸
と
し
、
割
竹
、
藁
を
巻
き
付

け
て
製
作
す
る
。
稲
藁
の
先
端
部
が
「
ヒ
ゲ
」
状
に
飛
び
出
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

（
七
）
実
施
の
内
容

綱
の
材
料
の
採
取
と
綱
の
製
作

　
綱
づ
く
り
は
八
月
一
三
日
の

前
の
日
曜
日
の
八
時
頃
か
ら
聞

き
取
り
話
者
宅
で
実
施
す
る
。

　「
藁
こ
さ
ぎ
班
」、「
竹
取
班
」、

「
カ
ズ
ラ
取
り
班
」
に
分
か
れ

て
製
作
す
る
。
藁
こ
さ
ぎ
班

は
、
一
つ
二
〇
本
の
藁
の
束
を

三
〇
〇
束
ほ
ど
用
意
す
る
。
竹

取
班
は
、
竹
を
採
取
し
、
竹
を

割
る
作
業
を
行
う
。

　
ま
ず
、
H
形
鋼
に
二
〇
メ
ー

ト
ル
程
の
ロ
ー
プ
を
括
り
付

け
、
さ
ら
に
木
杭
を
ロ
ー
プ
で

固
定
し
、
こ
れ
に
綱
を
ぶ
ら
下

げ
て
綯
う
。

　
竹
取
り
班
は
、
か
け
や
で
長

さ
約
七
メ
ー
ト
ル
の
竹
（
マ
ダ

馬田地区

200m

小
石
原
川

図
一

馬
田
地
区
の
位
置
図
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ケ
）
を
カ
ケ
ヤ
で
割
っ
て
軟
ら
か
く
す
る
（
写
真
一
）。
こ
の
竹
は
、
話
者
宅
の

近
く
の
竹
林
で
採
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
割
っ
た
竹
を
抱
き
合
わ
せ
、
ロ
ー

プ
綱
に
紐
で
括
り
つ
け
る
。
竹
の
先
端
の
不
要
な
部
分
や
飛
び
出
た
葉
は
ハ
サ
ミ

で
切
る
。
ロ
ー
プ
に
は
あ
ら
か
じ
め
印
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

竹
を
括
り
付
け
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ー
プ
綱
と
竹
を
綱
の
軸
と
す
る
（
写
真

二
）。次

に
、
一
〇
程
度
の
藁
束
を
軸
の
綯
い
始
め
箇
所
に
紐
と
ロ
ー
プ
縄
で
固
定
す

る
。
次
に
固
定
し
た
藁
の
穂
側
の
部
分
を
一
八
〇
度
折
り
曲
げ
、
ロ
ー
プ
縄
で
縛

る
。
こ
の
折
り
曲
げ
た
穂
側
の
部
分
に
藁
束
を
綯
い
込
ん
で
い
く
。

　
藁
束
を
綯
う
作
業
は
大
人
の
男
性
六
人
で
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
藁
束
を

左
回
し
に
ね
じ
り
込
み
な
が
ら
時
計
回
り
に
回
っ
て
藁
束
を
綯
い
込
む
。
周
囲
に

い
る
人
た
ち
が
綯
い
手
に
藁
束
を
渡
す
係
と
な
る
。
こ
れ
を
次
々
に
繰
り
返
す
こ

と
で
綱
を
作
る
（
写
真
三
）。

ロ
ー
プ
綱
に
括
り
付
け
た
竹
の
端
部
ま
で
藁
束
を
綯
い
、
藁
束
の
先
端
部
を
紐

で
縛
り
、
次
に
ロ
ー
プ
縄
で
き
つ
く
結
束
し
、
綱
綯
い
は
終
了
と
な
る
。

　
綱
づ
く
り
の
際
に
は
、
綱
か
ら
飛
び
出
た
藁
（
ヒ
ゲ
と
い
う
）
を
切
ら
な
い
で

残
し
て
お
く
の
が
決
ま
り
だ
と
い
う
。
こ
の
ヒ
ゲ
に
霊
が
し
が
み
つ
く
と
考
え
ら

れ
て
い
る
た
め
、
ヒ
ゲ
を
切
り
落
と
す
の
は
厳
禁
で
あ
る
。

　
昔
は
ロ
ー
プ
綱
で
は
な
く
フ
ジ
カ
ズ
ラ
を
軸
と
し
て
い
た
が
、
現
在
は
軸
と
な

る
よ
う
な
カ
ズ
ラ
が
採
れ
な
い
た
め
ロ
ー
プ
で
代
用
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
秋
月

で
カ
ズ
ラ
を
採
取
し
た
よ
う
だ
。

綱
引
き
の
実
際

　
八
月
一
三
日
の
一
九
時
に
参
加
者
が
公
民
館
に
集
合
し
、
小
学
生
を
中
心
に
曳

き
回
る
行
事
で
あ
る
。

　
ま
ず
大
屋
敷
集
落
セ
ン
タ
ー
か
ら
大
人
と
子
ど
も
で
綱
を
抱
え
、
初
盆
宅
に
向

か
う
。
調
査
を
実
施
し
た
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
盆
綱
が
休
止
中
だ
っ
た
た
め
、
休
止
中
に
初
盆

を
迎
え
た
家
に
も
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
二
年
前
に
初
盆
を
迎
え
た
家
に

向
か
い
、綱
を
交
互
に
引
き
合
っ
た
（
写

真
四
）。掛
け
声
は「
よ
ー
い
、さ
い
さ
い
、

よ
い
さ
い
さ
い
。」
意
味
は
、「
お
ー
い
、

来
な
さ
い
来
な
さ
い
、
よ
く
来
た
！
下

が
り
な
さ
い
。」
で
あ
る
。「
下
が
り
な

さ
い
」
と
は
、
霊
魂
に
向
か
っ
て
、
綱

の
ヒ
ゲ
に
ぶ
ら
下
が
り
な
さ
い
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
綱
引
き
が
終
わ
る

と
家
の
人
か
ら
お
布
施
を
い
た
だ
く
。

　
次
に
令
和
五
年
に
初
盆
を
迎
え
た
家

に
向
か
い
右
記
と
同
様
に
綱
を
引
き

あ
っ
た
。

　
次
に
聞
き
取
り
話
者
宅
に
向
か
い
、

家
の
前
で
綱
を
引
き
あ
っ
た
。
理
由
は

写
真
一
　
竹
を
カ
ケ
ヤ
で
割
る

写
真
二
　
ロ
ー
プ
綱
に
竹
を
結
束

写
真
三

綱
綯
い

準備中

準備中

準備中
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不
明
だ
が
、
毎
年
聞
き
取
り
話
者
宅
前
で
綱
引
き
を
行
う
そ
う
だ
。
そ
の
次
に
令

和
五
年
に
初
盆
を
迎
え
た
家
二
軒
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
行
事
を
中
止
し
て
い
た
期
間
に
初
盆
を
迎
え
た
家
三
軒
に
向
か
い
、
右

記
と
同
様
に
綱
引
き
を
実
施
し
た
。

　
最
後
に
旧
公
民
館
跡
に
向
か
い
、
綱
引
き
を
行
っ
た
。
大
屋
敷
集
落
セ
ン
タ
ー

が
完
成
す
る
ま
で
は
、
こ
の
旧
公
民
館
跡
で
綱
引
き
を
実
施
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
右
記
の
行
程
が
す
べ
て
終
了
す
る
と
大
屋
敷
集
落
セ
ン
タ
ー
ま
で
綱
を
抱
え
て

行
き
、
公
民
館
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
行
事
は
終
了
と
な
る
。

　
な
お
、
初
盆
を
迎
え
る
家
が
そ
の
年
に
な
い
場
合
や
、
既
に
初
盆
が
終
了
し
て

い
る
場
合
、
馬
田
地
区
集
落
の
四
隅
と
中
心
部
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
こ
の
綱
引
き
で
使
用
し
た
綱
は
、
一
一
月
の
第
三
日
曜
日
に
実
施
す
る
「
お
火

焚
祭
（
通
称
ど
籠
り
）」
で
お
焚
き
上
げ
す
る
。

（
梶
佐
古

　
幸
謙
）

写
真
四

初
盆
宅
で
の
綱
引
き

準備中
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二
七
　
起お

き
田だ

の
盆ぼ

ん
綱つ

な

 （
一
）
地
域
の
概
要

　
柳や

な
が
わ川

市
は
福
岡
県
の
南
西
部
、
筑
後
平
野
に
位
置
し
て
い
る
面
積
約
七
七
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
北
は
大
川
市
と
三み

潴ず
ま

郡
大お

お

木き

町
、
筑
後
市
、
東
は

み
や
ま
市
、
南
西
は
有
明
海
に
面
し
て
い
る
。
矢や

部べ

川が
わ

、
筑
後
川
の
河
口
に
あ
た

る
地
域
で
あ
る
。（
柳
川
市
市
の
概
要

　
位
置
・
面
積
・
地
質
・
気
候

　https://
w

w
w

.city.yanagaw
a.fukuoka.jp/shisei/shinogaiyo/shinogaiyo_ichi.

htm
l

）

　
三み

つ
は
し橋

町
は
柳
川
市
の
東
部
に
位
置
す
る
。
起
田
は
柳
河
藩
の
村
で
あ
っ
た
。
明

治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
起
田
・
柳
河
・
磯い

そ
ど
り鳥

・
木き

の
も
と元

・
吉よ

し
が
い開

・
枝え

だ
み
つ光

・
新み

村む
ら

が
合
併
し
て
山や

ま

門と

郡
川か

わ
き
た北

村
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年

に
川
北
村
、
川か

わ

辺べ

村
、
宮み

や

ノの

内う
ち

村
、
垂た

る

見み

村
が
合
併
し
て
三
橋
村
、
昭
和
二
七

（
一
九
五
二
）
年
に
三
橋
町
と
な
り
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
柳
川
市
と
合

併
し
た
。
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
は
九
州
鉄
道
（
現
、
西
日
本
鉄
道
）
九

鉄
柳
河
駅
（
現
、
西
鉄
柳
川
駅
）
が
開
設
さ
れ
、
久
留
米
市
や
福
岡
市
へ
直
行
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

四
二
五
、一
〇
二
三
、一
二
八
八
）。

　
起
田
は
大
和
町
鷹
尾
の
辺
り
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
村
で
、
沖

端
川
の
改
修
に
よ
り
良
田
が
出
来
た
（
藤
丸

　
一
九
八
四
a
）。

　
地
域
内
は「
ホ
リ
」と
呼
ば
れ
る
ク
リ
ー
ク（
水
路
）が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

農
地
で
は
現
在
は
稲
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
イ
グ
サ
を
栽
培
し
、
裏
作

と
し
て
稲
作
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
縄
な
い
を
副
業
と
し
て
い
た
家
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　
昔
か
ら
あ
っ
た
家
は
一
〇
〇
軒
位
だ
が
、
住
宅
が
建
ち
二
四
〇
軒
弱
に
増
え
て

い
る
と
い
う
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
起
田
地
区
の
「
盆
綱
の
由
来
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
今
か
ら
、
約
三
七
〇
年
前
筑
後
地
区
で
は
、
大
凶
作
に
よ
り
飢
え
や
病
気
に

よ
る
死
者
が
続
出
し
た
そ
う
で
す
。
特
に
子
供
の
死
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

お
盆
の
一
日
だ
け
で
も
地
獄
か
ら
引
き
上
げ
、
そ
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
始
め
ら
れ

た
の
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
起
田
地
区
の
盆
綱
が
、い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
成
に
な
り
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
達
が
、
全
身
に

墨
を
塗
り
、
腰
に
藁
蓑
、
頭
に
は
縄
の
角
を
巻
い
て
、
地
獄
の
釜
番
で
あ
る
鬼
に

扮
し
、
地
区
の
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を
祈
り
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
す
」。

　
八
〇
代
の
人
が
子
ど
も
の
頃
は
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
第
一
日
曜
日

　
盆
綱
は
子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン
ト
（
夏
祭
り
）
と
一
緒
に
、
起
田
公
民
館
の
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
四
）
実
施
場
所

　
綱
の
製
作
と
相
撲
は
、
天
満
神
社
で
行
わ
れ
る
。
昔
か
ら
の
家
々
が
立
ち
並
ん

で
い
る
道
を
子
ど
も
達
が
綱
を
持
っ
て
ま
わ
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
起
田
区
（
起
田
公
民
館
、
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
）。

　
地
区
は
、
下
の
天
満
神
社
と
上
の
玉た

ま
た
れ垂

神
社
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
盆
綱
は
上

下
関
係
な
く
一
緒
に
行
わ
れ
る
。

　
か
つ
て
は
下
起
田
の
行
事
だ
っ
た
と
い
う
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編

二
〇
一
二

　
一
七
九
）。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
綱
と
縄
角
を
製
作
す
る
。
綱
と
頭
に
の
せ
る
縄
角
は
藁
で
製
作
し
、
藁
蓑
は
藁

縄
を
切
っ
て
使
う
。
綱
は
三
本
で
綯
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、綯
う
の
が
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
は
二
本
で
綯
っ
た
。
長
さ
は
子
ど
も

の
数
で
調
整
す
る
が
、
九
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
土
俵
が
作
れ
る
長
さ
に
す
る
。
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 （
七
）
実
施
内
容

綱
の
製
作

　
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
は
、
八

月
六
日
（
日
）
に
盆
綱
が
行
わ
れ
た
。

　
八
時
か
ら
、
持
っ
て
き
た
藁
で
綱
等

を
老
人
ク
ラ
ブ
の
男
性
た
ち
が
製
作
す

る
（
写
真
一
）。
こ
の
日
は
納
骨
堂
の
掃

除
、
お
宮
掃
除
、
盆
綱
づ
く
り
と
続
い

て
忙
し
か
っ
た
と
い
う
。

　
綱
を
編
む
グ
ル
ー
プ
と
縄
角
を
作
る

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
す
る
が
、
綱

は
モ
チ
ノ
キ
に
ロ
ー
プ
を
ひ
っ
か
け
て

綯
っ
て
い
く
。
三
本
で
綯
う
の
が
難
し

く
、
毎
年
苦
戦
し
て
い
る
と
い
う
。
綯

い
終
わ
る
と
木
か
ら
下
し
て
、
先
端
を

切
断
し
た
り
、「
ひ
げ
を
と
る
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
飛
び
出
て
い
る
藁
を
は
さ
み
で
切
っ
て
形
を
整
え
る
。
そ
し
て
、
持

ち
手
に
す
る
た
め
の
縄
を
結
び
つ
け
る
。

　
縄
角
は
子
ど
も
が
頭
に
の
せ
る
の
で
、
子
ど
も
の
数
だ
け
つ
く
る
。
数
本
藁
を

取
っ
て
綯
い
、
輪
を
つ
く
る
。
そ
の
輪
の
三
箇
所
か
ら
藁
を
出
し
て
円
錐
を
つ
く

り
、
頂
点
で
束
ね
る
。

　
一
方
、
夏
祭
り
の
準
備
も
同
時
に
行
わ
れ
、
テ
ン
ト
を
神
社
の
広
場
に
立
て
、

そ
の
下
に
か
き
氷
や
綿
菓
子
の
機
械
を
置
き
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
水
を
入
れ
て

お
く
。

盆
綱
曳
き
と
相
撲

　
一
〇
時
前
に
な
る
と
子
ど
も
達
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
藁
縄
を
切
っ
て
渡
し
、

腰
に
巻
か
せ
た
。
縄
角
は
頭
に
の
せ
る
。
四
〇
人
ほ
ど
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
普
段
着
だ
が
、
体
を
墨
汁
で
塗
る
こ
と
に
し
て
い
る
た
め
、

水
着
で
来
た
男
子
も
い
た
。
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
の
写
真
を
確
認
す
る
と
、

体
中
に
墨
汁
を
塗
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

保
護
者
か
ら
墨
汁
で
塗
る
と
色
が
落
ち

な
い
の
で
困
る
と
い
う
意
見
が
出
た
た

め
、
こ
の
年
は
縄
角
の
先
に
墨
汁
を
少
し

だ
け
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
保

護
者
の
中
に
は
、
子
ど
も
に
「
体
に
塗
ら

ん
ね
」
と
言
う
人
や
、「
も
っ
と
強
引
に

墨
を
塗
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
る
人
も
い
た
。

　
一
〇
時
過
ぎ
か
ら
上
級
生
二
人
が
そ

れ
ぞ
れ
竹
を
持
っ
て
先
導
し
、
残
り
の
子

ど
も
達
が
綱
を
持
っ
て
神
社
を
出
発
し

た
（
写
真
二
）。
大
人
達
は
綱
を
「
ひ
き

ず
ら
ん
で
持
て
よ
」
と
声
を
か
け
て
い

た
。
そ
し
て
、
昔
か
ら
の
家
々
が
あ
る
道

を
ま
わ
っ
て
天
満
神
社
に
戻
っ
て
き
た
。

付
き
添
い
は
、
大
人
一
名
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
年
に
一
度
の
行
事
の
た
め
、
回

る
道
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
神
社
に
戻
っ
て
く
る
と
、
そ
の
綱
で
土
俵
を
つ
く
り
、
一
〇
時
五
〇
分
か
ら
奉

納
相
撲
が
行
わ
れ
、
数
人
の
男
子
が
相
撲
を
と
っ
た
（
写
真
三
）。

　
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
夏
祭
り
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
年
か
ら
子
ど
も
会
が
焼
き

そ
ば
等
も
用
意
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
達
は
綿
菓
子
や
か
き
氷
、
く
じ
引
き

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
盆
綱
が
復
活
し
た
頃
は
、
青
竹
に
素
麺
を
流
し
て
い
た
と
い

う
。

　
綱
は
神
事
が
終
わ
っ
た
ら
燃
や
す
が
、
当
日
は
風
が
吹
い
て
い
た
の
で
、
別
の

日
に
燃
や
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
か
つ
て
は
、
綱
を
ク
リ
ー
ク
に
浮
か
べ
、
子
ど
も
達
が
泳
い
だ
後
、
陸
に
あ
げ

て
相
撲
を
奉
納
し
て
い
た
と
い
う
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編

　
二
〇
一
二

　

一
七
八
―
一
七
九
）。

　

（
田
中

　
久
美
子
）

写
真
一
　
綱
等
の
製
作

写
真
二
　
盆
綱
曳
き
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50m

天満神社

休憩

休憩

図
一
　
盆
綱
引
き
経
路

写
真
三
　
相
撲
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二
八
　
木き
の
も
と元
ぼ
ん
で
ん
縄な
わ

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
柳
川
市
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
二
七

　
起
田
の
盆
綱
（
九
八
頁
）
を
参
照
。

　

地
域
内
は「
カ
ワ
」と
呼
ば
れ
る
ク
リ
ー
ク（
水
路
）が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

五
月
位
に
シ
ャ
ベ
ル
の
よ
う
な
道
具
を
使
っ
て
、
陸
か
ら
水
面
の
水
草
を
上
げ
る

作
業
を
行
う
。
以
前
は
皆
が
農
家
だ
っ
た
。
稲
作
の
他
は
、
藺い

草ぐ
さ

を
栽
培
し
茣ご

蓙ざ

を
製
造
す
る
茣
蓙
屋
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
蝋
燭
の
原
料
で
あ
る
木
蝋
の

製
造
を
行
う
家
も
あ
っ
た
。

　
昔
か
ら
あ
っ
た
家
は
八
〇
軒
程
だ
が
、
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
建
ち
一
一
〇
軒
弱

に
増
え
て
い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
お
盆
に
帰
っ
て
く
る
お
精
霊
さ
ん
（
霊
）
を
地
獄
か
ら
極
楽
に
救
い
あ
げ
る
た

め
に
行
う
と
い
う
一
方
で
、
天
保
の
頃
、
飢
饉
が
あ
り
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、

疫
病
（
疫
痢
）
も
流
行
っ
た
た
め
、
邪
気
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
こ
の
行

事
が
始
ま
っ
た
と
も
い
う
。

　「
盆
伝
縄
」
と
表
記
す
る
と
い
う
人
も
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
四
日
（
準
備
）、
八
月
一
五
日
（
盆
で
ん
縄
）

（
四
）
実
施
場
所

縄
の
製
作
等
の
準
備
は
、「
菅す

が

原わ
ら

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
神
社
で
行
わ
れ
る
。

菅
原
天
満
宮
は
氏
神
で
は
な
く
、
ぼ
ん
で
ん
縄
の
他
に
、
七
月
第
二
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
祇
園
と
い
っ
た
子
ど
も
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
天
満
神
社
と

言
い
、
祇
園
社
、
菅
原
天
満
宮
、
中
天
満
宮
、
北
天
満
宮
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
と

い
う
（
藤
丸

　
一
九
八
四
b
）。
そ
し
て
、
縄
等
の
製
作
等
の
場
所
を
借
り
て
い

る
だ
け
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

区
内
を
子
ど
も
達
が
縄
を
持
っ
て
練
り
歩
き
（「
は
し
る
」
と
言
う
）、
最
後
は

カ
ワ
（
ホ
リ
）
で
泳
ぐ
。
昔
は
二
周
半
回
っ
て
、
カ
ワ
（
ホ
リ
）
に
行
っ
た
。
こ

の
場
所
は
、
農
業
が
盛
ん
だ
っ
た
時
に
は
、
牛
や
馬
を
洗
う
ホ
リ
で
、
石
畳
が
敷

い
て
あ
っ
た
と
い
い
、
七
〇
代
の
男
性
が
子
ど
も
の
頃
は
、
日
常
で
も
こ
こ
で
子

ど
も
達
が
泳
い
で
い
た
と
い
う
。

（
五
）
伝
承
組
織

木
元
区
公
民
館
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
会
、
老
人
会
で
行
う
。

子
ど
も
は
小
学
校
一
年
生
～
中
学
三
年
生
ま
で
の
男
女
が
参
加
す
る
。

か
つ
て
は
、
小
学
校
一
年
生
～
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子
だ
け
の
行
事
で
、
藁

を
集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
子
ど
も
が
行
い
、
青
年
団
や
大
人
は
手
伝
わ
な
か
っ
た
。

中
学
二
年
生
ま
で
だ
っ
た
理
由
は
、
明
治
、
大
正
生
ま
れ
の
人
は
、
高
等
小
学

校
二
年
ま
で
、
つ
ま
り
今
の
中
学
二
年
生
ま
で
学
校
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
り
、
行
事
の
こ
と
が

わ
か
る
人
が
大
人
に
な
っ
て
外
に
働
き
に
出
て
し
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
縄
と
ボ
ウ
シ
、
ハ
カ
マ
を
藁
で
製
作
す
る
。
縄
は
三
本
で
綯
う
。

（
七
）
実
施
内
容

縄
の
製
作

　
台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）

年
～
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
か
け
て
行
事
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
平

成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
様
子
を
記
述
す
る
。

　
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
は
、
八
月
一
四
日
に
準
備
が
行
わ
れ
た
。

　
藁
は
稲
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
に
農
家
に
と
っ
て
お
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
七

時
三
〇
分
頃
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
藁
が
運
ば
れ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
や
わ
ら
か
く

し
て
広
げ
る
。
子
ど
も
一
九
人
、
大
人
一
五
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。
市
販
の
藁
縄

を
、
境
内
の
街
灯
の
柱
と
木
に
三
本
水
平
に
結
び
つ
け
て
芯
と
し
、
大
人
（
男
性
）

が
縄
を
綯
っ
て
い
っ
た
（
写
真
一
）。
当
初
、
三
つ
編
み
の
よ
う
に
し
て
綯
お
う

と
し
た
が
、
難
し
か
っ
た
た
め
、
二
本
で
綯
っ
て
か
ら
、
三
本
目
を
綯
い
こ
ん
だ
。
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父
親
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
子
ど
も
（
男
子
）
だ
け
で
製
作
し
て
お
り
、
菅

原
天
満
宮
の
水
引
虹
梁
に
藁
を
引
っ
か
け
て
、
そ
れ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
藁
に
ま
み

れ
な
が
ら
三
つ
よ
り
に
し
た
。
子
ど
も
は
力
が
弱
い
の
で
、
縄
が
ゆ
る
ん
で
き
て

切
れ
て
い
た
。
今
の
子
ど
も
に
は
で
き
な
い
の
で
、
大
人
が
製
作
し
て
い
る
。

中
学
校
二
、三
年
生
の
母
親
た
ち
も
準
備
か
ら
参
加
す
る
。
飲
み
物
や
お
や
つ
、

懇
志
集
め
の
手
伝
い
等
を
行
う
。
ぼ
ん
で
ん
縄
は
神
事
の
た
め
、
本
来
は
女
性
の

参
加
が
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

ボ
ウ
シ
と
ハ
カ
マ
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
作
る
（
写
真
二
）。
中
学
三
年

生
が
小
学
生
の
指
導
役
に
な
る
が
、
中
学
三
年
生
は
五
人
だ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
を

誰
が
す
る
か
は
学
校
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
き
た
と
い
う
。

ボ
ウ
シ
は
次
の
よ
う
に
製
作
す
る
。
縄
を
頭
に
巻
く
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
長
さ

で
切
っ
て
輪
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
藁
を
五
本
程
と
っ
て
二
つ
に
折
り
曲
げ
て
、

曲
げ
た
部
分
を
輪
に
ひ
っ
か
け
、
そ
の
部
分
を
白
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
止
め
る
。

他
に
二
箇
所
で
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
、
三
箇
所
の
藁
の
先
を
束
ね
て
白
い
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
止
め
て
ボ
ウ
シ
が
完
成
す
る
。
ハ
カ
マ
も
腰
に
巻
け
る
長
さ
に

縄
を
切
っ
て
、
同
じ
く
藁
を
二
つ
に
折

り
曲
げ
て
縄
に
ひ
っ
か
け
、
白
い
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
で
止
め
る
。
全
部
で
五
箇
所
に

藁
を
つ
け
る
。
こ
れ
ら
は
子
ど
も
の
数
だ

け
製
作
す
る
。
出
来
上
が
っ
た
縄
と
ボ
ウ

シ
と
ハ
カ
マ
は
拝
殿
の
中
に
置
か
れ
る
。

一
〇
時
前
か
ら
、
小
学
校
六
年
生
～

中
学
生
が
自
転
車
で
懇
志
集
め
を
行
う
。

一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
て
、
藁
代
を
も
ら
う
。

藁
が
な
い
人
か
ら
は
お
金
を
も
ら
っ
て

い
る
が
、
今
は
藁
が
な
い
か
ら
お
金
が
多

い
。
地
図
を
用
意
し
て
、
六
班
あ
る
う

ち
の
ど
の
班
に
誰
が
行
く
か
決
め
て
か

ら
い
く
。「
ど
こ
が
誰
さ
ん
の
家
か
教
え

る
ん
よ
」
と
母
親
は
中
学
生
の
子
ど
も

達
に
指
示
を
出
す
。
ま
た
、「
明
日
、
八

時
か
ら
ま
わ
る
の
で
、
水
か
け
（
力
水
）

お
願
い
し
ま
す
と
言
う
ん
だ
よ
」
と
教

え
る
。
留
守
だ
っ
た
場
合
は
、
中
学
三

年
生
が
も
う
一
度
ま
わ
る
。
以
前
は
、

低
学
年
の
子
ど
も
達
も
天
満
宮
か
ら
近

い
家
に
は
歩
い
て
一
緒
に
ま
わ
っ
て
い

た
が
、
自
転
車
で
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
、

残
っ
た
小
学
生
は
雑
巾
で
お
宮
の
掃
除

を
す
る
。

一
一
時
過
ぎ
に
戻
っ
て
く
る
と
、
中

学
三
年
生
が
お
金
を
分
け
る
。
以
前
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
た
が
、
不
在
の
こ
と
も
あ
る
た
め
、

お
宮
で
分
け
る
こ
と
に
し
た
。
飲
み
物

を
飲
む
た
め
の
紙
コ
ッ
プ
代
等
の
経
費

を
ひ
い
た
分
が
、
子
ど
も
達
の
分
け
前

に
な
る
。
前
年
の
金
額
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
下
の
学
年
が
一
番
少
な
く
、
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
徐
々
に
金
額
が
多
く

な
る
よ
う
に
分
け
て
い
き
、
残
っ
た
分
は
中
学
三
年
生
で
分
け
る
。
金
額
は
公
に

し
て
い
な
い
。
父
親
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
大
き
い
学
年
の
男
子
の
総
取
り
で
、

小
さ
い
子
ど
も
に
分
け
前
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

八
月
六
日
に
中
学
二
年
生
と
三
年
生
が
、
区
長
、
東
の
経
済
部
長
、
西
の
経
済

部
長
、
老
人
会
長
、
副
会
長
と
い
っ
た
人
た
ち
に
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
現
在
で
は
子
ど
も
達
だ
け
で
、
縄
を
綯
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
た
め
で
あ
る
。

ぼ
ん
で
ん
縄

八
月
一
五
日
朝
、
七
時
三
〇
分
集
合
で
、
男
子
は
水
着
、
女
子
は
、
自
前
も
し

く
は
「
木
元

　
ぼ
ん
で
ん
縄
」
と
書
か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
二
〇
人
が
参
加
し

た
。
中
学
三
年
生
や
父
親
た
ち
が
、
小
学
生
の
頭
に
ボ
ウ
シ
や
ハ
カ
マ
を
つ
け
た

り
、
墨
汁
や
絵
の
具
で
体
を
塗
っ
た
り
、
背
中
に
子
ど
も
の
名
前
を
書
い
て
あ
げ

写
真
一
　
縄
づ
く
り

写
真
二
　
ボ
ウ
シ
と
ハ
カ
マ
づ
く
り
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て
い
た
。
父
親
た
ち
が
「
お
父
さ
ん
の
名
前
を
書
い
て
も
ら
え
」
と
か
、「
キ
ン

肉
マ
ン
の
む
き
む
き
書
い
て
や
る
け
ん
ね
」
と
言
っ
て
い
た
。
高
齢
者
は
、
黒
い

墨
汁
を
用
い
る
の
は
「
鬼
に
し
て
や
る
」
た
め
だ
と
説
明
し
た
。
か
つ
て
は
竈
の

墨
を
塗
っ
て
い
た
と
い
う
。

八
時
頃
準
備
が
終
わ
る
と
、「
い
く
ぞ
ー
」、「
オ
ー
」
と
か
け
声
を
か
け
て
、「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
言
い
な
が
ら
縄
を
持
っ
て
歩
く
（
写
真
三
）。
現
在
は
父

親
た
ち
が
自
転
車
に
乗
っ
て
つ
い
て
い
く
が
、
か
つ
て
は
、
中
学
二
年
生
が
自
転

車
で
つ
い
て
き
た
。
要
す
る
に
、
最
上
級
生
の
中
学
二
年
生
は
、
は
し
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

途
中
、
日
枝
（
日
吉
）
神
社
で
休
憩
を
と
っ
た
り
、
途
中
の
家
の
敷
地
中
に

入
っ
て
い
っ
た
り
し
た
。
数
軒
の
家
の
住
人
は
家
の
前
で
待
ち
構
え
て
い
て
力
水

を
出
す
。
過
去
の
調
査
の
際
に
は
、
高
齢
者
が
縄
の
下
を
く
ぐ
り
「
地
獄
か
ら
助

け
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
い
た
と
い
う
が
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編

　

二
〇
一
二

　
一
七
八
）、
現
在
七
〇
代
の
男
性
が
子
ど
も
の
頃
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
言
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

地
区
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
九
時
頃
、
ハ
カ
マ
、
ボ
ウ
シ
、
縄
を
カ
ワ
（
ホ
リ
）

に
投
げ
入
れ
る
。
普
段
カ
ワ
で
泳
ぐ
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
は
カ
ワ

で
泳
い
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
子
ど
も
達
は
ゴ
ー
グ
ル
や
浮
き
輪
を
持
っ

て
カ
ワ
に
飛
び
込
ん
だ
（
写
真
四
）。
低
学
年
の
子
ど
も
は
「
ゴ
ミ
が
流
れ
て
い

る
か
ら
嫌
だ
」「
臭
い
」
と
言
っ
て
カ
ワ
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
保
護
者
た
ち
は

子
ど
も
達
が
泳
ぐ
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
。
三
〇
分
ほ
ど
泳
い
で
あ
が
り
、
中
学

三
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
順
に
、「
今
日
は
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
か
け
て
、
前
日
に
わ
け
た
お
金
や
、
ジ
ュ
ー
ス
等
を
渡
し
て
い
た
。

ハ
カ
マ
や
ボ
ウ
シ
等
は
昔
は
カ
ワ
に
流
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
乾
か
し
て
か

ら
燃
や
し
て
い
る
。

（
田
中

　
久
美
子
）

写
真
四
　
川
で
泳
ぐ

写
真
三
　
ぼ
ん
で
ん
縄
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二
九
　
久ひ

さ
ど
み富

の
盆ぼ

ん
綱づ

な
曳ひ

き

【
指
定
】

　
種
類

　
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
久
富
の
盆
綱
曳
き
行
事

　
指
定
年
月
日

　
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
七
月
三
日

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
筑ち

く

後ご

市し

は
、
筑
後
平
野
東
部
か
ら
西
・
南
流
し
て
有
明
海
に
注
ぐ
矢
部
川
の
中

流
北
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
東
は
八や

め女
市
・
八
女
郡
広ひ

ろ
か
わ川

町
、
北
は
久
留
米
市
、

西
は
三み

潴ず
ま

郡
大お

お
き木

町
、
南
は
柳や

な
が
わ川

市
・
み
や
ま
市
に
隣
接
す
る
面
積
約
四
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
市
の
中
央
を
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
と
、
国
道
二
〇
九

号
が
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
福
岡
県
福
岡
市
と
熊
本
県
熊
本
市
は
、
筑
後
市
か
ら

直
線
距
離
に
し
て
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員

会
編

　
一
九
九
七

　
三
―
四
、一
〇
）。
市
の
中
心
部
に
あ
る
羽は

犬い
ぬ

塚づ
か

は
、
江
戸
時

代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
七

　
六
）。

　
江
戸
時
代
に
は
、
久
富
村
は
は
じ
め
柳
河
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
久
留
米
藩
領
と

な
る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
羽
犬
塚
村
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年

に
は
筑
後
市
と
な
っ
た
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
八 

一
一
三
七
）。
久
富
の
人
口
は
二
六
二
九
人
、
一
〇
八
〇
世
帯
で
あ
る
（
筑
後
市
行

政
区
別
人
口
・
世
帯
数

　
令
和
五
年
四
月
三
〇
日   https://w

w
w.city.chikugo.

lg.jp/var/rev0/0035/1177/1235216568.pdf

）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
盆
綱
曳
き
の
由
来
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、『
筑
後
市
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
脚
色
し
た
話
が
、
関
係
者
等
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
三
つ
の

由
来
・
伝
承
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
八 

五
八
―
五
九
）。

　
ま
ず
、
久
富
の
龍
化
山
徳
随
寺
の
本
堂
が
、
第
四
代
住
職
釈
宗
伝
に
よ
っ
て
寛

永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
落
成
の
日
に
、
目
連
が
地
獄
に
落

ち
た
母
を
綱
で
引
き
上
げ
た
と
い
う
説
話
に
従
っ
て
、
門
徒
が
盆
綱
曳
き
を
盆
行

事
と
し
て
始
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
獄
に
落
ち
た
亡
者
た
ち
を
、
盆
の
三
日
間
だ
け
で
も
極
楽
に
引
き
上

げ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
綱
を
引
い
て
い
る
と
も
い
う
。
こ
れ
は
昭

和
の
初
め
頃
、
当
時
の
住
職
に
よ
っ
て
盛
ん
に
説
い
て
回
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
（
靏

　
一
九
八
六

　
九
二
）。

　
も
う
一
つ
は
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
～
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
の
大

凶
作
で
、
飢
餓
や
病
気
に
よ
る
死
者
が
多
く
出
た
が
、
特
に
子
ど
も
の
死
者
が
多

か
っ
た
た
め
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
か
ら
盆

綱
曳
き
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
本
行
事
は
、
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
中
止
と
な
っ
た
が
、
昭
和
四
六

（
一
九
七
一
）
年
に
再
開
し
た
（
筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
八

　
五
八

―
五
九
）。

　（三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
四
日

（
四
）
実
施
場
所

　
久
富
観
音
堂
の
行
事
で
あ
る
。
盆
綱
の
製
作
は
、
隣
接
す
る
久
富
熊
野
神
社
で

行
わ
れ
る
。
子
ど
も
達
が
盆
綱
を
持
っ
て
地
区
を
ま
わ
る
。

　
か
つ
て
、
久
富
の
氏
神
は
熊
野
区
の
熊
野
神
社
で
あ
っ
た
が
、
熊
野
神
社
の
氏

子
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
、
熊
野
神
社
の
分
霊

を
久
富
観
音
堂
に
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
場
所
に
久
富
熊
野
神
社
を
建
設
し
、

観
音
堂
を
現
在
の
場
所
に
移
動
し
た
。

（
五
）
伝
承
組
織

　
久
富
観
音
堂
盆
綱
曳
き
保
存
会
と
久
富
区
民
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
久

富
区
の
公
民
館
の
行
事
で
あ
る
が
、
久
富
東
区
も
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

　
保
存
会
は
七
〇
人
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
構
成
員
は
、
公
民
館
役
員
、
宮

総
代
、
久
富
東
評
議
員
、
子
ど
も
会
役
員
、
伝
承
者
、
協
力
員
か
ら
な
る
。

　
子
ど
も
会
は
四
団
体
あ
る
。「
伝
承
者
」
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
盆
綱
曳
き
に
携
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子
ど
も
会
、
久
富
公
民
館
の
五
〇
名
で
あ
っ
た
。

　
材
料
は
、
前
年
秋
に
収
集
・
乾
燥
さ
せ
た
稲
穂
を
保
管
し
使
用
す
る
。
収
集
量

は
約
二
二
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
（
幅
三
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
五
メ
ー
ト
ル
×

高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）。
鬼
角
・
腰
蓑
用
の
藁
は
、
事
前
に
藁
打
ち
機
、
藁
打
ち

を
使
用
し
て
柔
ら
か
く
し
て
お
く
。
藁
を
水
に
く
ぐ
ら
せ
る
だ
け
で
編
み
や
す
く

な
る
。
次
に
、
藁
の
余
計
な
葉
な
ど
を
取
り
除
い
て
ス
ト
ロ
ー
の
み
に
す
る
。

「
鬼
角
の
作
り
方
」

　
鬼
角
の
製
作
は
、
伝
承
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
作
り
方
は
伝
承
者
に
よ
れ
ば

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
藁
の
長
さ
は
、
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
平
均
で
あ
る
。
綯
い
方
は
左
綯
い

で
あ
る
。

　
①

　
藁
の
穂
先
が
左
向
き（
五
本
）と
右
向
き（
五
本
）で
計
一
〇
本
を
束
ね
る
。

　
②

　
①
で
束
ね
た
も
の
を
二
つ
用
意
し
、
左
綯
い
で
①
を
継
ぎ
足
し
延
長
し

　
　
　
な
が
ら
縄
を
製
作
す
る
。
縄
の
長
さ
は
子
ど
も
用
で
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、

　
　
　
縄
の
両
側
は
角
に
な
る
よ
う
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
。

　
③

　
②
で
製
作
し
た
縄
に
、
①
を
中
央
よ
り
綯
い
こ
み
、
一
回
り
太
く
す
る
。

　
　
　
反
対
側
も
同
じ
。

　
④

　
③
を
子
ど
も
の
頭
に
合
わ
せ
て
交
差

　
　
　
さ
せ
る
。
交
わ
る
部
分
は
、
縄
目
を

　
　
　
よ
じ
っ
て
で
き
た
小
さ
な
輪
っ
か
に

　
　
　
片
方
を
挿
入
す
る
。

　
⑤

　
角
に
な
る
よ
う
、
先
端
は
④
の
作
業

　
　
　
を
も
う
一
度
行
い
、
完
成
さ
せ
る
。

「
盆
綱
の
心
作
り
」

　
盆
綱
の
心
作
り
は
、
伝
承
者
以
外
の
参
加

者
が
行
う
。

　
①

　
材
料
は
購
入
し
た
縄
（
左
綯
い
が
無

　
　
　
い
た
め
、右
綯
い
の
縄
）を
使
用
す
る
。

　
②

　
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
二
本
の
縄
を
使

　
　
　
用
し
て
左
綯
い
で
作
る
。
縄
が
ほ
ど

わ
っ
て
き
た
人
で
、「
協
力
員
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
公
民
館
の
世
話
人
を
経
験
し

た
人
が
な
る
。
協
議
員
は
久
富
区
の
役
員
で
、
隣
組
か
ら
選
ば
れ
る
。

　
参
加
で
き
る
子
ど
も
は
小
学
校
四
年
生
～
六
年
生
の
男
子
だ
が
、
現
在
は
二
年

生
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す

る
前
は
、
参
加
者
が
六
〇
～
七
〇
人
い
た
が
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
無
理

を
し
て
参
加
者
を
集
め
な
か
っ
た
た
め
、
半
分
の
三
四
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
令
和

五
（
二
〇
二
三
）
年
は
四
四
人
参
加
し
た
。
二
年
間
行
事
が
中
止
と
な
り
、
最
上

級
生
と
し
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
も
い
た
た
め
、
中
学
生
も
参
加
し
た
。

　
福
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
前
は
、
隣
組
と
公
民
館
だ
け
で

行
っ
て
い
た
。

（
六
）
盆
綱
の
素
材
と
形
状

　
盆
綱
は
藁
と
菰
で
綯
う
。鬼
角
と
腰
蓑
は
藁
で
製
作
す
る
。令
和
四（
二
〇
二
二
）

年
は
、
参
加
者
数
が
例
年
の
半
分
だ
っ
た
た
め
、
盆
綱
も
例
年
よ
り
細
く
し
、
長

さ
は
二
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
直
径
は
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　（七
）
実
施
内
容

事
前
の
準
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
～
令
和

三
（
二
〇
二
一
）
年
は
、
神
事
も
盆
綱
曳
き
も
全
て
中
止
と
な
り
、
三
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、令
和
四（
二
〇
二
二
）年
の
盆
綱
曳
き
当
日
の
盆
綱
製
作
、

盆
綱
曳
き
と
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
の
鬼
角
と
腰
蓑
と
盆
綱
心
作
り
、
菰
の

収
集
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
盆
綱
曳
き
の
準
備
は
、
通
常
六
月
下
旬
の
総
会
か
ら
始
ま
る
。

鬼
角
と
盆
綱
の
心
作
り

　
事
前
の
準
備
は
二
日
間
行
わ
れ
、
伝
承
者
の
指
導
で
作
業
を
進
め
た
。

　
ま
ず
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
七
月
一
七
日
の
八
時
三
〇
分
～
一
二
時
ま
で
、

鬼
角
と
盆
綱
心
作
り
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
副
会
長
、宮
総
代
、伝
承
者
、協
力
員
、久
富
行
政
区
、久
富
東
行
政
区
、

写
真
一
　
腰
蓑
の
製
作
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け
な
い
よ
う
、
約
五
メ
ー
ト
ル
お
き
に
タ
コ
糸
で
縄
を
結
ん
で
お
く
。

　
③

　
②
で
製
作
し
た
縄
に
、
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
縄
で
綯
い
こ
み
、
一
回
り
太

　
　
　
く
す
る
。
こ
れ
を
三
本
作
る
。

　
④

　
③
で
作
っ
た
三
本
の
縄
を
、
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
に
綯
い
、
一
本
の
盆
綱

　
　
　
の
心
を
作
る
。

　
二
回
目
の
八
月
六
日
に
は
次
の
作
業
を
行
っ
た
。
①
「
菰
」
の
採
集
、
乾
燥
、

②
伝
承
者
に
よ
る
鬼
角
作
り
の
続
き
、③
腰
蓑
作
り
、④
子
ど
も
服
等
（
黒
シ
ャ
ツ
、

黒
短
パ
ン
、
黒
靴
下
、
黒
靴
）
の
サ
イ
ズ
合
わ
せ
。

　
参
加
者
は
、
会
長
、
副
会
長
、
宮
総
代
、
伝
承
者
、
協
力
員
、
久
富
行
政
区
、

久
富
東
行
政
区
、
子
ど
も
会
、
久
富
公
民
館
、
当
日
参
加
予
定
の
子
ど
も
と
保
護

者
の
約
九
〇
名
で
あ
っ
た
。
菰
の
収
集
以
外
は
八
時
～
一
二
時
ま
で
行
っ
た
。

菰
の
収
集
、
乾
燥

　
山
ノ
井
川
（
大
木
町
）
で
、
六
時
か
ら
菰
を
収
集
し
た
。
以
前
は
当
地
周
辺
の

ク
リ
ー
ク
に
繁
茂
し
て
い
た
が
、
護
岸
工
事
で
収
集
で
き
な
く
な
っ
た
。
採
取
し

た
菰
は
久
富
区
の
牛
舎
跡
で
三
～
四
日
、
少
し
青
み
を
残
し
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ

う
乾
か
す
。

　
か
つ
て
は
久
富
に
も
良
い
菰
が
た
く
さ
ん
生
え
て
お
り
、
子
ど
も
が
川
の
中
に

入
っ
て
泳
ぎ
な
が
ら
取
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
事
前
に
大
人
が
一
〇
人
が
か
り
で

大
木
町
ま
で
行
き
、
川
に
膝
ま
で
入
っ
て
、
二
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
一
台
分
を
切
っ

て
く
る
。
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
、
二
年
間
盆
綱
曳
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
長
い
菰
が
取
れ
た
。

腰
蓑
の
製
作

　
複
数
人
が
同
時
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
、
小
縄
を
フ
ェ
ン
ス
等
に
括
り
付
け
て

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
も
保
護
者
も
協
力
し
て
製
作
す
る
。

「
腰
蓑
の
作
り
方
」

　
伝
承
者
が
作
成
し
た
資
料
を
以
下
参
照
す
る
。

　
小
縄
の
長
さ
は
一
五
〇
～
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

　
①

　
左
端
の
五
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
始
め
る
。

　
②

　
二
本
の
藁
を
手
に
取
る
。
穂
の
先
端
は
下
、
根
側
は
上
向
き
で
あ
る
。

　
③

　
一
回
目
は
上
部
（
根
側
）
を
七
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
残
し
て
、
小
縄
に

　
　
　
二
回
ま
わ
し
て
固
定
す
る
（
結
び
つ
け
る
）。

　
④

　
二
回
目
以
降
は
一
回
目
の
藁
の
上
に
重
ね
、
手
前
に
二
回
ま
わ
し
て
小
縄

　
　
　
に
巻
き
付
け
る
。

　
⑤

　
腰
蓑
（
横
）
の
長
さ
は
七
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
す
る
。

　
⑥

　
腰
蓑
（
縦
）
の
長
さ
は
四
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
と
し
、
先
端
は

　
　
　
切
り
落
と
す
。

　
鬼
角
と
腰
蓑
は
以
上
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
作
っ
て
い
る
が
（
写
真
一
）、
一
日

作
業
し
て
も
作
り
終
わ
ら
な
い
た
め
、
高
齢
者
に
頼
ん
で
自
宅
で
作
り
た
め
て
お

い
て
も
ら
う
。

盆
綱
綯
い

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
八
月
一
四
日
の
七
時
過
ぎ
か
ら
、
準
備
を
始
め
た
。

鳥
居
の
注
連
縄
を
か
け
直
し
、
両
側
に
竹
を
立
て
、
公
民
館
に
横
断
幕
を
掲
げ
た
。

　
事
前
に
準
備
し
た
藁
や
菰
は
、
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
、
適
当
な
太
さ
に
束
ね

て
、
久
富
熊
野
神
社
の
拝
殿
内
に
入
れ
て
お
い
た
。
盆
綱
を
綯
う
の
は
、
久
富
熊

野
神
社
で
あ
る
が
、
場
所
を
借
り
て
い
る
だ
け
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

　
最
初
に
盆
綱
を
綯
う
た
め
の
準
備
を
行
う
。
久
富
熊
野
神
社
の
注
連
縄
を
取
り

外
す
。
そ
れ
か
ら
盆
綱
の
心
を
滑
車
に
通
す
。
水
引
虹
梁
に
縄
を
か
け
、
そ
の
先

を
盆
綱
の
心
に
結
び
つ
け
、
縄
は
参
道
の
方
に
引
っ
張
っ
て
お
く
。
ぶ
ら
下
が
っ

た
盆
綱
の
心
に
菰
二
束
と
藁
一
束
の
根
本
を
上
に
し
て
合
わ
せ
、
上
か
ら
し
っ
か

り
縄
を
巻
き
つ
け
て
縛
っ
て
お
く
。
そ
し
て
、
藁
や
菰
は
す
ぐ
に
手
渡
し
で
き
る

よ
う
に
拝
殿
か
ら
出
し
て
近
く
に
置
い
て
お
く
。
藁
は
菰
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
長

さ
で
あ
る
。

　
綯
う
準
備
が
で
き
た
ら
、
長
さ
を
決
め
る
た
め
に
、
盆
綱
を
曳
く
子
ど
も
と
大

人
の
人
数
を
確
認
す
る
。
盆
綱
を
綯
う
三
名
、
縄
を
引
く
二
名
、
菰
や
藁
を
綯
い

手
に
渡
す
三
名
が
必
要
だ
が
、
交
代
し
な
が
ら
製
作
す
る
。

　
最
初
に
結
ん
だ
菰
と
藁
を
三
つ
に
分
け
る
。
三
つ
に
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ
に
綯
い

手
の
う
ち
二
名
の
男
性
が
菰
、
一
名
の
男
性
が
藁
を
持
っ
て
き
て
、
右
に
ね
じ
っ
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て
足
す
。
そ
れ
か
ら
、「
よ
い
し
ょ
」「
は
い
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
左
側
の
人
に

渡
し
、左
綯
い
に
綯
っ
て
い
く
（
写
真
二
）。
綯
い
進
ん
だ
ら
適
宜
、縄
を
引
っ
張
っ

て
で
き
あ
が
っ
た
部
分
を
引
き
上
げ
る
。

菰
と
藁
は
同
じ
位
の
量
で
綯
っ
て
い
く
と

い
う
が
、
綯
っ
て
い
な
い
部
分
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
菰
か
藁
を
受
け
取
っ
て
足
し

て
い
る
。
太
い
綱
に
し
た
い
時
は
、
菰
の

量
を
増
や
し
て
い
る
と
い
う
。

　
八
時
に
な
る
と
、
観
音
堂
に
は
高
齢
の

女
性
三
人
が
訪
れ
、
掃
除
を
し
た
り
、
お

供
え
も
の
の
支
度
を
行
っ
た
り
す
る
。
そ

れ
か
ら
「
南
無
観
世
音
菩
薩
」
と
書
か
れ

た
旗
を
二
本
立
て
る
。

　
九
時
過
ぎ
に
盆
綱
が
出
来
上
が
っ
た
が
、

盆
綱
を
下
ろ
し
、
頭
の
部
分
は
鳥
居
の
近

く
ま
で
持
っ
て
い
か
れ
る
。
も
う
一
方
は
、

「
盆
綱
は
観
音
堂
か
ら
出
る
」
た
め
、
観
音

堂
の
前
に
持
っ
て
く
る
（
写
真
三
）。
綱
に

は
持
ち
手
の
引
綱
を
つ

け
る
。

　
か
つ
て
は
、
綱
が
二

本
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
時
期
は
不
明

だ
が
、
オ
ヤ
ボ
ン
ヅ
ナ

と
コ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
二
本

作
り
、
オ
ヤ
ボ
ン
ヅ
ナ

は
小
学
生
、
コ
ボ
ン
ヅ

ナ
は
そ
れ
以
下
の
子
ど

も
達
が
曳
い
て
い
た
。

曳
く
途
中
で
、
ワ
ケ
モ

写
真
二
　
盆
綱
綯
い

写
真
三
　
久
富
観
音
堂

ン
ド
ン
（
青
年
た
ち
）
の
ニ
ク
ジ
（
意
地
悪
）
が
あ
っ
て
、
後
ろ
か
ら
綱
を
引
っ

張
っ
て
前
に
進
め
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
（
靏

　
一
九
八
六

　
九
二
）。
ま
た
、

戦
前
は
、
大
盆
綱
は
高
等
小
学
校
の
子
ど
も
、
小
盆
綱
は
尋
常
小
学
校
の
子
ど
も

達
が
曳
い
た
と
い
う
（
上
野

　
一
九
八
七

　
二
〇
九
―
二
一
〇
）。

子
ど
も
を
鬼
に
す
る

　
子
ど
も
を
鬼
（
餓
鬼
）
に
す
る
た
め
に
、
顔
や
体
に
煤
を
塗
る
。
鬼
は
地
獄
の

釜
番
で
あ
る
と
い
う
。
六
〇
年
程
前
ま
で
は
、
地
区
に
三
箇
所
あ
っ
た
共
同
浴
場

の
煙
突
の
煤
を
使
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
煙
突
の
掃
除
を
し
て
煤
を
取
る
の
は
子

ど
も
の
役
割
だ
っ
た
。
現
在
は
、
八
女
市
の
製
材
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
煤
は

細
か
く
し
な
い
と
体
に
塗
っ
た
時
に
痛
い
た
め
、
ふ
る
い
に
か
け
て
小
さ
く
し
、

水
で
溶
い
て
お
く
。

　
九
時
頃
に
な
る
と
子
ど
も
達
が
準
備
の
た
め
、
神
社
に
隣
接
す
る
久
富
公
民
館

に
集
ま
っ
て
く
る
が
、
黒
か
紺
の
水
着
に
黒
い
鉢
巻
き
、
黒
い
ソ
ッ
ク
ス
に
な
る
。

黒
い
鉢
巻
き
を
し
た
の
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
が
初
め
て
で
、
汗
で
煤
が
流

れ
て
目
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
保
護
者
た
ち
が
溶
い
た
煤
を

体
に
塗
っ
て
い
く
。
以
前
は
目
の
周
囲
も
煤
で
塗
っ
て
い
た
が
、
子
ど
も
が
嫌
が

る
の
で
塗
ら
な
く
な
っ
た
。
煤
を
塗
り
終
わ
っ
た
子
ど
も
か
ら
、
鬼
角
と
腰
蓑
を

つ
け
る
。
六
〇
年
前
は
、
褌
に
も
煤
を
塗
っ
て
、
草
履
を
履
い
て
い
た
と
い
う
。

　
昭
和
の
初
め
頃
は
、
子
ど
も
の
タ
イ
シ
ョ
ウ
は
、
全
身
を
藁
で
包
ん
だ
よ
う
な

格
好
を
し
て
い
た
と
い
う
（
靏

　
一
九
八
六

　
九
二
）。

　
九
時
四
〇
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
行
政
区
長
や
、
保
存
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

等
が
行
わ
れ
た
が
、
徳
随
寺
の
住
職
も
参
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
達
は
陰
性
か
ど
う
か
確
認
し
て
参
加
し
た
。

子
ど
も
達
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
の
で
、
観
客
に
は
距
離
を
取
る
よ
う
お
願
い

が
あ
っ
た
。

盆
綱
曳
き

　
例
年
は
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
歩
く
が
（
写
真
四
）、
子
ど
も
に
無
理
を
さ
せ
な
い

た
め
に
、令
和
四（
二
〇
二
二
）年
は
、コ
ー
ス
を
短
く
し
た
。
令
和
五（
二
〇
二
三
）
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年
は
、通
常
の
コ
ー
ス
に
戻
し
た
。
昭
和
六
一（
一
九
八
六
）年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

当
時
は
盆
綱
を
曳
い
て
回
る
コ
ー
ス
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
道

を
決
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昔
は
畦
道
の
よ
う
な
小
径
に
も
入
り
込
み
、

村
の
隅
々
ま
で
走
り
回
っ
た
と
い
う
（
上
野

　
一
九
八
七

　
二
一
一
）。

　
一
〇
時
に
子
ど
も
達
が
盆
綱
を
曳
い
て
観
音
堂
を
出
発
し
た
。
先
頭
の
引
綱
は

四
人
の
子
ど
も
が
持
つ
。
か
け
声
は「
ピ
ッ
ピ（
笛
の
音
）ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ピ
ッ
ピ（
笛

の
音
）
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
だ
が
、
叫
ば
な
い
よ
う
に
通
達
が
あ
っ
た
。

　
一
〇
時
一
〇
分
、
天
神
神
社
で
休
憩
を
し
た
が
、
こ
こ
は
雨
乞
い
の
神
で
あ
る

た
め
、
子
ど
も
達
は
社
殿
に
あ
が
っ
て
、
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
、
雨
が
降
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
。

　
一
〇
時
四
〇
分
頃
戻
っ
て
く
る
と
、
公
民
館
前
の
中
庭
に
入
り
、
円
状
に
盆
綱

を
置
き
、
子
ど
も
達
は
中
に
入
っ
て
、
万
歳
三
唱
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も

達
は
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
る
。
盆
綱
等
は
熊
野
神
社
の
北
側
で

す
ぐ
に
燃
や
す
。

　
か
つ
て
は
ク
リ
ー
ク
や
、
神
社
の
前
の
用
水
に
入
っ
て
煤
を
落
と
し
て
い
た
。

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
前
は
相
撲
場
が
あ
っ
た
の
で
相
撲
を
と
っ
て
い
た
が
、
指

定
さ
れ
て
か
ら
、
相
撲
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
上
野
に
よ
れ
ば
、
戦
前
ま
で
は
盆

綱
を
使
っ
て
土
俵
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
（
上
野

　
一
九
八
七

　
二
一
一
）。
ま

た
、
一
軒
ず
つ
回
っ
て
、
農
家
は
藁
、
そ
れ
以
外

は
一
〇
～
二
〇
円
の
お
金
を
も
ら
っ
て
い
た
。
志

を
も
ら
っ
た
ら
、
そ
こ
は
回
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
言
い
、
上
久
富
ま
で
回
っ
て
い
た
。

　
鬼
角
と
腰
蓑
は
各
自
家
に
持
ち
帰
り
、
屋
根
の

上
に
投
げ
上
げ
て
い
た
と
い
う
（
靏

　
一
九
八
六 

九
二
）。

 

付
記

　
本
稿
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
発
行
の
『
福
岡

県
の
祭
り
・
行
事
』
所
収
の
「
久
富
の
盆
綱
引
き
」

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
田
中

　
久
美
子
・
小
林

　
勇
作
）

写
真
四
　
盆
綱
曳
き

徳随寺

筑後久富郵便局

筑後久富郵便局

徳随寺

出発・帰着場所 ( 久富熊野神社 )

出発・帰着場所 ( 久富熊野神社 )

100m

100m

図
一
　
盆
綱
曳
き
正
規
経
路

図
二
　
盆
綱
曳
き
コ
ロ
ナ
禍
の
簡
略
ル
ー
ト



109

三
〇
　
下し
も
臼う
す
井い

西に
し
の
盆ぼ
ん
づ
な綱

【
指
定
】

　
種
類

　
嘉か

ま

し
麻
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
下
臼
井
西
盆
綱

　
指
定
年
月
日

　
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月
二
六
日

【
別
名
】　
盆ぼ

ん

綱づ
な

引び

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　

　
嘉
麻
市
は
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
面
積
一
三
五
・
一
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
北
は
飯
塚
市
、
東
は
田
川
市
、
川
崎
町
、
添
田
町
、
西

は
桂け

い
せ
ん川

町
、
南
は
朝
倉
市
、
東
峰
村
、
筑
前
町
に
接
し
て
い
る
。
市
の
南
部
は
古

処
・
屏
・
馬
見
連
峰
、
南
東
部
は
戸
谷
ヶ
岳
、
熊く

ま
が
は
た

ヶ
畑
山
な
ど
の
山
林
で
、
そ
こ

を
源
と
す
る
遠
賀
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
が
南
か
ら
北
に
流
れ
、
市
の
北
部
及

び
北
西
部
に
流
域
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。
市
の
約
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
と

耕
作
地
と
な
っ
て
い
る
（
嘉
麻
市
の
紹
介https://w

w
w.city.kam

a.lg.jp/so-
shiki/2/3496.htm

l

）。

　
下
臼
井
西
は
、
千
手
川
と
遠
賀
川
の
合
流
点
近
く
の
、
千
手
川
西
の
丘
陵
地
に

位
置
す
る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
嘉
麻
郡
碓う

す
い井

村
、明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
、嘉
穂
郡
所
属
と
な
り
、昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
碓
井
町
と
な
っ
た
（「
角

川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　
六
五
七
、一
八
二
八
）。

　
碓
井
町
は
筑
豊
炭
田
の
一
部
で
あ
り
、
炭
坑
が
多
く
あ
っ
た
。
特
に
隣
接
す
る

桂
川
町
に
は
、
大
手
の
炭
坑
で
あ
っ
た
麻
生
産
業
株
式
会
社
吉
隈
鉱
業
所
、
通
称

吉
隈
炭
坑
が
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
開
坑
か
ら
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）

年
の
閉
山
ま
で
操
業
し
、
碓
井
町
の
地
下
で
採
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
（
弥
常

一
九
八
二

　
五
〇
五
―
五
〇
七
）、
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

　
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
、
山
田
市
・
碓
井
町
・
稲い

な
つ
き築

町
・
嘉
穂
町
が
合
併

し
て
嘉
麻
市
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
盆
綱
引
き
は
二
〇
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
由
来
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
お
釈
迦
様
が
蓮
の
上
に

立
っ
て
下
を
見
た
時
に
、
地
獄
に
落
ち
た
魂
が
も
が
き
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
で

お
釈
迦
様
は
一
本
の
糸
を
垂
ら
し
、
そ
の
糸
で
魂
を
引
き
上
げ
た
と
い
う
。
八
月

一
五
日
は
〇
時
ま
で
に
こ
の
糸
を
切
っ
て
、
地
獄
の
釜
を
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
〇
時
ま
で
に
盆
綱
を
引
い
て
、
魂
を
救
い
上
げ
る
の
だ
と
い
う
。

　
二
つ
目
は
農
家
の
繁
栄
の
た
め
、
お
米
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
五
穀
豊
穣
、

一
年
間
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
無
病
息
災
、
一
年
間
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
過
ご

す
家
内
安
全
の
た
め
に
行
う
と
い
う
。

　
こ
の
由
来
は
、
盆
綱
を
引
く
前
に
参
加
者
に
向
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
四
七
～
四
八
年
前
、
人
が
い
な
く
な
っ
て
途
絶
え
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
は
、
一
年
だ
け
小
学
校
の
綱
引
き
の
ロ
ー
プ
で
行
っ
た
。
し
か
し
、
伝
統

的
な
姿
で
な
い
と
、
迫
力
が
な
く
だ
め
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。
О
Ｂ
た
ち
も
手
伝

う
か
ら
と
言
っ
て
、
行
政
区
の
役
員
や
公
民
館
等
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
も
う
一

度
盆
綱
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
ま

で
盆
綱
は
休
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
初
盆
の
人
が
多
か
っ
た
た
め
、
令
和
五

（
二
〇
二
三
）
年
は
、
一
三
日
に
公
園
で
盆
踊
り
を
し
、
一
五
日
に
納
骨
堂
で
慰

霊
祭
を
行
っ
た
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
五
日

　
平
成
五
（
一
九
九
三
）、
六
（
一
九
九
四
）
年
頃
ま
で
は
、
八
月
一
六
日
に
行

わ
れ
て
い
た
が
、
日
程
が
変
更
に
な
っ
た
の
は
、
青
年
が
少
な
く
な
り
、
兼
業
農

家
が
増
え
て
一
六
日
に
休
暇
を
取
り
に
く
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
（
香
月

　

二
〇
〇
三

　
二
）。

　
盆
綱
の
製
作
は
、
一
週
間
前
の
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
以
前
は
お
盆
の
一
三

日
の
朝
、製
作
し
て
い
た
が
、仕
事
や
精
霊
迎
え
で
忙
し
い
の
で
、変
更
に
な
っ
た
。
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（
四
）
実
施
場
所

　
盆
綱
の
製
作
と
盆
綱
引
き
は
、
碓
井
下
西
公
園
（
通
称
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば

れ
て
い
る
）
で
行
わ
れ
る
。
以
前
こ
の
場
所
は
墓
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
〇
年

代
に
お
墓
を
整
理
し
て
納
骨
堂
に
移
動
し
整
備
し
た
。

　
以
前
は
墓
地
の
下
に
お
宮
が
あ
り
、
秋
祭
り
の
時
に
相
撲
を
と
る
土
俵
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
松
の
木
が
あ
っ
て
、
松
の
木
に
カ
ズ
ラ
を
か
け
て
盆
綱
を
作
り
、
盆

綱
引
き
を
し
て
い
た
。

　
香
月
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
納
骨
堂
の
下
に
あ
る
波
切
り
地
蔵
の
そ
ば
に
大
き
な

松
の
木
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
枝
に
か
け
て
盆
綱
を
製
作
し
、
地
蔵
さ
ん
前
の
広

場
で
盆
綱
引
き
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（
香
月

　
二
〇
〇
三

　
二
）。

（
五
）
伝
承
組
織

　
下
臼
井
西
区
文
化
保
存
会
、
下
臼
井
西
区

　
盆
綱
引
き
、
盆
踊
り
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
は
五
穀
豊
穣
の
た
め
の
秋
祭
り
の

中
で
素
人
演
芸
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
年
間
行
事
を
、
下
臼
井
西
区
文

化
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
カ
ズ
ラ
の
周
り
に
藁
を
か
ぶ
せ
て
芯
と
し
、
藁
で
三
本
で
綯
う
。
昔
は
径
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
な
綱
を
作
っ
た
が
、
今
は
人

が
い
な
い
の
で
細
い
と
い

う
。
た
だ
二
〇
メ
ー
ト
ル

は
な
い
と
い
け
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

（
七
）
実
施
内
容

盆
綱
の
製
作

　
平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）

年
は
、
八
月
一
一
日
に
盆

綱
の
製
作
が
行
わ
れ
た
。

六
時
に
下
臼
井
西
中
央
集

会
所
に
集
合
し
、
カ
ズ
ラ

の
採
取
地
で
あ
る
琴
平
山

南
麓
へ
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
向

か
っ
た
。
琴
平
山
へ
は
約

二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距

離
が
あ
る
。
車
道
に
近
い

場
所
か
ら
採
取
す
る
が（
写

真
一
）、
こ
れ
は
太
い
カ
ズ

ラ
を
車
で
引
っ
ぱ
っ
て
と

る
た
め
で
あ
る
。
カ
ズ
ラ
を
と
る
場
所
は
毎
年
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

太
い
カ
ズ
ラ
の
他
に
細
い
カ
ズ
ラ
を
た
く
さ
ん
と
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
一
杯

の
量
と
な
っ
た
。

　
採
取
し
た
カ
ズ
ラ
を
集
会
所
前
の
公
園
に
持
ち
帰
る
と
、
別
の
グ
ル
ー
プ
が
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
一
杯
分
の
藁
を
準
備
し
て
お
り
、
六
時
五
〇
分
頃
か
ら
盆
綱
づ

く
り
を
行
う
。
ま
ず
四
本
の
太
い
カ
ズ
ラ
を
束
ね
、
細
い
カ
ズ
ラ
で
巻
い
て
ま
と

め
る
（
写
真
二
）。
太
い
カ
ズ
ラ
は
編
ま
な
い
。
一
端
を
徐
々
に
細
く
な
る
よ
う

に
つ
く
る
が
、
太
い
方
を
「
頭
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
次
に
、
カ
ズ
ラ
の
束
の
頭
を
番
線
で
縛
り
、
市
販
の
藁
縄
で
巻
く
。
頭
に
は
太

い
カ
ズ
ラ
で
輪
を
つ
く
る
が
、
こ
れ
は
後
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
吊
る
た
め
の

ロ
ー
プ
を
か
け
る
た
め
で

あ
る
。
カ
ズ
ラ
の
束
に
藁

を
被
せ
、
藁
縄
を
巻
い
て

固
定
す
る
。
被
せ
る
藁
の

量
は
先
端
に
行
く
に
つ
れ

て
減
ら
し
、
先
端
が
細
く

な
る
よ
う
に
す
る
。
再
び

頭
に
藁
を
被
せ
て
藁
縄
で

強
く
縛
り
、
頭
を
完
成
さ

せ
る
。
こ
の
時
点
で
七
時

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
と
り

写
真
二
　
カ
ズ
ラ
を
束
ね
る

写
真
三
　
盆
綱
づ
く
り
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四
〇
分
と
な
り
、
集
会
所

に
行
き
皆
で
朝
食
を
と
る
。

　
朝
食
後
は
綱
を
編
む
作

業
で
あ
る
。
藁
は
挿
す
前

に
水
を
は
っ
た
大
型
の
ポ

リ
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
湿
り

気
を
与
え
る
。
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
最
初
は
頭
を
吊

り
、
製
作
が
進
む
の
に
合

わ
せ
て
次
々
と
送
る
（
写

真
三
）。
か
つ
て
は
お
宮
で
松
の
木
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
右
に
ひ
ね
り
な
が

ら
左
の
人
に
送
る
よ
う
に
し
て
編
む
。
徐
々
に
細
く
な
る
よ
う
に
編
ん
で
い
き
、

先
端
は
番
線
で
固
く
縛
る
。
編
み
終
わ
っ
た
部
分
か
ら
は
み
出
し
た
藁
を
刈
込
鋏

で
切
っ
て
仕
上
げ
る
。
一
メ
ー
ト
ル
間
隔
程
度
に
市
販
の
藁
縄
を
巻
き
、
持
ち
手

と
す
る
。
最
後
に
尾
先
に
大
き
な
赤
い
唐
辛
子
を
挿
し
、
黄
色
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
留
め
る
。
こ
れ
は
「
大
蛇
の
し
る
し
」
と
さ
れ
る
。

　
完
成
し
た
綱
は
会
場
と
な
る
広
場
の
端
に
巻
き
上
げ
て
置
く
。
頭
と
尾
先
が
上

を
向
く
よ
う
に
巻
く
。
塩
を
振
り
、
一
升
の
お
酒
を
か
け
る
（
写
真
四
）。
作
業

が
終
了
し
た
時
間
は
九
時
三
〇
分
で
あ
っ
た
。

盆
綱
引
き

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
一
五
日
は
、
ま
ず
、
二
〇
時
前
に
納
骨
堂
に

隣
接
す
る
墓
地
で
盆
踊
り
を
行
っ
た
。
演
目
は
、「
ど
だ
れ
ば
ち
サ
ン
バ
」「
嘉
麻

市
音
頭
」「
炭
坑
節
」
だ
っ
た
。
次
に
、
納
骨
堂
の
周
囲
に
、
初
盆
の
人
の
親
族

が
遺
影
を
胸
に
集
ま
っ
た
。
踊
り
手
た
ち
は
、
納
骨
堂
の
周
り
で
、
初
盆
の
人
の

た
め
の
慰
霊
の
盆
踊
り
を
行
い
、演
目
は
、先
の
曲
に
加
え
て
、「
ヨ
ー
ホ
イ
、ヨ
ー

ホ
イ
（
お
染
・
久
松
口
説
き
）」
等
、
三
つ
の
く
ど
き
を
踊
っ
た
。

　
二
一
時
頃
、
み
ん
な
で
公
園
に
移
動
し
、
端
に
置
い
て
お
い
た
盆
綱
を
広
げ
た
。

引
く
人
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
、
ど
ち
ら
側
に
つ
い
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
引
く
力
が
違
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ピ
ッ
ピ
（
笛
）「
オ
ッ
サ
」、ピ
ッ
ピ
（
笛
）

「
オ
ッ
サ
」
に
、
太
鼓
の
ト
ン
ト
ン
ト
ン
の

リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
く
（
写
真
五
）。

盆
綱
は
三
回
引
い
た
が
、
一
回
目
を
引
い

て
、
鋸
で
綱
に
切
れ
目
を
入
れ
る
。
二
回

目
を
引
い
て
さ
ら
に
綱
に
深
く
切
れ
目
を

入
れ
る
。
三
回
目
は
引
き
な
が
ら
切
れ
目

を
入
れ
て
盆
綱
が
切
れ
た
。
盆
綱
を
切
っ

て
地
獄
の
釜
の
蓋
を
閉
め
る
の
だ
と
い
う
。

勝
敗
は
つ
け
な
か
っ
た
。
終
わ
る
と
、
盆

綱
を
ま
た
端
に
運
ん
だ
。

　
最
後
は
公
園
に
設
置
さ
れ
た
や
ぐ
ら

の
周
り
で
炭
坑
節
等
の
盆
踊
り
を
踊
り
、

二
一
時
三
〇
分
頃
終
了
し
た
。

　
昔
は
、
盆
綱
引
き
が
終
わ
る
と
綱
を
川

に
流
し
て
い
た
が
、
環
境
問
題
に
な
る
の
で
、
現
在
は
公
園
に
置
い
て
腐
ら
せ
て

か
ら
、
車
で
休
耕
田
に
運
ん
で
燃
や
し
て
い
る
。

（
田
中

　
久
美
子
・
岸
本

　
圭
）

　

写
真
四
　
盆
綱

写
真
五
　
盆
綱
引
き
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三
一
　
伝で

ん
法ぽ

う
寺じ

の
盆ぼ

ん
つ
な綱

引ひ

き

（
一
）
地
域
の
概
要

　
京み

や
こ
ぐ
ん

都
郡
か
ら
築ち

く
じ
ょ
う
ぐ
ん

上
郡
に
か
け
て
は
、
英ひ

　こ

　さ
ん

彦
山
（
標
高
一
一
九
九
メ
ー
ト
ル
）
を

主
峰
と
す
る
尾
根
を
源
と
し
周
防
灘
に
流
れ
る
河
川
が
南
西
―
北
東
方
向
に
走

り
、
そ
れ
に
よ
り
同
方
向
に
走
る
長
い
尾
根
が
延
び
る
地
形
を
な
し
て
い
る
。
伝

法
寺
集
落
を
含
む
谷
は
城き

井い

川が
わ

に
沿
う
幅
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
広
い
平

野
部
で
城
井
谷
と
称
さ
れ
る
が
、
集
落
上
流
側
で
一
旦
西
側
丘
陵
か
ら
の
支
尾
根

が
伸
び
て
狭
く
な
る
、
即
ち
伝
法
寺
集
落
よ
り
上
流
と
は
地
形
的
に
区
分
さ
れ
、

下
流
側
か
ら
み
れ
ば
城
井
川
に
よ
る
平
野
の
最
奥
部
と
い
う
地
理
的
位
置
付
け
に

な
る
。
こ
の
谷
は
現
在
は
県
道
寒さ

わ

田だ

下し
も

別べ

府ふ

線
が
走
る
が
、
上
流
を
経
て
南
西
に

は
英
彦
山
、
南
東
に
は
求く

菩ぼ

提て

山さ
ん

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
重
要
な
ル
ー
ト
に

位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
示
す
か
の
よ
う
な
宇
都
宮
氏
館
跡
の
よ
う
に
中
世
以
降

の
重
要
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
集
落
南
西
側
の
尾
根
上
の
集
落
を
見
下
ろ
す
位

置
に
城
井
谷
の
氏
神
で
あ
る
岩い

わ

戸と

見み

神
社
が
鎮
座
す
る
。
五
月
四
、五
日
に
は
伝

法
寺
岩
戸
神
楽
と
岩
戸
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
盆
綱
は
八
月
一
五
日
に
決
ま
っ
て
い
た
。
止
め
た
ら
疫
病
や
自
然
災
害
が
起
き

た
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
。
三
日
三
晩
倒
れ
る
ま
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
っ
た
。
三
日
三
晩
が
三
回
に
変
わ
っ
た
。
目
的
は
疫
病
祈
願
で
あ
る
の

で
や
め
ら
れ
な
い
と
言
い
、「
疫
病
が
は
や
っ
た
と
き
に
始
め
ら
れ
、
地
区
の
家

の
軒
数
が
三
軒
に
な
る
ま
で
続
け
る
よ
う
に
と
言
い
伝
え
」
ら
れ
て
き
た
と
も
い

う
（
築
城
町
誌
編
集
委
員
会
編

　
二
〇
〇
六

　
四
〇
四
）。

　
さ
ら
に
こ
の
綱
を
大
蛇
に
見
立
て
て
切
っ
て
離
し
て
、
村
中
を
引
っ
ぱ
っ
て
歩

い
て
疫
病
を
払
う
と
も
い
う
。
ま
た
、
地
獄
に
落
ち
た
人
を
引
き
上
げ
て
あ
げ
る

た
め
に
行
う
と
い
う
。
引
き
上
げ
た
成
功
を
祝
っ
て
盆
踊
り
を
す
る
と
言
い
、
盆

綱
引
き
と
盆
踊
り
は
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
と
い
う
人
も
い
る
。

（
三
）
実
施
時
期

　
八
月
一
四
日
。
以
前
は
八
月
一
五
日
に
行
っ
て
い
た
。

（
四
）
実
施
場
所

　
伝
法
寺
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
盆
綱
の
製
作
と
盆
綱
引
き
が
行
わ
れ
た
。
七
年

前
ま
で
は
、
こ
こ
よ
り
南
東
の
伝
法
寺
の
集
会
所
で
行
わ
れ
て
い
た
。

（
五
）伝
承
組
織

　
伝
法
寺
自
治
会
、初
盆
会
、文
殊
会（
む
ら
お
こ
し
の
グ
ル
ー
プ
）

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

　
カ
ズ
ラ
を
三
本
一
組
に
し
た
綱
を
二
組
作
る
。
そ
の
二
組
の
綱
は
そ
れ
ぞ
れ
の

端
の
結
び
目
を
繋
ぐ
よ
う
に
カ
ズ
ラ
紐
の
輪
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
か
つ
て
は
藁
を
入
れ
て
い
た
が
（
後
述
）、
現
在
藁
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。

（
七
）
実
施
内
容

綱
の
材
料
の
採
取

　
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
一
四
日
の
朝
七
時
に
、
伝
法
寺
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
、
自
治
会
の
役
員
八
人
ほ
ど
が
集
合
し
て
カ
ズ
ラ
を
採
り
に
い
っ
た
。

六
〇
代
以
上
の
人
た
ち
に
な
る
と
い
う
。
カ

ズ
ラ
を
採
る
場
所
は
、
一
箇
所
に
カ
ズ
ラ
が

多
く
あ
れ
ば
次
の
年
も
使
い
、
な
く
な
れ
ば

山
を
替
え
て
採
り
に
行
く
。
い
つ
も
は
三
〇

～
四
〇
分
山
の
中
に
入
っ
て
カ
ズ
ラ
を
採
っ

て
く
る
た
め
時
間
が
か
か
る
が
、
こ
の
年
は

伝
法
寺
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
徒
歩
で

五
分
位
の
た
め
池
の
脇
の
山
に
カ
ズ
ラ
が

あ
っ
た
た
め
、
三
〇
分
程
度
で
採
取
で
き
た

（
写
真
一
）。

　
三
脚
や
は
し
ご
を
、
カ
ズ
ラ
が
か
ら
ま
っ

て
い
る
高
い
木
に
か
け
て
カ
ズ
ラ
を
よ
り
分

け
、
下
か
ら
残
り
の
人
み
ん
な
で
力
い
っ
ぱ

い
引
っ
ぱ
る
。

写
真
一
　
カ
ズ
ラ
採
り
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綱
は
オ
ン
（
男
）
と
メ
ン
（
女
）
の
二
種
類
作
る
。
オ
ン
が
頭
で
、メ
ン
が
し
っ

ぽ
に
な
り
、蛇
を
切
っ
て
オ
ン
を
隠
す
。
今
回
は
、オ
ン
を
四
本
の
カ
ズ
ラ
で
作
り
、

メ
ン
を
三
本
に
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
が
櫓
を
建
て
て
、「
む
ら
お
こ
し
」
と
書
か
れ
た
提
灯
を
吊
る

し
た
。

綱
の
製
作

　
綱
の
製
作
は
大
人
八
人
で
行
わ
れ
た
。
カ
ズ
ラ
は
三
本
一
組
で
二
組
つ
く
る
。

調
査
年
度
は
余
っ
た
か
ら
四
本
に
し
て
い
た
た
め
、
長
さ
を
合
わ
せ
て
鉈
で
切
っ

た
。
二
〇
年
程
前
ま
で
は
藁
を
入
れ
て
太
く
し
て
い
た
が
、
現
在
は
コ
ン
バ
イ
ン

で
短
く
し
て
し
ま
う
た
め
手
に
入
ら
ず
や
め
て
い
る
。
三
本
の
カ
ズ
ラ
は
ほ
と
ん

ど
撚
り
を
か
け
ず
、
細
い
カ
ズ
ラ
紐
で
縛
る
（
写
真
二
）。
こ
の
カ
ズ
ラ
紐
は
長

く
の
ば
さ
れ
て
お
り
、
端
部
は
結
び
目
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
行
事
で
引

い
た
り
運
ぶ
際
の
持
ち
手
と
な
る
。
二
組
の
綱
は
そ
れ
ぞ
れ
の
端
の
結
び
目
を
繋

ぐ
よ
う
に
カ
ズ
ラ
紐
の
輪
で
結
ば
れ
る
。
行
事
で
綱
を
切
る
際
は
こ
の
輪
を
切
る

こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
綱
は
蛇
に
見
た
て
ら
れ
て
い
る
。

「
切
る
＝
死
」
と
復
活
・
再
生
の
意
味
を

込
め
て
い
る
と
い
う
。
敷
地
内
の
電
柱
に

尻
尾
側
を
結
び
付
け
、
そ
の
脇
で
巻
き
あ

げ
る
。
蛇
の
ト
グ
ロ
の
意
味
が
あ
る
と
い

う
。
本
来
は
七
回
半
巻
く
が
、
今
回
は
短

か
っ
た
た
め
三
回
半
程
度
し
か
巻
け
て
い

な
い
。
昔
は
大
人
も
子
供
も
も
っ
と
多
く
、

綱
も
今
よ
り
倍
く
ら
い
長
か
っ
た
。

　
八
時
三
〇
分
頃
に
綱
の
製
作
は
終
了

し
、
一
旦
家
に
戻
り
、
一
六
時
半
に
集
合

と
さ
れ
た
。

盆
綱
引
き

　
一
六
時
五
〇
分
に
ビ
ー
ル
を
綱
に
か
け
る
。
景
気
づ
け
の
た
め
と
言
っ
て
い
た
。

綱
を
引
く
の
は
自
治
会
・
組
長
・
初
盆
の
人
で
あ
る
（
写
真
三
）。
切
る
人
は
自

治
会
長
が
決
め
る
。
役
員
が
切
る
こ
と
と
な
る
。
切
る
道
具
は
鉈
で
あ
る
。
か
け

声
は
「
エ
ヤ
サ
ー
、
エ
ヤ
サ
ー
」
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
頃
合
い
に
切
る
。

　
か
つ
て
は
、
切
り
終
わ
る
と
子
ど
も
達
が
切
っ
た
片
側
の
綱
を
運
ん
で
隠
し
、

大
人
達
が
探
し
に
行
っ
た
。
藁
が
落
ち
て
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
探
し
た
（
写
真

四
）。
今
は
大
人
が
最
後
に
つ
い
て
行
っ
て
、
携
帯
電
話
で
会
場
と
連
絡
を
と
っ

て
い
た
。
見
つ
け
た
綱
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
会
場
に
戻
さ
れ
、
再
び
繋
ぎ
、

綱
引
き
を
行
う
。
こ
れ
を
三
回
行
う
が
、隠
す
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、決
ま
っ

て
は
い
な
い
。
切
っ
た
綱
を
隠
す
の
は
、
各
回
違
っ
た
人
が
行
っ
て
い
た
。
か
つ

て
は
最
後
は
川
の
中
に
捨
て
て
い
た
。
現
在
は
、
二
月
二
五
日
・
二
六
日
正
光
寺
・

文
殊
の
大
祭
で
乾
燥
さ
せ
て
、
薪
に
な
る
。

　
盆
綱
が
終
了
す
る
と
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
行
事
は
二
〇
時
に
終
了
し
た
。

（
岸
本

　
圭
・
田
中

　
久
美
子
）

写
真
二
　
綱
の
製
作

写
真
三
　
盆
綱
引
き

写
真
四
　
綱
を
隠
し
に
い
く
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三
二
　
十じ

ゅ
う
ご
や

五
夜
さ
ん
大お

お
綱つ

な
引ひ

き

【
指
定
】

　
種
類

　
久
留
米
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
名
称

　
十
五
夜
さ
ん
大
綱
引
き

　
指
定
年
月
日

　
平
成
二
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
八
月
二
六
日

【
別
名
】
ゲ
ン
ゴ
べ

（
一
）
地
域
の
概
要

　

久
留
米
市
は
福
岡
県
南
西
部
に
位
置
し
、
福
岡
市
か
ら
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
る
、
面
積
二
二
九
・
九
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。
市
の

北
東
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
筑
後
川
が
貫
流
し
、
筑
後
川
に
沿
っ
て
南
側
を
東
西

に
耳
納
山
、
高
良
山
、
明

み
ょ
う
じ
ょ
う
さ
ん

星
山
な
ど
の
山
々
が
連
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
南

の
山
麓
・
丘
陵
地
か
ら
、
西
北
か
ら
西
部
に
か
け
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
筑
後
川

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
広
大
な
沖
積
平
野
の
平
坦
地
が
続
い
て
い
る
。

久
留
米
市
は
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
、
田た

主ぬ
し

丸ま
る

町
・
北き

た

野の

町
・
城

じ
ょ
う
じ
ま島

町
・

三み

潴ず
ま

町
と
合
併
し
た
こ
と
か
ら
市
域
は
さ
ら
に
広
が
り
西
は
佐
賀
県
に
接
し
て
い

る
。
県
南
部
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
国
道
三
号
他
五
つ
の
国
道
が
通
り
、
交
通

の
要
衝
と
も
な
っ
て
い
る
（
市
の
概
要https://w

w
w.city.kurum

e.fukuoka.
jp/1100keikaku/2010shoukai/3020profile/outline.htm

l

）。

大
石
町
は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
久
留
米
駅
か
ら
徒
歩
で
一
〇
分
ほ
ど
の
場
所
に
位

置
し
、
町
の
西
側
は
筑
後
川
に
接
し
て
い
る
。
久
留
米
城
の
南
側
に
城
下
町
が

広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
さ
ら
に
南
側
と
な
る
。
江
戸
時
代
に
は
三
潴
郡
で
あ

り
、
は
じ
め
は
柳
河
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
久
留
米
藩
領
と
な
っ
た
。
慶
長
年
間
に

筑
後
川
直
流
化
工
事
に
よ
り
北
部
が
川
敷
と
な
る
。
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に

有
馬
氏
が
瀬
ノ
下
に
港
町
を
形
成
し
、
当
村
か
ら
分
離
し
、
瀬
ノ
下
町
を
形
成
し

た
。
ま
た
、
対
岸
の
佐
賀
藩
領
豆
津
へ
至
る
大
石
舟
渡
し
が
あ
っ
た
。
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
鳥
飼
村
、大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
か
ら
は
久
留
米
市
と
な
っ
た
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
、
対
岸
の
佐
賀
県
豆
津
へ
至
る
有
料
船
橋
が
で
き
、

久
留
米
市
街
を
経
由
し
て
豆
津
に
至
る
県
道
が
横
断
し
た
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
に
は
大
石
町
と
な
り
、
戦
後
は
市
営
住
宅
の
建
設
、
筑
後
川
改
修
工
事
も
あ
り
、

人
口
が
増
加
し
た
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
八
八

　

二
六
〇
）。

（
二
）
由
来
・
伝
承

　
約
四
〇
〇
年
前
か
ら
、
大
石
町
の
伊い

せ
あ
ま
て
ら
す
み
お
や

勢
天
照
御
祖
神
社
で
五
穀
豊
穣
・
無
病
息

災
を
祈
願
し
て
、「
ゲ
ン
ゴ
べ
」
と
呼
ば
れ
る
綱
引
き
が
行
わ
れ
て
き
た
。
綱
引

き
を
行
わ
な
い
年
は
、
大
石
町
に
悪
疫
が
流
行
す
る
と
い
う
。

「
ゲ
ン
ゴ
べ
」
は
「
源
平
」
の
意
味
で
、
源
平
合
戦
を
す
る
。
か
つ
て
は
青
年

が
平
氏
、
子
ど
も
が
源
氏
に
分
か
れ
て
引
き
合
い
、
大
人
が
加
勢
す
る
こ
と
で
子

ど
も
が
必
ず
勝
っ
た
（
篠
原

　
一
九
七
九

　
一
五
一
）。
現
在
は
、
大
人
対
子
ど

も
で
綱
引
き
を
す
る
。

ま
た
、
大
綱
は
大
蛇
（
龍
神
）
の
形
と
さ
れ
、
こ
れ
は
筑
後
川
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
以
前
の
大
石
町
は
ほ
と
ん
ど
が
田
で
あ
り
、
筑
後
川
で
漁
を
し
、

川
は
交
通
の
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
筑
後
川
の
氾

濫
は
住
民
の
生
活
を
脅
か
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
の
被
害
を
減
ら
そ
う
と
大

綱
を
担
い
で
回
っ
て
厄
払
い
を
し
、龍
神
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
、大
綱
を
引
き
合
っ

て
静
め
、
大
綱
を
焼
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
龍
神
を
天
に
送
り
届
け
る
祭
り
だ

と
も
説
明
さ
れ
る
（
満
月
会
保
存
会

　
二
〇
一
六

　
四
）。

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
日
中
戦
争
の
た
め
中
断
し
た
が
、
大
石
北
子
ど

も
会
の
中
か
ら
熱
心
な
復
活
の
声
が
あ
が
り
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
復

活
し
た
。

（
三
）
実
施
時
期

　
旧
暦
八
月
一
五
日

（
四
）
実
施
場
所

伊
勢
天
照
御
祖
神
社
（
通
称
、
大
石
神
社
）
に
て
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
。
小
綱

や
大
綱
は
担
が
れ
て
各
地
区
を
ま
わ
る
。

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
ま
で
は
綱
は
伊
勢
天
照
御
祖
神
社
を
三
周
し
（
久
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留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
六

　
六
〇
八
）、そ
の
後
、そ
の
前
の
道
路
（
伊

勢
天
照
御
祖
神
社
の
隣
に
京
町
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
前
の
道
路
、
小
川
金
魚
店
付
近
）
で
綱
引
き
を
し
て
い
た
。

大
綱
と
小
綱
は
伊
勢
天
照
御
祖
神
社
に
お
い
て
、
八
月
最
終
日
曜
日
に
製
作
さ

れ
る
。

（
五
）
伝
承
組
織

満
月
会
保
存
会

一
つ
か
二
つ
の
自
治
会
で
、
一
つ
の
「
流
れ
」
を
つ
く
っ
て
お
り
、
次
の
七
つ

の
流
れ
か
ら
成
っ
て
い
る
。

大
石
北
流
れ
（
大
石
北
（
一
）
自
治
会
、
大
石
北
（
二
）
自
治
会
）、
大
石
中
央

流
れ
（
大
石
中
央
（
一
）
自
治
会
、
大
石
中
央
（
二
）
自
治
会
）、
大
石
東
流
れ

（
大
石
東
（
一
）
自
治
会
、
大
石
東
（
二
）
自
治
会
）、
大
石
千
歳
流
れ
（
大
石
千

歳
東
自
治
会
、
大
石
千
歳
西
自
治
会
）、
大
石
西
流
れ
（
大
石
西
（
一
）
自
治
会
、

大
石
西
（
二
）
自
治
会
）、
西
住
流
れ
（
西
住
自
治
会
）、
西
白
山
流
れ
（
西
白
山

町
自
治
会
）。
梅う

め
み
つ満

町
の
一
部
が
西
住
自
治
会
に
入
っ
て
い
る
。

復
活
し
た
当
初
は
、
大
石
町
の
子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て
始
ま
り
、
白
山

町
の
自
治
会
で
あ
る
西
白
山
が
後
に
加
わ
っ
た
（
満
月
会
保
存
会

　
二
〇
一
六

　

三
）。
現
在
は
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
会
で
は
な
く
、
自
治
会

を
中
心
と
し
た
形
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

中
断
す
る
前
は
、
大
石
町
の
小
学
校
一
年
生
以
上
、
一
六
歳
の
男
子
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
（
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
六

　
六
〇
八
）。

（
六
）
綱
の
素
材
と
形
状

頭
の
部
分
は
輪
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
十
五
夜
の
月
、
中
心
の
直
線
部
分
は

蛇
、
二
股
に
分
か
れ
た
尾
は
エ
ビ
シ
リ
に
似
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
篠
原

　

一
九
七
九

　
一
五
一
）。

大
綱
の
長
さ
は
三
五
メ
ー
ト
ル
と
決
ま
っ
て
い
る
。
昔
は
も
っ
と
太
か
っ
た
と

い
う
。
重
さ
は
一
ト
ン
に
な
る
。
小
綱
は
一
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

綱
は
復
活
当
初
一
本
だ
け
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
会
ご
と
に
小
綱
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
七
）
実
施
内
容

綱
作
り

　
例
年
、
六
月
も
し
く
は
七
月
に
第
一
回
目
の
会
合
が
開
か
れ
、
行
事
の
実
施
が

計
画
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
月
最
終
日
曜
日
の
六
時
頃
、
各
流
れ
の
住
民
と
有
志

が
六
〇
名
ほ
ど
集
ま
り
、
大
綱
一
本
と
小
綱
を
七
本
製
作
す
る
。
ま
ず
大
綱
を
参

加
者
全
員
で
作
り
、
そ
れ
が
出
来
上
が
る
と
、
一
〇
時
過
ぎ
か
ら
各
流
れ
で
小
綱

を
そ
れ
ぞ
れ
製
作
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
以
降
、

十
五
夜
さ
ん
大
綱
引
き
は
中
止
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
綱
の
作
り
方
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
小
綱
を
一
本
だ
け
製
作
し
、
旧
暦
八
月
一
五
日
に
神

社
へ
奉
納
し
続
け
た
。

こ
こ
で
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
八
月
二
八
日
の
七
時
か
ら
伊
勢
天
照
御
祖

神
社
で
行
わ
れ
た
小
綱
作
り
の
様
子
を

記
述
す
る
。
各
流
れ
か
ら
三
名
出
し
て

下
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

有
志
の
人
も
加
え
て
二
四
名
ほ
ど
の
男

性
が
参
加
し
た
。
綱
の
材
料
の
荒
縄
は
、

安
武
地
区
の
農
家
に
お
願
い
し
て
作
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

最
初
に
、
パ
イ
プ
を
二
本
、
綱
の
長

さ
の
間
隔
で
立
て
る
。
綱
の
長
さ
は
約

一
二
メ
ー
ト
ル
で
、
境
内
の
地
面
に
は

す
で
に
穴
が
あ
り
、
パ
イ
プ
が
差
し
込

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
七
流
れ
分

あ
り
、
一
斉
に
綱
が
製
作
で
き
る
と
い

う
。
パ
イ
プ
の
間
に
、
綱
を
載
せ
る
木

の
台
を
五
台
ほ
ど
置
く
。
二
人
一
組
で

中
心
に
荒
縄
を
吊
り
下
げ
た
パ
イ
プ
を

写
真
一
　
小
綱
の
製
作
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持
ち
、
立
て
た
パ
イ
プ
の
周
り
を
歩
い
て
縄
を
巻
い
て
い
く
（
写
真
一
）。
三
組

の
人
が
同
時
に
行
っ
た
。
何
回
も
回
っ
て
綱
が
十
分
な
太
さ
に
な
っ
た
ら
、ビ
ニ
ー

ル
紐
で
荒
縄
の
束
を
数
箇
所
縛
っ
て
い
く
。

別
の
男
性
は
近
く
に
竹
を
伐
り
に
行
き
、
葉
を
落
と
し
た
。

次
に
綱
の
中
心
の
直
線
に
仕
上
げ
る
部
分
は
、
綱
と
垂
直
に
、
荒
縄
を
さ
ら
に

丁
寧
に
仕
上
げ
た
縄
（
仕
上
げ
縄
）
を
巻
い
て
い
く
。
両
端
の
頭
と
尾
の
部
分
に

は
竹
を
入
れ
、
左
右
に
広
げ
て
輪
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
竹
と
荒
縄
は
ビ
ニ
ー

ル
紐
で
縛
っ
て
お
く
。
輪
に
な
っ
た
部
分
に
も
仕
上
げ
に
縄
を
横
に
巻
い
て
い
く
。

竹
を
入
れ
る
の
は
、
綱
を
抱
え
た
時
に
し
っ
か
り
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

綱
を
作
っ
て
い
る
間
、
二
名
が
藁
で
尾
に
つ
け
る
房
を
一
つ
ず
つ
作
る
。
高
齢

の
男
性
が
中
年
の
男
性
に
作
り
方
や
男
結
び
の
方
法
も
教
え
な
が
ら
進
め
た
。
ま

ず
藁
を
整
え
、
藁
束
の
間
に
、
綱
の
尾
の
部
分
に
取
り
付
け
る
た
め
に
使
う
荒
縄

を
差
し
込
ん
で
お
く
。
藁
の
中
心
あ
た
り
を
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
る
。
上
か
ら
数
本

ず
つ
と
っ
て
下
に
折
り
曲
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
房
の
形
に
な
っ
た
ら
、
荒
縄

で
上
部
を
二
箇
所
縛
る
。

尾
に
房
を
二
つ
付
け
る
。
綱
を
木
槌
で
叩
い
た
り
、
ハ
サ
ミ
で
整
え
た
り
す
る
。

尾
の
部
分
は
の
こ
ぎ
り
で
輪
を
切
っ
て
、
二
股
に
分
け
る
。
九
時
半
頃
に
出
来
上

が
っ
た
。

昭
和
の
初
め
頃
は
、
一
六
歳
を
カ
シ
ラ
に
、
小
学
一
年
生
以
上
の
男
子
が
参
加

し
た
が
、
夏
休
み
に
入
る
と
車
力
で
縄
を
も
ら
っ
て
ま
わ
り
、
そ
れ
を
継
ぎ
足
し

て
長
く
し
、
伊
勢
天
照
御
祖
神
社
中
央
に
あ
っ
た
松
と
西
側
に
あ
る
松
に
張
り
回

し
、
幾
重
に
も
し
て
太
く
し
た
も
の
に
、
皆
で
「
ヤ
レ
コ
ノ
ー
セ
ッ
セ
」
と
掛
け

声
を
か
け
て
横
に
縄
を
巻
い
て
締
め
上
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
松
か
ら
外
し
て
頭

の
円
形
の
部
分
と
二
股
に
な
っ
た
尾
の
部
分
の
中
に
青
竹
を
入
れ
て
作
っ
た
（
久

留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
六

　
六
〇
八
）。

十
五
夜
さ
ん
大
綱
引
き

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
十
五
夜
さ
ん
大
綱
引
き
が
九
月
一
三
日
（
金
）

に
行
わ
れ
、早
朝
か
ら
準
備
が
行
わ
れ
た
。
大
綱
と
小
綱
は
当
日
、神
社
の
東
側（
月

が
昇
る
方
）
に
飾
り
つ
け
ら
れ
る
。
龍
が
昇
る
格
好
に
す
る
と
い
う
。

串
刺
し
芋

七
年
に
一
回
、
準
備
の
当
番
が
回
っ

て
く
る
の
で
、
女
性
を
中
心
に
早
朝
か

ら
串
刺
し
芋
の
準
備
を
す
る
。
里
芋
の

皮
を
む
く
人
、
煮
る
人
、
ご
飯
を
用
意

す
る
人
に
分
か
れ
て
す
る
。
里
芋
は
白

い
芋
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
醬
油
は
使
わ
ず
に
、
塩
で
味

を
つ
け
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
好
き
な

サ
ツ
マ
イ
モ
を
ふ
か
す
。

神
事
の
前
に
、
飾
ら
れ
た
綱
に
ス
ス

キ
と
串
刺
し
芋
と
ふ
か
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が
供
え
ら
れ
る
（
写
真
二
）。

小
綱
地
区
回
り
・
大
綱
地
区
回
り

一
七
時
す
ぎ
に
学
校
か
ら
帰
宅
し
た

子
ど
も
達
も
集
ま
り
始
め
、
一
七
時
三
〇
分
頃
か
ら
神
事
と
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
小
綱
が
七
本
下
ろ
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
各
流
れ

の
子
ど
も
・
大
人
の
住
民
が
担
い
で
、
高
張
灯
提
を
先
頭
に
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ

シ
ョ
イ
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
ま
わ
る
（
写
真
三
）。

大
石
北
流
れ
は
、
伊
勢
天
照
御
祖
神
社
の
す
ぐ
周
り
の
地
区
に
あ
た
る
。
小
綱

を
担
い
で
進
み
な
が
ら
、
道
路
で
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
い
く
。
途
中
に
引
っ
越
し
業

者
の
支
社
が
あ
る
が
、
そ
の
敷
地
で
社
員
対
子
ど
も
の
綱
引
き
が
行
わ
れ
た
。
元

は
小
綱
を
担
ぐ
だ
け
だ
っ
た
が
、
一
六
～
一
七
年
前
か
ら
商
売
繁
盛
を
願
い
、
賑

や
か
に
す
る
た
め
に
綱
引
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
途
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
設
け
ら
れ
た
休
憩
場
所
で
飲
食
し
、
一
九
時
過
ぎ
に
伊
勢
天
照
御
祖
神

社
に
順
次
戻
っ
て
く
る
。

　
最
後
に
大
綱
が
下
ろ
さ
れ
る
。
一
九
時
三
〇
分
過
ぎ
に
、
今
度
は
大
人
が
大
綱

を
担
い
で
、
松
明
と
一
緒
に
全
て
の
地
区
を
網
羅
す
る
よ
う
に
そ
の
外
周
を
回
る

（
写
真
四
）。
大
石
町
は
筑
後
川
の
す
ぐ
そ
ば
で
水
害
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
界
を

写
真
二
　
串
刺
し
芋
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綱
の
処
理

　
当
初
は
、
綱
は
次
の
日
に
燃
や
し
て
い
た
が
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
意
見
が

出
た
。
そ
の
た
め
現
在
で
は
綱
を
保
管
し
て
お
い
て
、
一
二
月
に
綱
の
一
部
を
燃

や
し
て
灰
に
し
、「
御
神
灰
」
と
し
て
一
月
一
日
、
二
日
に
伊
勢
天
照
御
祖
神
社

に
お
参
り
に
来
た
人
に
く
じ
を
つ
け
て
頒
布
し
て
い
る
。
以
前
は
、
古
銭
と
五
円

を
つ
け
て
い
た
。
こ
れ
は
神
社
振
興
の
た
め
で
も
あ
る
と
い
う
。
正
月
〇
時
よ
り
、

御
神
火
式
を
行
い
、
綱
を
燃
や
し
て
い
る
。

本
行
事
の
復
活
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
、
三
〇
代
だ
っ
た

子
ど
も
会
の
世
話
を
し
て
い
た
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
中
断
し
た
当
時
の
綱
の

形
態
等
を
当
時
の
経
験
者
に
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
の
名
称
も
そ
う
だ

が
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な
形
を
作
り
上
げ
て
き
た

と
い
う
。
法
被
は
、
満
月
会
の
法
被
、
世
話
人
の
法
被
、
参
加
者
の
法
被
が
あ
る
。

絵
が
上
手
な
人
が
ポ
ス
タ
ー
も
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

（
田
中

　
久
美
子
）

つ
く
っ
て
悪
霊
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

小
綱
引
き
・
大
石
抱
え

　
小
綱
地
区
回
り
か
ら
戻
っ
た
子
ど
も

達
は
、
境
内
で
小
綱
引
き
と
大
石
抱
え

を
行
う
。

ま
ず
、
子
ど
も
対
大
人
で
、
小
綱
で

綱
引
き
を
す
る
。
二
回
戦
行
わ
れ
た
。

次
に
、
小
学
校
六
年
生
が
大
石
抱
え

を
す
る
。
石
が
成
長
す
る
と
い
う
大

石
神
社
の
伝
承
に
基
づ
き
（
杉
山
他

　

一
九
〇
七

　
一
五
一
―
一
五
二
）、
平
成

八
（
一
九
九
六
）
年
よ
り
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
石
の
重
さ
は
約
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
（
満
月
会
保
存
会

　
二
〇
一
六

　
三
）。
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
五
年
生
も

参
加
し
た
。
石
を
何
秒
持
ち
上
げ
ら
れ
る
か
で
競
う
。
こ
の
石
は
脊
振
山
か
ら
運

ん
で
き
た
。
大
綱
が
戻
っ
て
く
る
と
、
串
刺
し
芋
や
サ
ツ
マ
イ
モ
が
配
ら
れ
る
の

で
、
全
員
で
食
し
、
そ
の
後
大
人
た
ち
も
大
石
抱
え
を
し
た
。

大
綱
引
き
（
ゲ
ン
ゴ
べ
）

　
二
一
時
過
ぎ
に
大
綱
で
綱
引
き
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
東
西
対
抗
で
二
回
戦
行
わ
れ
る
。
月
が
出
る
東
側
、
大
石
北
流
れ
、
大

石
東
流
れ
、
西
白
山
流
れ
、
大
石
中
央
流
れ
対
、
西
側
は
大
石
千
歳
流
れ
、
西
住

流
れ
、
大
石
西
流
れ
で
あ
っ
た
。

　
次
に
「
ゲ
ン
ゴ
べ
」
子
ど
も
（
源
氏
）
対
大
人
（
平
家
）
で
、
二
回
戦
行
わ
れ

た
（
写
真
五
）。
引
綱
を
つ
け
て
、子
ど
も
は
そ
れ
で
も
引
っ
張
れ
る
よ
う
に
し
た
。

子
ど
も
が
勝
っ
た
。
閉
会
が
あ
り
、
二
一
時
三
〇
分
頃
終
了
し
た
。

写
真
三
　
小
綱
地
区
回
り

写
真
四
　
大
綱
地
区
回
り
（
二
〇
一
八
年
）

写
真
五
　
大
綱
引
き
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大
綱
地
区
回
り
コ
ー
ス

小
綱
・
大
石
東
流
れ
コ
ー
ス

小
綱
・
大
石
北
流
れ
コ
ー
ス

小
綱
・
大
石
中
央
流
れ
コ
ー
ス

50m

伊勢天照御祖神社

50m

伊勢天照御祖神社

50m

伊勢天照御祖神社

50m

伊勢天照御祖神社

小
綱
・
大
石
西
流
れ
コ
ー
ス

小
綱
・
西
白
山
流
れ
コ
ー
ス

小
綱
・
大
石
千
歳
流
れ
コ
ー
ス

小
綱
・
西
住
流
れ
コ
ー
ス

50m

伊勢天照御祖神社

50m

伊勢天照御祖神社

50m

伊勢天照御祖神社

100m

伊勢天照御祖神社

自
動
車
に
て
移
動
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第
四
章
　
今
後
の
展
望

　
本
事
業
で
は
各
保
護
団
体
・
担
い
手
、
市
町
村
の
御
協
力
の
も
と
、
三
一
件
の

盆
綱
と
一
件
の
十
五
夜
綱
引
き
を
対
象
に
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
報

告
し
た
。

　
調
査
の
段
階
で
、
既
に
滅
失
・
休
止
し
て
し
ま
っ
た
盆
綱
行
事
が
数
多
く
存
在

す
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
原
因
の
多
く
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
青
年
又
は

若
者
の
地
元
離
れ
も
、
こ
の
よ
う
な
行
事
が
失
わ
れ
て
い
く
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
祇
園
祭
を
代
表
と
す
る
都
市
祭
礼
は
人
々
の
目
に
付
き
や
す
く
、
外
部
か
ら
の

応
援
や
継
承
者
も
確
保
出
来
る
一
方
、
盆
綱
の
よ
う
な
農
村
部
の
祭
礼
は
、
人
が

一
旦
離
れ
る
と
急
速
に
簡
略
化
及
び
滅
失
に
至
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な

農
村
部
に
残
る
行
事
を
適
切
に
文
化
財
と
し
て
保
護
し
、
行
政
的
な
支
援
を
し
て

い
く
こ
と
が
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
、

今
回
記
録
作
成
事
業
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
行
事
の
適
切
な
保
護
に
向
け
た
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
記
録
の
作
成
に
留
ま
る
だ
け
で
な
く
、

引
き
続
き
県
と
し
て
行
事
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
て
、
福
岡
県
で
は
、
令
和
三
年
『
福
岡
県
文
化
財
保
護
大
綱
』
を
策
定
し
、

本
県
に
お
け
る
民
俗
文
化
財
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
民
俗
文
化
財
の
体
系
的
な
調
査
・
把
握
に
加
え
、
指
定
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　
の
整
理
。

　
②
無
形
の
民
俗
文
化
財
は
人
か
ら
人
へ
伝
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
、

　
　
時
代
に
合
わ
せ
て
内
容
的
な
変
化
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
も
の

　
　
の
、
ど
の
程
度
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
追
跡
調
査
が
必
要
。

　
③
②
の
観
点
か
ら
、
調
査
に
よ
る
記
録
の
作
成
が
重
要
な
作
業
と
し
て
位
置
付

　
　
け
ら
れ
る
た
め
、
専
門
的
視
点
に
よ
る
調
査
や
、
映
像
に
よ
る
記
録
作
成
も

　
　
必
要
。

　
④
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
資
料
の
保
管
の
問
題
と
県
内
全
域
を
対
象
と
し
た
体

　
　
系
的
な
情
報
収
集
の
必
要
性
。

　
今
回
の
事
業
に
よ
っ
て
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
盆
綱
に
つ
い
て
は
、
過
去
市

町
村
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
と
の
比
較
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
過

去
の
調
査
事
例
と
比
較
し
て
、
現
在
の
行
事
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま

た
そ
の
原
因
は
何
な
の
か
と
い
っ
た
分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、

本
調
査
報
告
書
自
体
も
比
較
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
十
年
・
二
十
年
、
さ
ら
に
そ

の
先
ま
で
、
盆
綱
の
ゆ
く
え
を
見
守
っ
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
試
金
石
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
右
記
に
加
え
て
、
本
事
業
の
調
査
の
段
階
で
、
行
事
の
様
子
を
写
真
で
撮
影
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
記
録
動
画
を
撮
影
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
課
題
②
と
③

の
一
部
分
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な

記
録
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
盆
綱
・
十
五
夜
綱
引
き
行

事
の
適
切
な
保
護
の
一
助
と
し
た
い
。

　
本
事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
、
地
元
保
存
会
、
担
い
手
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
快
く
調
査
を
受
け
入
れ
て
下
さ
り
、
様
々
御
教
示
賜
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
町
村
文
化
財
行
政
主
管
課
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
調
査

の
調
整
や
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
、
調
査
の
随
行
な
ど
、
様
々
な
御
協
力
を

賜
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
て
結
び
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
梶
佐
古

　
幸
謙
）
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こ
こ
で
は
、
本
書
の
詳
細
調
査
で

対
象
と
し
た
現
在
実
施
中
の
盆
綱
の

ほ
か
、
既
に
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
盆

綱
行
事
の
一
覧
表
を
示
す
。

　
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
盆
綱
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
史
や
広
報
誌

な
ど
か
ら
で
き
う
る
限
り
の
記
載
を

抽
出
し
、
実
施
日
や
材
料
、
実
施
内

容
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
。
ま
た
、

事
務
局
で
聞
き
取
り
を
実
施
し
た

情
報
を
記
載
し
た
も
の
も
あ
る
。
現

在
実
施
中
の
盆
綱
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
第
三
章
の
詳
細
調
査
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　
ま
た
、
図
一
に
は
、
一
覧
表
に
記

載
し
た
盆
綱
の
実
施
地
を
プ
ロ
ッ
ト

し
た
分
布
図
を
示
し
た
。
市
町
村
区

分
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度
現
在

の
行
政
区
域
を
使
用
し
て
い
る
。

　
な
お
、
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、
福
岡
工
業
大
学
准
教
授
で
あ
る

田
中
久
美
子
先
生
及
び
、
福
岡
工
業

大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ま
に
御
尽
力

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

図一　現在実施中及び廃絶した盆綱の分布図
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

福岡市 西区玄界島 綱引き 浜 ロープ 実施中

福岡市 西区宇田川原 盆綱引き 8月15日 町内の中心の道路 稲藁 実施中

福岡市 西区西浦 盆綱 8月16日早朝 緑の広場 葛 実施中

福岡市 西区岡 綱引き 8月15日 町内からお堂 くるまきかずら 廃絶

福岡市 西区宮浦付近？ 綱引き 不明 海岸 かずら 廃絶

福岡市 西区草場 盆綱引き 8月15日夕方5時 広場 藤葛 実施中

福岡市 西区城ノ原 盆綱引き 8月15日 広場地区内の一本道 船舶用ロープ,藤葛(旧) 廃絶

福岡市 西区宮浦 綱引き 8月15日夕方 町内,海岸 くるまきかずら 廃絶

福岡市 西区唐泊 盆綱引き 8月15日 広場地区内の一本道 ロープ,(旧)藤葛 廃絶

福岡市 早良区田隈 盆押し,盆綱引き 8月15日 地禄天神社 茅,藁,竹 実施中

福岡市 早良区有田 盆綱 8月13～16日 町内 茅,藁 廃絶

福岡市 早良区上石釜 綱引き 8月15日 熊野神社 藁 廃絶

福岡市 早良区栗尾 綱引き 8月15日 決めた家の庭 藁 廃絶

福岡市 早良区門戸口 綱引き 8月15日 藁 廃絶

福岡市 早良区飯場 綱引き 8月15日 お寺 藁,あおた茅 廃絶

福岡市 城南区七隈 盆綱 盆終わりの15日 菊池神社前の旧道 稲藁,茅,葛 廃絶

福岡市 城南区堤 盆綱 15日 堤四つ角 藁 実施中

福岡市 南区柏原 盆綱引き 15日精霊送り後 道路 ススキ茅,青竹,藤葛 廃絶

福岡市 南区老司 盆綱引き 老司唐戸の水門付近 藁 廃絶

3
第三章　P40～参照　［参考文献］二丈町教委(2006)

7

15日の盆踊りが終了した後,午後10時から青年たちによる「盆押し」がおこなわれる。互いに背を向け腕を組み合わせて激しく押し合いなが
ら,地区内の一本道を数回往復するものである。これが終わると同じ場所で綱引きがおこなわれる。現在は船舶用の太いロープが使われてい
るが,早良区西脇が萱を使っているのに対して,かつては藤葛で綱をなっていたという。この藤葛は,西区では西浦と草場でも見ることができ
る。
［参考文献］福岡県人権研究所(1998)

6
第三章　P28～参照　［参考文献］二丈町教委(2006) ,福岡県人権研究所(1998),福岡市立北崎小学校百年誌編集委員会(1980)

11
［参考文献］山口津(1973)

10
第三章　P32～参照［参考文献］二丈町教委(2006),福岡県人権研究所(1998)

子供達が石釜中から集めてきた藁をワツカジが綱にし、熊野神社の拝殿でドスンドスンと暴れさせた後に、この綱を夕方になると村中から
集まって来た老若男女が一方はワツカジ一方はジョウモンさん（若い女の人）に分かれ,それに子供や老人が加勢して引き合う。
[参考文献]藤津研児(1970)

朝から青年団が太さ12.3センチ,長さ20メートルの綱を作り、両端を杭や立木に結びつける。その晩青年団と処女会の人々が二手に分かれ綱
をつたって押し合い先に端についた方が勝ちとする。この勝負は女性に不利なため、女性には押し出されると男性の誰かまわず叩いても良
いとされた。
[参考文献]藤津研児(1970)

藁だけでなくあおた茅を混ぜて作るため,二・三日前から作っておりここにおいてはお寺で行うようになっている。
[参考文献]藤津研児(1970)

13日から葛切り。青年も子どもも全部がかりで100メートルくらいの綱をねっていた。15日の夕方,その綱をまわして土俵を作って仏様供養
に相撲をとる。相撲が終わると綱を海岸に持って行き,綱引きを行う。町内の者が全て出てきて分かれて引き合う。綱引きが終わると、綱を
丸めて三角の筏の上に載せる。その上に相撲見物の席に使用した麦藁を置いて,仏様のお供え物を載せて,火を燃やして海へ漕ぎ出す。仏様
の送り火にもなる。
[参考文献]福岡市立北崎小学校百年誌編集委員会(1980)

4
暗いうちから泊り込みで,くるまきかずらを採集し,それを青年団が直径50センチ程度の綱にねりあげる。青年と子どもが引き合う。子ども
が負けるので、子どもが大人の加勢を頼む。大人が子どもの加勢に入ったあと、綱を真ん中から断ち切り、その綱で青年が土俵をつくる。
その中で子どもが相撲をとる。[参考文献]福岡市立北崎小学校百年誌編集委員会(1980)

子どもが10日頃から山から葛をとって集めておき、青年団がよって直径50センチ程度の綱をねりあげる。綱引きは男女に分かれて引き合
う。女子が負けるので、男子が女子側に加勢していた。引き合う中で海水を女子にかける。真ん中から押し切り輪にし、そこに仏様のお供
え物を置き、海まで船を漕ぎ出して送り火をしていた。相撲は別日にとる。実施地不明だが、「…ここから宮浦がみえますけん…」という
記載があることから、西区宮浦付近であると推察される。
[参考文献]福岡市立北崎小学校百年誌編集委員会(1980)

5

12

13

14 詳細は不明であるが、綱引きと称しながら実際には早良区栗尾と同じく綱押しとも称すべき行事であったとされている。
[参考文献]藤津研児(1970)

15

18

野山から萱を切り出し埴安神社の境内に集め,これを稲等を結ぶ結手の様に束ね,それを幾重にも重ね合せその中に青竹や藤カズラ等の芯を
入れる。その後,拝殿の梁に掛けて締めあげ,元側を大きく先側になるに従って細く綯いあげる。最後は大きな藤カズラの4～5本だけで綯っ
ていた。全長約50ｍ程で,元の方の直径は役1ｍ程あり,カズラの部分は10ｍかそれ以上あった。この綱を15日の夕方6時頃に,精霊送りを済ま
せた後,政所(小字名)の道路（柏原の中央部で現在の新道と苗床道に通じる2ｍ幅位の道）に持ち出し,北側のカズラ部分を子供が持ち,南側
の萱の部分は青年達が持つ。祝い目出度を歌い引っ張り合い,必ず子どもの方が勝っていた。勝負は一回で終わる。その後埴安神社の境内で
奉納大相撲が行われていた。この行事は大正14年を最後に途絶えてしまった。
［参考文献］福岡市南区民俗文化財保存会編(1992)

19

いつの頃から始まったのか確かでは無いが,老司地域全体で行う青年団が主催の祭りである。綱引きの場所は老司唐戸の水門近くで,老司川
に沿った処で行われる。先ず子供や青年団などで近所から藁を集め,その藁で青年団が綱を作ることから始まる。綱引きは子供組と青年団で
行うが,子供の方は大勢で青年の方は人数が少ない上,青年団は御神酒が入って大変苦戦していた。最後は青年団の代表者が音頭をとって,
「祝い目出度…」を歌って解散する。
［参考文献］福岡市南区民俗文化財保存会編(1992)

1

山葛で綱をつくり葛引きをしていたが,昭和14～15年頃に廃止となった。ロープを使い男女で分かれて綱引きをしていた。引く時には「ヤ－
ンサノ」と掛け声をかける。綱引きをする理由は,釈迦の一番弟子のお母さんが死んで地獄に落ちたので,綱を用いて引き上げたことから始
まったそうである。青竹を切ってきて笩をつくり麦藁をその上に置いて火をつけ,先祖の御霊を送るために男子青年団によって海に流され
る。初盆の家は,「西万丸」と呼ばれる船の上に果物・菓子類をのせて流す。主婦たちが初盆の家を廻り,門口で「御詠歌」を唱える。公民
館の前に土俵をつくり,宮相撲を行った。そして,無縁仏のために「供養旗」と呼ばれる紙の旗を浜に立てて供養した。
［参考文献］戸畑中央高等学校郷土部(1967)

2
第三章　P38～参照　［参考文献］福岡市合併50周年記念事業委員会編さん委員会(2012)

16

盆踊りとともに初盆の霊を祀る意味で,盆の終わりの15日に菊池神社前の旧道で「盆綱」が行われた。綱の長さは約30ｍくらいで,稲の藁と
茅で三つ編みにし,かずらでほどけないようにしばったものである。かずら刈りは13日頃から始まり屈強な青年が大勢で15日の早朝に綱打ち
をして準備した。綱引きは勇壮なもので,ワッショイ,ワッショイのかけ声で引き合うが,勝敗に関係はなかった。というのは,目的が地獄に
落ちている人をこの綱で引き上げるという信仰から出たもので,住民の仏心の現われであった。盆綱がすむと盆押しというものがあって,盆
綱引きの続きとして男はふんどしはだか,それに女も入りまじって押し合いをしていたというのである。
［参考文献］七隈郷土史研究会(1986)

9 男女で綱引きをしたあとで綱を切り,これを輪にして筏を作り,仏さまのお土産を載せ,火をつけて焼きながら沖に流した。
［参考文献］佐々木哲哉(1975)

17

盆綱は毎年お盆の8月15日の夜,送り火を焚いた後に行われる。子供達は当日綱を作る為各家庭を回り藁を集めてお宮に運び,綱が作りやすい
様に「ダゴ」と呼ばれる直径5㎝位の束を作る。青年達が来て,その「ダゴ」を使い直径約30㎝,長さ約35ｍ程の綱を作る。夕方お盆の送り火
を焚いた後,子供や青年達が綱を綱引きの場所まで運ぶ。場所は堤四つ角,石橋酒店の前。町内を上・下組に適当に分け,鐘や太鼓を打ち鳴ら
しながら,綱が切れるまで何回も引き合う。綱が切れると,藁は大人達であらかじめ決められた値で買う人を決めており,その家まで子供達が
運ぶ。そのお金は子供達の行事に回される。戦後一度だけ行われたが,その後交通量の増加と共に実施できる場所もなくなり,また,藁の調達
も困難となり廃絶した。
［参考文献］伝統行事復活委員会編(1997)

8
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

福岡市 南区多賀 盆綱引き 8月15日 寺の前の道 葛,茅 廃絶

福岡市 西区玄界島 盆綱引き 8月16日 浜 葛 実施中

久留米市 安武町武島 盆綱回し 8月14日 地区内全戸 藁,菰 廃絶

久留米市
山本町耳納西泉,

上津町
盆綱引き 廃絶

久留米市
大善寺町宮本上

野町
盆綱引き 8月13日 廃絶

久留米市 大善寺町夜明 盆綱引 廃絶

久留米市 大善寺町藤吉 藤吉の盆綱引 村中 菰 廃絶

久留米市 田主丸町石垣 盆綱引き 8月15日夜 廃絶

飯塚市 穂波町楽市東 盆綱引 盆の15日夜 中央の道路 麻綱,藁,(旧)葛 廃絶

飯塚市 上相田 盆綱引き 8月15日の夜 公民館前の広場 真竹,小竹,荒縄 廃絶

飯塚市 下相田 盆綱引き
8月15日各家の仏さま送

り後
グランド 藤葛,孟宗竹,藁 廃絶

飯塚市 北古賀吉田 盆綱引き 8月15日 藁,葛 廃絶

飯塚市 嘉穂郡二瀬町 盆綱・盆綱歌 8月15日 公民館前の広場 藤葛,久留米葛,藁,竹 廃絶

飯塚市 筑穂町内住 廃絶

柳川市 三橋町木元 ぼんでん縄 盆の15日 菅原天満宮,区内 藁 実施中

柳川市 三橋町起田 盆綱 8月第1日曜日 天満神社,区内 藁 実施中

柳川市 蒲池地区蒲生 ボンヅナ 盆の15日 玉垂神社ほか 藁 廃絶

22

子供会の6年生から1名のカシラを選び,カシラを中心として盆綱行事は展開していく。8月10日にカシラを中心に6年生が組内を回り,わらや
縄を集めて回る。13日にリヤカーに積んだわらを観音堂に運び,大人も集合して芯を作り,更にこの3本をない合わせて大きな芯とする。わら
1束を使って竜頭を作りつけ,子どもたちが引っ張った綱に,大人がわらと菰を巻き付けてないあげる。長さ約15ｍ,頭の直径約20㎝の大きな
もので,竜の口に杉の葉を挿す。頭を高良山の方へ向けてとぐろを巻くように置く。14日,白鉢巻・白シャツ姿の子供たちが集まり,一同礼拝
の後,子ども全員で盆綱を肩に担ぎ,「ヨイヨンホーレ」・「ヨーイホーレ」と掛け声をかけながら筑後川の堤防に上がり,一気に川べりまで
行く。竜の頭を筑後川の水に浸し,高良山の方へ頭を向け,とぐろを巻くように据える。この前に塩・水・お神酒を注ぐ。なおカシラに抱か
れた幼児にも盆綱に手を触れさせる。高良山を遥拝した後,盆綱は子供たちに担がれて地区に帰る。各家では,道まで出迎え,盆綱はお潮井ま
きとともに玄関口に入り引き返す。全戸を回り終えると再び観音堂に戻るが,盆綱はそれまで跨いではいけなかった。盆綱で土俵を作り,中
にはわらを敷き詰め子供相撲が始まる。盆綱やわらは,大人たちが堤防下まで運び,使ったわらは焼き,盆綱は筑後川に流して盆綱行事はすべ
て終了となる。安武町では大山,山浦地区で実施されていたようだ。
［参考文献］久留米市史編さん委員会(1986),伊藤芳枝(1983)

30

盆綱の長さは約10ｍ,直径は最も太いところが35㎝で,その姿は大きな生き物という感じであった。盆綱引きは,8月15日に各家の仏さま送り
がすんだ午後8時ごろから始まる。この綱引きは大人と子ども,男と女というように,グループに分けて引き合うものではなく,皆で綱を一斉
に引っ張り綱を上げ,その後綱を緩め綱で地面を叩く。その間,誰かが歌を歌い出す。それを受けて他の人が歌う掛け合いが続き,昔は男女の
掛け合いが多かった。綱引きは盆綱が切れるまで引くが,30分ほど引いても切れない場合は,ヨウキで芯のカズラと竹を切り,しばらく綱を引
き続けることで大綱は二つに分かれ盆綱引きが終わる。その後,切った盆綱を円形に置き,盆綱製作者などがその上に乗り手締めをして盆綱
の行事が終わる。最後は,参加者一同が盆綱の周りを輪になって盆踊りをした。
［参考文献］ 嘉飯山郷土研究会(2003)

35

21
第三章　P43～参照［参考文献］上野(2001)

32

15日の朝5時ごろから村の中老,青年などが出て山にいき,藤かずら,久留米かずらをとってきて,午後1時ごろから作りはじめ,6時ごろにでき
あがる。綱は,芯に直径5cmぐらいのふじかずらを用いる。無い時は,細い久留米かずらを2,3本用いる。その周りに,孟宗竹を割ってそえ,小
さい藤葛,久留米かずら,それに藁などで6本によりあわせて左にまいていく。完成した綱は,15日の夜,四方八方から盆綱のうたに合わせて引
き合う。互いに引くと盆綱はあがり,ゆるめると下がる。こうして引き合うたびに上下し,地面をたたく。最後は切れるまで同じ動作をくり
返すが,切れない場合は,鍬で断ち切り,切られた盆綱を重ね,その上に青年たちが上って手をたたき行事を終える。
［参考文献］二瀬町誌編纂委員会(1963)

29

8月15日の夜,公民館前の広場で行われている。盆綱は長さ15,6ｍ,径20～30㎝の真竹を芯にして小竹・荒縄を巻きつけ荒縄で縛った物を引き
合う。両方から引く事で綱は浮き上がり,その綱で地面を叩く。この動作は,地下の神霊を起こして村人に幸せをもたらす意味があると伝わ
る。この間,マイクで盆綱歌を歌いながらはやす。盆綱は切れるまで引くが,普通には切れないので,20分ほど引き合った後,ヨウキで真ん中
を切り,全員で引き離す。その後,全員で盆踊りをして盆行事は終わる。
［参考文献］飯塚市史編さん委員会(2016),嘉飯山郷土研究会(2003)

31
8月15日はカズラとわらで大きな綱を作り,盆綱引きをした。女組にこっそり青年が加勢したり,一方を綱で木に結びつけたりしてにぎわって
いた。
［参考文献］飯塚市史編さん委員会(2016)

28
盆の15日夜,楽市東では盆踊りのあと盆綱引と相撲が行われている。昔はかずらを切ってきて藁とない合わせて綱を作っていたが,今は麻綱
が使われ,中央の道路で男女に分かれて引く。この綱引きが終わると麻綱を蛇にして土俵を作り相撲が行われる。豊作を祈るために引くと地
域では伝わっている。
［参考文献］原田嘉郎(1969)

24 盆綱引きは盆の行事として各地で行われるが,この盆綱引きは大仕掛けであった。藁で作った盆綱は数十ｍもの長さであり,盆の13日に青年
組子供組が総出で引き,競いあっていた。盆綱後の14,5,6日の3日間,天満宮の広場で盆踊りも行われていたが,現在は全ての行事が途絶えて
いる。
［参考文献］加藤栄(1977),久留米市史編さん委員会(1986)

25
盆綱引きは子供を中心として大人の協力する盆の行事で,上村と下村の対抗であった。綱は大きく直径4㎝長さ10ｍ,大人も子供も総出で,小
さい子供は綱に乗せ道路で競っていた。秋の農村娯楽であったが廃絶。
［参考文献］加藤栄(1977)

26
旧盆に行う少中年の行事で,50ｍほどの大縄を,鉦を打ちながら村中引きずり廻す。大橋の御家老さんが堀から菰を採取し,これを枯らして編
んでいた。盆綱引きが終われば施餓鬼をして川に流していた。
［参考文献］加藤栄(1977)

27
8月15日の夜,豊作の年占を兼ね,盆綱引きと盆踊りが行われていた。　［参考文献］菊川春暁(1981)

23 盆綱引きは,かつて山本町耳納西泉や上津町でも行われていた。この場合でも,綱を他村へ持っていかれると病気が流行するとか,家の庭に引
き込めば縁起がよいという信仰があったようで,山本町では事後綱は燃やしたが,井戸綱として買う者もあったという。
［参考文献］久留米市史編さん委員会(1986)

20
かづらや茅を子ども・青年が切って,子どもと青年に分かれてやる。お寺の前の道で引いた。地獄に行っていたのを引き上げる。盆綱歌が
あった。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。
[参考文献]古野清人(1970),三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』
33

第三章　P98～参照［参考文献］柳川市史編集委員会(2012)

34 第三章　P101～参照
［参考文献］柳川市史編集委員会(2012)

36

盆の2日くらい前から子どもが60数戸の農家を廻ってワラを集め,14日に青年団が綱を作った。綱を編むときは3人で一組になって編むのが最
も効率的な編み方だった。綱は直径10㎝,長さ120～130ｍ程で,所々に引き手があった。15日の昼に綱引きが行われた。試合は青年団対子ど
もで行われ,不利な子どもが負けそうになると,大人が加勢するのが恒例だった。女の人が綱を跨ぐと切れるといわれていた。綱引きで使わ
れた綱は,川で泳ぐときに使った。また玉垂神社の庭に相撲の土俵を作っていた。戦後,ワラが集まらなくなったこともあり行われなくなっ
た。
［参考文献］柳川市史編集委員会(2004)
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

柳川市 蒲池地区下田町 藁 廃絶

柳川市 蒲池地区金納 14日 藁 廃絶

柳川市 蒲池地区高島 お宮ほか 藁 廃絶

八女市 盆綱引き 廃絶

八女市
立花町平野,田楽

原地区
盆綱とり 14日夜～16日朝 お宮ほか 廃絶

八女市 立花町上辺春 不明 廃絶

八女市 中柳瀬町 盆綱 旧7月13日 廃絶

八女市 西田町 子供の盆綱引き 8月 廃絶

八女市 南国武町 盆綱 8月16日 廃絶

八女市 上陽町仏尾 盆綱引き祭り 旧7月16日 天満宮境内 萱,藁 廃絶

八女市 矢部 廃絶

八女市 星野村 廃絶

八女市 黒木町木屋 廃絶

八女市 黒木町大淵 廃絶

八女市 上陽町上横山 廃絶

八女市 上陽町下横山 廃絶

八女市 上陽町久木原 廃絶

八女郡 各地域 盆綱引 8月15,16日 往還,時には神社 藁,葛 廃絶

筑後市 久富 盆綱曳き 8月14日 久富観音堂,地区内 藁 実施中

筑後市 和泉西 盆綱引き 盆の15日 藁 廃絶

筑後市 下富久 盆綱引き 8月16日祭日 観音堂 廃絶

筑後市 久恵 ぼんづな流し 旧7月24日 廃絶

大川市 盆綱引き 16日の晩 宮の境内 廃絶

大川市 中八院 盆綱引き 8月 家の門 廃絶

大川市 大橋 盆綱 8月16日 廃絶

大川市 荻島 盆綱引き 8月 廃絶

57 観音堂は下富久より江口へ入る道路の西側水田の中に祀られている。昭和52年12月再建され新しいお堂となった。ここで盆の8月16日祭日で
盆綱引や角力が行われていた。　［参考文献］筑後市教育委員会(1983)

41
白木川をはさんだ平野,田楽原はお盆を迎えると,互いに向かい合って相方を罵り合う。14日,子供たちが直径10㎝,長さ20ｍほどの盆綱を作
る。それをお宮さんの床下に隠して置く。この縄を14日の夜から16日の朝にかけて盗み合いをする。初めは子供ばかりだが次第に熱が入る
と大人も加わり,取っ組み合いから殴り合いへとエスカレートしていく。勝負がどうであれ16日になるとまた,仲の良い友達に戻る。昭和30
年初期まで続いていたが,双方の話し合いで中止した。
［参考文献］立花町史編さん委員会(1996)

44
子供が少なくなりやめてしまった。　［参考文献］八女青年会議所・八女郷土研究会編(1977)

43
旧盆13日の晩,青年と子供と引き合った。明治の末頃迄。　［参考文献］八女青年会議所・八女郷土研究会編(1977)

55
第三章　P104～参照　［参考文献］筑後市史編さん委員会(1998),靏(1986),上野(1987)

45
生活様式の変化で行われなくなった。［参考文献］八女青年会議所・八女郷土研究会編(1977)

54

八女郡の盆綱は,小学5,6年頃から青年団員が主となるが木屋村,神露渕など家族総出で行う所もあった。辺春村では地区の対抗試合として,
一方から申込を受けたら必ず応じる習わしになっていた。競技後の綱は地区の者が購入し,その代金で駄菓子等を買い,皆で前夜の労を労い
つつ競技について批評し合う。購入した綱は肥料にしたり,土俵の枠に使用していた。盆綱は,村の子供たちがカシラの指示に従い,村中各家
より藁を集め,2週間程かけて直径60㎝ほどの前後の細った大綱を作る。綱の芯にはかづら等を幾十本も通しており非常に丈夫である。長さ
は30ｍ余りあった。細くなっている直径15㎝もある両端を握って引き合う。綱が切れる迄は綱引はやめないのが,非常に丈夫に出来ており切
れないので,夜11時頃になるとカシラが綱を3回切って止める。
［参考文献］久留米郷土研究会(1979)

46
子供等が2～3日前から萱を切りよせたり藁を貰ったりして天満宮境内に集め,午後になると若者等によって藁を練り合わせ盆綱を作る。普通
の盆綱と違って中央の周囲は約60㎝,長さ約20ｍの巨大な綱であり一人では動かすことの出来ない程である。7月16日の晩,多数の参加者に
よって上下二手に別れて盆綱引きをする。勝敗が決まれば,盆綱はその場で入札され,これ等の代金は子供等に配当されていた。

47
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

48
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

53
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

56

この行事は13歳から16歳までの子供行事である。期日は盆の15日で,4,5日前から準備にかかる。まず各家々を回って藁,縄を分けてもらい,
小宮の拝殿に集積,ここで壮年の4,5人で盆綱捻りが始まる。直径約7cm,長さ50mの大綱となり,綱の根元の部分に縄を数本タコ足型に括り付
けて出来上がりとなる。15日の午後から子供組対青年組の綱引きが始まる。子供組が負けそうになると子どもの親が一人,二人と加わり助勢
する。必ず子供組が勝つことになる。2,3回引き合って勝負がつくと境内の一角にある相撲場の土俵に巻き,子供相撲が始められる。ノート
や鉛筆の賞品が準備されていた。
［参考文献］筑後市史編さん委員会(1998)

58
旧7月24日に地蔵盆の祭りが行われていた。若者達は前日から各戸毎に集められたわらで長さ50ｍ,直径30㎝ほどの大きな綱を綯っていた。
数十人の若者たちは威勢よく二手に分かれてつな引きを行い,次いで古河川でぼんづな流しの行事があっていた。
［参考文献］右田乙次郎(1971)

40
今日では見ることは出来なくなったが,かつては盆綱引きが行われていたところがある。中柳瀬では,明治の末ごろまで,青年と子どもとが盆
綱を引き合っていた。平や南国武でも,盆綱行事がもたれていた。
［参考文献］八女市史編さん専門委員会(1992)

38
金納では男の子たちが一軒一軒回ってワラを集め,そのワラで青年と子どもが長さ30ｍくらい,直径15㎝くらいの綱を編んだ。14日に青年と
子どもが綱引き対決をした。綱引き後は,綱は一度,川の水につけてお宮へ運び相撲の土俵とした。
［参考文献］柳川市史編集委員会(2004)

37
下田町では夏休みに入ってワラを集め,長さ50ｍくらいの綱を編んだ。参加者は小学6年迄で,北地区と南地区に分かれて綱を引いた。この綱
は相撲の土俵にも使われた。
［参考文献］柳川市史編集委員会(2004)

39
高島では昭和30年頃まではお盆を旧暦で行っていた。盆には子どもや青年団が大きな綱を作って堀の中にいれて引いた。これは綱を清める
意味がある。そして引き上げた後,その綱でお宮に土俵をつくり相撲をとった。
［参考文献］柳川市史編集委員会(2004)

村では盆綱引きがあった。済むと綱を相撲場の土俵にしていた。　［参考文献］大川市教育委員会編(2007)

61
盆綱は,16日に子供たちが10ｍの長さの縄を2本なって,神殿にお詣りをしてからお宮に奉納した。その綱は,川に泳がせ,1本はヨド相撲の土
俵の形屋にした。他の1本はブランコにしていた。
［参考文献］大川市教育委員会編(2007)

59 16日の晩,宮の境内で盆綱引きをした。大橋の子供組では,この綱を境内の樟に掛けて遊び,15日に川で洗った後,境内のかたやにいけ,夏祭り
の相撲大会用にした。［参考文献］大川市誌編集委員会編(1977)

60
家の門(家の前の広場)で盆綱引きをしていた。［参考文献］大川市教育委員会編(2007)

62

42
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

49
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

50
1996年時点の三木氏調査では行っていた。現在は廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

51
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

52
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

大川市 下牟田口 盆綱引き 門前 廃絶

大川市 中木室 盆綱引き 8月16日 お地蔵さん境内 廃絶

小郡市 津古 盆綱引き お宮 葛 廃絶

小郡市 横隈 盆綱 盆の15日 松,竹 廃絶

小郡市 吹上 盆綱引き 盆の15日 各戸 藁 廃絶

小郡市 吹上 盆綱引き 盆の15日 各家庭の前 藁 廃絶

筑紫野市 柚須原 盆綱引き 8月15日夕刻 柚須原公民館広場 葛,藁 実施中

筑紫野市 下見 8月16日 廃絶

筑紫野市 湯町 盆綱引き 15日の夕刻 葛 廃絶

筑紫野市 西吉木 盆綱引き 15日の夕刻 岩本から新町 廃絶

筑紫野市 大石 盆綱引き 15日仏様送り後 初盆の家,高木神社 クズカズラ 廃絶

筑紫野市 山家 旧7月13 葛 廃絶

筑紫野市 本道寺 盆綱引き 旧7月15 廃絶

筑紫野市 原田 盆綱引き 旧7月16～17 廃絶

春日市 小倉 盆綱引き 15日夜 住吉神社前の道路 藤葛,茅 実施中

春日市 須玖 盆綱引き 県道 茅,葛,藁 廃絶

春日市 岡本 盆綱引き 須玖の宮の前 茅,藁,葛 廃絶

春日市 春日 盆綱引き 藤葛,真竹,藁 廃絶

春日市 上白水 盆綱引き 8月15日の晩 石塚のお観音様の前 茅,葛,藁 廃絶

大野城市 牛頸 盆綱引き 8月16日 堂の本観音様から平野台方向 葛,藁 廃絶

78

69

第三章　P49～参照
［参考文献］春日市郷土史委員会(1983),春日市(1985),春日市(1992),春日市(1993),春日市史編さん委員会(1994),春日市(1996),春日市
(2003),春日市(2006)

81

盆前に青年が川端で茅を切り,山からカズラをとってきた。芯にカズラと麦藁を入れ,その上に,子どもたちがシンゲ川の堤防から切ってきた
茅とその外側には各戸から集めてきた藁を巻きつけた。お観音様の境内の大イチョウの木に芯縄を引っ掛けて三つ綯いをした。綱は直径が8
㎝,長さは30ｍほどあった。8月15日の晩,お観音様（現老人憩いの家）前の道路で御神酒をもらい綱引きが始まる。単純に左右に分かれた
り,また青年対子どものときもあった。最後は「祝い目出度」の歌で終わった。綱引きが終わったあとの綱は堆肥の原料として入札にかけら
れた。「祝い目出度」の歌詞は,ときどき変わることもあり,新築祝いや引っ越し祝いの席で歌われており,婚礼の祝言の席で歌われることも
あった。綱引きは戦前まで行われていた。
［参考文献］春日市(1985),春日市史編さん委員会(1994),春日市郷土史研究会(1984)

80

上組と下組の子どもたちが,それぞれ汐井橋を境に川上と川下に分かれ,盆綱の材料であるフジカズラと真竹を川縁のやぶから切ってきて,自
分たちで綱作りをした。綱づくりは鳥居の前の路上で行われ,まずカズラのすき間に竹を押し込み,それを縄で縛りあげ,さらに竹と藁を入れ
て形よく締め上げた。綱の最大胴まわりは,おとな二人が両手を差しのべて少し余るくらいであった。引き手が胴締めの綱に付けられ,そこ
を握って綱引きをした。正午ごろに子どもが上居屋敷と下居屋敷に分かれ3回引き合った。
［参考文献］春日市史編さん委員会(1994),春日市郷土史研究会(1981)

夏休みに入ると,男の子は茅切りとカズラとりを始め,8月になると茅を芯にして藁とカズラで何百本もの束を作った。その束を集めて盆前に
青年が盆綱を綯った。盆綱引きは青年が主に執り行った。午後3時から4時ごろにかけて,県道で青年組と子ども組が引き合った。それが終わ
るとみんな家に帰り,仏様送りに行った。
［参考文献］春日市(1985),春日市(1994),春日市郷土史研究会(1982)

79 ワラを各戸から集め,ワラ,カヤ,カズラで直径24㎝程の綱を作り,夕方,須玖のお宮の前で青年と子どもに分かれて綱引きをしていた。
［参考文献］春日市郷土史研究会(1982)

第三章　P45～参照　［参考文献］筑紫野市史編さん委員会(1999)

67
盆の15日に,盆綱が各戸を廻ったり,二組に分かれて引いたりしていた。綱引きが終わると,その藁を村の者が購入し,その代金は青年たちの
酒代になっていた。
［参考文献］小郡市教委(2011)

65
夏場にカズラの蔓を切って綱を綯い,年配者と子どもとの盆綱引きがあった。綱引きはお宮で行っていた。昭和5,6年くらいまではやってい
たという。
［参考文献］小郡市教委(2011)

68
盆踊り・盆綱引きは,13日から15日,町内ごとに楽しんでいる。死者の霊を慰めるといわれている。盆綱引きは,子供たちが8月の初めごろか
ら小縄をない,2本ずつ合わせた綱で各家庭の前で引き合った。初盆の家からはお包みをもらっていた。
［参考文献］小郡市史編集委員会(1998)

66
盆の15日に盆綱を行っていた。綱の芯には松を入れ,その周りに竹やかずらを編んでいた。長さ4ｍぐらいの長さまで編み,両方にムカデの足
のような綱を付けそれを引き合う。綱引きが終わるとお寺に集まっていた。昭和7,8年ごろまで行っていたがいつのまにか無くなっていた。
［参考文献］小郡市教委(2011)

64
子どもたちが,「お地蔵さん」の境内で16日に「盆綱引き」をしていた。堀に引き込む綱引きである。綱引きの綱は,親がなっていた。綱引
きが終わると,この綱で相撲の土俵をつくっていた。子供の相撲を三集落(初田,流川,老勢)で競っていた。
［参考文献］大川市教育委員会編(2007)

63
門前では,青年や子供たちが盆綱引きをしていた。綱は,相撲の土俵にして,相撲をとっていたが,それが浪花節に変わっていた。浪花節語り
さんは,田口の小坂井から来ていた。
［参考文献］大川市教育委員会編(2007)

76
旧7月16～17日。原田では盆綱引きをする。子供達が山から採って来た葛を,青年が弁財天様のナノミの木の枝にぶらさげ,藁を入れながら綱
を作る。新町と本町とに分かれ,大人・子供全員で引き合い,青年の大将が采配を振る。
［参考文献］西南学院大学国語国文学会民俗学研究会(1984)

70
明治の頃には行っていた。　［参考文献］鷺山智英(1985)

77

74 山家では旧7月13日,山に盆綱引きの葛を青年や子供が切りに行き,この日の晩と14日にくびって綱にする。
［参考文献］西南学院大学国語国文学会民俗学研究会(1984)

71
30ｍほどの綱を上組と下組に分かれて,「祝い目出度」の唄に合わせて引いた。温泉客も加わり,近隣のムラからの見物客も多かった。終
わったあとの綱はカズラを小さく切って真光寺に1年分の燃料として奉納された。
［参考文献］筑紫野市史編さん委員会(1999)

72
枝綱の出た長さ50ｍほどの大きな綱をムラの人が総出で持ち,上げたり下げたりしながら,ムラの通りを上から下（岩本から新町）まで歩き
ながら引いて行った。「地獄に落ちなれんように」といい,引き合いはしない。終ると綱を池田の井戸から川へ投じ,魚の棲み家となった。
［参考文献］筑紫野市史編さん委員会(1999)

73
綱の制作は高木神社で行う。青年団が山からクズカズラを切り出し,カズラを3～4本より合わせて綱の芯とする。次に芯の間に小さいカズラ
を挟み込む。この作業には子ども達も加わり手伝う。8月15日に仏様が帰るが,それを綱で引き留めるために盆綱引きをしていたといわれ
る。昭和25～26年頃まで実施していたが,現在は廃絶。［令和4年12月16日　聞き取り調査］
［参考文献］筑紫野市史編さん委員会(1999)

75 旧7月15,精霊送りの後,家のカド(敷地)の広い所で盆綱を引く。山家・平等寺でもこの日の夜,盆綱引きをする。
［参考文献］西南学院大学国語国文学会民俗学研究会(1984)

82

上牛頸（井出,丸隈,原,中通り）では昭和の初めごろ自然とすたれてしまったが,下牛頸（大立寺,横峰,堂の本,月の浦,畑ヶ坂）は昭和9年ま
で続いていた。ところが,昭和9年の夏は大変暑く,盆綱引きをしている途中,若者たちが平野川の堂の本井堰に飛び込み水浴びをした。その
時の川の水を飲みセキリにかかった。それ以降,病気になってはいけないと,この行事をやめた。牛頸の盆綱はカズラと藁で作った。盆が近
づくと青年や子供たちは何度も山にカズラを取りに行き盆綱引きの準備をした。盆綱引きの道順は,堂の本の観音様（現胴ノ元公園横）から
平野台方向に向かって猿田彦大神の石碑のある方向に引き回した。30～40名で引いた。また,この日には演芸会が行われた。それは昭和15年
くらいまで続いた。
［参考文献］牛頸郷土史発行委員会編(2002)

124



番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

大野城市 乙金 盆綱引き 8月15日 葛 廃絶

大野城市 山田 盆綱引き 8月15日 宝満神社鳥居正面の道路 葛,茅,藁 廃絶

宗像市 后曲 ヤジ 12～17日 道を一周,初盆の家の周り(旧) 藁,棕櫚縄(旧) 実施中

宗像市 須惠 盆綱引き 13日か15日 個人宅 藁 廃絶

宗像市 平等寺 盆綱引き 葛 廃絶

宗像市 野坂  廃絶

宗像市 大穂 廃絶

太宰府市 大佐野 盆綱引き 15日仏様送り後 ポンプ格納庫前の道路
引綱：葛,藁
大綱：竹,茅

廃絶

太宰府市 国分 盆綱引き 15日仏様送り後 溜池の土手の道
大佐野の引綱とほぼ

同じ
廃絶

太宰府市 北谷 盆綱引き 15日仏様送り後 集落内の庭 競技用の綱 実施中

太宰府市 榎 盆綱引き 15日精霊さん送り前 葛,藁,篠竹,茅 廃絶

太宰府市 桜町 盆綱引き 廃絶

古賀市 谷山 盆づな 盆の15日夜 集落の中心 藁,(旧)藤葛 実施中

福津市 津屋崎町渡 盆綱引き 旧暦7月15日の夕 砂浜 葛 廃絶

福津市 古内殿 盆綱引き 8月15日晩 廃絶

うきは市 浮羽町妹川樫ヶ平 廃絶

うきは市 旧浮羽町新川本村 廃絶

宮若市 宮田町脇野 盆綱引き 8月15日 乙子神社 女竹 廃絶

宮若市 若宮町 8月15日の夜 廃絶

宮若市 若宮町稲光 盆綱引き 8月15日の夜 善光寺と覚円寺の間の道 藤葛,藁 廃絶

86

92
第三章　P55～参照　［参考文献］太宰府市史編さん委員会(1993)

15年くらい前までは実施していた。

榎の盆綱は,お宮の天井の梁からカズラを下げ,藁・篠竹・萱を混ぜながらヨリをかけ,40ｍぐらいの長さになう。夕方近くに村中の男女が集
まって男と女に分かれて引くが,勝敗にこだわらない。盆綱は目蓮尊者のお母さんを地獄の底から引き上げるためのものだったといってい
る。綱引きが終わると綱をお宮の神木（モミの木）に巻きつけておいて神戻しとホンゲンギョウの火で焼いた。
［参考文献］太宰府市史編さん委員会(1993)

83

お盆の前に村の子供たちが近所の山からカズラを取ってきた。これを「カズラタチ」といった。そのカズラを「ゼンイチダイノイケ
（池）」に漬けて置き,前日にこれを引き上げ,村の年寄りが大きな木の枝に掛けて下げ,これを捻った。直径が30㎝以上もある大綱で長さも
10ｍ位はあった。このとき「祝いめでた…」を歌いながら作業した。15日にはこの綱を上方,下方と2組に分かれて引き,お年寄りはこのとき
も綱の中心で「祝いめでた…」を歌った。綱引きは祝い歌の後で3回引いた。盆が終わると子どもたちがこの綱を切って売りに行った。乙金
では以上のようであったが,他の地区では,この綱を綱引きの終わりにナタで切った。引っ張るだけでは切れないので人為的に切ったのであ
る。切る理由はわからない。この盆綱の行事は明治末から大正初期に廃絶した。
［参考文献］大野城市史編纂委員会編(1990)

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

88

102

84

昭和の初め頃までは8月15日に,神社の鳥居正面の道路で盆綱引きを行っていた。明治前期頃が最も盛んであり昭和の初めごろまであったと
言われている。7月から8月の初めにかけてお年寄りや青年が山に行ってカズラやカヤを刈って来て,宝満神社の境内の最も大きな楠の枝に
引っ掛け藁と一緒に捻って綱を作った。綱の中央部は直径30㎝くらいであとは細くなり,長さ30ｍほどの綱に細い枝縄がつけられ村人たちは
この枝縄を引っ張った。お盆の15日には宝満神社鳥居正面の直線道路にこの綱を伸ばして,村中のお年寄りも子供も総出で上組と下組に分か
れて綱引きを行った。ある程度の時間を引き合った後中央の太い綱の上に庄屋さん「区長」が上がり,福岡地方の祝い歌である「祝い目出
度」を全員で合唱し,最後は綱の中央をナタで断ち切って引き分けにした。それは村人たちが喧嘩などせずにいつまでも仲良く助け合って暮
らすようにという願いを込めたものである。そして断ち切った綱を宝満神社の境内に運び,その綱で土俵を作り青年や子供たちの相撲大会を
行い,村中の親睦を深め子供の成長と豊穣を祈ったものである。
［参考文献］赤司岩雄(2002)

96

渡では大正4,5年ごろまで,旧暦7月15日の夕刻に盆綱引きが行われていた。青年が午前中に山から大きなカズラを取ってきて綱を練り上げ,
ムラ中の青年・子供が寄って,大潮の潮が引いたときに砂浜で綱引きをした。儀式なので勝敗に関係なく,ある程度引き合ったところで顔役
が綱を切って終った。綱引きがすむと,山から竹やムクの木の枝を取ってきて台を作り,綱引きに使ったカズラや藁を集めて乗せ,火をつけて
海に流し精霊送りをした。
［参考文献］津屋崎町史編さん委員会(1996)

98
詳細不明。

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]古野清人(1970),三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

85
第三章　P52～参照 ［参考文献］宗像市史編纂委員会編(1996)

8月15日の夜,ムラの人たちが大きな綱を作って引き合う行事で,地獄の釜に落ちた人もこの綱で引き上げられる。
［参考文献］若宮町誌編さん委員会(2003)

97 15日の晩に上下別れて行っていた。勝ったり負けたりしただけのこと。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。
[参考文献]古野清人(1970),三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

95

平等寺では,明治時代までは青年たちが綱引きをしていた。綱は葛で作られ,切れるまで引いた。終わると綱はお宮の相撲場にもって行った
という。
［参考文献］宗像市史編纂委員会編(1996)

89

99

国分の盆綱には竹綱はない。大佐野の引綱と材料も形状もほぼ同じものを作って引いた。国分ではムラ方の氏神である国分天神の御神木の
太い枝を支柱にして練り,溜池の土手の道で,青年組と子供組が引き合った。
［参考文献］太宰府市史編集委員会(1990),太宰府市史編さん委員会(1993)

稲光には善光寺（浄土宗）と覚園寺（浄土真宗本願寺派）が向かい合ってあり,その間の道路で8月15日の夜に盆綱引きが行なわれていた。
当日各家からわらを5束ずつ持ち寄り,フジカズラを芯にして長さ30ｍ,直径30㎝ぐらいの盆綱を作った。綱引きは男女対抗の3回勝負で引き
合ったが,女の方が加勢人が多いので勝っていた。綱引きが終わるとその綱で輪を作り,そのなかで盆踊りをした。この行事は昭和初期に絶
えている。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),若宮町誌編さん委員会(2003)

94

101

100
大正末頃まで、8月15日に乙子神社の下で村内の人々が紅白に分かれて盆綱をした。綱は女竹を3つ組にして10間位の長さにし、太鼓を2つ叩
いてから引き始めた。男達が40～50人位参加して綱引きを行い、女達はみんな出て応援し、終わった後の綱は真光寺に置いてお寺の薪にし
た。切れるまで引き、切れない時は鉈で切ったと伝わっている。
[参考文献]宮田町誌編纂委員会(1990)

坪が縦長い個人宅で実施していた。大きな藁縄を綯っていた。　[参考文献]古野清人(1970)

93

大佐野では13日は竹切りに行き,15日の早朝から現在の大佐野ポンプ格納庫の近くの空き田で盆綱ねりをする。綱は2種類作らねばならな
い。まず藁とカズラを縒り合わせて直径15㎝,長さ30mくらいの引綱を作る。神社の拝殿の梁を支柱にして,青年たちが力いっぱい練り上げ
る。次に,竹と萱で大綱を作る。真竹を二つ割りにしたものと,先ほど作った引綱を芯に入れ,周りに篠竹や萱を並べ,径約60㎝,長さ4ｍほど
の円筒形に纏め,カケヤでがんがん叩きながら仕上げる。芯に入れた引綱は外側に約20ｍ出しておき,子供や親たちが引きやすいように,所々
に小綱をつけておいた。当日は,竹綱は地面に置いて青年たちが守り,引綱は子供や親たちが引いた。青年たちは綱が余り早く引かれないよ
うに竹綱の上に乗ったり,飛び跳ねたりして妨害する。攻防1時間あまり,双方大きな掛け声をあげながらの熱戦であったという。ポンプ格納
庫前の道路を80ｍほど引っ張って終わる。盆綱のいわれについて,地区の古老は,盆が済んでもなかなか帰りたがらない新仏を綱を引いて送
り出すのだと言っている。
［参考文献］太宰府市史編さん委員会(1993)

87

第三章　P66～参照　［参考文献］古賀町誌編さん委員会(1985),糟屋地区文化財担当者会(2008)

90

91
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

宮若市 若宮町中畑 盆綱引き
8月15日の夜仏さま送り

後
ムラの広場 藤葛 廃絶

宮若市 若宮町縁山 盆綱引き 8月15日の夜 ムラの広場 葛 廃絶

宮若市 若宮町縁山畑 盆綱引き 8月15日の夜 広い家 葛 廃絶

宮若市 若宮町山口 廃絶

嘉麻市 碓井町下臼井西 盆綱引き 8月15日,16日(旧) 中央グランド 藁,葛 実施中

嘉麻市 碓井町熊本 盆綱引き 8月15日の夜 地蔵堂そばのグランド 葛,藁 廃絶

嘉麻市 碓井町平山 盆綱引き 8月13日 大堤の土手 藁 廃絶

嘉麻市 碓井町水が島 盆綱引き 8月16日 藁,葛 廃絶

嘉麻市 稲築町松山 盆綱引き 8月16日の夜 個人宅の前庭 藁,葛 廃絶

朝倉市 甘木 盆綱引き 村中 茅,藁,青竹,葛 廃絶

朝倉市
甘木(矢の竹,角

枝)
盆綱引き 7月14～16日 葛,藁 廃絶

朝倉市 甘木(江川) 盆綱引き 7月14,15日 葛,藁 廃絶

朝倉市
甘木(高木町黒

川)
盆綱引き 廃絶

朝倉市 下長田 神社から初盆宅まで 廃絶

朝倉市 下屋永 神社 廃絶

朝倉市 屋永 盆ずな 8月14,15日 藁 廃絶

朝倉市 馬田下浦大屋敷 盆綱曳き 8月13日 初盆宅,集落 綱,稲藁,竹 実施中

朝倉市 西入地 廃絶

朝倉市 古毛 廃絶

朝倉市 上須川 廃絶

121

稲築町の盆綱引きは松山で戦争中の昭和17,8年ごろまで,8月16日の夜に行われていた。綱作りは,まず青・壮年が8月14日から分担して材料
を集め,わらと縄を各家から出してもらい,カズラは近くの山に取りに行った。取ってきたカズラをよって芯にし,その上にわらを錬って巻
き,さらにその上を縄で丁寧に巻いた。場所は今の農業倉庫の所で,そこにあった大きなムクの枝に掛けて練っていた。この作業は労力を要
するもので,盆休みで帰省した人たちも加わっていた。綱引きの場所は,ムクの木の近くの2,3軒続きの家のツボ（前庭）で行っていた。始ま
りの合図とともに,人々は適当に綱について引き合い,交互に入れ替わって3回引き,2回勝った方が勝ちになった。使った綱は,ほどいて畑の
広い所で焼いた。盆綱引きが終わると,場所を地蔵前に移して「子ども相撲」がおこなわれていた。この盆綱引きは,地獄に落ちた亡霊を引
き上げ,極楽に送るためにするといわれた。
［参考文献］稲築町(2004),嘉飯山郷土研究会(2003)

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

20年ほど前まで実施していたが,現在は廃絶。　※令和4（2023）年朝倉市職員聞き取り。

113
14日,子供達は朝から山にでかけ,かずらを取り,各戸から藁を抜き,青年の手伝いを得て,かずらと藁をねり合わせて,夕方には大きな盆綱が
出来上がる。夜になると,子供達だけでなく大人達迄出て来て,子供達と一緒になって盆綱引きに興ずる。15日,昨夜と同様,子供と大人で夜
遅く迄盆綱を引いてにぎわう。16日,御十六日と言い,地獄の窯の開く日として一切の殺生を禁じた。早朝,仏様に供えたものを川に流す。ま
た子供達は朝から盆綱を川(佐田川)に運び流す。これは,新仏が盆綱に乗っていくと云う信仰によるものである。
［参考文献］甘木市(1974)

114
小豆飯を炊き素麵や野菜などと共にお供えをし,供養をする。この日から本家の仏様まいりを行う。また子供や青年たちは,藁やかづらをと
り「盆づな」をつくり,14～15日はこの盆づな引きや盆づな取りなどをしていた。これは,新仏様が盆づなに乗っていかれるための供養の意
味があるといわれている。
［参考文献］甘木市(1969)

大きい注連縄を制作して綱引きをする。　※令和4（2023）年朝倉市職員聞き取り。

120
10年ほど前まで実施していたが,現在は廃絶。　※令和4（2023）年朝倉市職員聞き取り。

神社で綱引きをする。50年ほど前まで実施していたが,現在は廃絶。　※令和4（2023）年朝倉市職員聞き取り。

第三章　P95～参照

117

111

104
青年と中老がカズラを切ってきて練り,径20㎝ぐらいの大きな綱を作った。綱引きはムラの広場で行い,勝負にこだわらないで綱を引いたら
終わりであった。その後は,綱を道の横に置いていおくと,カズラを草切に行く人が草くびり綱にするために切っていくので,いつの間にかな
くなっていた。
［参考文献］若宮町誌編さん委員会(2003)

105
縁山畑は,中畑よりずっと上流の山間集落である。8月15日青年と中老がカズラを切ってきて,疫神社そばの杉本の枝に掛けてねり,大きな綱
を作っていた。盆綱引きは15日の夜にツボの広い家で行ない,勝負などにこだわらず,何度か引けばそれでよかった。その後盆綱は,道路わき
に置いておくと,通りがかりの人がカズラを切っていくので,いつの間にかなくなっていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

110

112

甘木地方の盆行事でいまひとつ特色を見せているのは「盆綱引き」で,ほとんど全域に渡って行われていた。十数日前から子どもたちが「萱
切」に出かける。毎日山里や村を駆け回ってたくさんの萱を刈り集める。さらに藁を集めると一同は宮の境内に座り込んで,「藁萱」と称し
て一握宛の藁の中に萱を混ぜて束ねる。旧盆の13日の夕方,村の青年たちを呼び集めて盆綱作りを依頼する。青年たちは掛け声勇ましく,子
供達の差し出す一束宛の「藁萱」にヨリをかけて青竹やカズラを芯にして巻き上げる。綱回り30㎝程,全長10～20ｍ程の大綱を作りあげる。
子供達は「ワッショイ　ワッショイ」と掛け声勇ましくこれを引いて村中を回り,あるいは他地区の子供達と引き合う。盆綱引きは地獄に落
ちている仏を引き上げる意味を持つといい,地獄の釜の蓋が開くと伝えられる16日まで行うところもある。南部地域では行事が終わった後,
盆綱を川に流していた。
［参考文献］甘木市史編さん委員会編(1981)

122

107
第三章　P109～参照
［参考文献］碓井町(1982),嘉麻市(2011),嘉飯山郷土研究会(2003)

106

116
綱を制作し,神社から初盆のお宅前まで曳き,綱引きをする。10年程前まで実施していたが,現在は廃絶。

水ヶ島は,8月14日に青年たちが山にカズラを取りに行き,各家からわらを集めて盆綱を作っていた。盆綱引きは8月16日に綱が切れるまで行
ない,青年と女が引き合って女が勝っていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),碓井町(1982)

115
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

119

平山では各家からわらを集め,8月13日に大堤の土手で盆綱を作っていた。長さは4,5ｍほどであった。綱引きは土手で青年と子どもの対抗で
行ない,子ども側が負けそうになると見物人が加勢するので青年側が負けていた。女は綱引きに参加できなかった。終わると,盆綱を大堤に
投げ込んでいた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),碓井町(1982)

103

藁だけでしめなわ状に作る。学童がわらを集め,青年が作る。上屋敷と下屋敷に1本ずつ作り、14,15日の2日間引き合う。女子には触らせな
い。
[参考文献]筑紫豊編(1964)

118

中畑では,山あいの集落なのでフジカズラが手に入れやすく,それを練って40ｍぐらいの綱を作っていた。綱引きは,8月15日の夜仏様送りが
すんだ後,ムラの広場で青年男子組と壮年男子・男の子合同組の対抗で引いていた。終わると綱を川に流して盆踊りをし,その後「飲みご
と」をしていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),若宮町誌編さん委員会(2003)

109

108
熊本では8月15日の夜,青年団がカズラとわらで作った大きな盆綱を,大きな家のツボで引いていた。それが,昭和40年代に地蔵堂のそばに納
骨堂とグランドが出来ると,そこが盆綱引きと盆踊りの場所になった。カズラとわらの盆綱も,小学校運動会の綱引きに使う綱を借りて使う
ようになった。参加者の数も多く応援も盛んであった盆綱引きも,年号が平成になったころに絶えている。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),碓井町(1982)
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番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

朝倉市 来光寺 休止

朝倉市 比良松 盆綱 8月13日 厳島神社,初盆宅 ロープ,稲藁 実施中

朝倉市 上寺 集落,教念寺 廃絶

朝倉市 久重 廃絶

朝倉市 下町 廃絶

朝倉市 山田 廃絶

朝倉市 大庭 廃絶

糸島市 志摩町西貝塚 盆綱引き 8月15日 オウカン(県道) 藁 廃絶

糸島市 姫島 盆綱引き 8月15日 港の横の広場 葛 実施中

糸島市 二丈町大字福井 盆綱引き 8月15日 白山神社参道など 葛 実施中

糸島市 前原市池田 盆綱引き 8月15日夕方 集落の中央を走る道路脇 ロープ,(旧)藁,葛,荷縄 実施中

糸島市 泊 盆綱引き 8月15日夕方 集落の入り口に当たる坂道 ロープ,(旧)藁,竹 実施中

糸島市 小富士 盆綱引き 8月16日 藤葛 廃絶

那珂川市 那珂川町上梶原 盆綱引き 8月第1土曜日 八龍神社境内 葛,藁 実施中

那珂川市 市ノ瀬 盆綱引き 8月15日送り火後 日吉神社前の道路 葛,ススキ,藁 廃絶

那珂川市 内河 盆綱引き 不明 廃絶

那珂川市 山田 盆綱引き 盆の3日間のうち1日 葛,藁 廃絶

那珂川市 不入道 盆綱引き 盆の3日間のうち1日 葛,藁 廃絶

宇美町 早見 盆綱引き 8月14,15日 早見自治会公民館横グラウンド ロープ,(旧)葛 実施中

宇美町 障子岳 盆綱引き 8月15日 本村と今屋敷の境の路上 ロープ,(旧)藁 実施中

篠栗町 和田 盆綱引 8月15日 和田公民館前 ロープ,(旧)藤葛,茅 実施中

篠栗町 若杉 盆縄 8月15,16日 決まった場所無し 藤蔓 廃絶

須恵町 須恵 盆綱引き 8月15日 須恵区内 葛,菰 実施中

須恵町 新原 盆綱引き 8月15日 公民館前 葛,藁,茅 実施中

須恵町 佐谷字観音谷 盆綱 8月15日 村中 藁,菰,蔓 廃絶

須恵町 植木字松ヶ音 盆綱引き 8月15日 購買店前（現植木公民館） 蔓 廃絶

新宮町 相島 盆綱引 16日 葛 廃絶

久山町 盆綱 15日夕方 廃絶

久山町 猪野 盆綱引き 廃絶

第三章　P57～参照　［参考文献］二丈町教委(2006)

藁・菰・葛をよって長さ約20ｍの綱を制作する。それを大人・子ども（男子）が村中を持ち回り,最後に引き合う。終わると川べりへ持って
いく。付随する行事として仏様送りがある。少なくとも昭和54年までは存続していたが,現在は廃絶。

15日の前の晩に蔓取りを行い,15日朝に盆綱打ちをする。午後購買店前で引き合う。引き合って切れないときは包丁で切った。盆綱引きが終
わると仏様送りをした。付随する行事として精霊送りがあった。少なくとも昭和54年までは存続していたが,現在は廃絶。

123
3年前まで実施していたが,子どもの減少により休止した。　※令和4（2023）年朝倉市職員聞き取り。

第三章　P93～参照
124

125
大きい縄を製作し,集落を曳いて回り教念寺で綱引きをする。10年以上前まで実施していたが,現在は廃絶。

130

139

150 盆の15日夕刻の行事。藤かずらを芯に,葛巻かずら・かやなどをねり合わせた直径15㎝,長さ約30ｍの綱を引きあう行事。
［参考文献］久山町誌編纂委員会(1996)

134
第三章　P61～参照［参考文献］二丈町教委(2006)

132

第三章P63～参照　［参考文献］新修志摩町史編集委員会(2009)

小富士では盆綱がある。若者が藤葛を入れて綱を綯う。若者と子供で引き合いをした。
［参考文献］西南学院大学国語国文学会民俗学研究会(1988)

144

140

143
第三章　P79～参照　［参考文献］篠栗町(2008),糟屋地区文化財担当者会(2008)

第三章P75～参照　［参考文献］古野清人(1970)

祖先の霊を慰める供養とも、豊年の年の占いとも言われる。青年達が盆前にかずらを刈りとり、各家庭から藁を集める。かずらを芯にして
まわりを藁で包むようにして、長さ20～30mの大綱をつくり、盆の3日間のうちの1日を綱引きの日にする。よいさよいさと気勢をあげて盆綱
を引き、勝った方が豊年というところや、綱が切れないとクチナワになり、地獄に落ちている仏様があがって来れないというので、引き切
れるまで引くところもある。
［参考文献］那珂川町教委(1976)

祖先の霊を慰める供養とも、豊年の年の占いとも言われる。青年達が盆前にかずらを刈りとり、各家庭から藁を集める。かずらを芯にして
まわりを藁で包むようにして、長さ20～30mの大綱をつくり、盆の3日間のうちの1日を綱引きの日にする。よいさよいさと気勢をあげて盆綱
を引き、勝った方が豊年というところや、綱が切れないとクチナワになり、地獄に落ちている仏様があがって来れないというので、引き切
れるまで引くところもある。
［参考文献］那珂川町教委(1976)

149
8月に入ると山へ葛の蔓を取りに行き,それで直径70㎝,長さ50m位の巨大な綱を作る(葛練りという)。16日の午後,綱を60～70名で10分程引き
合い,その後海に流す。仏様が葛練りに乗って帰られると言い伝えられている。現在は行われていない。
［参考文献］新宮町誌編集委員会(1992),戸畑中央高学郷土部(1972)

133
第三章　P60～参照［参考文献］二丈町教委(2006)

141

135

151 昭和初期まで,猪野住民のエネルギーを発散させる盛大な盆綱引きが行われていた。しかし酒の上での喧嘩,怪我人の続出などの諸事情で,中
止になったままである。　［参考文献］久山町誌編纂委員会(1996)

129
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

西貝塚では8月15日,仏さまを送った後,午後6時から集落の前のオウカン（県道）で盆綱引きをしていた。オウカンは川の堤でもあって,負け
た方は川に落ちることもあったという。3回勝負で,青年と子どもで戦う。勝負は決まっていないが,だいたい子どもが勝つという。綱は,綱
作りといい,材料の藁を皆で集めて作り上げる。藁を三練りに綱打ちにして作る。綱は長さ30ｍ,径20㎝ほどである。青年は綱を直接握るが,
子どもは,ダゴを握る。ダゴは,綱から分けて出している部分で,子どもも引けるように,工夫された綱であった。綱引き終了後は,綱は神社の
境内の土俵にして,風止めお籠もりのとき相撲をしていた。
［参考文献］新修志摩町史編集委員会(2009)

136
第三章　P71～参照　［参考文献］那珂川町教委(1976)

146
第三章　P83～参照　［参考文献］須恵町(2016)

137

145
第三章　P81～参照　［参考文献］須恵町誌編集委員会(1983),須恵町(2016)

131

142

138
1996年三木氏調査時点では行っていた。現在は廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

126
1996年三木氏調査時点では行っていた。現在は廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

127
1996年三木氏調査時点では行っていた。現在は廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

128
詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之(1996)『福岡県盆綱引き分布図』

子供組は13日に葛蔓を刈り集め,14日午前,青壮年を頼り盆縄を綯う。盆縄は径20㎝程,長さは数ｍで,両端に径3㎝程の藤蔓を付ける。両端が
細く中央が太い。14日,15日の両日,子供組を中心として,老若男女総出で,源平に別れて引き合う。場所はその時々で適した場所を選ぶため
定まっていない。15日午後,この縄が引き切れるのを合図に,精霊送り,墓参りと成す。
［参考文献］合屋(1957)

第三章P78～参照

那珂川市市ノ瀬では,日吉神社の前の道路で盆綱引きをした。8月15日お盆の送り火が終わったあと,市ノ瀬の人々は上と下とにわかれて,芯
を葛にした直径1ｍほどの盆綱を引く。盆綱の長さは30ｍもあり,15日は朝早くから,青年が綱をつくるためのススキを切りにでかけ,ススキ
とワラで綱を仕上げる。盛んに盆綱引きが行われたのは明治時代までで,盆綱引きが行われなくなると,盆綱の歌も歌われなくなった。
［参考文献］春日市史編さん委員会編(1994)

147

148

127



番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

久山町 上久原 盆綱引き 15日早朝 葛 廃絶

久山町 上山田 盆綱引き 8月15日夕刻 道路 葛,萱 実施中

糟屋郡 盆綱引き 8月15日 藤葛,茅

粕屋町 上大隈 盆綱引き 8月

水巻町 古賀 盆綱引き 15日の夜 曲川の川沿いの道 篠竹,葛 廃絶

水巻町 頃末 盆綱引き 15日の夜 竹,葛 廃絶

鞍手町 永谷 盆綱引き 8月14日の夜 真教寺前の旧街道 マニラロープ,(旧)葛 実施中

桂川町
八王寺・又手・
日の隈・西土居

盆綱 8月15日の夜 藁 廃絶

桂川町 土居二区 盆綱 8月16日 広い個人の家 葛,藁 廃絶

桂川町 吉隈 盆綱 8月14日夜 葛,藁 廃絶

桂川町 吉隈二区 盆綱 8月15日盆踊り後 県道 葛,藁 廃絶

桂川町 吉隈三区 盆綱 8月15日夜
公民館前のグランド,ムラ内の

道(旧)
ウベ葛,藁 廃絶

桂川町 土師五・七区 盆綱 8月15日 納骨堂広場 葛,麦藁 廃絶

158
第三章　P90～参照　［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),鞍手町誌編集委員会(1993,1995)

157
頃末の盆綱は,ササ付の竹を芯にし,その上にわらを3つ組みにねって大きな物を作っていた。8月15日の夜に綱を引き合い,綱が切れるまで引
いた。切れないときは鎌などで切っており,「この世とあの世が分かれる」と言っていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

嘉穂郡桂川町吉隈では,14日の早朝,青年たちが山からかずらを切ってきて,昼すぎから綱作りにかかり,1トン以上のかずらと藁が練り上げら
れ,直径30㎝,長さ20ｍぐらいの綱ができる。14日の夜,男と女に分かれて引き合うが,女性が勝つとその年は豊作だといわれ,女性側に加勢人
が多い。
［参考文献］佐々木(1975)

159 8月15日の夜,総出で男女に分かれ綱引きをする。見物人が加勢するのは自由だが,女の方にばかり加勢人がつくので,いつでも女が勝つ。盆
綱を行っていたのは八王寺・又手・日の隈・西土居の4つであった。盆綱に用いる綱は,八王寺では直径約15㎝,長さ約25m,かずら30㎏,わら
100束を要した。西土居は一段と大きく,直径約30㎝,長さ3,40ｍであった。
［参考文献］桂川町誌編集委員会(1967)

153
第三章　P88～参照　［参考文献］糟屋地区文化財担当者会(2008),久山町誌編纂委員会(1996)

162

吉隈二区では8月15日に行なわれていた。盆綱の材料はカズラとわらである。カズラは,その日の早朝青年団員が今の麻生飯塚ゴルフ倶楽部
がある山に取りに行き,長さ20ｍぐらいの太い物2本と,葉がついた細い物をたくさん取ってきた。わらは各家から集めた。綱作りは,大きい2
本のカズラの先を細いカズラで縛り,これを芯にし,大きな柿の木の枝に掛け,わらに細いカズラを混ぜた束をねっていく。そのとき,「ヤー
ンソレ－,ヤンソレソ,ヤンソレ坊主がネコヒロタ」と唱え,語尾に力を入れてわらを強くひねっていた。出来上がりは長さ40ｍ,直径30㎝ぐ
らいの大きなものになっていた。15日の夜は,まず墓場で盆踊りが行なわれ,終わると着物を着替えて盆綱引きをした。綱引きは今の県道で
行なわれた。太鼓が打ち鳴らされる中,男と女に分かれて引き合い,3回で勝負を決めたが,女が負けそうになると見物人が女の方に加勢する
ので,毎年女が勝った。1時間ぐらい引くと,真ん中で結んでいるカズラが抜けるので,綱引きが終わった。切れた盆綱は,青年団長家など適当
な家の畑で1週間ぐらい乾燥させて焼いた。この盆綱引きは昭和35年までで絶えたが,昭和51年に青年たちの熱意によって復活し5年間続い
た。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

164

土師五区と七区は,かつては諸行事を一緒に行っており,盆綱引きは8月15日に行っていた。盆綱の材料は,カズラと麦わらを使っていた。カ
ズラは,近くの山からできるだけ長いものを取ってきた。短いと継がなくてはならないので,手間がかかるからである。作り方は,何本かのカ
ズラを細いカズラでグルグル巻きにして芯にし,ムラ内の大きな柿の木に掛け,芯の上に麦わらをねっていく。麦わらには,稲わらを混ぜるこ
ともあった。さらに,それを一定間隔でカズラを使って締めていく。このとき小槌でたたいてきつく締めた。綱引きのとき,このカズラをに
ぎって引くので,いい加減にすると事故の元になるからである。カズラについて,取ってきてすぐ使うときはいいが,時間を置く場合は,硬く
なるのを防ぐため輪にして水につけていた。大きさは,『桂川町誌』に長さ25ｍ,直径15㎝としているが,集まる人数を予測して作ったといわ
れる。引いた場所は,ムラの裏山の現納骨堂がある広場で,綱につく位置は各人の自由であった。引く回数も時間があるまでで,綱が切れるこ
とも,切ることもなかった。盆綱引きが終わると,締めたところを鎌で切り,解体して燃やした。綱引きには明治平山炭坑の人たちや朝鮮鉱員
もきていた。絶えたのは,戦争中の昭和18年頃である。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

160

土居二区では8月16日に行われていた。盆綱の材料はカズラとわらで,カズラは青年が大将陣山に取りに行って馬車に積んで帰り,わらは各家
から出してもらった。盆綱作りは青年団総出で行ない,ムラ内の大きな渋柿の木の枝に掛け,カズラを芯にしてわらをねっていた。戦前は青
年団・処女会員合わせて40人以上おり,男が盆綱作り,女は炊事方であった。出来上がりは,長さ3～40ｍ,直径30㎝ぐらいになった。盆綱引き
は,ツボが広い個人の家で行い,男女に分かれて引き合った。女が負けそうになると,大勢の見物人が女に加勢するので男が勝ったことはな
かった。ある年,男の方が綱の後ろを電柱にくくりつけたところ,電柱を引き倒したことがあったという。綱が切れることはなかったし,切る
こともなかった。終わると,盆綱は焼いていた。この盆綱引きは昭和10年ごろ絶えているが,戦後2,3回行なわれている。そのときは,カズラ
などを使わず,小学校から運動会綱引き用の綱を借りていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

161

154

152
15日早朝,青年団,少年団が,新建川上流で葛たちを行い,その後青年団が主になって綱をつくる。盆綱引きは,青年は赤ふんどし,捻り鉢巻き,
子どもも鉢巻をして綱を引き合う。道路沿いの溝の水を勢水としてかける。終了後は,精霊をのせた綱として火に納める。
［参考文献］久山町誌編纂委員会(1996)

163

幕末のころに始まったといわれる。今は公民館前のグランド（吉隈三区集会所のことと思われる）で行われているが,かつてはムラ内の道で
引いていた。日にちも8月15日,16日の2日間であったが15日だけになった。平成13年の行事を述べると,盆綱作りは8月14日の早朝5時ごろか
ら大将陣山にカズラを取りに行き,8時ごろから作り始めた。綱はカズラを芯にし,それにわらを一緒にねって巻いている。綱作りの最初はカ
ズラ3本をねっているが,途中から4本にするので,中央部が丸く大きくなっている。カズラはフジカズラを使っていたが弱く切れやすいので,
ウベのカズラを使ってみたということである。長さは約20ｍで,綱を作り上げるのに3,4時間かかっている。昔は,長さ50ｍ太さも今の倍ぐら
いであったといわれる。出来上がった綱はグランドの隅に円形に積み上げておく。盆綱引きは8月15日の夜に行なわれる。昭和20年8月15日
の終戦の日も,男女の青年たちが一部の反対を押し切って「戦争に負けたからする」と決行したところ,いつもより参加者が多かったとい
う。平成13年は,夜の9時ごろから高台にある納骨堂の前で盆踊りが行われ,終わると人々はグランドに移動した。集まった人たちは,綱をグ
ランドに引き出して盆綱引きを始めた。綱引きは太鼓の音にあわせ,最初は子どもと大人,次に男女に分かれて引き,男が勝てば豊作,女が勝
てば亡霊を地獄から引き上げることができるといわれる。人数が多いころは,引く人たちの力で綱の中ほどが切れていた。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003),王塚装飾古墳館(http://www.town.keisen.fukuoka.jp/ouzuka/contents/bunka/maturi.html)

156

古賀の盆綱は,青年側と子ども（中学生まで）側の材料が違った。青年側は遠賀川に自生するシノ竹を,子ども側は豊前坊山のカズラを使っ
た。採集に行くのは8月14日で,竹は時間を置くと硬くなるのでその日に3つ組に綯い,カズラは翌日まで曲川につけて2つ組みで綯った。その
作業をするのは,竹は青年,カズラは子どもに大人が加勢した。出来上がりの長さはどちらも長さ50ｍ,直径は竹が25～30㎝,カズラが15～20
㎝で,これをつなぐ。綱引きは15日の夜に,曲川の川沿いの道で行われ,竹綱側を青年,カズラ綱側を子ども・大人が持って,太鼓が打ち鳴らさ
れるなかヨイサ,ヨイサと引き合った。青年は綱を引くだけでなく,左右に揺さぶったり,上下に振って地面をたたいたりして子ども側を惑わ
すが,子ども側が負けだすと大人が加勢していた。その後,一同は場所を変えて盆踊りをしていた。昭和31年ごろに,遠賀川堤防の整備が進
み,シノ竹がなくなったことと,盆綱を作る人たちが少なくなったことで,次第に廃れてしまった。
［参考文献］嘉飯山郷土研究会(2003)

子供の集いとして8月上旬頃,ナタ,鎌を持って山にはいり藤かづらを長く切って持ち帰り,かづらを柔らかくするために小川につけて置く。8
月15日川原でかや切りをする。1人当たり2束位を午前10時頃までに持ち寄り,根元のかたい部分を柔らかくするため木槌で打ち叩く。準備が
おわると午後3時ごろから大人達が集まり,藤かづらを利用して,木の枝にかけヨイショヨイショと掛け声勇ましく直径20㎝位の縄を綯
い,5,60ｍほどの綱を造る。出来上がると,青年団,子供達,壮年,老人組と別れて綱引きが始まる。綱が切れるまで引きつづけるが,綱は中々
切れないので,上下に振っては地面へ叩きつけるなどして綱を切る。綱が切れると同時に皆家庭へ帰り,提灯に火を灯し線香を焚て「コウゴ
ザレコウゴザレ」と唱い仏をそれぞれの墓地に送りつける。こうした行事に子供が参加して,かづら切り,カヤ払いの仕事が子供の勤めでも
あったが,敗戦とともに廃絶した。
［参考文献］南石(1986)

155
［参考文献］粕屋町誌編纂委員会(1992)

128



番号 市町村 地区名 名称 行事日 引く(曳く)場所 綱の素材 実施状況

筑前町 夜須町 盆綱ひき 15日の夕方 茅,藁,青竹,葛 廃絶

筑前町 三箇山 盆綱 14～5軒の家 藤葛,茅,竹,藁 廃絶

筑前町 弥永 盆綱 13～15の毎晩 各組 藤葛,茅,竹,藁 廃絶

筑前町 高田 盆綱 藤葛,茅,竹,藁 廃絶

筑前町 三輪町 盆綱引き 15日の夕方 村の要所 藤葛,茅,竹,藁 廃絶

筑前町 曽根田 盆綱引き 広い道路 蔦 廃絶

筑前町 野町 盆綱引き お宮 萱,葛 廃絶

筑前町 朝日 盆綱引き 盆の3日間 道路 萱,藁 廃絶

東峰村 宝珠山村宝珠山村 廃絶

東峰村 宝珠山村福井 廃絶

大木町 盆綱 お宮の境内 藁 廃絶

広川町 盆づな引き 旧暦7月15日早朝 集落の各所 廃絶

広川町 逆瀬谷 盆綱 16日 お宮の境内など 藁 廃絶

みやこ町 豊津町徳永区 盆綱引き 8月15日の夕方 墓地の六地蔵の前 藁 廃絶

みやこ町 犀川町伊良原鳥越 盆綱 盆 千手観音 廃絶

築上町 椎田町今津 盆綱引き 8月15日 藁 廃絶

築上町 築城町伝法寺 盆綱引き 15日の夜 集会所 藁,カンネカズラ 実施中

174

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之『福岡県盆綱引き分布図』

お盆に行う行事の一種。邪鬼払いの行事で,お宮の境内などで大きな盆綱を引き合う。ワラは各家から出し合い,強度を増すためにだん竹な
どを編みこむこともある。運動会の綱引きなどを,ぼんつなと呼ぶのも,そもそも綱引きはお盆行事であることから。
［参考文献］町制30周年記念郷土史資料編集委員会(1986)

175

昔小学1年から高等科2年までの男子は,10日頃から地域のお宮に集まり,大将の命令によって各家から盆綱のお金を貰ったり,藁をもらったり
して盆綱の準備をする。13日,村の青年が来て盆綱をよってくれる。盆綱は子供達が綱引きをした後に川や堀に張り渡して泳いだ。その後こ
の盆綱を土俵にまわし,子供たちは15日の夜まで相撲を取る。村落の人々も子供の相撲を応援に来る。16日でこの子供の行事も終わり平常の
生活に戻る。
［参考文献］大木町誌編さん委員会(1993)

176

お盆の15日の早朝,盆綱を引く。氏神様の鳥居にかかっている注連縄のような大綱を作って,川の水にひたして祓い清める。お宮に帰る途中
何度も引き合って勝負をする。この盆綱引きは子供だけでする地区と成人男子でする地区があった。お宮に帰り着くと,臨時に作った土俵に
この縄を埋めこんで子供相撲が始まる。以前は各地で行われていたが,近年児童の数が少なくなるにつれ,この行事もだんだん減少していっ
た。
［参考文献］広川町(2005),八女郷土史研究会(1977)

177

詳細不明。1996年調査の三木氏調査時点で廃絶。　[参考文献]三木隆之『福岡県盆綱引き分布図』

173

弥永では上町・下町・内村で各組1本,計3本の綱を作り,13日から15日まで毎晩,各組に出向いて綱を引いてにぎわった。また,盆綱がよそに
盗まれたり,逆によその綱を盗みに行ったりすることもある。盗まれた盆綱は川に流されたり,堤に投げ込まれたりするので,村総出で盆綱を
守った。
［参考文献］筑前町史編さん事務局(2017)

165

数日前から,盆綱の材料として萱や藁を子供たちが集めていたものを,13日か,14日の夕方,村の若手衆が青竹やカズラを芯にして,ヨリをかけ
てない上げ,この盆綱を15日の夕方,子供や村中の者が引き合った。盆の16日は,男は朝早く,牛馬の飼料である草を,一人前切ってきたらヨコ
イ（休み）であった。　盆が終わると山家のお施餓鬼,甘木の流れ灌頂と祭りはつづいた。女は盆が終わってから盆アルキといって里へ仏様
詣りをした。
［参考文献］夜須町史編さん委員会(1991)

172
朝日ではカヤとワラで長さ20～30メートルほどの綱を作って,道路上(現国道386号)で綱引きをしていた。盆の3日間,夕方7時ごろから,村を
上組と下組に分けて大人と子どもがそれぞれに引いた。
［参考文献］筑前町史編さん事務局(2017)

171
野町では昭和25,6年ごろ青年団がお宮で行っていた。盆綱はカヤとカズラをなって作っていた。その後廃絶して一時復活したこともあった
が,材料が入手できず,2年程度で廃止になったようである。
［参考文献］筑前町史編さん事務局(2017)

170 曽根田では,綱の芯にツタを入れた直径50㎝ほどの大綱を作り,広い道路で14,15軒ずつで引いていた。戦後は行っていない。
［参考文献］筑前町史編さん事務局(2017)

181
第三章　P112～参照［参考文献］築城町誌編纂委員会(2006)

180

今津では8月15日,昭和12年ごろまで盆の綱引きをしていた。綱は子供たちが夏休みになると,リーダー格の子が皆に教えて作っていた。1年
生50ヒロ,2年生が150ヒロと,上級生がたくさん繩を綯っていた。子供たちだけでは出来ないので,青年団が手伝って3本ねりに作る。綱はト
グロを巻いたヘビの形にして,一晩墓に預けた。子供たちと青年団に分かれて綱引きをする。負けそうになったら子供たちに墓参りに来た人
たちが加勢する。引き終わった綱は青年団が鎌で切って隠し,それを子供たちが探し出して売った。そのお金は子供たちのものになった。
買った人は藁を壁のエツリやスサに使った。
［参考文献］椎田町(2005),椎田町文化財研究協議会(1998)

168
高田では綱はかづらの芯にワラを巻いて作られるが,その際,綱からはみ出したワラは切らずに残しておく。その理由は,はみ出したワラに先
祖の霊がつかまって来るからだという。
［参考文献］筑前町史編さん事務局(2017)

集めた藁の山から,3,4年の子が片手で握れるぐらいの太さの藁束を作る。5,6年の子が盆綱の練り込みの小束を入れる加勢をする。高等科の
子は中老や青年が盆綱の練り込みをしてくれるから,その手伝いと全体の作業の加勢をする。大綱は3つ練りで,長さ十数ｍ。太さは太いとこ
ろで径十数㎝にもなる。10時ごろ,猿股1枚,タオルを首に巻いてお宮に集まる。綱の先頭を鉦を手に持ったボスが担ぎ,全員で大綱を担ぎ行
進する。ボスの打つ鉦に合わせて村中を通り四つ角を曲がって祓川に下りる。大綱を水に浮かべて水神の上の淵まで引っ張って上がる。盆
の最終日の夕方,世話役の指図で,子どもたちは東におよそ40人ばかり,若者たちは西に20人ほど並んで待つ。始めの号令で力いっぱい綱を引
く。綱が切れるまで引くことになっているので,適当なところで盆綱を鎌で切る。結婚前の若者は浴衣に褌,子どもたちは猿股にランニング
シャツだけの身なり。汚れるからである。切った盆綱は一片を地蔵様の回りに巻いて綱引きを終わる。綱引きの後,若者たちが六地蔵の周り
を回りながら,ばんば踊りをする。この後帰って夕飯をすました夜8時ごろから,果願寺の閻魔踊りがある。この盆踊りには村中のものが出て
くる。
［参考文献］豊津町誌編纂委員会(1998)

178

179 鳥越に安置してある十一面の千手観音は,正月7日と盆17日が縁日である。正月7日は牛や馬を引いて参拝し,盆には盆踊りをし盆綱を打った
と言うが,今では盆踊りだけになった。［参考文献］木村壽夫編(1984)

169

15日は夕方から,家族や盆客人と一緒に,精霊送りをする。盆踊りや綱引きは,死者の霊を慰めるといわれて,地区ごとの行事とされていたが
今ではあまり見かけない。高田地区においては昔ながらの盆綱作りが自治公民館の行事として行われているが,綱引きはない。盆綱作りは,
夏休みになると小学校高等科の先輩や,青年団の指導のもとに,茅を切り,カズラを切り,藁集めをする。集めた藁で「コテ」を作る。コテ作
りは13日までの子供の仕事であった。それから手伝ってもらって大きな盆綱を作り,ムラうちの要所で引き合ったものである。他所から押し
かけて取りに来ることがあったが,そのときは総出で守った。ときには夜中に,他所の綱を盗みに行き,川に流したり堤に投げ込んだりした時
代もあった。
［参考文献］三輪町史編さん委員会(2011)

166
盆の数日前から,小学生が藤かづら,萱,竹,藁などを集めてくる。13日から青年が縄を作った。三箇山では,直径50㎝,長さ5ｍほどの萱綱を作
る。綱の芯にはツタや竹を入れた。この綱を14～5軒の家で引いた。
［参考文献］筑前町史編さん委員会(2016),筑前町史編さん事務局(2017)

167
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会
編

　
一
九
七
四

　『
鹿
北
町
誌
』

嘉
麻
市

　
二
〇
一
一

　『
広
報
嘉
麻
』
Ｎ
о
．
六
八

菊
川
春
暁

　
一
九
八
一

　『
田
主
丸
町
の
歴
史
と
文
化
財
』 

宗
教
と
文
化
研
究
所

北
崎
村
々
誌
編
纂
委
員
会
編

　
一
九
六
一

　『
北
崎
村
々
誌
』　
高
橋
義
雄

木
村
壽
夫
編

　
一
九
八
四

　『
郷
士
誌
伊
良
原
』　
郷
土
誌
伊
良
原
編
纂
委
員
会

九
州
山
岳
霊
場
遺
蹟
研
究
会
・
九
州
歴
史
資
料
館
編

　
二
〇
二
一

　『
宝
満
山
の

古
代
山
岳
信
仰
』　
第
十
一
回
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
資
料
集

鞍
手
町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
九
三

　『
鞍
手
町
誌 

民
俗
・
宗
教
聞
き
取
り
調
査

報
告
書
』

鞍
手
町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
九
五

　『
鞍
手
町
誌 
民
俗
・
宗
教
編
』　
鞍
手
町

鞍
手
町
歴
史
遺
産
活
用
推
進
委
員
会
・
鞍
手
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
一
四

　『
鞍

　

手
歴
史
図
鑑

　
ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見

　
も
っ
と
知
ろ
う
鞍
手
遺
産
』　

栗
原
隆
司
・
森
弘
子

　
二
〇
一
一
年
『
祈
り
の
山
宝
満
山
』　
海
鳥
社

久
留
米
郷
土
研
究
会

　
一
九
七
九

　『
新
編 

筑
後
の
年
中
行
事
十
二
か
月
』

久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
六

　『
久
留
米
市
史
』
第
五
巻 
久
留
米
市

桂
川
町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
六
七

　『
桂
川
町
誌
』　

下
司
種
夫

　
出
版
年
不
明

　『
免
の
思
い
出
』

合
屋
武
城

　
一
九
五
七

　『
筑
前
若
杉
郷
土
史
』

古
賀
市
役
所
企
画
課
企
画
調
整
係

　
一
九
九
九

　『
古
賀
市
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク(

平
成

一
一
年
版)

』

古
賀
市
立
歴
史
資
料
館

　
二
〇
二
一

　『
古
賀
市
郷
土
読
本 

わ
た
し
た
ち
の
こ
が
』

古
賀
市
歴
史
文
化
財
課

　
二
〇
〇
五

　「
れ
き
し
の
ア
ル
バ
ム
Ｎ
о
．
二
四
」『
谷

山
の
盆
綱
引
き
』

古
賀
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
八
五

　『
古
賀
町
誌
』　

古
賀
敏
範
編

　
二
〇
〇
八

　『
京
町
校
区
史
誌
』

古
賀
町

　
一
九
九
四

　『
広
報
こ
が
ま
ち
』
九
月
号
Ｎ
о
．
四
五
二

鷺
山
智
英

　
一
九
八
五

　『
下
見
史
誌
』

佐
々
木
哲
哉
等
著

　
一
九
七
五

　『
九
州
の
歳
時
習
俗
』　
明
玄
書
房

篠
栗
町

　
二
〇
〇
八

　「
和
田
八
幡
宮
の
盆
綱
引
」『
広
報
さ
さ
ぐ
り
』
八
月
号

篠
栗
町
ふ
る
さ
と
運
動
の
会
編

　
一
九
八
五

　「
和
田
八
幡
宮
と
盆
綱
引
」『
カ
ラ

ス
の
散
歩
』　

篠
栗
町
文
化
財
専
門
委
員
会

　
一
九
九
〇

　『
篠
栗
町
誌 

民
俗
編
』　

薩
摩
川
内
の
大
綱
引
き
調
査
委
員
会
・
薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
編

　
二
〇
二
二

『
薩
摩
川
内
の
大
綱
引
き
調
査
報
告
書
』　

佐
藤
與
之
助

　
一
九
八
五

　『
我
が
幼
時
の
思
い
出
』

椎
田
町
史
編
纂
委
員
会

　
二
〇
〇
五

　『
椎
田
町
史 

民
俗
編
』　

椎
田
町
文
化
財
研
究
協
議
会

　
一
九
九
八

　『
郷
土
誌
し
い
だ
』
六
号

　

篠
原
正
一

　
一
九
七
九

　『
新
編

　
筑
後
の
年
中
行
事
十
二
か
月
』　
久
留
米
郷
土
研
究
会

新
宮
町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
九
二

　『
相
島
民
俗
調
査
の
ま
と
め
』
新
宮
町
誌
編
纂
室

新
修
志
摩
町
史
編
集
委
員
会

　
二
〇
〇
九

　『
新
修
志
摩
町
史
』
下
巻

新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
編

　
二
〇
一
九

　『
新
修
宗
像
市
史 

う
み
・
や
ま
・

か
わ
―
地
理
・
自
然
―
』

新
原
開
村
四
〇
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
二
〇
一
八

　『
新
原
開
村
四
〇
〇

年
記
念
誌
』

須
恵
町
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
八
三

　『
須
恵
町
誌
』

須
恵
町

　
二
〇
一
三

　YouTube

『
須
恵
区
盆
綱
引
き 

須
恵
の
民
俗
文
化
⑩
』

須
恵
町

　
二
〇
一
六

　「
学
芸
員
が
語
る 

須
恵
町
の
お
盆
行
事
」『
広
報
す
え
』　

五
八
九

須
恵
町

　
二
〇
二
二

　『
広
報
す
え
』　
六
六
五

須
恵
町

　
二
〇
二
二

　『
須
恵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

（https://w
w

w
.tow

n.sue.fukuoka.jp/soshiki/shakaikyoikuka/rekishi_
bunkazai/bunkazai/tera_jinja_kenzobutsu_ato/2977.htm

l

）

末
永
邦
夫

　
映
像
記
録
『
柚
須
原
の
盆
綱
引
き
』

杉
山
正
仲
等
編

　
一
九
〇
七

　『
校
訂
筑
後
志
』
久
留
米
郷
土
研
究
会

西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

　
一
九
八
二

　『
西
南
学
院
大
学

民
俗
調
査
報
告
』
第
一
輯
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西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

　
一
九
八
四

　『
西
南
学
院
大
学

民
俗
調
査
報
告
』
第
三
輯

西
南
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
民
俗
学
研
究
会

　
一
九
八
八

　『
西
南
学
院
大
学

　

民
俗
調
査
報
告
』
第
四
輯

太
宰
府
市
史
編
集
委
員
会

　
一
九
九
〇

　『
太
宰
府
の
民
俗
』
第
一
集

太
宰
府
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
三

　『
太
宰
府
市
史 

民
俗
資
料
編
』　

立
花
町
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
九
六

　『
立
花
町
史
』
下
巻

　
立
花
町
史
編
さ

　

ん
委
員
会

田
中
久
美
子

　
二
〇
一
七

　「
九
州
北
部
に
お
け
る
盆
綱
の
分
布
と
地
域
的
展
開
」

『
日
本
民
俗
学
会
第
六
九
回
年
会
：
研
究
発
表
要
旨
集
』

田
中
久
美
子

　
二
〇
二
三

　「
后
曲
の
ヤ
ジ
ま
わ
し
と
盆
行
事
」『
新
修
宗
像
市
史

　

民
俗
編 

祈
り
と
ま
つ
り
』　
宗
像
市

筑
後
市
教
育
委
員
会

　
一
九
八
三

　『
筑
後
二
川
郷
土
史
』 

　
筑
後
郷
土
史
研
究
会

筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
七

　『
筑
後
市
史
』
第
一
巻

筑
後
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
八

　『
筑
後
市
史
』
第
三
巻

筑
紫
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
一
九
九
九

　『
筑
紫
野
市
史 

民
俗
編
』　
筑
紫
野
市

筑
紫
豊
編

　
一
九
六
四

　『
昭
和
三
八
年
度
民
俗
史
料
緊
急
調
査

　
筑
前
の
部
』　

福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
〇
集

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

筑
前
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編

　
二
〇
一
六

　『
筑
前
町
史
』
下
巻

　

筑
前
町
史
編
さ
ん
事
務
局
編
　
二
〇
一
七
　『
筑
前
町
史 

資
料
編
』　
筑
前
町
の
民
俗

町
制
三
〇
周
年
記
念
郷
土
史
資
料
編
集
委
員
会

　
一
九
八
六

　『
ひ
ろ
か
わ
の
郷

　

土
史
』　

築
城
町
誌
編
纂
委
員
会
編

　
二
〇
〇
六

　『
築
城
町
誌
』
下
巻

　

津
屋
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
九
六

　『
津
屋
崎
町
史 

資
料
編
』
下
巻(

一
） 

　

靏
理
恵
子

　
一
九
八
六

　「
綱
引
の
民
俗
―
九
州
地
方
の
事
例
を
中
心
に
―
」『
日

本
民
俗
学
』
一
六
三

伝
統
行
事
復
活
委
員
会
編

　
一
九
九
七
頃
編
集

　『
大
字
堤
民
俗
資
料
』

戸
畑
中
央
高
等
学
校
郷
土
部

　
一
九
六
七

　『
玄
界
島
』

戸
畑
中
央
高
等
学
校
郷
土
部

　
一
九
六
八

　『
姫
島
』

戸
畑
中
央
高
等
学
校
郷
土
部

　
一
九
七
二

　『
相
島
』

豊
津
町
誌
編
纂
委
員
会

　
一
九
九
八

　『
豊
津
町
史
』
下
巻

　

那
珂
川
町
教
育
委
員
会

　
一
九
七
六

　『
郷
土
史
那
珂
川
』

中
島
伊
佐
子

　
一
九
九
三
年

　「
第
四
章
歳
時
習
俗
」『
太
宰
府
市
史 

民
俗
資
料
編
』

七
隈
郷
土
史
研
究
会

　
一
九
八
六

　『
七
隈
郷
土
史

　
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』 

七
隈
郷
土
史
研
究
会

南
石
武

　
一
九
六
八

　『
粕
屋
要
録
』　
史
跡
保
存
同
好
会

西
日
本
新
聞
社
福
岡
県
百
科
事
典
刊
行
本
部
編

　
一
九
八
二

　『
福
岡
県
百
科
事

典
』　
下
巻

　
西
日
本
新
聞
社

西
日
本
文
化
協
会

　
一
九
八
八

　『
福
岡
県
史 

近
代
史
料
編 

福
岡
県
地
理
全
誌
』

一
巻

　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会

　
一
九
八
八

　『
福
岡
県
史 

近
代
史
料
編 

福
岡
県
地
理
全
誌
』

二
巻

　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会

　
一
九
九
三

　『
福
岡
県
史 

近
代
史
料
編 

福
岡
県
地
理
全
誌
』

五
巻

　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会

　
一
九
九
五

　『
福
岡
県
史 

近
代
史
料
編 

福
岡
県
地
理
全
誌
』

六
巻

　
福
岡
県

西
日
本
文
化
協
会

　
二
〇
〇
〇

　『
福
岡
県
史 

通
史
編
近
代

　
産
業
経
済
二
巻
』
福
岡
県

二
丈
町
誌
編
集
委
員
会
編

　
一
九
六
七

　『
二
丈
町
誌
』　

二
丈
町
誌
（
平
成
版
）
編
纂
委
員
会
編

　
二
〇
〇
五

　『
二
丈
町
誌
（
平
成
版
）』

二
丈
町
教
育
委
員
会

　
二
〇
〇
六

　『
二
丈
町
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
四
集

大
入
盆
綱
引
き
』　

林
与
之
助

　
一
九
九
五

　『
風
帰
庵
夜
話
』　
土
曜
美
術
社

原
田
嘉
郎

　
一
九
六
九

　『
穂
波
町
誌
』　
穂
波
町

久
山
町
誌
編
纂
委
員
会

　
一
九
九
六

　『
久
山
町
誌
』
下
巻

　

広
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会

　
二
〇
〇
五

　『
広
川
町
史
資
料
編
』　

福
岡
県
人
権
研
究
所
編

　
一
九
九
八

　『
部
落
解
放
史
・
ふ
く
お
か
』
第
八
九
号

福
岡
市

　
二
〇
〇
八

　『
福
岡
市
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

田
隈
の
盆
押

し
・
盆
綱
引
き
』

福
岡
市

　
二
〇
一
七

　『
第
六
回
〝
共
創
〟
自
治
協
議
会
サ
ミ
ッ
ト
』　（https://

w
w

w.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/61537/1/H29sam
ittohaihu-

siryoushukushou_Part1.pdf?20180214142801

）

福
岡
市

　
二
〇
二
〇

　『
堤
丘
校
区
デ
ー
タ
集
』（https://w

w
w.city.fukuo-
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ka.lg.jp/data/open/cnt/3/52536/1/r1_j11_tsutsum
igaoka_book.

pdf?20200426173437

）

福
岡
市
合
併
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
さ
ん
委
員
会
編

　
二
〇
一
二

　『
す

せ
ん
じ
物
語
』　
福
岡
市
合
併
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会

福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編

　
二
〇
一
二

　『
新
修 

福
岡
市
史 

民
俗
編
一 

春
夏
秋

冬
・
起
居
往
来
』

福
岡
市
都
市
整
備
局
玄
界
島
復
興
担
当
部
企
画
・
編
集

　
二
〇
〇
八

　『
玄
界
島

震
災
復
興
記
録
誌
』　

　

福
岡
市
立
北
崎
小
学
校
百
年
誌
編
集
委
員
会

　
一
九
八
〇

　『
北
崎
小
学
校
百
年
誌
』　

　
　

福
岡
市
立
北
崎
小
学
校

福
岡
市
南
区
民
俗
文
化
財
保
存
会
編

　
一
九
九
二

　『
南
区
ふ
る
さ
と
』

藤
津
研
児

　
一
九
七
〇

　『
背
振
山
麓
の
民
俗

　
福
岡
県
早
良
郡
早
良
町
・
脇
山

地
区

　
昭
和
四
四
年
度
調
査
報
告
書
』　
北
九
州
大
学
民
俗
研
究
会

藤
丸
三
雄

　
一
九
八
四
a
「
故
郷
を
知
る
⑲
起
田
の
巻
」『
広
報
み
つ
は
し
』
一
八
八

藤
丸
三
雄

　
一
九
八
四
b
「
故
郷
を
知
る
⑳
木
元
の
巻
」『
広
報
み
つ
は
し
』
一
八
九

藤
野
茂
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章 節 タイトル 写真キャプション 写真情報
巻頭図版① ― ― 「盆綱」夏祭り 福岡県撮影
巻頭図版① ― ― 草場の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版② ― ― 田隈の盆押し・盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版② ― ― 宇田川原の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版③ ― ― 西浦のかずら引き 福岡県撮影
巻頭図版③ ― ― 玄界島の盆綱引き 河口綾香撮影
巻頭図版④ ― ― 柚須原の盆綱打ち 森弘子提供
巻頭図版④ ― ― 小倉の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑤ ― ― 后曲のヤジまわし 田中久美子撮影
巻頭図版⑤ ― ― 北谷の盆綱 森弘子提供
巻頭図版⑥ ― ― 大入の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑥ ― ― 池田盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑦ ― ― 泊の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑦ ― ― 姫島のかずら引き 福岡県撮影
巻頭図版⑧ ― ― 谷山の盆綱 井英明提供
巻頭図版⑧ ― ― 上梶原の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑨ ― ― 早見の盆綱引き 森弘子提供
巻頭図版⑨ ― ― 原田上の盆綱引き 森弘子提供
巻頭図版⑩ ― ― 障子岳の盆綱引き 森弘子提供
巻頭図版⑩ ― ― 和田の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑪ ― ― 須恵の盆綱引き 須恵町山下啓之提供
巻頭図版⑪ ― ― 新原の盆綱 中村琢撮影
巻頭図版⑫ ― ― 上山田の盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑫ ― ― 永谷万年願盆綱引き 福岡県撮影
巻頭図版⑬ ― ― 比良松の盆綱 篠崎英一提供
巻頭図版⑬ ― ― 馬田の盆綱曳き 福岡県撮影
巻頭図版⑭ ― ― 起田の盆綱 福岡県撮影
巻頭図版⑭ ― ― 木元ぼんでん縄 田中久美子撮影
巻頭図版⑮ ― ― 久富の盆綱曳き 福岡県撮影
巻頭図版⑮ ― ― 下臼井西の盆綱 福岡県撮影
巻頭図版⑯ ― ― 伝法寺の盆綱引き 田中久美子撮影
巻頭図版⑯ ― ― 十五夜さん大綱引き 福岡県撮影
三章 ― 「盆綱」夏祭り 写真一

写真二
福岡県撮影
田中久美子撮影

三章 ― 草場の盆綱引き 写真一～九 亀崎敦司撮影
三章 ― 田隈の盆押し・盆綱引き 写真一～一三 須永敬撮影
三章 ― 宇田川原の盆綱引き 写真一、二

写真三
田中久美子撮影
福岡県撮影

三章 ― 西浦のかずら引き 写真一～五 田中久美子撮影
三章 ― 玄界島の盆綱引き 写真一 河口綾香撮影
三章 ― 柚須原の盆綱打ち 写真一～三 末永邦夫提供
三章 ― 小倉の盆綱引き 写真一～三 田中久美子撮影
三章 ― 后曲のヤジまわし 写真一、二 田中久美子撮影
三章 ― 北谷の盆綱 写真一、二 森弘子提供
三章 ― 大入の盆綱引き 写真一～五 長谷川清之撮影
三章 ― 池田盆綱引き 写真一、二 福岡県撮影
三章 ― 姫島のかずら引き 写真一～三 長谷川清之撮影
三章 ― 谷山の盆綱 写真一、二 井英明提供
三章 ― 上梶原の盆綱引き 写真一～四 藤川貴久撮影
三章 ― 原田上の盆綱引き 写真一、二 森弘子撮影

巻頭図版及び文中写真出典
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章 節 タイトル 写真キャプション 写真情報
三章 ― 和田の盆綱引き 写真一 森弘子撮影
三章 ― 須恵の盆綱引き 写真一～三 森弘子撮影
三章 ― 新原の盆綱 写真一～一五 福岡県撮影
三章 ― 上山田の盆綱引き 写真一 福岡県撮影
三章 ― 永谷万年願盆綱引き 写真一～九 福岡県撮影
三章 ― 比良松の盆綱 写真一 篠崎英一提供
三章 ― 馬田の盆綱曳き 写真一～四 福岡県撮影
三章 ― 起田の盆綱 写真一～三 田中久美子撮影
三章 ― 木元ぼんでん縄 写真一～四 田中久美子撮影

三章 ― 久富の盆綱曳き
写真一
写真二、三
写真四

小林勇作撮影
田中久美子撮影
福岡県撮影

三章 ― 下臼井西の盆綱 写真一～四
写真五

福岡県撮影
田中久美子撮影

三章 ― 伝法寺の盆綱引き 写真一
写真二～四

田中久美子撮影
福岡県撮影

三章 ― 十五夜さん大綱引き 写真一、二
写真三～五

田中久美子撮影
福岡県撮影

巻頭図版及び文中写真出典
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要 約

　福岡県教育委員会が平成30年度から令和５年度にかけて実施した、「北部九州の盆綱」

調査事業の報告書である。事業の遂行にあたっては、同時進行で事業を実施した「祭り・
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員・市町村文化財担当職員・事務局が行った。

　詳細調査については、福岡県内各地に存在する盆綱及び十五夜綱引きの全３２件を対象

として行い、その結果を記録した。
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